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第２部 各学部での履修及び取得できる各種資格 

 

ⅠⅠ  体体育育学学部部ででのの履履修修  

  

ⅡⅡ  体体育育学学部部でで取取得得ででききるる各各種種資資格格  

  １１  教教育育職職員員免免許許状状（（中中学学校校・・高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状（（保保健健体体育育））））  

  ２２  （（公公財財））日日本本ススポポーーツツ協協会会  公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格  

  ３３  （（国国家家資資格格））第第一一種種衛衛生生管管理理者者免免許許  

  ４４  （（公公財財））健健康康・・体体力力づづくくりり事事業業財財団団  健健康康運運動動指指導導士士  

  ５５  （（公公財財））日日本本レレククリリエエーーシショョンン協協会会  レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者資資格格  

  ６６  （（公公社社））日日本本キキャャンンププ協協会会  キキャャンンププイインンスストトララククタターー資資格格  

  ７７  （（公公財財））日日本本パパララススポポーーツツ協協会会  パパララススポポーーツツ指指導導員員資資格格  

  ８８  （（特特活活））日日本本トトレレーーニニンンググ指指導導者者協協会会  ＪＪＡＡＴＴＩＩトトレレーーニニンンググ指指導導者者資資格格  

  ９９  （（一一社社））全全国国体体育育ススポポーーツツ系系大大学学協協議議会会  ＪＪＰＰＳＳＵＵススポポーーツツトトレレーーナナーー  

  1100  教教育育職職員員免免許許状状（（小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状））  

      ＊＊資資格格履履修修科科目目確確認認リリスストト  

  

ⅢⅢ  ２２００２２３３年年度度体体育育学学部部開開講講科科目目一一覧覧  

  

ⅣⅣ  教教育育学学部部ででのの履履修修  

  

ⅤⅤ  教教育育学学部部でで取取得得ででききるる各各種種資資格格  

  １１  教教育育職職員員免免許許状状  

（（幼幼稚稚園園，，小小学学校校，，中中学学校校・・高高等等学学校校（（保保健健体体育育）），，特特別別支支援援学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状））  

  ２２  （（公公財財））日日本本レレククリリエエーーシショョンン協協会会  レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者資資格格  

  ３３  （（公公財財））日日本本パパララススポポーーツツ協協会会  パパララススポポーーツツ指指導導員員資資格格  

  ４４  保保育育士士資資格格  

  

ⅥⅥ  ２２００２２３３年年度度教教育育学学部部開開講講科科目目一一覧覧  



ⅠⅠ  体体育育学学部部ででのの履履修修 
 

  
体育学部の教育目標は次のとおりです。 

体育、スポーツ・健康に関する科学的な理論を理解し、実技能力や実技指導能力、スポーツ組織

のマネジメント能力を有する実践的な人材を養成することを教育目標として、以下のとおり定める。 

（１）豊かな教養を修める。 

（２）専門的な知識・技能を修得する。 

（３）調和のとれた人格を形成する。 

（４）社会に貢献できる力を身につける。 

（５）能動的・自立的行動力を身につける。 

  

  
体育学部の授業科目は次の科目区分で構成し、基礎から専門を４年間で学びます。授業科目の受

講は学年やコースごとの指定もありますので履修登録に際しては注意してください。 

 

【科目区分】 

（１）教養科目（学部共通 基礎教育科目と一般教育科目で構成） 

（２）専門基礎科目（学部共通） 

（３）発展科目（学科共通） 

（４）応用科目（コース別） 

（５）関連科目、資格関連科目（学科共通） 

（６）キャリア教育科目、教職に関する専門科目、自由科目（学部共通） 

  

  

      

  

                                                    

応応用用科科目目
教教
職職
にに
関関
すす
るる

　　
　　
専専
門門
科科
目目

自自
由由
科科
目目

学科共通
1～4年生

体育学部共通
標準1～2年生

学科共通
1～4年生

　　一般教育・基礎教育

専専門門基基礎礎科科目目

体育学部共通
1～4年生

教教養養科科目目

　　体育・スポーツの講義＆実技

体育学部共通
標準1～4年生

コース共通
3年生

発発展展科科目目

講義＆実技＆実習
＆インターンシップ

講義＆実技＆演習

関関
連連
科科
目目

資資
格格
関関
連連
科科
目目

キキ
ャャ
リリ
アア

　　
教教
育育
科科
目目

１１  体体育育学学部部のの目目的的・・教教育育目目標標  

２２  カカリリキキュュララムムのの構構成成  

基基礎礎  専専門門   
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ⅠⅠ  体体育育学学部部ででのの履履修修 
 

  
体育学部の教育目標は次のとおりです。 

体育、スポーツ・健康に関する科学的な理論を理解し、実技能力や実技指導能力、スポーツ組織

のマネジメント能力を有する実践的な人材を養成することを教育目標として、以下のとおり定める。 

（１）豊かな教養を修める。 

（２）専門的な知識・技能を修得する。 

（３）調和のとれた人格を形成する。 

（４）社会に貢献できる力を身につける。 

（５）能動的・自立的行動力を身につける。 

  

  
体育学部の授業科目は次の科目区分で構成し、基礎から専門を４年間で学びます。授業科目の受

講は学年やコースごとの指定もありますので履修登録に際しては注意してください。 

 

【科目区分】 

（１）教養科目（学部共通 基礎教育科目と一般教育科目で構成） 

（２）専門基礎科目（学部共通） 

（３）発展科目（学科共通） 

（４）応用科目（コース別） 

（５）関連科目、資格関連科目（学科共通） 

（６）キャリア教育科目、教職に関する専門科目、自由科目（学部共通） 
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１１  体体育育学学部部のの目目的的・・教教育育目目標標  

２２  カカリリキキュュララムムのの構構成成  

基基礎礎  専専門門   
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（１）卒業には次の２つの条件を充たしていることが必要となります。 

・本学に４年間在学していること（休学期間は含まれません） 

・卒業に必要な単位数を修得していること 

（２）卒業所要単位数は１２４単位ですが、科目区分ごとに学科で定められた最低修得単位数を修得

していなければなりません。 

（３）開講科目一覧表における「教職に関する専門科目」「資格関連科目」「自由科目」は、卒業所要

単位数に含みません。 

（（ススポポーーツツ教教育育学学科科））  

授授業業科科目目区区分分  最最低低修修得得単単位位数数  備備    考考  

教養科目※ ２０単位 
基礎教育科目８単位以上 

一般教育科目１２単位以上 

専門基礎科目 ４２単位 
必修３９単位 

選択必修３単位 

発展科目 ２０単位 必修２０単位 

応用科目 １４単位  

関連科目※ １３単位  

キャリア教育科目※ １単位  

※の科目及び単位互換科目から選択 １４単位  

卒卒業業所所要要単単位位数数合合計計  １１２２４４単単位位    

（（健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科））  

授授業業科科目目区区分分  最最低低修修得得単単位位数数  備備    考考  

教養科目※ ２０単位 
基礎教育科目８単位以上 

一般教育科目１２単位以上 

専門基礎科目 ４２単位 
必修３９単位 

選択必修３単位 

発展科目 ２２単位 必修２２単位 

応用科目 １４単位  

関連科目※ １１単位  

キャリア教育科目※ １単位  

※の科目及び単位互換科目から選択 １４単位  

卒卒業業所所要要単単位位数数合合計計  １１２２４４単単位位    

 

 

（（１１））基基礎礎教教育育科科目目  

・「日本語技法」「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語演習」は１年次必修であり、クラス分けテストで

クラス指定を行います。 

・「統計実習Ⅰ」の履修者は「統計実習Ⅱ」も履修しなければなりません。 

・「統計基礎」と「統計実習Ⅰ」+「統計実習Ⅱ」はいずれかの選択必修になりますが、この選考

はクラス分けテストの結果で行います。 

（（２２））一一般般教教育育科科目目  

人文科学、社会科学、自然科学の３分野からそれぞれ２科目４単位以上を選択履修しなければ

なりません。 

 ※教養科目は、基礎教育科目と一般教育科目とで合計２０単位以上が必要です。 

（（３３））専専門門基基礎礎科科目目  

専門基礎科目は体育学部共通科目で、講義科目２７単位、実技科目１２単位に、「ダンスⅠＡ」

「柔道ⅠＡ」「剣道ⅠＡ」より１単位、「ダンスⅠＢ」「柔道ⅠＢ」「剣道ⅠＢ」より１単位の合

計２単位が必修です。（教員免許取得にあたっては「ダンスⅠＡ」が必修、「柔道ⅠＡ」又は「剣

道ⅠＡ」が選択必修です。）また、選択必修実習科目１単位が必要です。 

３３  卒卒業業要要件件  

４４  各各科科目目区区分分のの履履修修  

※「柔道ⅠＡ」「剣道ⅠＡ」の両方の履修はできません。 

※「柔道ⅠＢ」「剣道ⅠＢ」の両方の履修はできません。 

（（４４））発発展展科科目目  

発展科目は各学科共通科目ですが、卒業に必要な単位数が異なりますので注意してください。 

ア.スポーツ教育学科 

講義科目、演習科目、実技科目合計で２０単位が必修です。 

実技科目の「ハンドボールⅠ」は男女とも、「ラグビーⅠ」は男子、「ソフトボール」は女子

が必修です。 

イ.健康・スポーツマネジメント学科 

講義科目、演習科目、実技科目合計で２２単位が必修です。 

（（５５））応応用用科科目目  

応用科目は３年次に所属するコースに開設されている必修及び選択必修科目の計１４単位を修

得しなければなりません。 

（（６６））関関連連科科目目  

関連科目は、コースの専門的学習をさらに幅広く深める科目、教員免許状に必要な科目など、

学部として共通に開講している科目や各学科で開講している選択科目があります。 

（履修方法） 

ア.スポーツ教育学科 

選択必修講義科目を１０単位以上、選択必修実技科目は３単位以上、合計１３単位以上を修

得しなければなりません。 

イ.健康・スポーツマネジメント学科 

選択必修講義科目を８単位以上、選択必修実技科目は３単位以上、合計１１単位以上を修得

しなければなりません。 

※選択講義科目の４科目（「教師論」「保健体育科教育法Ａ」「保健体育科教育法Ｂ」「保健体育

科学習指導論」）は、卒業所要単位の１２４単位には含まれますが、選択必修講義科目のそれ

ぞれ１０単位・８単位には含まれませんので注意してください。 

（（７７））キキャャリリアア教教育育科科目目  

キャリア教育科目は学部共通で必修科目（「キャリアデザインⅠ」）１単位以上を修得しなけれ

ばなりません。 

 

 

（１）２年次から３年次に進級するには、２年次終了時に３３００単単位位以以上上を修得していることが必要で

す。これをクリアしないと進級できませんので注意してください。 

（２）学則第３５条第６号「当該年度に履修した授業科目につき１５単位以上を修得できない者は、

除籍する」の規定の適用については、次のとおり取り扱います。 

①１年次生 

・１年次終了時に１５単位未修得の場合、文書にて「除籍警告」並びに保証人あてに「除籍警告

書」を送付します。 

・学修継続を希望する場合は、事前に調書及び「誓約書」を提出したうえで、面談を通じて承認

を受ける必要があります。これらに応じない場合は、学則に基づき除籍手続を進めます。 

②２年次生  

・１年次生と同様に取扱います。 

・３年次への進級条件を「２年次終了時に３０単位以上を修得している」こととし、進級の可否

判断を行います。 

（誓約書が提出されていても、３０単位以上修得していなければ３年次への進級はできません。） 

③３年次生 

１年次生と同様に取扱います。 

④４年次生 

１５単位未修得による除籍規定の適用は、原則として行いません。 

５５  進進級級等等  

－ 40 － － 41 －
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（１）卒業には次の２つの条件を充たしていることが必要となります。 

・本学に４年間在学していること（休学期間は含まれません） 

・卒業に必要な単位数を修得していること 

（２）卒業所要単位数は１２４単位ですが、科目区分ごとに学科で定められた最低修得単位数を修得

していなければなりません。 

（３）開講科目一覧表における「教職に関する専門科目」「資格関連科目」「自由科目」は、卒業所要

単位数に含みません。 

（（ススポポーーツツ教教育育学学科科））  

授授業業科科目目区区分分  最最低低修修得得単単位位数数  備備    考考  

教養科目※ ２０単位 
基礎教育科目８単位以上 

一般教育科目１２単位以上 

専門基礎科目 ４２単位 
必修３９単位 

選択必修３単位 

発展科目 ２０単位 必修２０単位 

応用科目 １４単位  

関連科目※ １３単位  

キャリア教育科目※ １単位  

※の科目及び単位互換科目から選択 １４単位  

卒卒業業所所要要単単位位数数合合計計  １１２２４４単単位位    

（（健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科））  

授授業業科科目目区区分分  最最低低修修得得単単位位数数  備備    考考  

教養科目※ ２０単位 
基礎教育科目８単位以上 

一般教育科目１２単位以上 

専門基礎科目 ４２単位 
必修３９単位 

選択必修３単位 

発展科目 ２２単位 必修２２単位 

応用科目 １４単位  

関連科目※ １１単位  

キャリア教育科目※ １単位  

※の科目及び単位互換科目から選択 １４単位  

卒卒業業所所要要単単位位数数合合計計  １１２２４４単単位位    

 

 

（（１１））基基礎礎教教育育科科目目  

・「日本語技法」「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語演習」は１年次必修であり、クラス分けテストで

クラス指定を行います。 

・「統計実習Ⅰ」の履修者は「統計実習Ⅱ」も履修しなければなりません。 

・「統計基礎」と「統計実習Ⅰ」+「統計実習Ⅱ」はいずれかの選択必修になりますが、この選考

はクラス分けテストの結果で行います。 

（（２２））一一般般教教育育科科目目  

人文科学、社会科学、自然科学の３分野からそれぞれ２科目４単位以上を選択履修しなければ

なりません。 

 ※教養科目は、基礎教育科目と一般教育科目とで合計２０単位以上が必要です。 

（（３３））専専門門基基礎礎科科目目  

専門基礎科目は体育学部共通科目で、講義科目２７単位、実技科目１２単位に、「ダンスⅠＡ」

「柔道ⅠＡ」「剣道ⅠＡ」より１単位、「ダンスⅠＢ」「柔道ⅠＢ」「剣道ⅠＢ」より１単位の合

計２単位が必修です。（教員免許取得にあたっては「ダンスⅠＡ」が必修、「柔道ⅠＡ」又は「剣

道ⅠＡ」が選択必修です。）また、選択必修実習科目１単位が必要です。 

３３  卒卒業業要要件件  

４４  各各科科目目区区分分のの履履修修  

※「柔道ⅠＡ」「剣道ⅠＡ」の両方の履修はできません。 

※「柔道ⅠＢ」「剣道ⅠＢ」の両方の履修はできません。 

（（４４））発発展展科科目目  

発展科目は各学科共通科目ですが、卒業に必要な単位数が異なりますので注意してください。 

ア.スポーツ教育学科 

講義科目、演習科目、実技科目合計で２０単位が必修です。 

実技科目の「ハンドボールⅠ」は男女とも、「ラグビーⅠ」は男子、「ソフトボール」は女子

が必修です。 

イ.健康・スポーツマネジメント学科 

講義科目、演習科目、実技科目合計で２２単位が必修です。 

（（５５））応応用用科科目目  

応用科目は３年次に所属するコースに開設されている必修及び選択必修科目の計１４単位を修

得しなければなりません。 

（（６６））関関連連科科目目  

関連科目は、コースの専門的学習をさらに幅広く深める科目、教員免許状に必要な科目など、

学部として共通に開講している科目や各学科で開講している選択科目があります。 

（履修方法） 

ア.スポーツ教育学科 

選択必修講義科目を１０単位以上、選択必修実技科目は３単位以上、合計１３単位以上を修

得しなければなりません。 

イ.健康・スポーツマネジメント学科 

選択必修講義科目を８単位以上、選択必修実技科目は３単位以上、合計１１単位以上を修得

しなければなりません。 

※選択講義科目の４科目（「教師論」「保健体育科教育法Ａ」「保健体育科教育法Ｂ」「保健体育

科学習指導論」）は、卒業所要単位の１２４単位には含まれますが、選択必修講義科目のそれ

ぞれ１０単位・８単位には含まれませんので注意してください。 

（（７７））キキャャリリアア教教育育科科目目  

キャリア教育科目は学部共通で必修科目（「キャリアデザインⅠ」）１単位以上を修得しなけれ

ばなりません。 

 

 

（１）２年次から３年次に進級するには、２年次終了時に３３００単単位位以以上上を修得していることが必要で

す。これをクリアしないと進級できませんので注意してください。 

（２）学則第３５条第６号「当該年度に履修した授業科目につき１５単位以上を修得できない者は、

除籍する」の規定の適用については、次のとおり取り扱います。 

①１年次生 

・１年次終了時に１５単位未修得の場合、文書にて「除籍警告」並びに保証人あてに「除籍警告

書」を送付します。 

・学修継続を希望する場合は、事前に調書及び「誓約書」を提出したうえで、面談を通じて承認

を受ける必要があります。これらに応じない場合は、学則に基づき除籍手続を進めます。 

②２年次生  

・１年次生と同様に取扱います。 

・３年次への進級条件を「２年次終了時に３０単位以上を修得している」こととし、進級の可否

判断を行います。 

（誓約書が提出されていても、３０単位以上修得していなければ３年次への進級はできません。） 

③３年次生 

１年次生と同様に取扱います。 

④４年次生 

１５単位未修得による除籍規定の適用は、原則として行いません。 

５５  進進級級等等  
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 ３年次に進級すると各学科に設けているコースごとに専門教育の学修を進めます。コースでの授業

は、コースに対応する講義、演習、実技、実習科目を履修し、併せて発展科目の「演習Ⅰ・Ⅱ」を履

修します。 

 コースの選択は、２年次の１０月上旬から中旬に各学科において希望調査を行います。 

 コースにより希望者が偏った場合、２年次前期までの学業成績（ＧＰＡ）が選考に用いられること

があります。どのコースを選択しても教員免許は取得できますが、その他の資格・免許についてはコ

ースにより異なりますので「Ⅱ 体育学部で取得できる各種資格」ページを参照してください。 

 ２０２２年度の各コースの定員はつぎの通りでした。コース選択時には、変更が生じる場合があり

ますが参考にしてください。 

ススポポーーツツ教教育育学学科科  

コーチ教育コース 体育科教育コース スポーツ心理・カウンセリングコース 

１７８名 ８０名 ６０名 

健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科  

スポーツマネジメントコース アスレティックトレーニングコース 健康スポーツコース 

７５名 ６６名 ７７名 

 

 

 時間割表を確認のうえ受講する科目を自分でＷＥＢ登録してください。 

 ただし、次表の科目は教学部教務担当が登録するので、自分で登録する必要はありません。 

科科目目  配配当当年年次次  備備    考考  

情報処理実習Ⅰ １年次配当 時間割に記載しているクラスで受講すること。 

情報処理実習Ⅱ １年次配当 

教員免許取得を考えている学生は、１年生で必ず履修

すること。２年生以降は再履修のクラスのみ履修可と

し、再履修者が優先。 

日本語技法 

日本語技法演習（基礎） 

日本語技法演習（応用） 

１年次配当 

初回授業（ガイダンス）で受講クラスを通知します。 
統計基礎 

統計実習Ⅰ 

統計実習Ⅱ 

１年次配当 

英語演習 １年次配当 
初回授業（ガイダンス）で受講クラスを通知します。

再履修者も同様。 英語ⅠＡ 

英語ⅠＢ 
１年次配当 

スポーツ社会学 １年次配当 
時間割に記載されているクラスで受講すること。 

※２年生以上は自分で登録すること。  機能解剖学 １年次配当 

スポーツ生理学Ⅰ １年次配当 

時間割に記載されているクラスで受講すること。 

※２年生以上は自分で登録すること。  

体力トレーニング論・同実習 １年次配当 

スポーツ測定評価 １年次配当 

陸上競技Ⅰ １年次配当 

６６  ココーースス選選択択  

７７  履履修修登登録録のの方方法法  

器械運動Ⅰ １年次配当 

時間割に記載されているクラスで受講すること。 

※２年生以上は自分で登録すること。  

水泳Ⅰ １年次配当 

レクリエーションⅠ １年次配当 

生涯スポーツ概論 １年次配当 

教師論、教育原理、 

教育心理学 
１年次配当 

 

再履修において注意が必要な科目  

再履修で注意が必要な科目は以下のとおりです。一覧表に記載している方法で手続きをしてください。 
科科目目  確確認認事事項項  登登録録方方法法  

日本語技法 

日本語技法演習（基礎） 

教学部の案内に従い、期限までに手続きをしてくださ

い。 

※初回合同授業にてクラスを確認すること（後期も同

様です） 

教教学学部部でで登登録録  

(自分で登録する必

要はありません) 

英語ⅠＡ 

教学部の案内に従い、期限までに手続きをしてくださ

い。 

※以下、2021 年度以前入学生のみ適用 

(1)前年度成績が１点表示の場合 

・水曜２時限、３時限、４時限の「英語ⅠＡ」のいず

れかを履修すること。 

・ラーニングコモンズ（学習支援室）が実施する「基

礎学力試験」での合格も必要。 

(2)前年度成績が５９点以下表示（１点及び３点を除

く）の場合 

・水曜２時限、３時限、４時限の「英語ⅠＡ」のいず

れかを履修すること。 

(3)前年度成績が３点表示の場合 

 ラーニングコモンズ（学習支援室）で実施する基礎

学力試験を受講すること。 

教教学学部部でで登登録録  

(自分で登録する必

要はありません) 

英語ⅠＢ 教学部の案内に従い、期限までに手続きをしてくださ

い。 

教教学学部部でで登登録録  

(自分で登録する必

要はありません) 英語演習 

統計基礎 

時間割表で（再）と表示しているクラスを履修  自分で登録  

統計実習Ⅰ 

統計実習Ⅱ 

情報処理実習Ⅰ 

情報処理実習Ⅱ 

実技科目 

（専門基礎科目、発展科目） 
男女別の開講科目には受講クラスに注意すること 

自分で登録 体力トレーニング論・ 

同実習 
時間割表で（再）と表示しているクラスを履修 

スポーツ医学 担当教員の変更は不可 

臨床スポーツ医学Ａ 
自分の所属しているコースの時間割で履修 自分で登録 

臨床スポーツ医学Ｂ 
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 ３年次に進級すると各学科に設けているコースごとに専門教育の学修を進めます。コースでの授業

は、コースに対応する講義、演習、実技、実習科目を履修し、併せて発展科目の「演習Ⅰ・Ⅱ」を履

修します。 

 コースの選択は、２年次の１０月上旬から中旬に各学科において希望調査を行います。 

 コースにより希望者が偏った場合、２年次前期までの学業成績（ＧＰＡ）が選考に用いられること

があります。どのコースを選択しても教員免許は取得できますが、その他の資格・免許についてはコ

ースにより異なりますので「Ⅱ 体育学部で取得できる各種資格」ページを参照してください。 

 ２０２２年度の各コースの定員はつぎの通りでした。コース選択時には、変更が生じる場合があり

ますが参考にしてください。 

ススポポーーツツ教教育育学学科科  

コーチ教育コース 体育科教育コース スポーツ心理・カウンセリングコース 

１７８名 ８０名 ６０名 

健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科  

スポーツマネジメントコース アスレティックトレーニングコース 健康スポーツコース 

７５名 ６６名 ７７名 

 

 

 時間割表を確認のうえ受講する科目を自分でＷＥＢ登録してください。 

 ただし、次表の科目は教学部教務担当が登録するので、自分で登録する必要はありません。 

科科目目  配配当当年年次次  備備    考考  

情報処理実習Ⅰ １年次配当 時間割に記載しているクラスで受講すること。 

情報処理実習Ⅱ １年次配当 

教員免許取得を考えている学生は、１年生で必ず履修

すること。２年生以降は再履修のクラスのみ履修可と

し、再履修者が優先。 

日本語技法 

日本語技法演習（基礎） 

日本語技法演習（応用） 

１年次配当 

初回授業（ガイダンス）で受講クラスを通知します。 
統計基礎 

統計実習Ⅰ 

統計実習Ⅱ 

１年次配当 

英語演習 １年次配当 
初回授業（ガイダンス）で受講クラスを通知します。

再履修者も同様。 英語ⅠＡ 

英語ⅠＢ 
１年次配当 

スポーツ社会学 １年次配当 
時間割に記載されているクラスで受講すること。 

※２年生以上は自分で登録すること。  機能解剖学 １年次配当 

スポーツ生理学Ⅰ １年次配当 

時間割に記載されているクラスで受講すること。 

※２年生以上は自分で登録すること。  

体力トレーニング論・同実習 １年次配当 

スポーツ測定評価 １年次配当 

陸上競技Ⅰ １年次配当 

６６  ココーースス選選択択  

７７  履履修修登登録録のの方方法法  

器械運動Ⅰ １年次配当 

時間割に記載されているクラスで受講すること。 

※２年生以上は自分で登録すること。  

水泳Ⅰ １年次配当 

レクリエーションⅠ １年次配当 

生涯スポーツ概論 １年次配当 

教師論、教育原理、 

教育心理学 
１年次配当 

 

再履修において注意が必要な科目  

再履修で注意が必要な科目は以下のとおりです。一覧表に記載している方法で手続きをしてください。 
科科目目  確確認認事事項項  登登録録方方法法  

日本語技法 

日本語技法演習（基礎） 

教学部の案内に従い、期限までに手続きをしてくださ

い。 

※初回合同授業にてクラスを確認すること（後期も同

様です） 

教教学学部部でで登登録録  

(自分で登録する必

要はありません) 

英語ⅠＡ 

教学部の案内に従い、期限までに手続きをしてくださ

い。 

※以下、2021 年度以前入学生のみ適用 

(1)前年度成績が１点表示の場合 

・水曜２時限、３時限、４時限の「英語ⅠＡ」のいず

れかを履修すること。 

・ラーニングコモンズ（学習支援室）が実施する「基

礎学力試験」での合格も必要。 

(2)前年度成績が５９点以下表示（１点及び３点を除

く）の場合 

・水曜２時限、３時限、４時限の「英語ⅠＡ」のいず

れかを履修すること。 

(3)前年度成績が３点表示の場合 

 ラーニングコモンズ（学習支援室）で実施する基礎

学力試験を受講すること。 

教教学学部部でで登登録録  

(自分で登録する必

要はありません) 

英語ⅠＢ 教学部の案内に従い、期限までに手続きをしてくださ

い。 

教教学学部部でで登登録録  

(自分で登録する必

要はありません) 英語演習 

統計基礎 

時間割表で（再）と表示しているクラスを履修  自分で登録  

統計実習Ⅰ 

統計実習Ⅱ 

情報処理実習Ⅰ 

情報処理実習Ⅱ 

実技科目 

（専門基礎科目、発展科目） 
男女別の開講科目には受講クラスに注意すること 

自分で登録 体力トレーニング論・ 

同実習 
時間割表で（再）と表示しているクラスを履修 

スポーツ医学 担当教員の変更は不可 

臨床スポーツ医学Ａ 
自分の所属しているコースの時間割で履修 自分で登録 

臨床スポーツ医学Ｂ 
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（（１１））前前提提科科目目  

授業を受講するときには、前学年までに一定の科目(前提科目)の単位を修得していることが

必要となる科目や、履修していないことが条件で履修登録ができる科目、履修登録しているこ

とが条件となる科目があります。４年間の履修計画を立てるとともに、試験等で単位を落とさ

ないようしっかり学習してください。 

科科  目目  前前提提科科目目  備備    考考  

障害者スポーツ 障害者スポーツ概論  

テニスⅡ 
サッカーⅡ 
バレーボールⅡ 
バスケットボールⅡ 
ハンドボールⅡ 
ラグビーⅡ 
陸上競技Ⅱ 
器械運動Ⅱ 
水泳Ⅱ 
柔道Ⅱ 
剣道Ⅱ 
レクリエーションⅡ 

テニスⅠ 
サッカーⅠ 
バレーボールⅠ 
バスケットボールⅠ 
ハンドボールⅠ 
ラグビーⅠ 
陸上競技Ⅰ 
器械運動Ⅰ 
水泳Ⅰ 
柔道ⅠＡ 
剣道ⅠＡ 
レクリエーションⅠ 

３年次までに前提科目を修得した者のみ
選択可能。 
※担当教員が認めた場合は前提科目を履
修していなくても可 

 
 
 
 
 
 

保健体育科学習指導論 
保健体育科教育法Ａ 
保健体育科教育法Ｂ 

前年度末までに前提科目を修得している事 

介護技術講義 特別支援教育概論 前年度末までに前提科目を修得している事 

教育実習Ⅰ 

教教員員志志望望がが明明確確でであありり前前年年度度末末ままででにに以以下下条条件件をを満満たたししてていいるる事事  

教科に関する専門的事項 
・講義科目２０単位以上修得している事 
・実技科目１０単位以上修得している事 

各教科の指導法及び教育の
基礎的理解に関する科目等 

「保健体育科教育法Ａ」「保健体育科教育
法Ｂ」「保健体育科学習指導論」「教師論」
を含めて２２単位以上修得している事。
ただし、「道徳教育の理論と実践」は含ま
ない。 

１年次から「履修カルテ」を毎年度登録している事 

実践トレーニング指導実習 

体力トレーニング論・同実習 
スポーツ測定評価 
トレーニング実技 
スポーツコンディショニング実習 

前年度末までに前提科目を修得している事 

コーチング実習 コーチング法 
当該年度に前提科目を履修登録している
事 

  

    

８８  履履修修上上のの注注意意  
（（２２））履履修修ににおおいいてて注注意意のの必必要要なな科科目目  

 ◆コーチ教育コース 

科科  目目  注注意意事事項項  

スポーツ技術・戦術論 

ア）個人種目 

イ）球技種目  いずれか１つを選択 

ウ）対人種目 

トレーナー実習 
応応用用科科目目のの必必修修になっているので、関連科目のトレーナー実習

を履修登録しない事 

トレーニング計画 
応応用用科科目目、、関関連連科科目目両方にある科目です。 

同一内容ですので重複履修しない事 

  

  ◆体育科教育コース  

科科  目目  注注意意事事項項  

柔道ⅠＡＢ 
２年次に剣道ⅠＡ・剣道ⅠＢいずれかまたは両方を修得した者

が履修する事 

剣道ⅠＡＢ 
２年次に柔道ⅠＡ・柔道ⅠＢいずれかまたは両方を修得した者

が履修する事 

  ◆スポーツマネジメントコース 

 ◆アスレティックトレーニングコース 

科科  目目  注注意意事事項項  

栄養管理 関連科目の「栄養管理」を履修登録することができます 

 ◆健康スポーツコース 

科科  目目  注注意意事事項項  

栄養管理 
応応用用科科目目のの必必修修になっていますので、関連科目の「栄養管理」

の履修登録をしないでください 

 ◆両学科共通 

科科  目目  注注意意事事項項  

アスレティックリハビリテーシ

ョン基礎 

応用科目、関連科目両方にある科目です。 
アスレティックトレーニングコースは応用科目の「アスレティ
ックリハビリテーション基礎」（必修）を履修登録してください。 
その他のコースは、関連科目の「アスレティックリハビリテー
ション基礎」を履修登録することができます。 

レジャー・レクリエーション概論 

健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科  
発展科目の「レジャー・レクリエーション概論」（必修）を履
修登録してください。 

ススポポーーツツ教教育育学学科科  
関連科目の「レジャー・レクリエーション概論」を履修登録
することができます。 

レクリエーションⅡ 

健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科  
発展科目の「レクリエーションⅡ」（必修）を履修登録してく
ださい。 

ススポポーーツツ教教育育学学科科  
関連科目の「レクリエーションⅡ」を履修登録することができ
ます。 

海外語学研修 
実際に受講した翌年度の履修登録となりますので、１～３年が
受講の対象となります。 
 例：１年生の３月に受講 ⇒ ２年生で履修登録 
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（（１１））前前提提科科目目  

授業を受講するときには、前学年までに一定の科目(前提科目)の単位を修得していることが

必要となる科目や、履修していないことが条件で履修登録ができる科目、履修登録しているこ

とが条件となる科目があります。４年間の履修計画を立てるとともに、試験等で単位を落とさ

ないようしっかり学習してください。 

科科  目目  前前提提科科目目  備備    考考  

障害者スポーツ 障害者スポーツ概論  

テニスⅡ 
サッカーⅡ 
バレーボールⅡ 
バスケットボールⅡ 
ハンドボールⅡ 
ラグビーⅡ 
陸上競技Ⅱ 
器械運動Ⅱ 
水泳Ⅱ 
柔道Ⅱ 
剣道Ⅱ 
レクリエーションⅡ 

テニスⅠ 
サッカーⅠ 
バレーボールⅠ 
バスケットボールⅠ 
ハンドボールⅠ 
ラグビーⅠ 
陸上競技Ⅰ 
器械運動Ⅰ 
水泳Ⅰ 
柔道ⅠＡ 
剣道ⅠＡ 
レクリエーションⅠ 

３年次までに前提科目を修得した者のみ
選択可能。 
※担当教員が認めた場合は前提科目を履
修していなくても可 

 
 
 
 
 
 

保健体育科学習指導論 
保健体育科教育法Ａ 
保健体育科教育法Ｂ 

前年度末までに前提科目を修得している事 

介護技術講義 特別支援教育概論 前年度末までに前提科目を修得している事 

教育実習Ⅰ 

教教員員志志望望がが明明確確でであありり前前年年度度末末ままででにに以以下下条条件件をを満満たたししてていいるる事事  

教科に関する専門的事項 
・講義科目２０単位以上修得している事 
・実技科目１０単位以上修得している事 

各教科の指導法及び教育の
基礎的理解に関する科目等 

「保健体育科教育法Ａ」「保健体育科教育
法Ｂ」「保健体育科学習指導論」「教師論」
を含めて２２単位以上修得している事。
ただし、「道徳教育の理論と実践」は含ま
ない。 

１年次から「履修カルテ」を毎年度登録している事 

実践トレーニング指導実習 

体力トレーニング論・同実習 
スポーツ測定評価 
トレーニング実技 
スポーツコンディショニング実習 

前年度末までに前提科目を修得している事 

コーチング実習 コーチング法 
当該年度に前提科目を履修登録している
事 

  

    

８８  履履修修上上のの注注意意  
（（２２））履履修修ににおおいいてて注注意意のの必必要要なな科科目目  

 ◆コーチ教育コース 

科科  目目  注注意意事事項項  

スポーツ技術・戦術論 

ア）個人種目 

イ）球技種目  いずれか１つを選択 

ウ）対人種目 

トレーナー実習 
応応用用科科目目のの必必修修になっているので、関連科目のトレーナー実習

を履修登録しない事 

トレーニング計画 
応応用用科科目目、、関関連連科科目目両方にある科目です。 

同一内容ですので重複履修しない事 

  

  ◆体育科教育コース  

科科  目目  注注意意事事項項  

柔道ⅠＡＢ 
２年次に剣道ⅠＡ・剣道ⅠＢいずれかまたは両方を修得した者

が履修する事 

剣道ⅠＡＢ 
２年次に柔道ⅠＡ・柔道ⅠＢいずれかまたは両方を修得した者

が履修する事 

  ◆スポーツマネジメントコース 

 ◆アスレティックトレーニングコース 

科科  目目  注注意意事事項項  

栄養管理 関連科目の「栄養管理」を履修登録することができます 

 ◆健康スポーツコース 

科科  目目  注注意意事事項項  

栄養管理 
応応用用科科目目のの必必修修になっていますので、関連科目の「栄養管理」

の履修登録をしないでください 

 ◆両学科共通 

科科  目目  注注意意事事項項  

アスレティックリハビリテーシ

ョン基礎 

応用科目、関連科目両方にある科目です。 
アスレティックトレーニングコースは応用科目の「アスレティ
ックリハビリテーション基礎」（必修）を履修登録してください。 
その他のコースは、関連科目の「アスレティックリハビリテー
ション基礎」を履修登録することができます。 

レジャー・レクリエーション概論 

健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科  
発展科目の「レジャー・レクリエーション概論」（必修）を履
修登録してください。 

ススポポーーツツ教教育育学学科科  
関連科目の「レジャー・レクリエーション概論」を履修登録
することができます。 

レクリエーションⅡ 

健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科  
発展科目の「レクリエーションⅡ」（必修）を履修登録してく
ださい。 

ススポポーーツツ教教育育学学科科  
関連科目の「レクリエーションⅡ」を履修登録することができ
ます。 

海外語学研修 
実際に受講した翌年度の履修登録となりますので、１～３年が
受講の対象となります。 
 例：１年生の３月に受講 ⇒ ２年生で履修登録 
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（（８８））「「ススポポーーツツ演演習習」」（（関関連連科科目目））ににつついいてて  

「スポーツ演習」は、剣道とバスケットボールがあり、いずれも受講制限があるため注意してく

ださい。 

 

（（９９））「「運運動動ププロロググララムム作作成成法法」」（（健健康康ススポポーーツツココーースス））  

「運動プログラム作成法」を履修した場合は、資格関連科目の「インターンシップＡ」及び「健

康運動指導演習」がセットとなるため、両方履修してください。「インターンシップＢ」は単独

で履修できます。 

 

（（1100））「「ススポポーーツツ科科学学特特別別演演習習」」ににつついいてて（２０２０年度以降入学生対象 自由科目：卒業所要単位に

含まない） 

〇総合型選抜（スポーツ科学研究型）入試で入学した学生 

・１年次前期配当「スポーツ科学特別演習Ⅰ」（入学試験時に面談をした教員）を履修してく

ださい。 

・１年次後期配当「スポーツ科学特別演習Ⅱ」及び２年次前期配当「スポーツ科学特別演習

Ⅲ」は、「スポーツ科学特別演習Ⅰ」以外の教員を選択することもできます。 

・「スポーツ科学特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の全て（計６単位）を修得した場合、２年次の後期に

行われるコース選択及びゼミ選択において優先権が与えられます。 

〇総合型選抜（スポーツ科学研究型）入試以外で入学した学生 

・「スポーツ科学特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」のいずれも選択することができます。 

・総合型選抜（スポーツ科学研究型）入試で入学した学生に与えられる優先権は適用されま

せん。 

 

（（1111））専専門門基基礎礎科科目目  選選択択必必修修実実習習科科目目について 

実習科目、日程、費用等については次のとおりです。費用及び募集定員については２０２２年度

実績となります。 

なお、実習科目を２つ以上履修しても、卒業単位としては１単位しか認められません。 

実実習習科科目目  単単位位  
配配当当  

年年次次  
日日  程程  費費  用用  

募募集集  

定定員員  

スキー実習 １ １年次 
前半２月１３日～１６日 

後半２月１６日～１９日 

65,000円 

(レンタル代別）

１年次 230名 

上級生  30名 

キャンプ実習Ａ １ ２年次 ８月２２日～２７日 30,000円 120名 

海洋スポーツキャンプ実習 
※スポーツマネジメントコース必修 

１ ３年次 
前半９月６日～９日 

後半９月１０日～１３日 
46,000円 120名 

臨海実習 １ ３年次 ７月４日～７月８日 約68,000円 60名 

ゴルフ実習 １ ３年次 ３月６日～１０日 約62,000円 36名 

キャンプ実習Ｂ １ ４年次 未 定 

野外活動基礎実習 １ ４年次 未 定 

※日程等に変更がある場合はメール等で周知します。 

 

（（３３））専専門門基基礎礎科科目目選選択択必必修修実実技技科科目目ににつついいてて  

① 卒業には、前期配当科目「ダンスⅠＡ」「柔道ⅠＡ」「剣道ⅠＡ」のいずれか１科目の修得が必

要です。 

② 卒業には、後期配当科目「ダンスⅠＢ」「柔道ⅠＢ」「剣道ⅠＢ」のいずれか１科目の修得が必

要です。 

③ 教員免許取得には、「ダンスⅠＡ」の修得が必要です。 

④ 教員免許取得には、「柔道ⅠＡ」又は「剣道ⅠＡ」いずれか１科目の修得が必要です。 

 

    

ダンスＩＡ 
修得  

ダンスＩＢを受講可能 
不合格  

    

柔道ＩＡ 

修得  
ダンスＩＢ・柔道ＩＢを受講可能 

※剣道ＩＢは受講不可 

不合格  ダンスＩＢのみ受講可能 

    

剣道ＩＡ 

修得  
ダンスＩＢ・剣道ＩＢを受講可能 

※柔道ＩＢは受講不可 

不合格  ダンスＩＢのみ受講可能 

 

＜注意事項＞ 

 柔道ＩＢ………柔道ＩＡが前提科目 ※担当教員が認めた場合は前提科目を履修していなくても可 

 剣道ＩＢ………剣道ＩＡが前提科目 ※担当教員が認めた場合は前提科目を履修していなくても可 

 

（（４４））同同一一科科目目のの履履修修制制限限  

１～３年生においては、同一科目を前期・後期同時に履修登録することはできません。４年生

においては、前期不合格となった科目は、一部科目を除き後期に履修登録することができます

ので教学部教務担当まで相談に来てください。 

 

（（５５））履履修修制制限限ににつついいてて  

１年間の履修単位数の上限は４８単位以内ですので注意してください。 

ただし、前年度成績（ＧＰＡ）が３.０以上である場合、当該年度の１年間に履修できる単位数

を５２単位とします。 

※「教職に関する専門科目」「資格関連科目」「自由科目」「卒業論文」及び選択必修実習科目は

履修制限に含まれません。 

 

（（６６））履履修修人人数数制制限限科科目目ににつついいてて  

科目特性により履修人数に制限を設けている科目がありますので、シラバス及びメール等にて

確認するようにしてください。また、教養科目や実技科目等でも履修人数に制限を設けること

がありますので、メール等で確認するようにしてください。 

 

（（７７））２２時時間間連連続続のの講講義義は次のとおりです。（履修登録は１時間分登録すると、自動的に２時間分登録

となります。） 

・インターンシップＡ（体育科教育コース） 

・運動プログラム作成法（健康スポーツコース） 

・体力科学実験実習（アスレティックトレーニングコース） 

・スポーツ心理学実験実習（スポーツ心理・カウンセリングコース） 
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（（８８））「「ススポポーーツツ演演習習」」（（関関連連科科目目））ににつついいてて  

「スポーツ演習」は、剣道とバスケットボールがあり、いずれも受講制限があるため注意してく

ださい。 

 

（（９９））「「運運動動ププロロググララムム作作成成法法」」（（健健康康ススポポーーツツココーースス））  

「運動プログラム作成法」を履修した場合は、資格関連科目の「インターンシップＡ」及び「健

康運動指導演習」がセットとなるため、両方履修してください。「インターンシップＢ」は単独

で履修できます。 

 

（（1100））「「ススポポーーツツ科科学学特特別別演演習習」」ににつついいてて（２０２０年度以降入学生対象 自由科目：卒業所要単位に

含まない） 

〇総合型選抜（スポーツ科学研究型）入試で入学した学生 

・１年次前期配当「スポーツ科学特別演習Ⅰ」（入学試験時に面談をした教員）を履修してく

ださい。 

・１年次後期配当「スポーツ科学特別演習Ⅱ」及び２年次前期配当「スポーツ科学特別演習

Ⅲ」は、「スポーツ科学特別演習Ⅰ」以外の教員を選択することもできます。 

・「スポーツ科学特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の全て（計６単位）を修得した場合、２年次の後期に

行われるコース選択及びゼミ選択において優先権が与えられます。 

〇総合型選抜（スポーツ科学研究型）入試以外で入学した学生 

・「スポーツ科学特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」のいずれも選択することができます。 

・総合型選抜（スポーツ科学研究型）入試で入学した学生に与えられる優先権は適用されま

せん。 

 

（（1111））専専門門基基礎礎科科目目  選選択択必必修修実実習習科科目目について 

実習科目、日程、費用等については次のとおりです。費用及び募集定員については２０２２年度

実績となります。 

なお、実習科目を２つ以上履修しても、卒業単位としては１単位しか認められません。 

実実習習科科目目  単単位位  
配配当当  

年年次次  
日日  程程  費費  用用  

募募集集  

定定員員  

スキー実習 １ １年次 
前半２月１３日～１６日 

後半２月１６日～１９日 

65,000円 

(レンタル代別）

１年次 230名 

上級生  30名 

キャンプ実習Ａ １ ２年次 ８月２２日～２７日 30,000円 120名 

海洋スポーツキャンプ実習 
※スポーツマネジメントコース必修 

１ ３年次 
前半９月６日～９日 

後半９月１０日～１３日 
46,000円 120名 

臨海実習 １ ３年次 ７月４日～７月８日 約68,000円 60名 

ゴルフ実習 １ ３年次 ３月６日～１０日 約62,000円 36名 

キャンプ実習Ｂ １ ４年次 未 定 

野外活動基礎実習 １ ４年次 未 定 

※日程等に変更がある場合はメール等で周知します。 

 

（（３３））専専門門基基礎礎科科目目選選択択必必修修実実技技科科目目ににつついいてて  

① 卒業には、前期配当科目「ダンスⅠＡ」「柔道ⅠＡ」「剣道ⅠＡ」のいずれか１科目の修得が必

要です。 

② 卒業には、後期配当科目「ダンスⅠＢ」「柔道ⅠＢ」「剣道ⅠＢ」のいずれか１科目の修得が必

要です。 

③ 教員免許取得には、「ダンスⅠＡ」の修得が必要です。 

④ 教員免許取得には、「柔道ⅠＡ」又は「剣道ⅠＡ」いずれか１科目の修得が必要です。 

 

    

ダンスＩＡ 
修得  

ダンスＩＢを受講可能 
不合格  

    

柔道ＩＡ 

修得  
ダンスＩＢ・柔道ＩＢを受講可能 

※剣道ＩＢは受講不可 

不合格  ダンスＩＢのみ受講可能 

    

剣道ＩＡ 

修得  
ダンスＩＢ・剣道ＩＢを受講可能 

※柔道ＩＢは受講不可 

不合格  ダンスＩＢのみ受講可能 

 

＜注意事項＞ 

 柔道ＩＢ………柔道ＩＡが前提科目 ※担当教員が認めた場合は前提科目を履修していなくても可 

 剣道ＩＢ………剣道ＩＡが前提科目 ※担当教員が認めた場合は前提科目を履修していなくても可 

 

（（４４））同同一一科科目目のの履履修修制制限限  

１～３年生においては、同一科目を前期・後期同時に履修登録することはできません。４年生

においては、前期不合格となった科目は、一部科目を除き後期に履修登録することができます

ので教学部教務担当まで相談に来てください。 

 

（（５５））履履修修制制限限ににつついいてて  

１年間の履修単位数の上限は４８単位以内ですので注意してください。 

ただし、前年度成績（ＧＰＡ）が３.０以上である場合、当該年度の１年間に履修できる単位数

を５２単位とします。 

※「教職に関する専門科目」「資格関連科目」「自由科目」「卒業論文」及び選択必修実習科目は

履修制限に含まれません。 

 

（（６６））履履修修人人数数制制限限科科目目ににつついいてて  

科目特性により履修人数に制限を設けている科目がありますので、シラバス及びメール等にて

確認するようにしてください。また、教養科目や実技科目等でも履修人数に制限を設けること

がありますので、メール等で確認するようにしてください。 

 

（（７７））２２時時間間連連続続のの講講義義は次のとおりです。（履修登録は１時間分登録すると、自動的に２時間分登録

となります。） 

・インターンシップＡ（体育科教育コース） 

・運動プログラム作成法（健康スポーツコース） 

・体力科学実験実習（アスレティックトレーニングコース） 

・スポーツ心理学実験実習（スポーツ心理・カウンセリングコース） 
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（２）授業を欠席する場合、欠席理由によっては必要な欠席の手続きをとること。 

（３）遅刻・早退・見学は次のとおり取り扱う。 

遅刻・・・授業開始後２０分までを遅刻として取扱い、０.５の出席とする。それ以降の受講

は認めない。 

早退・・・０.５の出席とする。 

見学・・・０.５の出席とする。（長期の場合は診断書を提出すること） 

（４）授業時は指定の服装を必ず着用する。他の服装の者は、授業担当教員の許可を得なければなら

ない。 

 

 

（１）追追試試験験  

定期試験及び授業内試験を受験できなかった場合、次の各号に該当する場合は教授会の承認を

得たうえで追試験を受けることができます。 

①教授会が許可した研修会及び競技会等にレギュラーメンバー及び役員として出場する者 

②２親等以内の親族の死亡（父母、祖父母、兄弟姉妹） 

③病気・ケガにより受験できなかった者 

④その他やむを得ない事由により受験できなかった者 

 

追試験を受けようとする者は、事前に次の書類を添えた「追試験願」を教学部教務担当に提出

してください。ただし、やむを得ない時は試験終了後、７日以内に教学部教務担当に提出して

ください。 

①の場合は部長又は監督の承認印のあるもの 

②の場合は担任教員の事由承認印のあるもの 

③の場合は医師の診断書又は担任教員の事由承認印のあるもの 

④の場合は担任教員の事由承認印のあるもの 

（２）定定期期試試験験受受験験上上のの注注意意 

学部共通 Ｐ19「７ 試験について」を確認してください。 

（３）出出席席のの重重要要性性 

本学では、授業の出席状況を重視しています。出席状況の悪い学生は、試験を受けることがで

きない場合や、受験しても単位を与えられない場合がありますので注意してください。その基

準は、全授業日数の２０％を超えて欠席した場合です。 

 

  
選択科目（一般教養科目・関連科目）において、クラスの受講希望者数が所定の人数以上になった

場合、受講人数の調整を実施する場合があります。 

詳細は、教学部教務担当からの案内を確認するようにしてください。 

なお、別途担当教員から指示がある場合はそれに従ってください。 

 

1111  試試験験ににつついいてて  

1122  選選択択科科目目ににおおけけるる受受講講者者人人数数調調整整ににつついいてて  

（（1122））そそのの他他のの学学外外実実習習科科目目 

実習科目、日程、費用等についてはつぎのとおりです。実習時には日程、費用などに変更が生じ

る場合がありますが参考にしてください。 

※学内での実習については各担当教員の指示に従ってください。 

実実習習科科目目  
配配当当  

年年次次  
日日  程程  費費  用用  

募募集集  

定定員員  

インターンシップＡ 
※体育科教育コース必修 （２０１９年度は宿泊なし） 

３年次 
前期 

約12,000円 90名 
２年次２月初旬 

インターンシップＢ 
※スポーツ心理・カウンセリングコース選択必修 

３年次 年度内 約12,000円 希望者 

インターンシップＢ 
※スポーツマネジメントコース必修 

３年次 年度内 約12,000円 － 

インターンシップＡ 
※アスレティックトレーニングコース選択必修 

３年次 年度内 約12,000円 希望者 

インターンシップＡ（「運動プログラム作

成法｣及び「健康運動指導演習」とセット） 
※健康スポーツコース選択必修 

３年次 年度内 約12,000円 希望者 

インターンシップＢ 
※健康スポーツコース選択必修 

３年次 年度内 約12,000円 希望者 

コーチング実習 
※※ココーーチチ教教育育ココーースス必必修修  

３年次 ３、４年次 約7,000円 － 

実践トレーニング指導実習 
※アスレティックトレーニングコース選択必修 

３年次 年度内 約7,000円 希望者 

 

 

卒業要件科目のみをＧＰＡの対象とし、「教職に関する専門科目（体育実技指導法は除く）」、「資格関

連科目」、「自由科目」は除きます。 

ただし、次の卒業要件科目はＧＰＡ対象外科目です。 

□□「日本語技法」 

□□「統計基礎」 

□□「統計実習Ⅰ」「統計実習Ⅱ」 

□□「日本語技法演習（基礎）」 

□□「スポーツ教育学演習Ⅰ」「スポーツ教育学演習Ⅱ」 

□□「健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ」「健康・スポーツマネジメント学演習Ⅱ」 

 

 

体育実技受講に関する留意事項 

体育実技科目においては、各種運動の技術、知識及び指導法の習得を目的としています。また実技

への参加態度、出席状況を重視します。 

授業時間内の活動だけでなく、実技ノートを作成し、理論の学習に積極的に取り組み、意欲的な実

技参加態度を期待しています。 

次の事項に十分留意し、併せて、科目担当教員からの注意事項をよく聞き受講してください。 

（１）単位修得に必要な出席率は各学期の実施授業回数８０％以上とする。（講義や演習科目も同様で

す。） 

各学期（前期・後期）で８０％を下回った時、直ちに授業担当教員のもとに出向き、指示を受

ける。 

９９  ＧＧＰＰＡＡのの活活用用対対象象科科目目  

1100  授授業業受受講講のの注注意意  
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（２）授業を欠席する場合、欠席理由によっては必要な欠席の手続きをとること。 

（３）遅刻・早退・見学は次のとおり取り扱う。 

遅刻・・・授業開始後２０分までを遅刻として取扱い、０.５の出席とする。それ以降の受講

は認めない。 

早退・・・０.５の出席とする。 

見学・・・０.５の出席とする。（長期の場合は診断書を提出すること） 

（４）授業時は指定の服装を必ず着用する。他の服装の者は、授業担当教員の許可を得なければなら

ない。 

 

 

（１）追追試試験験  

定期試験及び授業内試験を受験できなかった場合、次の各号に該当する場合は教授会の承認を

得たうえで追試験を受けることができます。 

①教授会が許可した研修会及び競技会等にレギュラーメンバー及び役員として出場する者 

②２親等以内の親族の死亡（父母、祖父母、兄弟姉妹） 

③病気・ケガにより受験できなかった者 

④その他やむを得ない事由により受験できなかった者 
 

追試験を受けようとする者は、事前に次の書類を添えた「追試験願」を教学部教務担当に提出

してください。ただし、やむを得ない時は試験終了後、７日以内に教学部教務担当に提出して

ください。 

①の場合は部長又は監督の承認印のあるもの 

②の場合は担任教員の事由承認印のあるもの 

③の場合は医師の診断書又は担任教員の事由承認印のあるもの 

④の場合は担任教員の事由承認印のあるもの 

（２）定定期期試試験験受受験験上上のの注注意意 

学部共通 Ｐ19「７ 試験について」を確認してください。 

（３）出出席席のの重重要要性性 

本学では、授業の出席状況を重視しています。出席状況の悪い学生は、試験を受けることがで

きない場合や、受験しても単位を与えられない場合がありますので注意してください。その基

準は、全授業日数の２０％を超えて欠席した場合です。 

 

  
選択科目（一般教養科目・関連科目）において、クラスの受講希望者数が所定の人数以上になった

場合、受講人数の調整を実施する場合があります。 

詳細は、教学部教務担当からの案内を確認するようにしてください。 

なお、別途担当教員から指示がある場合はそれに従ってください。 

 

1111  試試験験ににつついいてて  

1122  選選択択科科目目ににおおけけるる受受講講者者人人数数調調整整ににつついいてて  

（（1122））そそのの他他のの学学外外実実習習科科目目 

実習科目、日程、費用等についてはつぎのとおりです。実習時には日程、費用などに変更が生じ

る場合がありますが参考にしてください。 

※学内での実習については各担当教員の指示に従ってください。 

実実習習科科目目  
配配当当  

年年次次  
日日  程程  費費  用用  

募募集集  

定定員員  

インターンシップＡ 
※体育科教育コース必修 （２０１９年度は宿泊なし） 

３年次 
前期 

約12,000円 90名 
２年次２月初旬 

インターンシップＢ 
※スポーツ心理・カウンセリングコース選択必修 

３年次 年度内 約12,000円 希望者 

インターンシップＢ 
※スポーツマネジメントコース必修 

３年次 年度内 約12,000円 － 

インターンシップＡ 
※アスレティックトレーニングコース選択必修 

３年次 年度内 約12,000円 希望者 

インターンシップＡ（「運動プログラム作

成法｣及び「健康運動指導演習」とセット） 
※健康スポーツコース選択必修 

３年次 年度内 約12,000円 希望者 

インターンシップＢ 
※健康スポーツコース選択必修 

３年次 年度内 約12,000円 希望者 

コーチング実習 
※※ココーーチチ教教育育ココーースス必必修修  

３年次 ３、４年次 約7,000円 － 

実践トレーニング指導実習 
※アスレティックトレーニングコース選択必修 

３年次 年度内 約7,000円 希望者 

 

 

卒業要件科目のみをＧＰＡの対象とし、「教職に関する専門科目（体育実技指導法は除く）」、「資格関

連科目」、「自由科目」は除きます。 

ただし、次の卒業要件科目はＧＰＡ対象外科目です。 

□□「日本語技法」 

□□「統計基礎」 

□□「統計実習Ⅰ」「統計実習Ⅱ」 

□□「日本語技法演習（基礎）」 

□□「スポーツ教育学演習Ⅰ」「スポーツ教育学演習Ⅱ」 

□□「健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ」「健康・スポーツマネジメント学演習Ⅱ」 

 

 

体育実技受講に関する留意事項 

体育実技科目においては、各種運動の技術、知識及び指導法の習得を目的としています。また実技

への参加態度、出席状況を重視します。 

授業時間内の活動だけでなく、実技ノートを作成し、理論の学習に積極的に取り組み、意欲的な実

技参加態度を期待しています。 

次の事項に十分留意し、併せて、科目担当教員からの注意事項をよく聞き受講してください。 

（１）単位修得に必要な出席率は各学期の実施授業回数８０％以上とする。（講義や演習科目も同様で

す。） 

各学期（前期・後期）で８０％を下回った時、直ちに授業担当教員のもとに出向き、指示を受

ける。 

９９  ＧＧＰＰＡＡのの活活用用対対象象科科目目  

1100  授授業業受受講講のの注注意意  
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ⅡⅡ  体体育育学学部部でで取取得得ででききるる各各種種資資格格 
 

 体育学部では必要な科目を履修し、単位を修得することで各種資格（又は受験資格）を取得するこ

とができますが、一部の資格は学科･コース･ゼミを指定しているものもありますので注意してくださ

い。 
 また、資格取得あるいは取得後の登録料等、費用が別にかかりますので事前に確認をしてください。 
 
（取得できる資格） 

１１  教教育育職職員員免免許許状状（中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育））  

２２  （（公公財財））日日本本ススポポーーツツ協協会会  公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格  

テテニニススココーーチチ１１  

テテニニススココーーチチ２２  

公公認認アアシシススタタンントトママネネジジャャーー  

公公認認ススポポーーツツププロロググララママーー  

水水泳泳ココーーチチ１１  

競競泳泳ココーーチチ３３  

公公認認アアススレレテティィッッククトトレレーーナナーー  

ＪＪＦＦＡＡ公公認認  ＣＣ級級ココーーチチ  

３３  （（国国家家資資格格））第第一一種種衛衛生生管管理理者者免免許許  

４４  （（公公財財））健健康康・・体体力力づづくくりり事事業業財財団団  健健康康運運動動指指導導士士  

５５  （（公公財財））日日本本レレククリリエエーーシショョンン協協会会  レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者資資格格  

      レレククリリエエーーシショョンン・・イインンスストトララククタターー  

      ススポポーーツツ・・レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者  

      レレククリリエエーーシショョンン・・ココーーデディィネネーータターー  

６６  （（公公社社））日日本本キキャャンンププ協協会会  キキャャンンププイインンスストトララククタターー資資格格  

      キキャャンンププイインンスストトララククタターー  

      キキャャンンププデディィレレククタターー22 級級  

７７  （（公公財財））日日本本パパララススポポーーツツ協協会会  パパララススポポーーツツ指指導導員員資資格格  

初初級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  

中中級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  

８８  （（特特活活））日日本本トトレレーーニニンンググ指指導導者者協協会会  

        ＪＪＡＡＴＴＩＩトトレレーーニニンンググ指指導導者者資資格格（（基基礎礎資資格格））  

９９  （（一一社社））全全国国体体育育ススポポーーツツ系系大大学学協協議議会会  ＪＪＰＰＳＳＵＵススポポーーツツトトレレーーナナーー  

1100  教教育育職職員員免免許許状状（（小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状））  

    ＊＊資資格格履履修修科科目目確確認認リリスストト  

 

 
 

教育職員免許状（以下「教員免許状」という）を取得するためには、卒業に必要な単位を修得（学士

の学位を有する）するほかに、教育職員免許法及び同施行規則（以下「免許法」という）に定められて

いる科目を履修し単位を修得しなければなりません。 

本学は学部学科ごとに文部科学省の課程認定を受け、これに基づく科目を開講しています。体育大

学にふさわしい質の高い教員養成を行うため免許法に定められている科目・単位数以上に修得する必

要があります。教員免許状の取得に必要な科目は１年次から開講していますので、計画的に履修する

ようにしてください。免許法の改正に伴い、入学年度によって履修科目・単位数が異なります。入学年

度に応じ履修を進めてください。 

 

■体育学部で取得できる教員免許状の種類と教科 

学学科科  教教員員免免許許状状のの種種類類  教教科科  

スポーツ教育学科 
中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

健康・スポーツマネジメント学科 
中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

  ※中学校教諭一種免許状（以下「中一種免」）、高等学校教諭一種免許状（以下「高一種免」という） 

 

１．教員免許状取得に必要な科目と単位 

教員免許状取得に必要な科目及び最低修得単位数は、教員免許状の種類ごとに免許法で次のよ

うに定められています。これらは免許法で定められた単位数であり、体育学部が課程認定を受け

た単位数とは異なります。 

 ［2019 年度以降入学生］ 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目  
最最低低修修得得単単位位数数  

中中一一種種免免  高高一一種種免免  

①教育職員免許法施行規則 第６６条の６に定める科目  ８単位  ８単位 

②教科及び教科の指導法に関する科目 ２８単位 ２４単位 

③教育の基礎的理解に関する科目等 ２７単位 ２３単位 

④大学が独自に設定する科目  ４単位 １２単位 

②～④合計 ５９単位 ５９単位 

 

１１   教教 育育 職職 員員 免免 許許 状状 （（ 中中 学学 校校 ・・ 高高 等等 学学 校校 教教 諭諭 一一 種種 免免 許許 状状 （（ 保保 健健 体体 育育 ））））   
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ⅡⅡ  体体育育学学部部でで取取得得ででききるる各各種種資資格格 
 

 体育学部では必要な科目を履修し、単位を修得することで各種資格（又は受験資格）を取得するこ

とができますが、一部の資格は学科･コース･ゼミを指定しているものもありますので注意してくださ

い。 
 また、資格取得あるいは取得後の登録料等、費用が別にかかりますので事前に確認をしてください。 
 
（取得できる資格） 

１１  教教育育職職員員免免許許状状（中学校・高等学校教諭一種免許状（保健体育））  

２２  （（公公財財））日日本本ススポポーーツツ協協会会  公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格  

テテニニススココーーチチ１１  

テテニニススココーーチチ２２  

公公認認アアシシススタタンントトママネネジジャャーー  

公公認認ススポポーーツツププロロググララママーー  

水水泳泳ココーーチチ１１  

競競泳泳ココーーチチ３３  

公公認認アアススレレテティィッッククトトレレーーナナーー  

ＪＪＦＦＡＡ公公認認  ＣＣ級級ココーーチチ  

３３  （（国国家家資資格格））第第一一種種衛衛生生管管理理者者免免許許  

４４  （（公公財財））健健康康・・体体力力づづくくりり事事業業財財団団  健健康康運運動動指指導導士士  

５５  （（公公財財））日日本本レレククリリエエーーシショョンン協協会会  レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者資資格格  

      レレククリリエエーーシショョンン・・イインンスストトララククタターー  

      ススポポーーツツ・・レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者  

      レレククリリエエーーシショョンン・・ココーーデディィネネーータターー  

６６  （（公公社社））日日本本キキャャンンププ協協会会  キキャャンンププイインンスストトララククタターー資資格格  

      キキャャンンププイインンスストトララククタターー  

      キキャャンンププデディィレレククタターー22 級級  

７７  （（公公財財））日日本本パパララススポポーーツツ協協会会  パパララススポポーーツツ指指導導員員資資格格  

初初級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  

中中級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  

８８  （（特特活活））日日本本トトレレーーニニンンググ指指導導者者協協会会  

        ＪＪＡＡＴＴＩＩトトレレーーニニンンググ指指導導者者資資格格（（基基礎礎資資格格））  

９９  （（一一社社））全全国国体体育育ススポポーーツツ系系大大学学協協議議会会  ＪＪＰＰＳＳＵＵススポポーーツツトトレレーーナナーー  

1100  教教育育職職員員免免許許状状（（小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状））  

    ＊＊資資格格履履修修科科目目確確認認リリスストト  

 

 
 

教育職員免許状（以下「教員免許状」という）を取得するためには、卒業に必要な単位を修得（学士

の学位を有する）するほかに、教育職員免許法及び同施行規則（以下「免許法」という）に定められて

いる科目を履修し単位を修得しなければなりません。 

本学は学部学科ごとに文部科学省の課程認定を受け、これに基づく科目を開講しています。体育大

学にふさわしい質の高い教員養成を行うため免許法に定められている科目・単位数以上に修得する必

要があります。教員免許状の取得に必要な科目は１年次から開講していますので、計画的に履修する

ようにしてください。免許法の改正に伴い、入学年度によって履修科目・単位数が異なります。入学年

度に応じ履修を進めてください。 

 

■体育学部で取得できる教員免許状の種類と教科 

学学科科  教教員員免免許許状状のの種種類類  教教科科  

スポーツ教育学科 
中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

健康・スポーツマネジメント学科 
中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

  ※中学校教諭一種免許状（以下「中一種免」）、高等学校教諭一種免許状（以下「高一種免」という） 

 

１．教員免許状取得に必要な科目と単位 

教員免許状取得に必要な科目及び最低修得単位数は、教員免許状の種類ごとに免許法で次のよ

うに定められています。これらは免許法で定められた単位数であり、体育学部が課程認定を受け

た単位数とは異なります。 

 ［2019 年度以降入学生］ 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目  
最最低低修修得得単単位位数数  

中中一一種種免免  高高一一種種免免  

①教育職員免許法施行規則 第６６条の６に定める科目  ８単位  ８単位 

②教科及び教科の指導法に関する科目 ２８単位 ２４単位 

③教育の基礎的理解に関する科目等 ２７単位 ２３単位 

④大学が独自に設定する科目  ４単位 １２単位 

②～④合計 ５９単位 ５９単位 

 

１１   教教 育育 職職 員員 免免 許許 状状 （（ 中中 学学 校校 ・・ 高高 等等 学学 校校 教教 諭諭 一一 種種 免免 許許 状状 （（ 保保 健健 体体 育育 ））））  
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第
２
部（
体
育
学
部
）



２．教員免許状取得に必要な開講科目 
 

（（11））中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))  【【22001199～～22002211 年年度度入入学学生生】】  

●必 修  ◎選 択 必 修  ○選 択   

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる    
科科目目区区分分等等  

法法
定定
最最
低低  

単単
位位
数数  

本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  11 年年  22 年年  33 年年  44 年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教 

科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技  

28 
(24) 

陸上競技Ⅰ 2 ● ● *    

器械運動Ⅰ 2 ● ● *    

水泳Ⅰ 2 ● ● *    

ダンスⅠＡ 1 ● ●  *   

柔道ⅠＡ 1 
◎ ◎ 

 *   

剣道ⅠＡ 1  *   

バスケットボールⅠ 1 ● ●  *   

バレーボールⅠ 1 ● ●  *   

サッカーⅠ 1 ● ●  *   

テニスⅠ 1 ● ●  *   

「体育原理、体育心理学、
体育経営管理学、体育社
会学、体育史」·運動学（運
動方法学を含む｡） 

体育原論 2 ● ●   *  

スポーツ心理学 2 ● ●  *   

スポーツ社会学 2 ● ● *    

スポーツ史 2 ● ●  *   

運動学 2 ● ●  *   

スポーツ測定評価 2 ● ● *    

体力トレーニング論·同実習 3 ● ● *    

生理学（運動生理学を含
む。） 

スポーツ生理学Ⅰ 2 ● ● *    

バイオメカニクス 2 ● ●  *   

機能解剖学 2 ● ● *    
衛生学・公衆衛生学  衛生学(公衆衛生学を含む) 2 ● ●   *  

学校保健（小児保健、精神
保健、学校安全及び救急
処置を含む｡） 

学校保健(小児保健、精神保健、学校安全を含む) 2 ● ●   *  

救急処置Ⅰ 2 ● ●   *  

スポーツ医学 2 ● ●  *   

各教科の指導法(情報機器及
び教材の活用を含む。) 

保健体育科教育法Ａ 2 ● ●  *   

保健体育科教育法Ｂ 2 ● ●  *   

保健体育科学習指導論 ※１ 2 ● ●   *  

体育実技指導法 ※２ 2 ●     * 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する
科目 

10 

教育原理 2 ● ● *    

教師論 2 ● ● *    

教育行政 2 ● ●   *  

教育心理学 2 ● ● *    

特別支援教育概論 2 ● ●  *   

教育課程編成論 2 ● ●  *   

道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、進路
指導、教育相談に関する科目 

10 
(8) 

道徳教育の理論と実践 2 ●   *   

特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ● ●   *  

教育方法論 2 ● ●   *  

生徒·進路指導論 2 ● ●   *  

教育カウンセリングⅠ 2 ● ●   *  

教育実践に関する科目 
5 
(3) 

教育実習Ⅰ ※３ 5 ● ●    * 

2 教職実践演習(中·高) ※４ 2 ● ●    * 

大学が独自に設定する科目 
4 

(12) 

人権教育 2 〇 〇    * 

教育史 2 〇 〇   *  

道徳教育の理論と実践 2  〇  *   

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則 

第
66
条
の
６
に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 2 日本国憲法 2 ● ● *    

体育 2 

陸上競技Ⅰ 2 ● ● *    

器械運動Ⅰ 2 ● ● *    

水泳Ⅰ 2 ● ● *    

ダンスⅠＡ 1 ● ●  *   

柔道ⅠＡ 1 
◎ ◎ 

 *   

剣道ⅠＡ 1  *   

外国語コミュニケーション 2 
英語ⅠＡ 1 ● ● *    

英語ⅠＢ 1 ● ● *    

情報機器の操作 2 
情報処理実習Ⅰ 1 ● ● *    

情報処理実習Ⅱ 1 ● ● *    

２科目より１科目 
選択 

２科目より１科目 
選択 

・免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位数は、『④大学が独自に設定する科目』に充当

されます。（66 条の６に定める科目は除く） 

・法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位（中一種免と異なる場合に記載） 

・66 条の６に定める科目の「体育」は、教科に関する専門的事項の「体育実技」と同一科目です。 

 

 ※１ 「保健体育科学習指導論」は前提科目の単位を修得しなければ、履修することはできません。 

     （P44 の（１）前提科目で確認してください。） 

 ※２ 関連科目（選択必修実技科目）４年次配当の下表の科目よりいずれかを履修することで「体育

実技指導法」に読み替えられます。ただし、所属学科によって読み替え可能な実技科目は異な

りますので注意してください。 

※３ 「教育実習Ⅰ」を履修するためには履修要件を満たさなければなりません。 

     （P56 の ３.（２）で確認してください。） 

 ※４ 「教職実践演習（中・高）」は教育実習参加見込みの者だけが履修可能です。 

 

 

スポーツ教育学科 

ダンスⅡ、テニスⅡ、サッカーⅡ、バレーボールⅡ、 

バスケットボールⅡ、ハンドボールⅡ、ラグビーⅡ、 

陸上競技Ⅱ、器械運動Ⅱ、水泳Ⅱ、柔道Ⅱ、剣道Ⅱ、 

レクリエーションⅡ 

健康・スポーツマネジメント学科 

ダンスⅡ、テニスⅡ、サッカーⅡ、バレーボールⅡ、 

バスケットボールⅡ、陸上競技Ⅱ、器械運動Ⅱ、 

水泳Ⅱ、柔道Ⅱ、剣道Ⅱ 

  （注）「ダンスⅡ」以外の実技科目は、３年次までに各実技科目の前提科目（実技）を履修済 

     でないと履修できません。（P44 の（１）前提科目で確認してください。） 
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２．教員免許状取得に必要な開講科目 
 

（（11））中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))  【【22001199～～22002211 年年度度入入学学生生】】  

●必 修  ◎選 択 必 修  ○選 択   

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる    
科科目目区区分分等等  

法法
定定
最最
低低  

単単
位位
数数  

本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  11 年年  22 年年  33 年年  44 年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教 

科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技  

28 
(24) 

陸上競技Ⅰ 2 ● ● *    

器械運動Ⅰ 2 ● ● *    

水泳Ⅰ 2 ● ● *    

ダンスⅠＡ 1 ● ●  *   

柔道ⅠＡ 1 
◎ ◎ 

 *   

剣道ⅠＡ 1  *   

バスケットボールⅠ 1 ● ●  *   

バレーボールⅠ 1 ● ●  *   

サッカーⅠ 1 ● ●  *   

テニスⅠ 1 ● ●  *   

「体育原理、体育心理学、
体育経営管理学、体育社
会学、体育史」·運動学（運
動方法学を含む｡） 

体育原論 2 ● ●   *  

スポーツ心理学 2 ● ●  *   

スポーツ社会学 2 ● ● *    

スポーツ史 2 ● ●  *   

運動学 2 ● ●  *   

スポーツ測定評価 2 ● ● *    

体力トレーニング論·同実習 3 ● ● *    

生理学（運動生理学を含
む。） 

スポーツ生理学Ⅰ 2 ● ● *    

バイオメカニクス 2 ● ●  *   

機能解剖学 2 ● ● *    
衛生学・公衆衛生学  衛生学(公衆衛生学を含む) 2 ● ●   *  

学校保健（小児保健、精神
保健、学校安全及び救急
処置を含む｡） 

学校保健(小児保健、精神保健、学校安全を含む) 2 ● ●   *  

救急処置Ⅰ 2 ● ●   *  

スポーツ医学 2 ● ●  *   

各教科の指導法(情報機器及
び教材の活用を含む。) 

保健体育科教育法Ａ 2 ● ●  *   

保健体育科教育法Ｂ 2 ● ●  *   

保健体育科学習指導論 ※１ 2 ● ●   *  

体育実技指導法 ※２ 2 ●     * 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する
科目 

10 

教育原理 2 ● ● *    

教師論 2 ● ● *    

教育行政 2 ● ●   *  

教育心理学 2 ● ● *    

特別支援教育概論 2 ● ●  *   

教育課程編成論 2 ● ●  *   

道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、進路
指導、教育相談に関する科目 

10 
(8) 

道徳教育の理論と実践 2 ●   *   

特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ● ●   *  

教育方法論 2 ● ●   *  

生徒·進路指導論 2 ● ●   *  

教育カウンセリングⅠ 2 ● ●   *  

教育実践に関する科目 
5 
(3) 

教育実習Ⅰ ※３ 5 ● ●    * 

2 教職実践演習(中·高) ※４ 2 ● ●    * 

大学が独自に設定する科目 
4 

(12) 

人権教育 2 〇 〇    * 

教育史 2 〇 〇   *  

道徳教育の理論と実践 2  〇  *   

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則 

第
66
条
の
６
に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 2 日本国憲法 2 ● ● *    

体育 2 

陸上競技Ⅰ 2 ● ● *    

器械運動Ⅰ 2 ● ● *    

水泳Ⅰ 2 ● ● *    

ダンスⅠＡ 1 ● ●  *   

柔道ⅠＡ 1 
◎ ◎ 

 *   

剣道ⅠＡ 1  *   

外国語コミュニケーション 2 
英語ⅠＡ 1 ● ● *    

英語ⅠＢ 1 ● ● *    

情報機器の操作 2 
情報処理実習Ⅰ 1 ● ● *    

情報処理実習Ⅱ 1 ● ● *    

２科目より１科目 
選択 

２科目より１科目 
選択 

・免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位数は、『④大学が独自に設定する科目』に充当

されます。（66 条の６に定める科目は除く） 

・法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位（中一種免と異なる場合に記載） 

・66 条の６に定める科目の「体育」は、教科に関する専門的事項の「体育実技」と同一科目です。 

 

 ※１ 「保健体育科学習指導論」は前提科目の単位を修得しなければ、履修することはできません。 

     （P44 の（１）前提科目で確認してください。） 

 ※２ 関連科目（選択必修実技科目）４年次配当の下表の科目よりいずれかを履修することで「体育

実技指導法」に読み替えられます。ただし、所属学科によって読み替え可能な実技科目は異な

りますので注意してください。 

※３ 「教育実習Ⅰ」を履修するためには履修要件を満たさなければなりません。 

     （P56 の ３.（２）で確認してください。） 

 ※４ 「教職実践演習（中・高）」は教育実習参加見込みの者だけが履修可能です。 

 

 

スポーツ教育学科 

ダンスⅡ、テニスⅡ、サッカーⅡ、バレーボールⅡ、 

バスケットボールⅡ、ハンドボールⅡ、ラグビーⅡ、 

陸上競技Ⅱ、器械運動Ⅱ、水泳Ⅱ、柔道Ⅱ、剣道Ⅱ、 

レクリエーションⅡ 

健康・スポーツマネジメント学科 

ダンスⅡ、テニスⅡ、サッカーⅡ、バレーボールⅡ、 

バスケットボールⅡ、陸上競技Ⅱ、器械運動Ⅱ、 

水泳Ⅱ、柔道Ⅱ、剣道Ⅱ 

  （注）「ダンスⅡ」以外の実技科目は、３年次までに各実技科目の前提科目（実技）を履修済 

     でないと履修できません。（P44 の（１）前提科目で確認してください。） 

－ 52 － － 53 －

 

第
２
部（
体
育
学
部
）



（（22））中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))    

【【22002222・・22002233 年年度度入入学学生生】】  

●必 修  ◎選 択 必 修  ○選 択   

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる    
科科目目区区分分等等  

法法
定定
最最
低低  

単単
位位
数数  本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  11年年  22年年  33年年  44年年  

教 

科 

及 

び 

教 

科 

の 

指 

導 

法 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

専 

門 

的 

事 

項 

体育実技  

28 
(24) 

陸上競技Ⅰ 2 ● ● *    
器械運動Ⅰ 2 ● ● *    
水泳Ⅰ 2 ● ● *    
ダンスⅠＡ 1 ● ●  *   
柔道ⅠＡ 1 

◎ ◎ 
 *   

剣道ⅠＡ 1  *   
バスケットボールⅠ 1 ● ●  *   
バレーボールⅠ 1 ● ●  *   
サッカーⅠ 1 ● ●  *   
テニスⅠ 1 ● ●  *   

「体育原理、体育心理学、
体育経営管理学、体育社会
学、体育史」·運動学（運動
方法学を含む｡） 

体育原論 2 ● ●   *  
スポーツ心理学 2 ● ●  *   
スポーツ社会学 2 ● ● *    
スポーツ史 2 ● ●  *   
運動学 2 ● ●  *   
スポーツ測定評価 2 ● ● *    
体力トレーニング論·同実習 3 ● ● *    

生理学（運動生理学を含
む。） 

スポーツ生理学Ⅰ 2 ● ● *    
バイオメカニクス 2 ● ●  *   
機能解剖学 2 ● ● *    

衛生学・公衆衛生学  衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ● ●   *  

学校保健（小児保健、精神
保健、学校安全及び救急処
置を含む｡） 

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ● ●   *  
救急処置Ｉ 2 ● ●   *  
スポーツ医学 2 ● ●  *   

各教科の指導法（情報通信技
術の活用を含む｡） 

保健体育科教育法Ａ 2 ● ●  *   
保健体育科教育法Ｂ 2 ● ●  *   
保健体育科学習指導論 ※１ 2 ● ●   *  
体育実技指導法 ※２ 2 ●     * 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科
目 

10 

教育原理 2 ● ● *    
教師論 2 ● ● *    
教育行政 2 ● ●   *  
教育心理学 2 ● ● *    
特別支援教育概論 2 ● ●  *   
教育課程編成論 2 ● ●  *   

道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、教育
相談等に関する科目  

10 
(8) 

道徳教育の理論と実践 2 ●   *   
特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ● ●   *  
教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 2 ● ●   *  
生徒·進路指導論 2 ● ●   *  
教育カウンセリングⅠ 2 ● ●   *  

教育実践に関する科目 
5 
(3) 

教育実習Ｉ ※３ 5 ● ●    * 

2 教職実践演習（中·高） ※４ 2 ● ●    * 

大学が独自に設定する科目  
4 

(12) 

人権教育 2 〇 〇    * 
教育史 2 〇 〇   *  
道徳教育の理論と実践 2  〇  *   

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則 

第
66
条
の
６
に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 2 日本国憲法 2 ● ● *    

体育 

2 陸上競技Ⅰ 2 ● ● *    
2 器械運動Ⅰ 2 ● ● *    
2 水泳Ⅰ 2 ● ● *    
2 ダンスⅠＡ 1 ● ●  *   
2 柔道ⅠＡ 1 

◎ ◎ 
 *   

2 剣道ⅠＡ 1  *   

外国語コミュニケーション 2 
英語ⅠＡ 1 ● ● *    
英語ⅠＢ 1 ● ● *    

数理、データ活用及び人工知能
に関する科目又は情報機器の
操作 

2 
情報処理実習Ⅰ 1 ● ● *    

情報処理実習Ⅱ 1 ● ● *    

２科目より１科目 
選択 

２科目より１科目 
選択 

・免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位数は、『④大学が独自に設定する科目』に充当

されます。（66 条の６に定める科目は除く） 

・法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位（中一種免と異なる場合に記載） 

・66 条の６に定める科目の「体育」は、教科に関する専門的事項の「体育実技」と同一科目です。 

 

 ※１ 「保健体育科学習指導論」は前提科目の単位を修得しなければ、履修することはできません。 

     （P44 の（１）前提科目で確認してください。） 

 ※２ 関連科目（選択必修実技科目）４年次配当の下表の科目よりいずれかを履修することで「体育

実技指導法」に読み替えられます。ただし、所属学科によって読み替え可能な実技科目は異な

りますので注意してください。 

※３ 「教育実習Ⅰ」を履修するためには履修要件を修得しなければなりません。 

     （P56 の ３.（２）で確認してください。） 

 ※４ 「教職実践演習（中・高）」は教育実習参加見込みの者だけが履修可能です。 

 

 

スポーツ教育学科 

ダンスⅡ、テニスⅡ、サッカーⅡ、バレーボールⅡ、 

バスケットボールⅡ、ハンドボールⅡ、ラグビーⅡ、 

陸上競技Ⅱ、器械運動Ⅱ、水泳Ⅱ、柔道Ⅱ、剣道Ⅱ、 

レクリエーションⅡ 

健康・スポーツマネジメント学科 

ダンスⅡ、テニスⅡ、サッカーⅡ、バレーボールⅡ、 

バスケットボールⅡ、陸上競技Ⅱ、器械運動Ⅱ、 

水泳Ⅱ、柔道Ⅱ、剣道Ⅱ 

  （注）「ダンスⅡ」以外の実技科目は、３年次までに各実技科目の前提科目（実技）を履修済 

     でないと履修できません。（P44 の（１）前提科目で確認してください。） 

  

－ 54 － － 55 －



2111-0570 2022 年度 履修要項 .学生ガイドブック

（（22））中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))    

【【22002222・・22002233 年年度度入入学学生生】】  

●必 修  ◎選 択 必 修  ○選 択   

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる    
科科目目区区分分等等  

法法
定定
最最
低低  

単単
位位
数数  本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  11年年  22年年  33年年  44年年  

教 

科 

及 

び 

教 

科 

の 

指 

導 

法 

に 

関 

す 

る 

科 

目 

教 

科 

に 

関 

す 

る 

専 

門 

的 

事 

項 

体育実技  

28 
(24) 

陸上競技Ⅰ 2 ● ● *    
器械運動Ⅰ 2 ● ● *    
水泳Ⅰ 2 ● ● *    
ダンスⅠＡ 1 ● ●  *   
柔道ⅠＡ 1 

◎ ◎ 
 *   

剣道ⅠＡ 1  *   
バスケットボールⅠ 1 ● ●  *   
バレーボールⅠ 1 ● ●  *   
サッカーⅠ 1 ● ●  *   
テニスⅠ 1 ● ●  *   

「体育原理、体育心理学、
体育経営管理学、体育社会
学、体育史」·運動学（運動
方法学を含む｡） 

体育原論 2 ● ●   *  
スポーツ心理学 2 ● ●  *   
スポーツ社会学 2 ● ● *    
スポーツ史 2 ● ●  *   
運動学 2 ● ●  *   
スポーツ測定評価 2 ● ● *    
体力トレーニング論·同実習 3 ● ● *    

生理学（運動生理学を含
む。） 

スポーツ生理学Ⅰ 2 ● ● *    
バイオメカニクス 2 ● ●  *   
機能解剖学 2 ● ● *    

衛生学・公衆衛生学  衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ● ●   *  

学校保健（小児保健、精神
保健、学校安全及び救急処
置を含む｡） 

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ● ●   *  
救急処置Ｉ 2 ● ●   *  
スポーツ医学 2 ● ●  *   

各教科の指導法（情報通信技
術の活用を含む｡） 

保健体育科教育法Ａ 2 ● ●  *   
保健体育科教育法Ｂ 2 ● ●  *   
保健体育科学習指導論 ※１ 2 ● ●   *  
体育実技指導法 ※２ 2 ●     * 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科
目 

10 

教育原理 2 ● ● *    
教師論 2 ● ● *    
教育行政 2 ● ●   *  
教育心理学 2 ● ● *    
特別支援教育概論 2 ● ●  *   
教育課程編成論 2 ● ●  *   

道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、教育
相談等に関する科目  

10 
(8) 

道徳教育の理論と実践 2 ●   *   
特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ● ●   *  
教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 2 ● ●   *  
生徒·進路指導論 2 ● ●   *  
教育カウンセリングⅠ 2 ● ●   *  

教育実践に関する科目 
5 
(3) 

教育実習Ｉ ※３ 5 ● ●    * 

2 教職実践演習（中·高） ※４ 2 ● ●    * 

大学が独自に設定する科目  
4 

(12) 

人権教育 2 〇 〇    * 
教育史 2 〇 〇   *  
道徳教育の理論と実践 2  〇  *   

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則 

第
66
条
の
６
に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 2 日本国憲法 2 ● ● *    

体育 

2 陸上競技Ⅰ 2 ● ● *    
2 器械運動Ⅰ 2 ● ● *    
2 水泳Ⅰ 2 ● ● *    
2 ダンスⅠＡ 1 ● ●  *   
2 柔道ⅠＡ 1 

◎ ◎ 
 *   

2 剣道ⅠＡ 1  *   

外国語コミュニケーション 2 
英語ⅠＡ 1 ● ● *    
英語ⅠＢ 1 ● ● *    

数理、データ活用及び人工知能
に関する科目又は情報機器の
操作 

2 
情報処理実習Ⅰ 1 ● ● *    

情報処理実習Ⅱ 1 ● ● *    

２科目より１科目 
選択 

２科目より１科目 
選択 

・免許法に定める最低修得単位数を超えて修得した単位数は、『④大学が独自に設定する科目』に充当

されます。（66 条の６に定める科目は除く） 

・法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位（中一種免と異なる場合に記載） 

・66 条の６に定める科目の「体育」は、教科に関する専門的事項の「体育実技」と同一科目です。 

 

 ※１ 「保健体育科学習指導論」は前提科目の単位を修得しなければ、履修することはできません。 

     （P44 の（１）前提科目で確認してください。） 

 ※２ 関連科目（選択必修実技科目）４年次配当の下表の科目よりいずれかを履修することで「体育

実技指導法」に読み替えられます。ただし、所属学科によって読み替え可能な実技科目は異な

りますので注意してください。 

※３ 「教育実習Ⅰ」を履修するためには履修要件を満たさなければなりません。 

     （P56 の ３.（２）で確認してください。） 

 ※４ 「教職実践演習（中・高）」は教育実習参加見込みの者だけが履修可能です。 

 

 

スポーツ教育学科 

ダンスⅡ、テニスⅡ、サッカーⅡ、バレーボールⅡ、 

バスケットボールⅡ、ハンドボールⅡ、ラグビーⅡ、 

陸上競技Ⅱ、器械運動Ⅱ、水泳Ⅱ、柔道Ⅱ、剣道Ⅱ、 

レクリエーションⅡ 

健康・スポーツマネジメント学科 

ダンスⅡ、テニスⅡ、サッカーⅡ、バレーボールⅡ、 

バスケットボールⅡ、陸上競技Ⅱ、器械運動Ⅱ、 

水泳Ⅱ、柔道Ⅱ、剣道Ⅱ 

  （注）「ダンスⅡ」以外の実技科目は、３年次までに各実技科目の前提科目（実技）を履修済 

     でないと履修できません。（P44 の（１）前提科目で確認してください。） 
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【全入学年度共通】 

  

３．教育実習 

教育実習は、実際の教育現場において大学の授業だけでは得られない貴重な経験をし、教員に

なるための資質・能力の向上を目的としています。教育実習を行うためには、「教育実習Ⅰ」を履

修し、事前・事後指導の受講が必要です。中一種免、高一種免の両方を取得希望の場合であっても

いずれか一校種の実習となります。また、教育実習には別途費用がかかります。 

 

（１）教育実習の時期と期間 

時期・・・４年次 

期間・・・中学校・高等学校とも１５日間（実習校により１５日間以上の場合があります。） 

 

（２）「教育実習Ⅰ」の履修要件 

①３年次終了までに次の要件を満たしていなければなりません。 

教科に関する専門的事項 
・講義科目を２０単位以上修得していること。 

・実技科目を１０単位以上修得していること。 

各教科の指導法及び教育

の基礎的理解に関する科

目等 

「保健体育科教育法Ａ」「保健体育科教育法Ｂ」「保健体育科学習

指導論」「教師論」を含めて２２単位以上修得していること。 

ただし、２２単位には「道徳教育の理論と実践」は含まない。 

②１年次から「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

（３）教育実習事前準備 

４年次で教育実習に行くためには、２年次から前提科目を修得しておく必要があります。 

前提科目については、P44（１）を確認してください。 

３年次４月に実施する『教育実習準備ガイダンス』に必ず出席してください。 

３年次に教育実習校から教育実習受入の内諾を取らなければなりません。 

 

 

４．介護等体験 

中学校教諭免許状を取得するためには、免許法で定められた科目の単位修得以外に「小学校及

び中学校の教諭の普通免許状授与に係る特例等に関する法律」により、「介護等体験」が必要とな

ります。 

３年次前期に「介護技術講義」を履修したうえで、後期にある体験先ごとの事前ガイダンスに

出席した者が「介護等体験」への参加が認められます。ただし、「介護技術講義」を履修するには

前提科目である「特別支援教育概論」を修得済でなければなりません。 

特別支援学校は大阪府教育委員会が、社会福祉施設は大阪府社会福祉協議会が管轄しており、

介護等体験先や体験時期については、それぞれの管轄機関から大学に配当されますので、個人で

体験先や体験時期を指定することはできません。また、介護等体験には別途費用がかかります。

介護等体験の種類と日数は次のとおりです。 

  特別支援学校  ２日間 

  社会福祉施設  ５日間  計７日間  

５.教員免許状の申請 

教員免許状は、基礎資格（学士の学位を有すること＝大学を卒業する）を有し、教員免許状取得

に必要な全ての単位を修得した者が各都道府県教育委員会に申請をして教員免許状が授与されま

す。 

本学における教員免許状申請要件を満たした者を一括して大阪府教育委員会に教員免許状の授

与申請を行います。（教員免許状は、都道府県教育委員会が授与するものであって、大学が授与す

るものではありません。） 

教員免許状取得希望者は、４年次に開催する２回のガイダンス（７月・１０月）に必ず出席して

ください。ガイダンスの無断欠席や申請書類の提出遅れは認めませんので注意してください。 

※教員免許状一括申請に関する窓口は教職支援センターとなります。 

   

①申請方法（４年次） 

申申請請方方法法  対対象象者者  

一括申請 
大学がまとめて大阪府教

育委員会に申請する 

次の要件を満たしていること 

・後期成績発表時に「卒業確定」となった者 

・教員免許状取得に必要な単位を全て修得した者 

個人申請 

卒業後に各自の居住地の

都道府県教育委員会に自

分で申請をする 

・一括申請の要件を満たさなかった者 

・科目等履修生 

 

②申請手続きの流れ（４年次） 

 内内  容容  日日  程程  

１ 
第１回目 

教員免許状一括申請ガイダンス 
７月初旬 

２ 申請書類の提出 第１回ガイダンスで周知する 

３ 
第２回目 

教員免許状一括申請ガイダンス 
１０月中下旬 

４ 
・申請書類の提出 

・申請費用の納入 
第２回ガイダンスで周知する 

５ 教員免許状一括申請者の確定 ２月中旬（後期成績発表日） 

６ 
大学より大阪府教育委員会に 

教員免許状授与申請 
２月下旬 

７ 一括申請取下げ者に申請料の返金 ２月下旬～３月上旬 

８ 教員免許状の発送 卒業式後に本人指定の住所宛に郵送 

 

６．卒業時に教員免許状を取得できない場合 

卒業時に教員免許状取得に必要な単位を修得できない場合でも、科目等履修生制度を利用して

卒業後に教員免許状を取得することができます。詳しくは、教職支援センターへ相談してくだい。 
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３．教育実習 

教育実習は、実際の教育現場において大学の授業だけでは得られない貴重な経験をし、教員に

なるための資質・能力の向上を目的としています。教育実習を行うためには、「教育実習Ⅰ」を履

修し、事前・事後指導の受講が必要です。中一種免、高一種免の両方を取得希望の場合であっても

いずれか一校種の実習となります。また、教育実習には別途費用がかかります。 

 

（１）教育実習の時期と期間 

時期・・・４年次 

期間・・・中学校・高等学校とも１５日間（実習校により１５日間以上の場合があります。） 

 

（２）「教育実習Ⅰ」の履修要件 

①３年次終了までに次の要件を満たしていなければなりません。 

教科に関する専門的事項 
・講義科目を２０単位以上修得していること。 

・実技科目を１０単位以上修得していること。 

各教科の指導法及び教育

の基礎的理解に関する科

目等 

「保健体育科教育法Ａ」「保健体育科教育法Ｂ」「保健体育科学習

指導論」「教師論」を含めて２２単位以上修得していること。 

ただし、２２単位には「道徳教育の理論と実践」は含まない。 

②１年次から「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

（３）教育実習事前準備 

４年次で教育実習に行くためには、２年次から前提科目を修得しておく必要があります。 

前提科目については、P44（１）を確認してください。 

３年次４月に実施する『教育実習準備ガイダンス』に必ず出席してください。 

３年次に教育実習校から教育実習受入の内諾を取らなければなりません。 

 

 

４．介護等体験 

中学校教諭免許状を取得するためには、免許法で定められた科目の単位修得以外に「小学校及

び中学校の教諭の普通免許状授与に係る特例等に関する法律」により、「介護等体験」が必要とな

ります。 

３年次前期に「介護技術講義」を履修したうえで、後期にある体験先ごとの事前ガイダンスに

出席した者が「介護等体験」への参加が認められます。ただし、「介護技術講義」を履修するには

前提科目である「特別支援教育概論」を修得済でなければなりません。 

特別支援学校は大阪府教育委員会が、社会福祉施設は大阪府社会福祉協議会が管轄しており、

介護等体験先や体験時期については、それぞれの管轄機関から大学に配当されますので、個人で

体験先や体験時期を指定することはできません。また、介護等体験には別途費用がかかります。

介護等体験の種類と日数は次のとおりです。 

  特別支援学校  ２日間 

  社会福祉施設  ５日間  計７日間  

５.教員免許状の申請 

教員免許状は、基礎資格（学士の学位を有すること＝大学を卒業する）を有し、教員免許状取得

に必要な全ての単位を修得した者が各都道府県教育委員会に申請をして教員免許状が授与されま

す。 

本学における教員免許状申請要件を満たした者を一括して大阪府教育委員会に教員免許状の授

与申請を行います。（教員免許状は、都道府県教育委員会が授与するものであって、大学が授与す

るものではありません。） 

教員免許状取得希望者は、４年次に開催する２回のガイダンス（７月・１０月）に必ず出席して

ください。ガイダンスの無断欠席や申請書類の提出遅れは認めませんので注意してください。 

※教員免許状一括申請に関する窓口は教職支援センターとなります。 

   

①申請方法（４年次） 

申申請請方方法法  対対象象者者  

一括申請 
大学がまとめて大阪府教

育委員会に申請する 

次の要件を満たしていること 

・後期成績発表時に「卒業確定」となった者 

・教員免許状取得に必要な単位を全て修得した者 

個人申請 

卒業後に各自の居住地の

都道府県教育委員会に自

分で申請をする 

・一括申請の要件を満たさなかった者 

・科目等履修生 

 

②申請手続きの流れ（４年次） 

 内内  容容  日日  程程  

１ 
第１回目 

教員免許状一括申請ガイダンス 
７月初旬 

２ 申請書類の提出 第１回ガイダンスで周知する 

３ 
第２回目 

教員免許状一括申請ガイダンス 
１０月中下旬 

４ 
・申請書類の提出 

・申請費用の納入 
第２回ガイダンスで周知する 

５ 教員免許状一括申請者の確定 ２月中旬（後期成績発表日） 

６ 
大学より大阪府教育委員会に 

教員免許状授与申請 
２月下旬 

７ 一括申請取下げ者に申請料の返金 ２月下旬～３月上旬 

８ 教員免許状の発送 卒業式後に本人指定の住所宛に郵送 

 

６．卒業時に教員免許状を取得できない場合 

卒業時に教員免許状取得に必要な単位を修得できない場合でも、科目等履修生制度を利用して

卒業後に教員免許状を取得することができます。詳しくは、教職支援センターへ相談してくだい。 
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７．教員免許状を取得するための４年間のスケジュール 

  １１年年次次  ２２年年次次  ３３年年次次  ４４年年次次  

４４
月月  

麻疹抗体検査＊１ ｢特別支援教育概論｣受講 ・教育実習準備ガイダンス 
・「介護技術講義｣を受講 
・介護等体験申込手続き 
 （特別支援学校） 
・介護等体験費の納入 

・「教育実習Ⅰ｣を受講 
・教育実習費の納入 

５５
月月  

    ・介護等体験申込手続き 
 （社会福祉施設） 

  

６６
月月  

        

７７
月月  

      第１回教員免許状一

括申請ガイダンス 

８８
月月  

        

９９
月月  

    ｢教育実習内諾書｣提出期限 ｢教職実践演習｣を受講 

1100
月月  

      ・第２回教員免許状

一括申請ガイダン

ス 
・免許状申請費用の納

入 

1111
月月  

        

1122
月月  

小学校免許取得プログラ

ム受講希望者説明会＊２ 
小学校免許取得プログラ

ム受講希望者説明会＊２ 
    

１１
月月  

小学校免許取得プログ

ラム受講申込 
小学校免許取得プログ

ラム受講申込 
    

２２
月月  

小学校免許取得プログ

ラム受講可否判定 
小学校免許取得プログ

ラム受講可否判定 
  ・卒業成績発表 

・教員免許状申請判定 

３３
月月  

１年次履修カルテ登録 ・２年次履修カルテ登録 
・受講判定 
｢保健体育科学習指導論｣＊３ 

｢介護技術講義｣＊４ 

・３年次履修カルテ登録 
・受講判定｢教育実習Ⅰ｣＊５ 

教員免許状の交付（郵送） 

＊１ 「麻疹抗体検査」は本学入学時に実施する健康診断項目に含まれています。教育実習や介護等体験に参加す

るためには、麻疹抗体検査結果が「陽性」であることが必要です。教職履修者で「陽性」でない場合は、教

職支援センターから連絡をするので速やかに対応してください。 
＊２ 神戸親和大学との大学間連携協定による「小学校教諭免許状取得プログラム」です。（詳細はＰ80 を参照） 
＊３ ３年次配当の「保健体育科学習指導論」の前提科目である「保健体育科教育法Ａ」「保健体育科教育法Ｂ」

が修得できているか判定を行います。 
＊４ ３年次配当の「介護技術講義」の前提科目である「特別支援教育概論」が修得できているか判定を行います。 
＊５ ４年次配当の「教育実習Ⅰ」の受講要件（教育実習参加要件）が修得できているか判定を行います。 
 
※ 各スケジュールは変更する場合があります。詳細は別途Ｇメールで確認してください。 
 

教教
育育
実実
習習  

教教
育育
実実
習習  

介
護
等
体
験
及
び
体
験
先
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
期
間 

教教
育育
実実
習習
内内
諾諾
依依
頼頼
期期
間間  

  

公益財団法人日本スポーツ協会は生涯スポーツ社会の実現を目指し、生涯を通じた「快適なスポー

ツライフ」を構築するため、加盟団体等と連携してその推進の中心となるスポーツ指導者を養成して

います。 
 公認スポーツ指導者の種類は次に示すように多岐にわたっており、取得に必要な授業科目も異なっ

ているとともに、学科･コース･演習（ゼミ）・クラブ活動が指定されているものもありますので注意し

てください。 

日本スポーツ協会における資格取得のカリキュラムは、共通科目Ⅰ～Ⅳと専門科目で編成されてい

ます。体育学部は、日本スポーツ協会スポーツ指導者養成講習会免除適応コースの承認を得ています

ので、一部の資格については指定された科目の修得により、専門科目の講習が免除されます。 

詳しくは日本スポーツ協会のホームページを参照してください。 

 

（（１１））公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格のの種種類類ととカカリリキキュュララムムのの構構成成 
 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格を取得するには、各資格で定められた共通科目と専

門科目の講習を受講・修了する必要があります 
 

 
  

（（２２））体体育育学学部部でで取取得得ででききるる日日本本ススポポーーツツ協協会会  公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格  

【【共共通通科科目目ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ】】（（ススポポーーツツリリーーダダーー、、ココーーチチンンググアアシシススタタンントト含含むむ）） 
 
【【２２００２２００年年度度以以前前入入学学生生】】  

卒業により共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの講習及び試験が免除されます。 

なお、講習免除の「免除適応コース修了証明書」の申申請請はは大大学学在在

籍籍中中ににししかか認認めめらられれてていいなないいので注意してください。 

 

【【２２００２２１１年年度度以以降降入入学学生生】】 
卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、以下を満たすことができれば共通科

目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの講習が免除されます。  

２２  公公益益財財団団法法人人日日本本ススポポーーツツ協協会会  公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格  

共通Ⅰ  
共通Ⅱ  

共通Ⅲ  

－ 58 － － 59 －
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７．教員免許状を取得するための４年間のスケジュール 

  １１年年次次  ２２年年次次  ３３年年次次  ４４年年次次  

４４
月月  

麻疹抗体検査＊１ ｢特別支援教育概論｣受講 ・教育実習準備ガイダンス 
・「介護技術講義｣を受講 
・介護等体験申込手続き 
 （特別支援学校） 
・介護等体験費の納入 

・「教育実習Ⅰ｣を受講 
・教育実習費の納入 

５５
月月  

    ・介護等体験申込手続き 
 （社会福祉施設） 

  

６６
月月  

        

７７
月月  

      第１回教員免許状一

括申請ガイダンス 

８８
月月  

        

９９
月月  

    ｢教育実習内諾書｣提出期限 ｢教職実践演習｣を受講 

1100
月月  

      ・第２回教員免許状

一括申請ガイダン

ス 
・免許状申請費用の納

入 

1111
月月  

        

1122
月月  

小学校免許取得プログラ

ム受講希望者説明会＊２ 
小学校免許取得プログラ

ム受講希望者説明会＊２ 
    

１１
月月  

小学校免許取得プログ

ラム受講申込 
小学校免許取得プログ

ラム受講申込 
    

２２
月月  

小学校免許取得プログ

ラム受講可否判定 
小学校免許取得プログ

ラム受講可否判定 
  ・卒業成績発表 

・教員免許状申請判定 

３３
月月  

１年次履修カルテ登録 ・２年次履修カルテ登録 
・受講判定 
｢保健体育科学習指導論｣＊３ 

｢介護技術講義｣＊４ 

・３年次履修カルテ登録 
・受講判定｢教育実習Ⅰ｣＊５ 

教員免許状の交付（郵送） 

＊１ 「麻疹抗体検査」は本学入学時に実施する健康診断項目に含まれています。教育実習や介護等体験に参加す

るためには、麻疹抗体検査結果が「陽性」であることが必要です。教職履修者で「陽性」でない場合は、教

職支援センターから連絡をするので速やかに対応してください。 
＊２ 神戸親和大学との大学間連携協定による「小学校教諭免許状取得プログラム」です。（詳細はＰ80 を参照） 
＊３ ３年次配当の「保健体育科学習指導論」の前提科目である「保健体育科教育法Ａ」「保健体育科教育法Ｂ」

が修得できているか判定を行います。 
＊４ ３年次配当の「介護技術講義」の前提科目である「特別支援教育概論」が修得できているか判定を行います。 
＊５ ４年次配当の「教育実習Ⅰ」の受講要件（教育実習参加要件）が修得できているか判定を行います。 
 
※ 各スケジュールは変更する場合があります。詳細は別途Ｇメールで確認してください。 
 

教教
育育
実実
習習  

教教
育育
実実
習習  

介
護
等
体
験
及
び
体
験
先
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
期
間 

教教
育育
実実
習習
内内
諾諾
依依
頼頼
期期
間間  

  

公益財団法人日本スポーツ協会は生涯スポーツ社会の実現を目指し、生涯を通じた「快適なスポー

ツライフ」を構築するため、加盟団体等と連携してその推進の中心となるスポーツ指導者を養成して

います。 
 公認スポーツ指導者の種類は次に示すように多岐にわたっており、取得に必要な授業科目も異なっ

ているとともに、学科･コース･演習（ゼミ）・クラブ活動が指定されているものもありますので注意し

てください。 

日本スポーツ協会における資格取得のカリキュラムは、共通科目Ⅰ～Ⅳと専門科目で編成されてい

ます。体育学部は、日本スポーツ協会スポーツ指導者養成講習会免除適応コースの承認を得ています

ので、一部の資格については指定された科目の修得により、専門科目の講習が免除されます。 

詳しくは日本スポーツ協会のホームページを参照してください。 

 

（（１１））公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格のの種種類類ととカカリリキキュュララムムのの構構成成 
 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格を取得するには、各資格で定められた共通科目と専

門科目の講習を受講・修了する必要があります 
 

 
  

（（２２））体体育育学学部部でで取取得得ででききるる日日本本ススポポーーツツ協協会会  公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格  

【【共共通通科科目目ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ】】（（ススポポーーツツリリーーダダーー、、ココーーチチンンググアアシシススタタンントト含含むむ）） 
 
【【２２００２２００年年度度以以前前入入学学生生】】  

卒業により共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの講習及び試験が免除されます。 

なお、講習免除の「免除適応コース修了証明書」の申申請請はは大大学学在在

籍籍中中ににししかか認認めめらられれてていいなないいので注意してください。 

 

【【２２００２２１１年年度度以以降降入入学学生生】】 
卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、以下を満たすことができれば共通科

目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの講習が免除されます。  

２２  公公益益財財団団法法人人日日本本ススポポーーツツ協協会会  公公認認ススポポーーツツ指指導導者者資資格格  

共通Ⅰ  
共通Ⅱ  

共通Ⅲ  

－ 58 － － 59 －

 

第
２
部（
体
育
学
部
）



・「指導者マイページ」作成 
 日本スポーツ協会ホームページ https://my.japan-sports.or.jp 

トップページの中腹「サービス」内の「指導者マイページ」をクリック 

ログイン画面内の「新規登録」をクリックし、以後は画面の指示に従ってください。 

・リファレンスブック購入 
・共通科目検定試験（オンラインテスト）の合格 
 

共共通通科科目目内内容容  体体育育学学部部開開講講科科目目  

コーチングを理解しよう ＜＜２２００２２１１年年度度入入学学生生＞＞  

コーチング論 

スポーツ教育学 

スポーツ経営学 

スポーツ事故法律論 

＜＜２２００２２２２年年度度以以降降入入学学生生＞＞  

コーチング論 

スポーツ教育学 

スポーツ経営学 

救急処置Ⅰ 

１．コーチングとは 

２．コーチに求められる役割 

３．コーチに求められる知識とスキル 

４．対他者力を磨こう 

５．対自己力を磨こう 

６．スポーツの意義と価値 

７．スポーツの価値を守るスポーツ権 

８．スポーツの自治―ガバナンスとコンプライアンス― 

９．暴力・ハラスメントの根絶 

１０．スポーツのインテグリティ 

１１．スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任 

１２．スポーツ仲裁 

１３．スポーツ倫理 

１４．現代をリードするコーチング 

 

グッドコーチに求められる医・科学知識 体力トレーニング論・同実習 

スポーツ心理学 

スポーツ栄養学 

スポーツ医学 

１．スポーツトレーニングの基本的な考え方と理論体系 

２．体力のトレーニング 

３．スキルトレーニング 

４．心のトレーニング 

５．スポーツと栄養 

６．スポーツに関連する医学的知識 

７．アンチ・ドーピング 

 

現場・環境に応じたコーチング ＜＜２２００２２１１年年度度入入学学生生＞＞  

コーチング論 

スポーツ経営学 

障害者スポーツ概論 

＜＜２２００２２２２年年度度以以降降入入学学生生＞＞  

コーチング論 

スポーツ経営学 

スポーツ社会学 

１．コーチング環境の特徴 

２．ハイパフォーマンススポーツにおける今日的なコーチング 

３．スポーツ組織のマネジメント 

４．障がい者スポーツ 

 

【【テテニニススココーーチチ１１受受験験資資格格】】（共通科目Ⅰ＋専門科目）  

 卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、本学にて

行われる専門科目（実技・指導実習）検定試験に合格すれば、テニスコー

チ１の資格が取得できます。 

 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

基 

礎 

加齢と発育発達 1h 

テニスⅡ 2 単位 

テニスの特性 1h 

安全管理Ⅰ 3h 

コーチングⅠ（TENNIS P&S 含む） 2.5h 

テニスのルール 3h 

技 

基礎技術指導法 4.5h 
テニスⅡ 2 単位 

コーチングⅠ（TENNIS P&S 含む） 5h 

 

 

【【テテニニススココーーチチ２２受受験験資資格格】】（共通科目Ⅱ＋専門科目）  

 卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、本学にて行

われる専門科目（実技・指導実習）検定試験に合格すれば、テニスコーチ２

の資格が取得できます。 

 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

基 

礎 

理 

論 

テニスの科学 6h 

テニスⅡ 

特別演習（テニス） 

2 単位 

2 単位 

安全管理Ⅱ 2h 

戦術の基礎 2h 

テニスの体力トレーニング法Ⅰ 2h 

コーチングⅡ 2.5h 

レッスンプログラムの作成・実践 3h 

実
技
・
指
導
実
習 

ゲーム指導法 6h 

テニスⅡ 

特別演習（テニス） 

2 単位 

2 単位 

テニスの体力トレーニング法Ⅰ 2.5h 

レッスンプログラムの作成・実践 6h 

コーチングⅡ 6h 

対象に応じた指導法 2h 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通Ⅰ  専門  

共通Ⅱ  専門  

－ 60 － － 61 －
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・「指導者マイページ」作成 
 日本スポーツ協会ホームページ https://my.japan-sports.or.jp 

トップページの中腹「サービス」内の「指導者マイページ」をクリック 

ログイン画面内の「新規登録」をクリックし、以後は画面の指示に従ってください。 

・リファレンスブック購入 
・共通科目検定試験（オンラインテスト）の合格 
 

共共通通科科目目内内容容  体体育育学学部部開開講講科科目目  

コーチングを理解しよう ＜＜２２００２２１１年年度度入入学学生生＞＞  

コーチング論 

スポーツ教育学 

スポーツ経営学 

スポーツ事故法律論 

＜＜２２００２２２２年年度度以以降降入入学学生生＞＞  

コーチング論 

スポーツ教育学 

スポーツ経営学 

救急処置Ⅰ 

１．コーチングとは 

２．コーチに求められる役割 

３．コーチに求められる知識とスキル 

４．対他者力を磨こう 

５．対自己力を磨こう 

６．スポーツの意義と価値 

７．スポーツの価値を守るスポーツ権 

８．スポーツの自治―ガバナンスとコンプライアンス― 

９．暴力・ハラスメントの根絶 

１０．スポーツのインテグリティ 

１１．スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任 

１２．スポーツ仲裁 

１３．スポーツ倫理 

１４．現代をリードするコーチング 

 

グッドコーチに求められる医・科学知識 体力トレーニング論・同実習 

スポーツ心理学 

スポーツ栄養学 

スポーツ医学 

１．スポーツトレーニングの基本的な考え方と理論体系 

２．体力のトレーニング 

３．スキルトレーニング 

４．心のトレーニング 

５．スポーツと栄養 

６．スポーツに関連する医学的知識 

７．アンチ・ドーピング 

 

現場・環境に応じたコーチング ＜＜２２００２２１１年年度度入入学学生生＞＞  

コーチング論 

スポーツ経営学 

障害者スポーツ概論 

＜＜２２００２２２２年年度度以以降降入入学学生生＞＞  

コーチング論 

スポーツ経営学 

スポーツ社会学 

１．コーチング環境の特徴 

２．ハイパフォーマンススポーツにおける今日的なコーチング 

３．スポーツ組織のマネジメント 

４．障がい者スポーツ 

 

【【テテニニススココーーチチ１１受受験験資資格格】】（共通科目Ⅰ＋専門科目）  

 卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、本学にて

行われる専門科目（実技・指導実習）検定試験に合格すれば、テニスコー

チ１の資格が取得できます。 

 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

基 

礎 

加齢と発育発達 1h 

テニスⅡ 2 単位 

テニスの特性 1h 

安全管理Ⅰ 3h 

コーチングⅠ（TENNIS P&S 含む） 2.5h 

テニスのルール 3h 

技 

基礎技術指導法 4.5h 
テニスⅡ 2 単位 

コーチングⅠ（TENNIS P&S 含む） 5h 

 

 

【【テテニニススココーーチチ２２受受験験資資格格】】（共通科目Ⅱ＋専門科目）  

 卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、本学にて行

われる専門科目（実技・指導実習）検定試験に合格すれば、テニスコーチ２

の資格が取得できます。 

 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

基 

礎 

理 

論 

テニスの科学 6h 

テニスⅡ 

特別演習（テニス） 

2 単位 

2 単位 

安全管理Ⅱ 2h 

戦術の基礎 2h 

テニスの体力トレーニング法Ⅰ 2h 

コーチングⅡ 2.5h 

レッスンプログラムの作成・実践 3h 

実
技
・
指
導
実
習 

ゲーム指導法 6h 

テニスⅡ 

特別演習（テニス） 

2 単位 

2 単位 

テニスの体力トレーニング法Ⅰ 2.5h 

レッスンプログラムの作成・実践 6h 

コーチングⅡ 6h 

対象に応じた指導法 2h 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通Ⅰ  専門  

共通Ⅱ  専門  

－ 60 － － 61 －
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【公公認認アアシシススタタンントトママネネジジャャーー受受験験資資格格】】（共通科目Ⅰ＋専門科目） 
            【健康・スポーツマネジメント学科 スポーツマネジメントコース】 

アシスタントマネジャー資格は、総合型の地域スポーツクラブにおいて、

クラブ員が充実したクラブライフを送ることができるよう、クラブマネジャ

ーを補佐し、クラブ経営のための諸活動をサポートする能力を持った人に与

えられる資格です。健康・スポーツマネジメント学科スポーツマネジメントコースに所属している

者で、卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、専門科目の検定試験に合格す

れば、アシスタントマネジャーの資格を取得できます。 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

地域スポーツクラブとは 

地域スポーツクラブの現状 
7.5h 地域スポーツ経営論  2単位 

クラブマネジャーの役割 7.5h 

地域スポーツ経営論 

スポーツ経営学 

スポーツマーケティング 

スポーツ施設管理運営論     

2単位 

2単位 

2単位 

2単位 

クラブのつくり方 

クラブの運営 
20h 

地域スポーツ経営論 

スポーツ経営学 

スポーツ施設管理運営論 

スポーツプログラム開発論 

2単位 

2単位 

2単位 

2単位 

 

 

【【公公認認ススポポーーツツププロロググララママーー受受験験資資格格】】（共通科目Ⅱ＋専門科目）        
【健康・スポーツマネジメント学科 アスレティックトレーニングコース 

及び健康スポーツコース】  

 健康・スポーツマネジメント学科アスレティックトレーニングコース及び

健康スポーツコースに所属している者で、卒業所要単位及び下表（体育学部

開講科目）の単位を修得し、専門科目の検定試験に合格すれば、日本スポー

ツ協会のフィットネス資格であるスポーツプログラマーの資格を取得できます。 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

運動と健康 1h 生涯スポーツ概論 2 単位 

フィットネス・エクササイズの理論と実際 26h 

体力トレーニング論・同実習 

陸上競技Ⅰ 

器械運動Ⅰ 

水泳Ⅰ 

エアロビックダンス 

レクリエーションⅠ 

3 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

2 単位 

フィットネス・エクササイズと健康管理 8h 

スポーツ医学 

テーピング実習 

または 

健康スポーツ実技Ａ 

健康スポーツ実技Ｂ 

2 単位 

1 単位 

 

1 単位 

1 単位 

体力測定と評価 6h スポーツ測定評価 2 単位 

フィットネスプログラムの実際 16h 

運動プログラム作成法 

または 

企業フィットネス論 

介護技術講義 

2 単位 

 

2 単位 

2 単位 

スポーツ相談の実際 6h スポーツ心理学 2 単位 

共通Ⅰ  専門  

共通Ⅱ  専門  

【【水水泳泳ココーーチチ１１受受験験資資格格】】（共通科目Ⅰ＋専門科目）  

卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、本学にて

行われる専門科目（実技・指導実習）検定試験に合格すれば、水泳コーチ

１の資格が取得できます。 

  

【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

学 

科 

水泳の歴史 2h 水泳Ⅱ 2 単位 

水泳指導者･初心者指導法 2h 
水泳Ⅱ 

水泳Ⅰ 

2 単位 

2 単位 

水泳プールにおける安全 2h 水泳Ⅰ 2 単位 

水泳の科学 3h 
水泳Ⅰ 

バイオメカニクス 

2 単位 

2 単位 

実 

技 

基礎技術 9h 水泳Ⅰ 2 単位 

指導実習 6h 

水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

教育実習 

または 

インターンシップＡ 

または 

インターンシップＢ 

2 単位 

2 単位 

5 単位 

 

1 単位 

 

2 単位 

    

専門  共通Ⅰ  

－ 62 － － 63 －
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【公公認認アアシシススタタンントトママネネジジャャーー受受験験資資格格】】（共通科目Ⅰ＋専門科目） 
            【健康・スポーツマネジメント学科 スポーツマネジメントコース】 

アシスタントマネジャー資格は、総合型の地域スポーツクラブにおいて、

クラブ員が充実したクラブライフを送ることができるよう、クラブマネジャ

ーを補佐し、クラブ経営のための諸活動をサポートする能力を持った人に与

えられる資格です。健康・スポーツマネジメント学科スポーツマネジメントコースに所属している

者で、卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、専門科目の検定試験に合格す

れば、アシスタントマネジャーの資格を取得できます。 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

地域スポーツクラブとは 

地域スポーツクラブの現状 
7.5h 地域スポーツ経営論  2単位 

クラブマネジャーの役割 7.5h 

地域スポーツ経営論 

スポーツ経営学 

スポーツマーケティング 

スポーツ施設管理運営論     

2単位 

2単位 

2単位 

2単位 

クラブのつくり方 

クラブの運営 
20h 

地域スポーツ経営論 

スポーツ経営学 

スポーツ施設管理運営論 

スポーツプログラム開発論 

2単位 

2単位 

2単位 

2単位 

 

 

【【公公認認ススポポーーツツププロロググララママーー受受験験資資格格】】（共通科目Ⅱ＋専門科目）        
【健康・スポーツマネジメント学科 アスレティックトレーニングコース 

及び健康スポーツコース】  

 健康・スポーツマネジメント学科アスレティックトレーニングコース及び

健康スポーツコースに所属している者で、卒業所要単位及び下表（体育学部

開講科目）の単位を修得し、専門科目の検定試験に合格すれば、日本スポー

ツ協会のフィットネス資格であるスポーツプログラマーの資格を取得できます。 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

運動と健康 1h 生涯スポーツ概論 2 単位 

フィットネス・エクササイズの理論と実際 26h 

体力トレーニング論・同実習 

陸上競技Ⅰ 

器械運動Ⅰ 

水泳Ⅰ 

エアロビックダンス 

レクリエーションⅠ 

3 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

2 単位 

フィットネス・エクササイズと健康管理 8h 

スポーツ医学 

テーピング実習 

または 

健康スポーツ実技Ａ 

健康スポーツ実技Ｂ 

2 単位 

1 単位 

 

1 単位 

1 単位 

体力測定と評価 6h スポーツ測定評価 2 単位 

フィットネスプログラムの実際 16h 

運動プログラム作成法 

または 

企業フィットネス論 

介護技術講義 

2 単位 

 

2 単位 

2 単位 

スポーツ相談の実際 6h スポーツ心理学 2 単位 

共通Ⅰ  専門  

共通Ⅱ  専門  

【【水水泳泳ココーーチチ１１受受験験資資格格】】（共通科目Ⅰ＋専門科目）  

卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、本学にて

行われる専門科目（実技・指導実習）検定試験に合格すれば、水泳コーチ

１の資格が取得できます。 

  

【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

学 

科 

水泳の歴史 2h 水泳Ⅱ 2 単位 

水泳指導者･初心者指導法 2h 
水泳Ⅱ 

水泳Ⅰ 

2 単位 

2 単位 

水泳プールにおける安全 2h 水泳Ⅰ 2 単位 

水泳の科学 3h 
水泳Ⅰ 

バイオメカニクス 

2 単位 

2 単位 

実 

技 

基礎技術 9h 水泳Ⅰ 2 単位 

指導実習 6h 

水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

教育実習 

または 

インターンシップＡ 

または 

インターンシップＢ 

2 単位 

2 単位 

5 単位 

 

1 単位 

 

2 単位 

    

専門  共通Ⅰ  

－ 62 － － 63 －
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【【競競泳泳ココーーチチ３３受受験験資資格格】】（共通科目Ⅲ＋専門科目）  

【学友会 水上競技部 所属】 

 

 

 

 

 

 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

学 

科 

水泳の特性・歴史 1h 水泳Ⅰ 2 単位 

水泳技術の構造 2h 
水泳Ⅰ 

バイオメカニクス 

2 単位 

2 単位 

水泳指導法の基本 2h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

水泳の管理と安全対策 1h 

スポーツ事故法律論 

水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

スポーツ医学 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

水泳競技の規則と審判法 1h 水泳Ⅰ 2 単位 

実 

技 

基礎技術及び実践技術 15h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

日本泳法（横泳ぎ） 3h 水泳Ⅰ 2 単位 

個人・集団の指導 3h コーチング実習 1 単位 

現場における心肺蘇生法 4h スポーツ医学 2 単位 

基 

礎 

理 

論 

水泳競技概説 2h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

トレーニング科学 6h 

バイオメカニクス 

スポーツ教育学演習Ⅰ（川島・尾関） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（川島・尾関） 

2 単位 

4 単位 

4 単位 

心理学 4h 

スポーツ教育学演習Ⅰ（川島・尾関） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（川島・尾関） 

スポーツ心理学 

4 単位 

4 単位 

2 単位 

メディカル・コンディショニング 8h 

スポーツ栄養学 

スポーツ医学 

トレーナー論 

トレーナー実習 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

指

導

理

論 

トレーニング法 4h 
スポーツ教育学演習Ⅰ（川島・尾関） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（川島・尾関） 

4 単位 

4 単位 

コーチング法 8h 
スポーツ教育学演習Ⅰ（川島・尾関） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（川島・尾関） 

4 単位 

4 単位 

実

技 
指導実習 8h コーチング実習 1 単位 

    

共通Ⅲ  専門  

【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

 学友会水上競技部に所属している者で、卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を

修得し、本学にて行われる専門科目（実技・指導実習）検定試験に合格すれば、水泳コーチ３の

資格を取得できます。 
 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

学 

科 

水泳の特性・歴史 1h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

水泳技術の構造 2h 水泳Ⅰ 2 単位 

水泳指導法の基本 2h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

水泳の管理と安全対策 1h 
特別演習（水泳） 

水泳Ⅱ 

4 単位 

2 単位 

水泳競技の規則と審判法 1h 特別演習（水泳） 4 単位 

実 

技 

基礎技術及び実践技術 15h 水泳Ⅰ 2 単位 

日本泳法（横泳ぎ） 3h 水泳Ⅰ 2 単位 

個人・集団の指導 3h 水泳Ⅱ 2 単位 

現場における心肺蘇生法 4h 救急処置Ⅰ 2 単位 

基 

礎 

理 

論 

水泳競技概説 2h 特別演習（水泳） 4 単位 

トレーニング科学 6h 

バイオメカニクス 

水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

心理学 4h 
スポーツ心理学 

特別演習（水泳） 

2 単位 

4 単位 

メディカル・コンディショニング 8h 
スポーツ栄養学 

スポーツ医学 

2 単位 

2 単位 

指
導
理
論 

トレーニング法 4h 特別演習（水泳） 4 単位 

コーチング法 8h 特別演習（水泳） 4 単位 

実
技 

指導実習 8h 

水泳Ⅱ 

コーチング実習または 

インターンシップＡまたは 

インターンシップＢ 

2 単位 

1 単位 

1 単位 

2 単位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 64 － － 65 －
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【【競競泳泳ココーーチチ３３受受験験資資格格】】（共通科目Ⅲ＋専門科目）  

【学友会 水上競技部 所属】 

 

 

 

 

 

 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

学 

科 

水泳の特性・歴史 1h 水泳Ⅰ 2 単位 

水泳技術の構造 2h 
水泳Ⅰ 

バイオメカニクス 

2 単位 

2 単位 

水泳指導法の基本 2h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

水泳の管理と安全対策 1h 

スポーツ事故法律論 

水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

スポーツ医学 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

水泳競技の規則と審判法 1h 水泳Ⅰ 2 単位 

実 

技 

基礎技術及び実践技術 15h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

日本泳法（横泳ぎ） 3h 水泳Ⅰ 2 単位 

個人・集団の指導 3h コーチング実習 1 単位 

現場における心肺蘇生法 4h スポーツ医学 2 単位 

基 

礎 

理 

論 

水泳競技概説 2h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

トレーニング科学 6h 

バイオメカニクス 

スポーツ教育学演習Ⅰ（川島・尾関） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（川島・尾関） 

2 単位 

4 単位 

4 単位 

心理学 4h 

スポーツ教育学演習Ⅰ（川島・尾関） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（川島・尾関） 

スポーツ心理学 

4 単位 

4 単位 

2 単位 

メディカル・コンディショニング 8h 

スポーツ栄養学 

スポーツ医学 

トレーナー論 

トレーナー実習 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

指

導

理

論 

トレーニング法 4h 
スポーツ教育学演習Ⅰ（川島・尾関） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（川島・尾関） 

4 単位 

4 単位 

コーチング法 8h 
スポーツ教育学演習Ⅰ（川島・尾関） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（川島・尾関） 

4 単位 

4 単位 

実

技 
指導実習 8h コーチング実習 1 単位 

    

共通Ⅲ  専門  

【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

 学友会水上競技部に所属している者で、卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位を

修得し、本学にて行われる専門科目（実技・指導実習）検定試験に合格すれば、水泳コーチ３の

資格を取得できます。 
 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

学 

科 

水泳の特性・歴史 1h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

水泳技術の構造 2h 水泳Ⅰ 2 単位 

水泳指導法の基本 2h 
水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

水泳の管理と安全対策 1h 
特別演習（水泳） 

水泳Ⅱ 

4 単位 

2 単位 

水泳競技の規則と審判法 1h 特別演習（水泳） 4 単位 

実 

技 

基礎技術及び実践技術 15h 水泳Ⅰ 2 単位 

日本泳法（横泳ぎ） 3h 水泳Ⅰ 2 単位 

個人・集団の指導 3h 水泳Ⅱ 2 単位 

現場における心肺蘇生法 4h 救急処置Ⅰ 2 単位 

基 

礎 

理 

論 

水泳競技概説 2h 特別演習（水泳） 4 単位 

トレーニング科学 6h 

バイオメカニクス 

水泳Ⅰ 

水泳Ⅱ 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

心理学 4h 
スポーツ心理学 

特別演習（水泳） 

2 単位 

4 単位 

メディカル・コンディショニング 8h 
スポーツ栄養学 

スポーツ医学 

2 単位 

2 単位 

指
導
理
論 

トレーニング法 4h 特別演習（水泳） 4 単位 

コーチング法 8h 特別演習（水泳） 4 単位 

実
技 

指導実習 8h 

水泳Ⅱ 

コーチング実習または 

インターンシップＡまたは 

インターンシップＢ 

2 単位 

1 単位 

1 単位 

2 単位 
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【【公公認認アアススレレテティィッッククトトレレーーナナーー受受験験資資格格】】※2023 年以降入学生は変更になる可能性があります。  

（共通科目Ⅲ＋専門科目：基礎 600 h ＋ 現場実習 180 h 以上） 
【健康・スポーツマネジメント学科 アスレティックトレーニングコースのみ】 

 日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーは機能解剖や運動学に

関する専門的な知識を有し、スポーツ活動現場において、スポーツドクター

及びコーチとの緊密な連携・協力のもとに、競技者の健康管理、スポーツ障

害・外傷の予防、応急処置、アスレティックリハビリテーション及び体力ト

レーニング、コンディショニングなどにあたります。健康・スポーツマネジネント学科アスレティ

ックトレーニングコースに所属している者で、卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位

を修得し、また有資格者の管理の下で 180 時間以上の現場実習を行うことで日本スポーツ協会の講

習会が免除され、検定試験の受験資格が得られます。 

 なお、協会の規定により、本学の受験資格認定人数は１学年につき１５名となっています。希望

者が超過する場合、３年終了時までに開講される下表科目（体育科学部開講科目）の GPA により決

定します。また、アスレティックトレーニング実習（通年：資格関連科目）は、180 時間以上、学

生アスレティックトレーナーとして実践実習を行いますから、並行してクラブで選手活動を行うこ

とは困難です。履修希望者でクラブ活動を行っている者は事前に担当者と相談をすることが必要で

す。 

 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

アスレティックトレーナーの役割 30h アスレティックトレーニング概論 2 単位 

スポーツ科学 120h 

実践トレーニング科学理論 

バイオメカニクス 

スポーツ生理学Ⅰ 

スポーツ心理学 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

運動器の解剖と機能 60h 
体表解剖学 

機能解剖学 

2 単位 

2 単位 

スポーツ外傷・障害の基礎知識 60h 
スポーツ医学 

臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 

2 単位 

2 単位 

健康管理とスポーツ医学 30h 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 単位 

検査・測定と評価 60h 
スポーツ外傷・障害評価法 

体力科学実験実習 

2 単位 

2 単位 

予防とコンディショニング 90h 

テーピング実習 

スポーツコンディショニング実習Ⅱ 

ストレングス・コンディショニング理論 

1 単位 

1 単位 

2 単位 

アスレティックリハビリテーション 90h 

アスレティックリハビリテーション基礎 

アスレティックリハビリテーション理論 

アスレティックリハビリテーション実習 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

救急処置 30h アスレティックトレーニング実習 2 単位 

スポーツと栄養 30h スポーツ栄養学 2 単位 

現場実習 

※専門科目ｶﾘｷｭﾗﾑとは別に 180 時間以上の実習が必要 

180h 

以上 
現場実習計画書にもとづき実習  － 

  

共通Ⅲ  専門  

◎ 公公認認アアススレレテティィッッククトトレレーーナナーーのの受受験験ににつついいてて  

  ・検定試験には『理論試験』、『実技試験』の順に合格すれば資格を取得することができます。（『実

技試験』受験申し込み時に『現場実習報告書』が必要です。） 

  ・『理論試験』の受験は１年に１度です。『理論試験』に合格した年から４年の間に『実技試験』を

受験してください。 

・『実技試験』を４年間で合格できなかった場合は、次の４年間に再度受験が可能ですが、その場

合には再度、現場実習を実施のうえ報告書の提出が必要です。 

・日本赤十字社「赤十字救急法救急員」認定証を別途個人で取得する必要があります。 

 

 

 

【【ＪＪＦＦＡＡ公公認認  ＣＣ級級ココーーチチ】】（（日日本本ススポポーーツツ協協会会：：ササッッカカーー指指導導員員）） 

【スポーツ教育学科 コーチ教育コースのみ】 

 

 スポーツ教育学科コーチ教育コースかつ学友会サッカー部に所属している者で、卒業所要単位、

保健体育教員免許状及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、本学にて行われる専門科目検

定試験に合格すれば、日本スポーツ協会の公認サッカー指導員及び、（公財）日本サッカー協会公

認指導者ライセンス（Ｃ級コーチ）を取得できます。 

※この資格に限り日本スポーツ協会の共通科目Ⅰのカリキュラムが含まれているので共通科目の

修了証明書の申請は必要ありません。また、サッカー協会における他のライセンスを取得する場合

においても日本スポーツ協会の共通科目の修了証明書は必要ありません。 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

種目の特性に応じた基礎理論 スポーツ教育学演習Ⅰ（曽根・石居・松尾） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（曽根・石居・松尾）  

サッカーⅡ          

特別演習（サッカー）     

コーチング実習          

4 単位 

4 単位 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

実技 

指導実習 
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【【公公認認アアススレレテティィッッククトトレレーーナナーー受受験験資資格格】】※2023 年以降入学生は変更になる可能性があります。  

（共通科目Ⅲ＋専門科目：基礎 600 h ＋ 現場実習 180 h 以上） 
【健康・スポーツマネジメント学科 アスレティックトレーニングコースのみ】 

 日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナーは機能解剖や運動学に

関する専門的な知識を有し、スポーツ活動現場において、スポーツドクター

及びコーチとの緊密な連携・協力のもとに、競技者の健康管理、スポーツ障

害・外傷の予防、応急処置、アスレティックリハビリテーション及び体力ト

レーニング、コンディショニングなどにあたります。健康・スポーツマネジネント学科アスレティ

ックトレーニングコースに所属している者で、卒業所要単位及び下表（体育学部開講科目）の単位

を修得し、また有資格者の管理の下で 180 時間以上の現場実習を行うことで日本スポーツ協会の講

習会が免除され、検定試験の受験資格が得られます。 

 なお、協会の規定により、本学の受験資格認定人数は１学年につき１５名となっています。希望

者が超過する場合、３年終了時までに開講される下表科目（体育科学部開講科目）の GPA により決

定します。また、アスレティックトレーニング実習（通年：資格関連科目）は、180 時間以上、学

生アスレティックトレーナーとして実践実習を行いますから、並行してクラブで選手活動を行うこ

とは困難です。履修希望者でクラブ活動を行っている者は事前に担当者と相談をすることが必要で

す。 

 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

アスレティックトレーナーの役割 30h アスレティックトレーニング概論 2 単位 

スポーツ科学 120h 

実践トレーニング科学理論 

バイオメカニクス 

スポーツ生理学Ⅰ 

スポーツ心理学 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

2 単位 

運動器の解剖と機能 60h 
体表解剖学 

機能解剖学 

2 単位 

2 単位 

スポーツ外傷・障害の基礎知識 60h 
スポーツ医学 

臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 

2 単位 

2 単位 

健康管理とスポーツ医学 30h 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 単位 

検査・測定と評価 60h 
スポーツ外傷・障害評価法 

体力科学実験実習 

2 単位 

2 単位 

予防とコンディショニング 90h 

テーピング実習 

スポーツコンディショニング実習Ⅱ 

ストレングス・コンディショニング理論 

1 単位 

1 単位 

2 単位 

アスレティックリハビリテーション 90h 

アスレティックリハビリテーション基礎 

アスレティックリハビリテーション理論 

アスレティックリハビリテーション実習 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

救急処置 30h アスレティックトレーニング実習 2 単位 

スポーツと栄養 30h スポーツ栄養学 2 単位 

現場実習 

※専門科目ｶﾘｷｭﾗﾑとは別に 180 時間以上の実習が必要 

180h 

以上 
現場実習計画書にもとづき実習  － 

  

共通Ⅲ  専門  

◎ 公公認認アアススレレテティィッッククトトレレーーナナーーのの受受験験ににつついいてて  

  ・検定試験には『理論試験』、『実技試験』の順に合格すれば資格を取得することができます。（『実

技試験』受験申し込み時に『現場実習報告書』が必要です。） 

  ・『理論試験』の受験は１年に１度です。『理論試験』に合格した年から４年の間に『実技試験』を

受験してください。 

・『実技試験』を４年間で合格できなかった場合は、次の４年間に再度受験が可能ですが、その場

合には再度、現場実習を実施のうえ報告書の提出が必要です。 

・日本赤十字社「赤十字救急法救急員」認定証を別途個人で取得する必要があります。 

 

 

 

【【ＪＪＦＦＡＡ公公認認  ＣＣ級級ココーーチチ】】（（日日本本ススポポーーツツ協協会会：：ササッッカカーー指指導導員員）） 

【スポーツ教育学科 コーチ教育コースのみ】 

 

 スポーツ教育学科コーチ教育コースかつ学友会サッカー部に所属している者で、卒業所要単位、

保健体育教員免許状及び下表（体育学部開講科目）の単位を修得し、本学にて行われる専門科目検

定試験に合格すれば、日本スポーツ協会の公認サッカー指導員及び、（公財）日本サッカー協会公

認指導者ライセンス（Ｃ級コーチ）を取得できます。 

※この資格に限り日本スポーツ協会の共通科目Ⅰのカリキュラムが含まれているので共通科目の

修了証明書の申請は必要ありません。また、サッカー協会における他のライセンスを取得する場合

においても日本スポーツ協会の共通科目の修了証明書は必要ありません。 

講講習習科科目目（（専専門門科科目目））  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

種目の特性に応じた基礎理論 スポーツ教育学演習Ⅰ（曽根・石居・松尾） 

スポーツ教育学演習Ⅱ（曽根・石居・松尾）  

サッカーⅡ          

特別演習（サッカー）     

コーチング実習          

4 単位 

4 単位 

2 単位 

2 単位 

1 単位 

実技 

指導実習 
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（（３３））資資格格取取得得にに必必要要なな費費用用  

 それぞれの資格取得には別途費用がかかります。また、資格取得後も登録料がかかるものもある

ので注意してください。 

共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（スポーツリーダー含む）の修了証明書料はⅠ 3,300 円、Ⅰ・Ⅱ 6,600 円、

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 11,000 円です。（更新料なし） 

下記の専専門門科科目目をを受受験験すするる場場合合はは、、共共通通科科目目ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢのの費費用用ももああわわせせてて必必要要でですす 

※費用については 2022 年度分 

専専門門科科目目 検検定定料料 
修修了了 

証証明明書書 
基基本本 

登登録録料料 
資資格格別別 
登登録録料料 

アシスタントマネジャー 
ススポポーーツツママネネジジメメンントトココーースス  

3,300 3,300 10,000 － 

テニスコーチ１ 11,000 3,300 10,000 5,000 

テニスコーチ２ 11,000 3,300 10,000 5,000 

水泳コーチ１ － 3,300 10,000 10,000 

スポーツプログラマー 
アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス・・健健康康ススポポーーツツココーースス  

8,300 6,600 10,000 10,000 

アスレティックトレーナー 
アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス  

理論試験 

16,500 

実技試験 

33,000 

11,000 10,000 10,000 

競泳コーチ３ － 6,600 10,000 10,000 

※ 基本登録料には『初期登録手数料』として一律 3,300 円が上記金額（資格ごと）にプラスされます。 

※ 基本登録料、資格別登録料については卒業後７、８月ごろ協会から自宅に書類が届くので、９月ご

ろの手続きになる予定です。後に資格の登録を継続するためには４年ごとに基本登録料と資格登録

料が必要になります。 

※ ＪＦＡ公認Ｃ級コーチ（日本スポーツ協会：サッカー指導員）の登録および更新手続き他について

は全て大阪府サッカー協会へ行うことになります。 

※ 卒業後の受験に関する案内は、大学ホームページに掲載します。受験希望者は本学教学部教務担当

へ連絡を入れ、書類を取り寄せてください。（資格により受験の時期は異なります） 

※ 費用は変更となる可能性があります。 

 
 

【健康・スポーツマネジメント学科 健康スポーツコースのみ】 

 

衛生管理者は、労働安全衛生法において定められている国家資格で、労働環境の衛生的改善と疾病

の予防処置等を担当し、事業場の衛生全般の管理を担います。 
第一種衛生管理者免許を有する者は、すべての業種の事業場において衛生管理者となることができ、

労働者の健康障害を防止するための作業環境管理、作業管理及び健康管理、労働衛生教育の実施、健

康の保持増進措置などを行います。 

常時５０人以上の労働者を使用する事業場では労働者数に応じ一定数以上の衛生管理者の選任が義

務付けられています。 
 

【衛生管理者免許の取得】 

 健康・スポーツマネジメント学科健康スポーツコースに所属している者で、卒業所要単位及び

つぎの表（体育学部開講科目）の単位を修得し申請の手続きをすれば、第一種衛生管理者免許を

取得できます。 
健康・スポーツマネジメント学科健康スポーツコースは、労働安全衛生規則第６２条に基づく学

校教育法による大学において保健衛生に関する学科を専攻するコースに該当しています。 
 
【免許取得のための開講科目】 

第第一一種種衛衛生生管管理理者者免免許許試試験験科科目目  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

関係法令 
労働概論 ２単位 
労働法規 ２単位 

 
 
労働生理 

機能解剖学 ２単位 
スポーツ生理学Ⅰ ２単位 
スポーツ生理学Ⅱ ２単位 
スポーツ医学 ２単位 

健康指導管理論 ２単位 
 
 
 
 
労働衛生 

衛生学（公衆衛生学を含む） ２単位 
臨床スポーツ医学Ａ ２単位 
労働衛生 ２単位 
健康スポーツ実技Ａ １単位 
健康スポーツ実技Ｂ １単位 
企業フィットネス論 ２単位 
救急処置Ⅰ ２単位 
救急処置Ⅱ ２単位 

 
【申請の手続き】 

  申請者自身がつぎの書類を都道府県労働局（現住所のある労働局）に持参し、申請手続きをし

てください。又は、最寄りの労働基準監督署で手続きの上、必要書類を簡易書留で労働局に送付

し申請してください。 
書類：①免許申請書 ②写真 ③収入印紙 1,500 円 ④卒業証明書・単位修得証明書 

   ⑤返送用封筒・返送用切手 ⑥身分証明書  

⑦労働安全衛生法に基づく免許証（保有している場合） 

※詳細は労働局ホームページを参照してください。 
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（（３３））資資格格取取得得にに必必要要なな費費用用  

 それぞれの資格取得には別途費用がかかります。また、資格取得後も登録料がかかるものもある

ので注意してください。 

共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（スポーツリーダー含む）の修了証明書料はⅠ 3,300 円、Ⅰ・Ⅱ 6,600 円、

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 11,000 円です。（更新料なし） 

下記の専専門門科科目目をを受受験験すするる場場合合はは、、共共通通科科目目ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢのの費費用用ももああわわせせてて必必要要でですす 

※費用については 2022 年度分 

専専門門科科目目 検検定定料料 
修修了了 

証証明明書書 
基基本本 

登登録録料料 
資資格格別別 
登登録録料料 

アシスタントマネジャー 
ススポポーーツツママネネジジメメンントトココーースス  

3,300 3,300 10,000 － 

テニスコーチ１ 11,000 3,300 10,000 5,000 

テニスコーチ２ 11,000 3,300 10,000 5,000 

水泳コーチ１ － 3,300 10,000 10,000 

スポーツプログラマー 
アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス・・健健康康ススポポーーツツココーースス  

8,300 6,600 10,000 10,000 

アスレティックトレーナー 
アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス  

理論試験 

16,500 

実技試験 

33,000 

11,000 10,000 10,000 

競泳コーチ３ － 6,600 10,000 10,000 

※ 基本登録料には『初期登録手数料』として一律 3,300 円が上記金額（資格ごと）にプラスされます。 

※ 基本登録料、資格別登録料については卒業後７、８月ごろ協会から自宅に書類が届くので、９月ご

ろの手続きになる予定です。後に資格の登録を継続するためには４年ごとに基本登録料と資格登録

料が必要になります。 

※ ＪＦＡ公認Ｃ級コーチ（日本スポーツ協会：サッカー指導員）の登録および更新手続き他について

は全て大阪府サッカー協会へ行うことになります。 

※ 卒業後の受験に関する案内は、大学ホームページに掲載します。受験希望者は本学教学部教務担当

へ連絡を入れ、書類を取り寄せてください。（資格により受験の時期は異なります） 

※ 費用は変更となる可能性があります。 

 
 

【健康・スポーツマネジメント学科 健康スポーツコースのみ】 

 

衛生管理者は、労働安全衛生法において定められている国家資格で、労働環境の衛生的改善と疾病

の予防処置等を担当し、事業場の衛生全般の管理を担います。 
第一種衛生管理者免許を有する者は、すべての業種の事業場において衛生管理者となることができ、

労働者の健康障害を防止するための作業環境管理、作業管理及び健康管理、労働衛生教育の実施、健

康の保持増進措置などを行います。 

常時５０人以上の労働者を使用する事業場では労働者数に応じ一定数以上の衛生管理者の選任が義

務付けられています。 
 

【衛生管理者免許の取得】 

 健康・スポーツマネジメント学科健康スポーツコースに所属している者で、卒業所要単位及び

つぎの表（体育学部開講科目）の単位を修得し申請の手続きをすれば、第一種衛生管理者免許を

取得できます。 
健康・スポーツマネジメント学科健康スポーツコースは、労働安全衛生規則第６２条に基づく学

校教育法による大学において保健衛生に関する学科を専攻するコースに該当しています。 
 
【免許取得のための開講科目】 

第第一一種種衛衛生生管管理理者者免免許許試試験験科科目目  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

関係法令 
労働概論 ２単位 
労働法規 ２単位 

 
 
労働生理 

機能解剖学 ２単位 
スポーツ生理学Ⅰ ２単位 
スポーツ生理学Ⅱ ２単位 
スポーツ医学 ２単位 

健康指導管理論 ２単位 
 
 
 
 
労働衛生 

衛生学（公衆衛生学を含む） ２単位 
臨床スポーツ医学Ａ ２単位 
労働衛生 ２単位 
健康スポーツ実技Ａ １単位 
健康スポーツ実技Ｂ １単位 
企業フィットネス論 ２単位 
救急処置Ⅰ ２単位 
救急処置Ⅱ ２単位 

 
【申請の手続き】 

  申請者自身がつぎの書類を都道府県労働局（現住所のある労働局）に持参し、申請手続きをし

てください。又は、最寄りの労働基準監督署で手続きの上、必要書類を簡易書留で労働局に送付

し申請してください。 
書類：①免許申請書 ②写真 ③収入印紙 1,500 円 ④卒業証明書・単位修得証明書 

   ⑤返送用封筒・返送用切手 ⑥身分証明書  

⑦労働安全衛生法に基づく免許証（保有している場合） 

※詳細は労働局ホームページを参照してください。 
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【健康・スポーツマネジメント学科 健康スポーツコースのみ】 
 

 健康運動指導士は、保健医療関係者と連携して安全で効果的な運動を実施するための運動プログラ

ム作成及び実践指導計画の調整等を行う役割を担い、メタボリックシンドロームの予防、生活習慣病

ハイリスク者への運動指導や少子高齢化社会を踏まえた介護予防のための運動指導の専門家として期

待されています。 
健康・スポーツマネジメント学科健康スポーツコースは、公益財団法人健康・体力づくり事業財団

から養成校としての認定を受けており、卒業所要単位及びつぎの表（体育学部開講科目）の単位を修

得することで、健康運動指導士認定試験の受験資格を有することができます。 
認定試験に合格した上で、健康運動指導士台帳に登録されることで健康運動指導士の称号が与えら

れます。また、称号が与えられた後は、５年ごとの登録更新が必要となります。 
なお、卒業後４年以内は受験資格があります。大学を通しての申請となりますので、希望する方は

申し出るようにしてください。 
※健康スポーツコース所属以外の学生が資格取得を目指す場合 

卒業見込と判定された４年生は、その年度に財団が主催する講習（５１単位コース）を受講し、

終了することで受験資格を得ることができます。詳細は財団のホームページをご覧ください。 

健康運動指導士受験資格取得のための本学開講科目 

養養成成講講習習会会科科目目  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  

健康管理概論 ４.５Ｈ 
健康指導管理論 
臨床スポーツ医学Ａ 
健康運動指導演習 

健康づくり施策概論 ４.５Ｈ 健康指導管理論 

生活習慣病（ＮＣＤ） １６.５Ｈ 

健康指導管理論 
臨床スポーツ医学Ａ 
スポーツ医学 
健康運動指導演習 

運動生理学 １６.４Ｈ 
スポーツ生理学Ⅰ 
スポーツ生理学Ⅱ 
体力トレーニング論・同実習 

機能解剖とバイオメカニクス 
（運動・動作の力源） 

９.０Ｈ 
バイオメカニクス 
機能解剖学 

健康づくり運動の理論 １２.０Ｈ 

体力トレーニング論・同実習 
障害者スポーツ概論 
発育発達と老化 
スポーツ医学 

運動障害と予防 ６.０Ｈ 
スポーツ医学 
臨床スポーツ医学Ｂ 

体力測定と評価 １０.５Ｈ 
スポーツ測定評価 
健康運動指導演習 

健康づくり運動の実際 ３１.５Ｈ 

体力トレーニング論・同実習 
スポーツコンディショニング実習 
健康スポーツ実技Ａ 
健康スポーツ実技Ｂ 
トレーニング実技 
インターンシップＡ 

救急処置 ６.０Ｈ 救急処置Ⅰ 

運動プログラムの実際 １５.０Ｈ 

運動プログラム作成法 
臨床スポーツ医学Ａ 
健康指導管理論 
スポーツ医学 

運動負荷試験 ４.５Ｈ 
健康運動指導演習 
運動プログラム作成法 

運動行動変容の理論と実際 ４.５Ｈ 健康指導管理論 

運動とこころの健康増進 ４.５Ｈ 
健康スポーツ心理学 
スポーツ医学 

栄養摂取と運動 １０.５Ｈ 栄養管理  

４４  公公益益財財団団法法人人健健康康・・体体力力づづくくりり事事業業財財団団  健健康康運運動動指指導導士士    

 余暇時代、生涯スポーツの時代といわれている現在、レクリエーションの理念や手法を身につけた

指導者の必要性が広く認識されるようになっています。体育・スポーツとレクリエーションの結びつ

きは強く、地域社会や学校、健康産業などあらゆる職域分野で活躍を希望する者にとって必要な資格

となっています。 

 体育学部は公益財団法人日本レクリエーション協会の養成課程認定校に指定され、レクリエーショ

ン・インストラクター、スポーツ・レクリエーション指導者、レクリエーション・コーディネーターの

指導者資格を取得することができます。 

 なお、資格取得後も、２年ごとに更新登録（有料）が必要となります。 

 

・・レレククリリエエーーシショョンン・・イインンスストトララククタターー／／ススポポーーツツ・・レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者 

 卒業所要単位及びつぎの表（体育学部開講科目）の単位を修得すれば、レクリエーション・インスト

ラクターとスポーツ・レクリエーション指導者の資格を取得できます。 

 また、この資格を取得していれば、レクリエーション・コーディネーター資格の共通科目と専門科目

の講習の一部が免除されます。 

講講習習科科目目    体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

レクリエーション理論 レジャー・レクリエーション概論 ２単位 

レクリエーション実技 レクリエーションⅠ ２単位 

現場実習 

教育実習Ⅰ 
インターンシップＡ 
インターンシップＢ 
コーチング実習 

５単位 
１単位 
２単位 
１単位 

レクリエーション指導実習（内容はつぎの通り） 

※学外のレクリエーション事業に２回以上参加 
対象となる事業は、つぎの通り 

日本レクリエーション協会、都道府県または市町村
レクリエーション協会の関係する事業、または学内
資格認定審査会の認めたレクリエーションに関連の
深い団体の事業 
※事業参加記録カードによる証明が必要になります。

１単位 

 

・・レレククリリエエーーシショョンン・・ココーーデディィネネーータターー  

 地域組織やクラブの運営、小中学校の学級経営などの場面で活動される人に役立つ資格です。「レク

リエーション・コーディネーター」は、組織や団体が活性化していくうえで必要な「人材や資源のネッ

トワーク力」、「事業の企画・展開力」、事業を成功に導く「グループリーダー力」など、組織や団体の

担い手に必要な能力を兼ね備えた人材です。組織やクラブ、団体が掲げる使命達成に向けて、事業や活

動を推し進めていくことができるため、県または地域組織の職員、ＮＰＯ法人や民間団体の職員、小中

学校の教員、総合型地域スポーツクラブのクラブマネジャーなど、たくさんの方が資格を取得してい

ます。 

卒業所要単位及びつぎの表（体育学部開講科目）の単位を修得し、専門科目試験に合格すれば、レク

リエーション・コーディネーターの資格が取得できます。  

５５  公公益益財財団団法法人人日日本本レレククリリエエーーシショョンン協協会会  レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者資資格格  

いずれか 1科目 
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【健康・スポーツマネジメント学科 健康スポーツコースのみ】 
 

 健康運動指導士は、保健医療関係者と連携して安全で効果的な運動を実施するための運動プログラ

ム作成及び実践指導計画の調整等を行う役割を担い、メタボリックシンドロームの予防、生活習慣病

ハイリスク者への運動指導や少子高齢化社会を踏まえた介護予防のための運動指導の専門家として期

待されています。 
健康・スポーツマネジメント学科健康スポーツコースは、公益財団法人健康・体力づくり事業財団

から養成校としての認定を受けており、卒業所要単位及びつぎの表（体育学部開講科目）の単位を修

得することで、健康運動指導士認定試験の受験資格を有することができます。 
認定試験に合格した上で、健康運動指導士台帳に登録されることで健康運動指導士の称号が与えら

れます。また、称号が与えられた後は、５年ごとの登録更新が必要となります。 
なお、卒業後４年以内は受験資格があります。大学を通しての申請となりますので、希望する方は

申し出るようにしてください。 
※健康スポーツコース所属以外の学生が資格取得を目指す場合 

卒業見込と判定された４年生は、その年度に財団が主催する講習（５１単位コース）を受講し、

終了することで受験資格を得ることができます。詳細は財団のホームページをご覧ください。 

健康運動指導士受験資格取得のための本学開講科目 

養養成成講講習習会会科科目目  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  

健康管理概論 ４.５Ｈ 
健康指導管理論 
臨床スポーツ医学Ａ 
健康運動指導演習 

健康づくり施策概論 ４.５Ｈ 健康指導管理論 

生活習慣病（ＮＣＤ） １６.５Ｈ 

健康指導管理論 
臨床スポーツ医学Ａ 
スポーツ医学 
健康運動指導演習 

運動生理学 １６.４Ｈ 
スポーツ生理学Ⅰ 
スポーツ生理学Ⅱ 
体力トレーニング論・同実習 

機能解剖とバイオメカニクス 
（運動・動作の力源） 

９.０Ｈ 
バイオメカニクス 
機能解剖学 

健康づくり運動の理論 １２.０Ｈ 

体力トレーニング論・同実習 
障害者スポーツ概論 
発育発達と老化 
スポーツ医学 

運動障害と予防 ６.０Ｈ 
スポーツ医学 
臨床スポーツ医学Ｂ 

体力測定と評価 １０.５Ｈ 
スポーツ測定評価 
健康運動指導演習 

健康づくり運動の実際 ３１.５Ｈ 

体力トレーニング論・同実習 
スポーツコンディショニング実習 
健康スポーツ実技Ａ 
健康スポーツ実技Ｂ 
トレーニング実技 
インターンシップＡ 

救急処置 ６.０Ｈ 救急処置Ⅰ 

運動プログラムの実際 １５.０Ｈ 

運動プログラム作成法 
臨床スポーツ医学Ａ 
健康指導管理論 
スポーツ医学 

運動負荷試験 ４.５Ｈ 
健康運動指導演習 
運動プログラム作成法 

運動行動変容の理論と実際 ４.５Ｈ 健康指導管理論 

運動とこころの健康増進 ４.５Ｈ 
健康スポーツ心理学 
スポーツ医学 

栄養摂取と運動 １０.５Ｈ 栄養管理  

４４  公公益益財財団団法法人人健健康康・・体体力力づづくくりり事事業業財財団団  健健康康運運動動指指導導士士    

 余暇時代、生涯スポーツの時代といわれている現在、レクリエーションの理念や手法を身につけた

指導者の必要性が広く認識されるようになっています。体育・スポーツとレクリエーションの結びつ

きは強く、地域社会や学校、健康産業などあらゆる職域分野で活躍を希望する者にとって必要な資格

となっています。 

 体育学部は公益財団法人日本レクリエーション協会の養成課程認定校に指定され、レクリエーショ

ン・インストラクター、スポーツ・レクリエーション指導者、レクリエーション・コーディネーターの

指導者資格を取得することができます。 

 なお、資格取得後も、２年ごとに更新登録（有料）が必要となります。 

 

・・レレククリリエエーーシショョンン・・イインンスストトララククタターー／／ススポポーーツツ・・レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者 

 卒業所要単位及びつぎの表（体育学部開講科目）の単位を修得すれば、レクリエーション・インスト

ラクターとスポーツ・レクリエーション指導者の資格を取得できます。 

 また、この資格を取得していれば、レクリエーション・コーディネーター資格の共通科目と専門科目

の講習の一部が免除されます。 

講講習習科科目目    体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

レクリエーション理論 レジャー・レクリエーション概論 ２単位 

レクリエーション実技 レクリエーションⅠ ２単位 

現場実習 

教育実習Ⅰ 
インターンシップＡ 
インターンシップＢ 
コーチング実習 

５単位 
１単位 
２単位 
１単位 

レクリエーション指導実習（内容はつぎの通り） 

※学外のレクリエーション事業に２回以上参加 
対象となる事業は、つぎの通り 

日本レクリエーション協会、都道府県または市町村
レクリエーション協会の関係する事業、または学内
資格認定審査会の認めたレクリエーションに関連の
深い団体の事業 
※事業参加記録カードによる証明が必要になります。

１単位 

 

・・レレククリリエエーーシショョンン・・ココーーデディィネネーータターー  

 地域組織やクラブの運営、小中学校の学級経営などの場面で活動される人に役立つ資格です。「レク

リエーション・コーディネーター」は、組織や団体が活性化していくうえで必要な「人材や資源のネッ

トワーク力」、「事業の企画・展開力」、事業を成功に導く「グループリーダー力」など、組織や団体の

担い手に必要な能力を兼ね備えた人材です。組織やクラブ、団体が掲げる使命達成に向けて、事業や活

動を推し進めていくことができるため、県または地域組織の職員、ＮＰＯ法人や民間団体の職員、小中

学校の教員、総合型地域スポーツクラブのクラブマネジャーなど、たくさんの方が資格を取得してい

ます。 

卒業所要単位及びつぎの表（体育学部開講科目）の単位を修得し、専門科目試験に合格すれば、レク

リエーション・コーディネーターの資格が取得できます。  

５５  公公益益財財団団法法人人日日本本レレククリリエエーーシショョンン協協会会  レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者資資格格  

いずれか 1科目 
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講講  習習  科科  目目  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

レクリエーション支援の理念と方法 
レクリエーションⅠ ２単位 

レジャー・レクリエーション概論 ２単位 

活動領域および支援対象の理解 

スポーツ社会学 ２単位 

スポーツ生理学Ⅰ ２単位 

スポーツ経営学 ２単位 

スポーツ心理学 ２単位 

教師論 ３単位 

保健体育科教育法Ａ ２単位 

レクリエーション・コーディネート技術／ 

レクリエーション・コーディネート演習 

レクリエーションⅡ ２単位 

レクリエーションⅢ ２単位 

現場実習 

インターンシップＡ 

インターンシップＢ 

コーチング実習     

教育実習Ⅰ 

１単位 

２単位 

１単位 

５単位 

レクリエーション指導実習 １単位 

 

いずれか 1科目 

  
  

【キャンプインストラクター】 

  キャンプでの活動（アクティビティ）を指導できる能力を持った指導者です。基礎的な知識、技

術、考え方を習得していると認定される者に付与されます。 

  科科目目  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

理 

論 

キャンプの特性 

10Ｈ 野外教育論 ２単位 
キャンプの対象 

キャンプの指導 

キャンプの安全 

実 

技 

様々なアクティビティ 

10Ｈ 

（2018 年度以前入学生） 

野外活動実習のいずれか 

（2019 年度以降入学生） 

「キャンプ実習Ａ」「キャンプ

実習Ｂ」「海洋スポーツキャン

プ実習」のいずれか 

１単位 

キャンプの生活技術 

キャンプの安全 

  

【キャンプディレクター２級】 

  キャンプが果たす社会的な役割を理解した上で、地域や野外活動施設等でキャンプの実技を指導

することができる指導者です。自分自身でキャンプを企画し、多くの人にキャンプの楽しさを体験

してもらう機会を創り出す役割を担います。 

 

  キャンプディレクター２級を取得する場合、キャンプインストラクターの資格を保有しているこ

とが条件となるので、３年次までにキャンプインストラクター資格を保有しておく必要があります。

ただし、担当教員が「キャンプインストラクター相当の能力、経験がある」と判断した場合は「推

薦制度」を用いてキャンプディレクター２級から取得することも可能です。推薦制度を利用する場

合は４年次の４月までに担当教員に申し出てください。 

  科科目目  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  要要件件  

理 

論  

キャンプと社会 

12Ｈ 野外教育論 ２単位 必修 
キャンプと環境教育 

キャンプと安全管理 

キャンプにおける対象の理解 

キャンプマネジメント 3Ｈ スポーツ経営学 ２単位 必修 

アウトドア活動 
2 回 

以上 

（2018 年度以前入学生） 

野外活動実習のいずれか 

（2019 年度以降入学生） 

「キャンプ実習Ａ」「キャン

プ実習Ｂ」「海洋スポーツキ

ャンプ実習」のいずれか 

１単位 選択必修 

キャンプの指導者と技術指導 3Ｈ インターンシップＡ 

インターンシップＢ 

コーチング実習 

（野外活動分野）又は 

担当教員が認めるキャンプ

指導経験 

（１０日以上） 

 必修 

キャンププログラムの運営実践 6Ｈ 

キャンプ指導経験 
1 泊 

以上 

 

６６   公公 益益 社社 団団 法法 人人 日日 本本 キキ ャャ ンン ププ 協協 会会   キキ ャャ ンン ププ イイ ンン スス トト ララ クク タタ ーー 資資格格  
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講講  習習  科科  目目  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

レクリエーション支援の理念と方法 
レクリエーションⅠ ２単位 

レジャー・レクリエーション概論 ２単位 

活動領域および支援対象の理解 

スポーツ社会学 ２単位 

スポーツ生理学Ⅰ ２単位 

スポーツ経営学 ２単位 

スポーツ心理学 ２単位 

教師論 ３単位 

保健体育科教育法Ａ ２単位 

レクリエーション・コーディネート技術／ 

レクリエーション・コーディネート演習 

レクリエーションⅡ ２単位 

レクリエーションⅢ ２単位 

現場実習 

インターンシップＡ 

インターンシップＢ 

コーチング実習     

教育実習Ⅰ 

１単位 

２単位 

１単位 

５単位 

レクリエーション指導実習 １単位 

 

いずれか 1科目 

  
  

【キャンプインストラクター】 

  キャンプでの活動（アクティビティ）を指導できる能力を持った指導者です。基礎的な知識、技

術、考え方を習得していると認定される者に付与されます。 

  科科目目  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

理 

論 

キャンプの特性 

10Ｈ 野外教育論 ２単位 
キャンプの対象 

キャンプの指導 

キャンプの安全 

実 

技 

様々なアクティビティ 

10Ｈ 

（2018 年度以前入学生） 

野外活動実習のいずれか 

（2019 年度以降入学生） 

「キャンプ実習Ａ」「キャンプ

実習Ｂ」「海洋スポーツキャン

プ実習」のいずれか 

１単位 

キャンプの生活技術 

キャンプの安全 

  

【キャンプディレクター２級】 

  キャンプが果たす社会的な役割を理解した上で、地域や野外活動施設等でキャンプの実技を指導

することができる指導者です。自分自身でキャンプを企画し、多くの人にキャンプの楽しさを体験

してもらう機会を創り出す役割を担います。 

 

  キャンプディレクター２級を取得する場合、キャンプインストラクターの資格を保有しているこ

とが条件となるので、３年次までにキャンプインストラクター資格を保有しておく必要があります。

ただし、担当教員が「キャンプインストラクター相当の能力、経験がある」と判断した場合は「推

薦制度」を用いてキャンプディレクター２級から取得することも可能です。推薦制度を利用する場

合は４年次の４月までに担当教員に申し出てください。 

  科科目目  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  要要件件  

理 

論  

キャンプと社会 

12Ｈ 野外教育論 ２単位 必修 
キャンプと環境教育 

キャンプと安全管理 

キャンプにおける対象の理解 

キャンプマネジメント 3Ｈ スポーツ経営学 ２単位 必修 

アウトドア活動 
2 回 

以上 

（2018 年度以前入学生） 

野外活動実習のいずれか 

（2019 年度以降入学生） 

「キャンプ実習Ａ」「キャン

プ実習Ｂ」「海洋スポーツキ

ャンプ実習」のいずれか 

１単位 選択必修 

キャンプの指導者と技術指導 3Ｈ インターンシップＡ 

インターンシップＢ 

コーチング実習 

（野外活動分野）又は 

担当教員が認めるキャンプ

指導経験 

（１０日以上） 

 必修 

キャンププログラムの運営実践 6Ｈ 

キャンプ指導経験 
1 泊 

以上 

 

６６   公公 益益 社社 団団 法法 人人 日日 本本 キキ ャャ ンン ププ 協協 会会   キキ ャャ ンン ププ イイ ンン スス トト ララ クク タタ ーー 資資格格  
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 パラスポーツの振興と競技力向上にあたる指導者の資質と指導力向上をはかり、指導活動の促進と

指導体制を確立するための資格で、資格認定は（公財）日本パラスポーツ協会が行います。 
 障がいのある人のスポーツ参加を支援する中で、パラスポーツ指導者に求められる役割は年々大き

くなっています。 
 初級パラスポーツ指導員資格は下表に定められた科目を履修し単位を修得することで取得できます。 
 中級パラスポーツ指導員は初級パラスポーツ指導員の科目と中級パラスポーツ指導員の科目の両方

の科目を履修し単位を修得し、活動実績証明書を提出することで資格を取得できます。 
 なお、資格取得後も毎年協会への更新登録（有料）が必要となります。 

※※資資格格申申請請ににつついいててののガガイイダダンンススはは４４年年次次にに行行いいまますす。。 

 
（（１１））初初級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  
  主に初めてスポーツに参加する障がい者に対し、スポーツの喜びや楽しさを重視したスポーツ参

加のきっかけ作りを支援します。 
  指導員は、障がいの基本内容を理解し、スポーツの導入に必要な基本的知識･技術を身につけ、実践

にあたっては、健康や安全また、スポーツの喜びや楽しさを伝えることを重視した指導を行います。 
 
【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

基基準準カカリリキキュュララムム  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  
スポーツのインテグリティと指導者に求めら

れる資質 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 

障がい者スポーツの意義と理念 1.5Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 
コミュニケーションスキルの基礎 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 
障がいのある人との交流 1.5Ｈ 介護技術講義 ２単位 
障がい者スポーツ推進の取り組み 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 
障がい者スポーツに関する諸施策 1.5Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 

安全管理 1.5Ｈ 
スポーツ医学 又は 
救急処置Ⅰ 

２単位 
２単位 

各障がいの理解 6Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 
各障がいのスポーツ指導上の留意点と工夫 3Ｈ 障害者スポーツ １単位 
全国障害者スポーツ大会の概要 1.5Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 

  
（（２２））中中級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  
  地域におけるパラスポーツのリーダーとしての役割を持ち、指導現場では充分な知識、技術に基

づいた指導ができ、指導員の模範となる者です。 
  指導員は、地域のスポーツ大会や行事の企画･運営に参加するとともに、全国障害者スポーツ大会

に参加する選手団のコーチとして、選手選考やその強化･育成の役割を担います。 
  さらに指導員の組織化や運営にも関わり、地域のパラスポーツ振興を進めます。 
  なお、中級パラスポーツ指導員資格には、各科目の履修と活動実績が必要となります。 

  

７７  公公益益財財団団法法人人日日本本パパララススポポーーツツ協協会会  パパララススポポーーツツ指指導導員員資資格格  【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

基基準準カカリリキキュュララムム  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

スポーツの意義と価値 3Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 
障がい者スポーツ指導員としてのキャリア形

成 
3Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 

地域における障がい者スポーツ振興 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 

身体の仕組みと体力づくり 3Ｈ 
スポーツ生理学Ⅰ 
体力トレーニング論・同実習 

２単位 
３単位 

救急処置法 3Ｈ 救急処置Ⅰ ２単位 

リスクマネジメント 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 

スポーツ心理学Ⅰ 1.5Ｈ スポーツ心理学 ２単位 

障がい各論 12Ｈ 

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全を含む） 
介護技術講義 
障がい者スポーツ指導法 

２単位 
 

２単位 
２単位 

障がい者のスポーツ指導における留意点 4.5Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技

規則 12Ｈ 障害者スポーツ １単位 

全国障害者スポーツ大会の歴史と目的と意義 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 

全国障害者スポーツ大会の実施競技と障害区

分 3Ｈ 
障害者スポーツ 
障がい者スポーツ指導法 

１単位 
２単位 

全国障害者スポーツ大会選手団の編成とスタ

ッフの役割 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 

補装具の理解 1.5Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 

発育・発達に応じた指導法 3Ｈ 
発育発達論 又は 
発育発達と老化 

２単位 
２単位 

最重度障がい者のスポーツの実際 
（重症心身障がい児・者を含む。） 

1.5Ｈ 障害者スポーツ １単位 

活動実績 
80Ｈ 

以上 
活動実績証明書（１０日以上）  
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 パラスポーツの振興と競技力向上にあたる指導者の資質と指導力向上をはかり、指導活動の促進と

指導体制を確立するための資格で、資格認定は（公財）日本パラスポーツ協会が行います。 
 障がいのある人のスポーツ参加を支援する中で、パラスポーツ指導者に求められる役割は年々大き

くなっています。 
 初級パラスポーツ指導員資格は下表に定められた科目を履修し単位を修得することで取得できます。 
 中級パラスポーツ指導員は初級パラスポーツ指導員の科目と中級パラスポーツ指導員の科目の両方

の科目を履修し単位を修得し、活動実績証明書を提出することで資格を取得できます。 
 なお、資格取得後も毎年協会への更新登録（有料）が必要となります。 

※※資資格格申申請請ににつついいててののガガイイダダンンススはは４４年年次次にに行行いいまますす。。 

 
（（１１））初初級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  
  主に初めてスポーツに参加する障がい者に対し、スポーツの喜びや楽しさを重視したスポーツ参

加のきっかけ作りを支援します。 
  指導員は、障がいの基本内容を理解し、スポーツの導入に必要な基本的知識･技術を身につけ、実践

にあたっては、健康や安全また、スポーツの喜びや楽しさを伝えることを重視した指導を行います。 
 
【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

基基準準カカリリキキュュララムム  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  
スポーツのインテグリティと指導者に求めら

れる資質 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 

障がい者スポーツの意義と理念 1.5Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 
コミュニケーションスキルの基礎 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 
障がいのある人との交流 1.5Ｈ 介護技術講義 ２単位 
障がい者スポーツ推進の取り組み 1.5Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 
障がい者スポーツに関する諸施策 1.5Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 

安全管理 1.5Ｈ 
スポーツ医学 又は 
救急処置Ⅰ 

２単位 
２単位 

各障がいの理解 6Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 
各障がいのスポーツ指導上の留意点と工夫 3Ｈ 障害者スポーツ １単位 
全国障害者スポーツ大会の概要 1.5Ｈ 障害者スポーツ概論 ２単位 

  
（（２２））中中級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  
  地域におけるパラスポーツのリーダーとしての役割を持ち、指導現場では充分な知識、技術に基

づいた指導ができ、指導員の模範となる者です。 
  指導員は、地域のスポーツ大会や行事の企画･運営に参加するとともに、全国障害者スポーツ大会

に参加する選手団のコーチとして、選手選考やその強化･育成の役割を担います。 
  さらに指導員の組織化や運営にも関わり、地域のパラスポーツ振興を進めます。 
  なお、中級パラスポーツ指導員資格には、各科目の履修と活動実績が必要となります。 

  

７７  公公益益財財団団法法人人日日本本パパララススポポーーツツ協協会会  パパララススポポーーツツ指指導導員員資資格格  【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

基基準準カカリリキキュュララムム  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

スポーツの意義と価値 3Ｈ 障がい者スポーツ指導法 ２単位 
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３単位 
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２単位 
２単位 
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全国障害者スポーツ大会の実施競技と障害区
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活動実績 
80Ｈ 

以上 
活動実績証明書（１０日以上）  
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 特定非営利活動法人日本トレーニング指導者協会（略称 JATI：Japan Association of Training  
Instructors）は、競技力向上や健康づくりなど、さまざまな現場でトレーニング指導に携わる者たち

が、相互研鑽を通じて専門性を高め、それにより社会への貢献を果たすことを目指して集う組織で、

日本におけるトレーニング指導者資格の確立を目指し、認定資格を設けています。 
 この資格は一般人からトップアスリートまで、あらゆる対象や目的に応じて、科学的根拠に基づく

適切な運動プログラムの作成と指導ができる専門家の資格です。 
 
【JATI 認定トレーニング指導者の構成】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【体育学部で取得できる日本トレーニング協会 トレーニング指導者資格】 

  基礎資格 トレーニング指導者 （JATI-ATI: Accredited Training Instructor） 
  
 体育学部は、トレーニング指導者養成校の認定を受け、つぎの表（体育学部開講科目）の単位を全

て修得することで、トレーニング指導者認定試験の受験資格が得られます。 
認定試験に合格し、ＪＡＴＩに入会することでトレーニング指導者資格（基礎資格）が取得できま

す。（基礎資格を取得後３年以上の実務経験を経て、心肺蘇生法と自動体外式除細動器に関する講習会

を受講することで、上級トレーニング指導者認定試験の受験資格が得られます。） 
 
トレーニング指導者養成校・養成機関科目対応表（申請内容を要確認） 
 
①①一一般般科科目目  

領領域域  科科目目名名  体体育育学学部部開開講講科科目目  

体力学総論 体力学総論 体力トレーニング論・同実習 

機能解剖 
（１）上肢   

機能解剖学 
  

（２）脊柱と胸郭 
（３）骨盤と下肢 

バイオメカニクス 
（１）基礎理論 

バイオメカニクス 
（２）スポーツ及びトレーニング動作のバイオメカニクス 

運動生理学 
（１）呼吸循環器系・エネルギー代謝と運動 

スポーツ生理学Ⅰ 
（２）骨格筋系・神経系・内分泌系と運動 

８８  特特定定非非営営利利活活動動法法人人日日本本トトレレーーニニンンググ指指導導者者協協会会  
      JJAATTII トトレレーーニニンンググ指指導導者者資資格格（（基基礎礎資資格格））  

基基礎礎資資格格                                                    スポーツ選手や一般人を対象とした 
トレーニング指導者として            JATI 認定         トレーニング指導の専門家 
必要な知識と技能を             トレーニング指導者           トレーニングコーチ 
習得した人                  （JATI-ATI）            フィットネスインストラクター 
                                                   パーソナルトレーナーなど 

上上級級資資格格                                            トレーニングコーチ（ハイレベルなアスリートに対応） 
高度な知識と技能を有し、            上  級       フィットネスインストラクター（ﾁｰﾌﾚﾍﾞﾙ） 

後進の指導的立場になりうる人        トレーニング指導者      パーソナルトレーナー（上級レベル） 
          （JATI-AATI）       大学、専門学校等における教育担当者 

                                               など 

最最上上級級資資格格                                    トレーニングコーチ（国際レベルのトップアスリート対応）  
きわめて高度な知識と技術を有するとともに、         フィットネスインストラクター（教育研修担当者など） 
すぐれた指導実績を持ち、業界の社会的地位    特別上級   パーソナルトレーナー（最上級レベル） 
を担う人                    ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ指導者  大学・専門学校等におけるトレーニング指導者の 
                 （JATI-SATI）                  教育責任者など 

 
領領域域  科科目目名名  体体育育学学部部開開講講科科目目  

運動と栄養 
（１）基礎理論   

スポーツ栄養学 
  

（２）スポーツ選手の競技力向上と栄養 
（３）一般人の健康増進と栄養 

運動と心理 
（１）基礎理論   

スポーツ心理学 
  

（２）スポーツ選手の競技力向上への活用 
（３）一般人の健康増進への活用 

運動と医学 
（１）救急処置法   

スポーツ医学 
  

（２）スポーツ選手の整形外科的傷害と予防 
（３）生活習慣病とその予防 

運動指導の科学 運動指導の科学 運動学 

 
②②専専門門科科目目  

領領域域  科科目目名名  体体育育学学部部開開講講科科目目  

トレーニング 
指導者論 

トレーニング指導者の役割 運動学 

各種トレーニング

法の理論とプログ

ラム 

トレーニング計画の立案（総論） 

体力トレーニング論・同実習 
スポーツ医学 

筋力トレーニングのプログラム作成 

パワー向上トレーニングの理論とプログラム作成 
有酸素性及び無酸素性持久力向上トレーニングの理論と

プログラム作成 
スピード向上トレーニングの理論とプログラム作成 
ウォームアップとクールダウン・柔軟性向上トレーニン

グの理論とプログラム作成 
特別な対象のためのトレーニングとプログラム 

傷害の受傷から復帰までのトレーニングとプログラム 

各種トレーニング

法の実際 

筋力トレーニングの実際 

体力トレーニング論・同実習 

パワー向上トレーニングの実際 

有酸素性及び無酸素性持久力向上トレーニングの実際 
スピード向上トレーニングの実際 
ウォームアップとクールダウン・柔軟性向上トレーニン

グの実際 

トレーニング効果

の測定と評価 
トレーニング効果の測定と評価の実際 

体力トレーニング論・同実習 
測定データの活用とフィードバックの実際 

トレーニングの運

営と情報活用 
トレーニングの運営 体力トレーニング論・同実習

運動学 運動指導のための情報収集と活用 
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【体育学部で取得できる日本トレーニング協会 トレーニング指導者資格】 
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 JPSU スポーツトレーナーとは体育スポーツ系大学の特色を活かし、医療分野に特化した内容では

なく、スポーツ選手及びスポーツ実践者が、安全にかつ効果的にスポーツを行えるよう、スポーツ医

科学に基づいたスポーツ外傷・障害の予防や救急処置、コンディション調整、トレーニングの指導な

どの、身体づくり（コンディショニング）の専門的知識・技術を習得することにより与えられる実践

的な能力を保証した資格です。教育の現場でも必要な能力ですので、教員志望の学生にもその能力を

保証する資格となっております。つぎの表（体育学部開講科目）を修得し、修了認定試験に合格すれ

ば JPSU スポーツトレーナーの資格を取得できます。 
 

講講習習科科目目  内内容容  科科目目数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  科科目目数数  

スポーツトレーナー

に必要な資質 
コーチング 

１ 運動学 １ 
教育的指導と倫理 

専門家との連携 

スポーツトレーナー総論 

体育スポーツ実践・指

導（実技） 
記録系競技実践・指導 １ 陸上競技Ⅰ 

いずれか 

３領域 

球技系競技実践・指導 １ テニスⅠ 

武道・格闘技系実践・指導 １ 

柔道ⅠＡ 

剣道ⅠＡ  いずれか１科目 

なぎなたＡ 

基礎運動実践・指導 １ 器械運動Ⅰ 

トレーニングコンデ

ィショニング実践・指

導（実技） 

行動体力に関わる体力要素の

実践・指導 

２ 

体力トレーニング論・同実

習 

トレーニング計画 

（スポーツ教育学科） 

トレーニング実技 

（健康・スポーツマネジメ

ント学科） 

２ 

 例：筋力トレーニング 

   柔軟性トレーニング 

   敏捷性トレーニング 

   パワートレーニング 

   持久力トレーニング 

現場実習 集団指導 

１ 

教育実習Ⅰ 

１ 
現場対応 

インターンシップＡ、イン

ターンシップＢ、コーチン

グ実習 

体力測定評価 

（実技） 
身体組成測定評価 

１ スポーツ測定評価 １ 

筋力測定評価 

柔軟性測定評価 

敏捷性測定評価 

パワー測定評価 

持久力測定評価 

救急処置法 

（講義・実技） 
心肺蘇生法＆ＡＥＤ 

１ 救急処置Ⅰ １ 

整形外科的疾患に対する救急

処置 

内科的疾患に対する救急処置 

救急処置シミュレーション 

運搬法 

９９  一一般般社社団団法法人人全全国国体体育育ススポポーーツツ系系大大学学協協議議会会  JJPPSSUU ススポポーーツツトトレレーーナナーー   

講講習習科科目目  内内容容  科科目目数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  科科目目数数  

スポーツ生理学 運動と身体反応 
１ スポーツ生理学Ⅰ １ 

環境と身体反応 

スポーツ栄養学 減量・増量に関わる栄養 
１ スポーツ栄養学 １ 

食事指導と教育 

スポーツ心理学 スポーツにおける心理学の領域 
１ スポーツ心理学 １ 

スポーツ心理学的アプローチ 

トレーニング科学 各種トレーニングにおける身

体反応 
１ 

体力トレーニング論・同実

習 
１ 

トレーニングのプログラムデ

ザイン 

バイオメカニクス バイオメカニクスの領域 
１ バイオメカニクス １ 

各種運動の動きの見方 

機能解剖学 上肢の基礎解剖と運動 

１ 機能解剖学 １ 体幹の基礎解剖と運動 

下肢の基礎解剖と運動 

コンディショニング 
コンディショニングの基礎 

１ 

トレーナー実習 

（スポーツ教育学科） 

 

スポーツコンディショニ

ング実習（健康・スポーツ

マネジメント学科） 

１ 年齢・性別のコンディショニング 

各種コンディショニング方法 

スポーツ医学 

（内科） 
内科的疾患・感染症とその対策 

１ スポーツ医学 １ 
内科的メディカルチェック 

スポーツ医学 

（運動器） 

上肢・下肢・脊柱のスポーツ外

傷・障害 
１ スポーツ医学 １ 

整形外科的メディカルチェッ

ク 

 
※上の表に加えて修了認定試験の受験申請時に、「一次救命処置資格（ＢＬＳ資格）」を保持してい

る必要があります。 
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 JPSU スポーツトレーナーとは体育スポーツ系大学の特色を活かし、医療分野に特化した内容では

なく、スポーツ選手及びスポーツ実践者が、安全にかつ効果的にスポーツを行えるよう、スポーツ医

科学に基づいたスポーツ外傷・障害の予防や救急処置、コンディション調整、トレーニングの指導な

どの、身体づくり（コンディショニング）の専門的知識・技術を習得することにより与えられる実践

的な能力を保証した資格です。教育の現場でも必要な能力ですので、教員志望の学生にもその能力を

保証する資格となっております。つぎの表（体育学部開講科目）を修得し、修了認定試験に合格すれ

ば JPSU スポーツトレーナーの資格を取得できます。 
 

講講習習科科目目  内内容容  科科目目数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  科科目目数数  

スポーツトレーナー

に必要な資質 
コーチング 

１ 運動学 １ 
教育的指導と倫理 

専門家との連携 

スポーツトレーナー総論 

体育スポーツ実践・指

導（実技） 
記録系競技実践・指導 １ 陸上競技Ⅰ 

いずれか 

３領域 

球技系競技実践・指導 １ テニスⅠ 

武道・格闘技系実践・指導 １ 

柔道ⅠＡ 

剣道ⅠＡ  いずれか１科目 

なぎなたＡ 

基礎運動実践・指導 １ 器械運動Ⅰ 

トレーニングコンデ

ィショニング実践・指

導（実技） 

行動体力に関わる体力要素の

実践・指導 

２ 

体力トレーニング論・同実

習 

トレーニング計画 

（スポーツ教育学科） 

トレーニング実技 

（健康・スポーツマネジメ

ント学科） 

２ 

 例：筋力トレーニング 

   柔軟性トレーニング 

   敏捷性トレーニング 

   パワートレーニング 

   持久力トレーニング 

現場実習 集団指導 

１ 

教育実習Ⅰ 

１ 
現場対応 

インターンシップＡ、イン

ターンシップＢ、コーチン

グ実習 

体力測定評価 

（実技） 
身体組成測定評価 

１ スポーツ測定評価 １ 

筋力測定評価 

柔軟性測定評価 

敏捷性測定評価 

パワー測定評価 

持久力測定評価 

救急処置法 

（講義・実技） 
心肺蘇生法＆ＡＥＤ 

１ 救急処置Ⅰ １ 

整形外科的疾患に対する救急

処置 

内科的疾患に対する救急処置 

救急処置シミュレーション 

運搬法 

９９  一一般般社社団団法法人人全全国国体体育育ススポポーーツツ系系大大学学協協議議会会  JJPPSSUU ススポポーーツツトトレレーーナナーー   

講講習習科科目目  内内容容  科科目目数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  科科目目数数  

スポーツ生理学 運動と身体反応 
１ スポーツ生理学Ⅰ １ 

環境と身体反応 

スポーツ栄養学 減量・増量に関わる栄養 
１ スポーツ栄養学 １ 

食事指導と教育 

スポーツ心理学 スポーツにおける心理学の領域 
１ スポーツ心理学 １ 

スポーツ心理学的アプローチ 

トレーニング科学 各種トレーニングにおける身

体反応 
１ 

体力トレーニング論・同実

習 
１ 

トレーニングのプログラムデ

ザイン 

バイオメカニクス バイオメカニクスの領域 
１ バイオメカニクス １ 

各種運動の動きの見方 

機能解剖学 上肢の基礎解剖と運動 

１ 機能解剖学 １ 体幹の基礎解剖と運動 

下肢の基礎解剖と運動 

コンディショニング 
コンディショニングの基礎 

１ 

トレーナー実習 

（スポーツ教育学科） 

 

スポーツコンディショニ

ング実習（健康・スポーツ

マネジメント学科） 

１ 年齢・性別のコンディショニング 

各種コンディショニング方法 

スポーツ医学 

（内科） 
内科的疾患・感染症とその対策 

１ スポーツ医学 １ 
内科的メディカルチェック 

スポーツ医学 

（運動器） 

上肢・下肢・脊柱のスポーツ外

傷・障害 
１ スポーツ医学 １ 

整形外科的メディカルチェッ

ク 

 
※上の表に加えて修了認定試験の受験申請時に、「一次救命処置資格（ＢＬＳ資格）」を保持してい

る必要があります。 
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第
２
部（
体
育
学
部
）



 
 
 本学では、神戸親和大学との間で小学校教諭免許状取得プログラムの大学間協定を結び、本学学生

が神戸親和大学の通信教育部の科目等履修生として、必要な科目を履修し単位修得することにより、

小学校教諭一種免許状を取得することができます。 
このプログラムは２年次生又は３年次生から開始し、卒業までの履修となります。履修ガイダンス

は１２月初旬（予定）に実施します。履修希望者は、本学での審査を受け、合格した者だけに履修を

許可します。 
このプログラムは、神戸親和大学の科目履修料として約６０万円が必要となります。 

 
（１）履修上の注意 

①このプログラムは中学校又は高等学校教諭一種免許状（保健体育）の取得が前提となっており、

中学校又は高等学校教諭免許状の取得ができなければ、神戸親和大学にて小学校教諭免許状取

得に必要な単位を全て修得していたとしても、小学校教諭免許状のみの取得はできません。 
 なお、本学において高等学校教諭一種免許状のみの取得を前提とする場合は、「介護技術講義」

を履修する必要があります。 
②教育実習は４年次の前期に中学校又は高校（保健体育）を３週間、後期に小学校の教育実習４

週間となります。 
③卒業時に小学校教諭免許状に必要な単位を一部修得できなかった場合は、卒業後も神戸親和大

学の科目等履修生として継続して履修し、単位修得すれば、免許の取得は可能です。 
                    

（２）履修形態 
①テキスト履修科目  

指定教材（テキスト）をもとに自宅で学習を始め、科目ごとに課せられた報告課題（レポート）

を作成します。作成したレポートへの添削指導を通じて学習を進め、最終的にレポート・科目

修了試験ともに合格することで科目の単位を修得できます。   
②スクーリング履修科目  

神戸親和大学から指定された日時（主な時期：週末及び８月、９月）に、神戸親和大学で直接

授業を受けます。科目ごとに定められた授業時間すべてに出席し、試験等に合格することで科

目の単位を修得できます。 
 

（３）小学校教諭一種免許状取得に必要な科目･単位数 
 
①教育職員免許法施行規則 

 第６６条の６に定める科目 
８単位 

②教科及び教科の指導法に関する科目 ３０単位 

③教育の基礎的理解に関する科目 １０単位 

④道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、

教育相談等に関する科目 
１０単位 

⑤教育実践に関する科目  ７単位 

⑥大学が独自に設定する科目 ２単位 

合計 ６７単位 

 
①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 
 各免許共通ですので、中高教員免許（保健体育）の科目として履修してください。 

1100  教教育育職職員員免免許許状状（（小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状））  

教科及び教職に関する科目                                       

TT::テテキキスストト科科目目    SS：：ススククーーリリンンググ科科目目  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる  

科科目目区区分分  

法法定定最最低低

単単位位数数  

神神戸戸親親和和大大学学  

でで取取得得すするる科科目目  

単単位位  履履修修  

条条件件  
履履修修方方法法  

教教育育実実

習習要要件件ＴＴ  ＳＳ  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教科に関する専門的事項 １０ 

国  語 ２  選必Ａ 

『選必A』から３科目以上、 

『選必B』から１科目以上を含め、 

合わせて５５科科目目１１００単単位位以以上上修修得得 

 

社  会 ２  選必Ａ  

算  数 ２  選必Ａ  

理  科 ２  選必Ａ  

生  活 ２  選必Ａ  

家  庭 ２  選必Ａ   

外 国 語（英語） ２  選必Ａ   

音  楽 １ １ 選必Ｂ   

美  術 １ １ 選必Ｂ   

体  育 １ １ 選必Ｂ   

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 
２０ 

教科教育法・国語 ２  必修  ○○  

教科教育法・社会 ２  必修  ○○  

教科教育法・算数 ２  必修  ○○  

教科教育法・理科  ２ 必修  ●●  

教科教育法・生活 ２  必修  ○○  

教科教育法・音楽  ２ 必修  ●●  

教科教育法・図画工作  ２ 必修  ●●  

教科教育法・家庭 ２  必修  ○○  

教科教育法・体育  ２ 必修  ●●  

教科教育法･外国語(英語) １ １ 必修  ○○  

計計  ３３００  最最低低修修得得単単位位数数計計  ３３００    

 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる  

科科目目区区分分  

法法定定最最低低

単単位位数数  

神神戸戸親親和和大大学学  

でで取取得得すするる科科目目  

単単位位  履履修修  

条条件件  

中中・・高高一一種種免免よよりり充充当当  振振替替

単単位位  

教教育育実実

習習要要件件ＴＴ  ＳＳ  体体育育学学部部  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

１０ 

―    教育原理 

８ 

 

教職の意義及び教員の役割・職務内容

(チーム学校運営への対応を含む｡) 
―    教師論  

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項(学校と地域との連携及び学校

安全への対応含む｡) 
―    教育行政  

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程 
―    教育心理学  

特別の支援を必要とする幼児、児童

及び生徒に対する理解 
―    特別支援教育概論  

教育課程の意義及び編成の方法（カ

リキュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論(初等) ２  必修   〇〇  

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

道徳の理論および指導法 

１０ 

道徳教育の指導法(初等)＊１ ２  選必 

「教育方法・ＩＣＴ活用論(初

等）」を含めて、４科目８単位

以上修得  

２ 

〇〇 

総合的な学習の時間の指導法 
総合的な学習の時間の 

指導法(初等) 
２  選必 〇〇 

特別活動の指導法 特別活動の指導法(初等) ２  選必 〇〇 

教育の方法及び技術（情報通信技術

の活用を含む｡） 

教育方法･ＩＣＴ活用論 

(初等) 
２  必修 〇〇 

生徒指導の理論及び方法 

生徒･進路指導論(初等) ２  選必 〇〇 進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む｡）の理論

及び方法 
教育相談(初等) ２  選必 〇〇 

教
育
実
践
に 

関
す
る
科
目 

教育実習 ５ 
教育実習(初等) ４  必修 

教育実習Ⅰ ３ 
 

教育実習事前･事後指導(初等)  １ 必修  

教職実践演習 ２     教職実践演習(中・高) ２  

大学が独自に設定する科目 ２ ―       

計計  ２２９９  必必修修単単位位数数計計  １１５５   振振替替単単位位計計  １１５５   

  「教育実習（初等）」及び「教育実習事前・事後指導（初等）」を受講するためには実習実施予定前学年末（神戸親和大学が定める最終期

限）までに、教育実習要件科目の〇〇印印科科目目ののううちち７７科科目目以以上上（（たただだしし、、１１科科目目ままでで修修得得見見込込可可＊＊２２））、、●●印印科科目目ののううちち２２科科目目以以上上をを修修得得し

ている必要があります。 
＊１体育学部で高免のみ取得予定で、「道徳教育の理論と実践」を履修していない学生は必修です。 

＊２「修得見込」とは、テキスト履修科目において、最終期限までに単位数分すべての課題レポート提出(受付済)して科目修了試験の受

験資格を得ていること。 

※小学校免許取得には、本学で介護等体験が必要です。 

－ 80 － － 81 －
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 本学では、神戸親和大学との間で小学校教諭免許状取得プログラムの大学間協定を結び、本学学生

が神戸親和大学の通信教育部の科目等履修生として、必要な科目を履修し単位修得することにより、

小学校教諭一種免許状を取得することができます。 
このプログラムは２年次生又は３年次生から開始し、卒業までの履修となります。履修ガイダンス

は１２月初旬（予定）に実施します。履修希望者は、本学での審査を受け、合格した者だけに履修を

許可します。 
このプログラムは、神戸親和大学の科目履修料として約６０万円が必要となります。 

 
（１）履修上の注意 

①このプログラムは中学校又は高等学校教諭一種免許状（保健体育）の取得が前提となっており、

中学校又は高等学校教諭免許状の取得ができなければ、神戸親和大学にて小学校教諭免許状取

得に必要な単位を全て修得していたとしても、小学校教諭免許状のみの取得はできません。 
 なお、本学において高等学校教諭一種免許状のみの取得を前提とする場合は、「介護技術講義」

を履修する必要があります。 
②教育実習は４年次の前期に中学校又は高校（保健体育）を３週間、後期に小学校の教育実習４

週間となります。 
③卒業時に小学校教諭免許状に必要な単位を一部修得できなかった場合は、卒業後も神戸親和大

学の科目等履修生として継続して履修し、単位修得すれば、免許の取得は可能です。 
                    

（２）履修形態 
①テキスト履修科目  

指定教材（テキスト）をもとに自宅で学習を始め、科目ごとに課せられた報告課題（レポート）

を作成します。作成したレポートへの添削指導を通じて学習を進め、最終的にレポート・科目

修了試験ともに合格することで科目の単位を修得できます。   
②スクーリング履修科目  

神戸親和大学から指定された日時（主な時期：週末及び８月、９月）に、神戸親和大学で直接

授業を受けます。科目ごとに定められた授業時間すべてに出席し、試験等に合格することで科

目の単位を修得できます。 
 

（３）小学校教諭一種免許状取得に必要な科目･単位数 
 
①教育職員免許法施行規則 

 第６６条の６に定める科目 
８単位 

②教科及び教科の指導法に関する科目 ３０単位 

③教育の基礎的理解に関する科目 １０単位 

④道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、

教育相談等に関する科目 
１０単位 

⑤教育実践に関する科目  ７単位 

⑥大学が独自に設定する科目 ２単位 

合計 ６７単位 

 
①教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 
 各免許共通ですので、中高教員免許（保健体育）の科目として履修してください。 

1100  教教育育職職員員免免許許状状（（小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状））  

教科及び教職に関する科目                                       

TT::テテキキスストト科科目目    SS：：ススククーーリリンンググ科科目目  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる  

科科目目区区分分  

法法定定最最低低

単単位位数数  

神神戸戸親親和和大大学学  

でで取取得得すするる科科目目  

単単位位  履履修修  

条条件件  
履履修修方方法法  

教教育育実実

習習要要件件ＴＴ  ＳＳ  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教科に関する専門的事項 １０ 

国  語 ２  選必Ａ 

『選必A』から３科目以上、 

『選必B』から１科目以上を含め、 

合わせて５５科科目目１１００単単位位以以上上修修得得 

 

社  会 ２  選必Ａ  

算  数 ２  選必Ａ  

理  科 ２  選必Ａ  

生  活 ２  選必Ａ  

家  庭 ２  選必Ａ   

外 国 語（英語） ２  選必Ａ   

音  楽 １ １ 選必Ｂ   

美  術 １ １ 選必Ｂ   

体  育 １ １ 選必Ｂ   

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 
２０ 

教科教育法・国語 ２  必修  ○○  

教科教育法・社会 ２  必修  ○○  

教科教育法・算数 ２  必修  ○○  

教科教育法・理科  ２ 必修  ●●  

教科教育法・生活 ２  必修  ○○  

教科教育法・音楽  ２ 必修  ●●  

教科教育法・図画工作  ２ 必修  ●●  

教科教育法・家庭 ２  必修  ○○  

教科教育法・体育  ２ 必修  ●●  

教科教育法･外国語(英語) １ １ 必修  ○○  

計計  ３３００  最最低低修修得得単単位位数数計計  ３３００    

 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる  

科科目目区区分分  

法法定定最最低低

単単位位数数  

神神戸戸親親和和大大学学  

でで取取得得すするる科科目目  

単単位位  履履修修  

条条件件  

中中・・高高一一種種免免よよりり充充当当  振振替替

単単位位  

教教育育実実

習習要要件件ＴＴ  ＳＳ  体体育育学学部部  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

１０ 

―    教育原理 

８ 

 

教職の意義及び教員の役割・職務内容

(チーム学校運営への対応を含む｡) 
―    教師論  

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項(学校と地域との連携及び学校

安全への対応含む｡) 
―    教育行政  

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程 
―    教育心理学  

特別の支援を必要とする幼児、児童

及び生徒に対する理解 
―    特別支援教育概論  

教育課程の意義及び編成の方法（カ

リキュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論(初等) ２  必修   〇〇  

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び

生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

道徳の理論および指導法 

１０ 

道徳教育の指導法(初等)＊１ ２  選必 

「教育方法・ＩＣＴ活用論(初

等）」を含めて、４科目８単位

以上修得  

２ 

〇〇 

総合的な学習の時間の指導法 
総合的な学習の時間の 

指導法(初等) 
２  選必 〇〇 

特別活動の指導法 特別活動の指導法(初等) ２  選必 〇〇 

教育の方法及び技術（情報通信技術

の活用を含む｡） 

教育方法･ＩＣＴ活用論 

(初等) 
２  必修 〇〇 

生徒指導の理論及び方法 

生徒･進路指導論(初等) ２  選必 〇〇 進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む｡）の理論

及び方法 
教育相談(初等) ２  選必 〇〇 

教
育
実
践
に 

関
す
る
科
目 

教育実習 ５ 
教育実習(初等) ４  必修 

教育実習Ⅰ ３ 
 

教育実習事前･事後指導(初等)  １ 必修  

教職実践演習 ２     教職実践演習(中・高) ２  

大学が独自に設定する科目 ２ ―       

計計  ２２９９  必必修修単単位位数数計計  １１５５   振振替替単単位位計計  １１５５   

  「教育実習（初等）」及び「教育実習事前・事後指導（初等）」を受講するためには実習実施予定前学年末（神戸親和大学が定める最終期

限）までに、教育実習要件科目の〇〇印印科科目目ののううちち７７科科目目以以上上（（たただだしし、、１１科科目目ままでで修修得得見見込込可可＊＊２２））、、●●印印科科目目ののううちち２２科科目目以以上上をを修修得得し

ている必要があります。 
＊１体育学部で高免のみ取得予定で、「道徳教育の理論と実践」を履修していない学生は必修です。 

＊２「修得見込」とは、テキスト履修科目において、最終期限までに単位数分すべての課題レポート提出(受付済)して科目修了試験の受

験資格を得ていること。 

※小学校免許取得には、本学で介護等体験が必要です。 

－ 80 － － 81 －
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ⅢⅢ  ２２００２２33 年年度度体体育育学学部部開開講講科科目目一一覧覧 
 

免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

応用科目（各コース14単位）

必修講義科目（２７単位） ココーーチチ教教育育ココーースス

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 講義・実習科目（１０単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ コーチング論 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツ文化論 2 ★

体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ トレーナー論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ コーチング法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ トレーナー実習 1 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ コーチング実習 1 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ 選択講義科目（４単位）

日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★ スポーツ技術・戦術論 2

日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ コーチングの心理学 2

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 競技スポーツ論 2

運動学 2 ★ ★ ★ 武道・稽古・修行論 2

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ トレーニング計画 2  

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位） 動作分析法 2

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体体育育科科教教育育ココーースス

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体育科教育学 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ 授業研究ⅠＡ（体育） 2 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 授業研究ⅠＢ（保健） 2 ★

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 教育カウンセリングⅡ 2 ★

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ 保健体育教職特講 1 ★

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1 ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位） 実技科目（４単位）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 教職ダンス 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 柔道ⅠＡＢ 2

文学 2 剣道ⅠＡ 1 剣道ⅠＡＢ 2

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 ススポポーーツツ心心理理・・カカウウンンセセリリンンググココーースス

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 必修講義科目（１２単位）

文化論 2 剣道ⅠＢ 1 認知・行動分析論 2 ★

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 運動学習論 2 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① コミュニティダンス論 2 ★

キャンプ実習Ａ 1 ② コーチングの心理学 2 ★

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 教育カウンセリングⅡ 2 ★

経済学 2 臨海実習 1 スポーツ心理学実験実習 2 ★

法学 2 ゴルフ実習 1 必修科目（２単位）

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1 インターンシップＢ 2 ★ ③

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1 14

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2

生物学 2 キャリア教育科目（必修1単位以上）

心理学 2 必修科目（１単位）

物理 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

化学 2 選択科目

20 キャリアデザインⅡ 1 ③

1

　　

【記号について】 発展科目（必修/計20単位） 【免許について】
「取得」は最低必要単位数を記載 必修講義科目（１０単位） ｢★｣・・・教職必修
「★」は必修科目 スポーツ教育学 2 ★ ｢☆｣・・・教職選択科目
「✪」は選択必修科目 国際スポーツ論 2 ★ ｢✪｣は選択必修科目
「配当」 スポーツメンタルトレーニング指導論 2 ★ ※教員免許以外の資格については「Ⅱ

①→1～4年次生が受講できる 発育発達論 2 ★ 　体育学部で取得できる各種資格」を
②→2～4年次生が受講できる スポーツ科学とコーチング 2 ★ ③ 　確認してください。
③→3～4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位）

④→4年次生が受講できる スポーツ教育学演習Ⅰ 4 ★ ③ 【ＧＰＡ対象科目】
スポーツ教育学演習Ⅱ 4 ★ ④ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は

【履修制限　４８単位/年】 必修実技科目（２単位） 対象外です。
科目名 →48単位に含む ハンドボールⅠ 1 ★ ○ 日本語技法
科目名 →48単位に含ま ラグビーⅠ（男子のみ） 1 ★ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ

ない ソフトボール（女子のみ） 1 ★ ○ 日本語技法演習（基礎）
【卒業要件単位　１２４単位】 20 ○ スポーツ教育学演習Ⅰ・Ⅱ

単位数 →124単位に含む

単位数 →124単位に含ま

ない

10
②

8

2 ②

④

4 ①

※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できません。
また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞれ柔道ⅠＡ・
剣道ⅠＡの単位を取得した者のみ履修可。（ただ
し、担当教員が認めた場合はその限りでない）。

※専門基礎科目における選択必修実習科目にお
いては、複数履修しても卒業所要単位としてカウ
ントされるのは１単位のみ。

1 ✪

社会科学（２科目４単位以上）

4 ①

③

4 ①
1 ✪ ②

12 ③

1 ✪ ② 4 ③
✪ ✪ ✪

必修科目（３単位）

3 ①

選択科目

②
10 ③

②

選択必修科目（２単位以上）

2 ①セ

ッ
ト

3 ①

10 ③

②

12

①

一般教育科目（１２単位以上）

選択科目

①

4

教養科目（必修6単位/選択14単位/計20単位以上） 専門基礎科目（必修39単位/選択必修3単位/計42単位）

基礎教育科目（８単位以上）

必修科目（３単位）

27

①

配
当

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

③
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科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

✪

免 許 免 許

高 中 高 中

関連科目（選択必修13単位以上） 教職に関する専門科目

選択必修講義科目（１０単位以上） 教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教育実習Ⅰ 5 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

手話実習 2 体育実技指導法 2 ★

初級ピアノ実習 2

レジャー・レクリエーション概論 2 資格関連科目

トレーニング計画 2 レクリエーション指導実習 1

教育史 2 ☆ ☆ 介護技術講義 2 ★

スポーツメディア論 2 障がい者スポーツ指導法 2

トレーナー実習 1 コーチング論 2

健康スポーツ心理学 2 レクリエーションⅢ 2

企業フィットネス論 2 特別演習（サッカー） 2

英語講読 2 特別演習（テニス） 2

人権教育 2 ☆ ☆ 特別演習（水泳） 2

舞踊論 2

武道論 2 自由科目

身体表現とコミュニケーション 2 フレッシュマンセミナー 1

卒業論文 4 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

選択講義科目 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

教師論 2 ① ★ ★ スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ 【卒業要件】
保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ 科目区分

選択必修実技科目（３単位以上） 教養科目 20

卓球 1 　基礎教育科目 8

ソフトテニス 1 　　基礎教育　必修 6

バドミントン 1 　　基礎教育　選択必修 2

ソフトボール（男子のみ） 1 　一般教育科目 12

ラグビー（女子のみ） 1 　　人文　選択必修 4

ゴルフ 1 　　社会　選択必修 4

体つくり運動 1 　　自然　選択必修 4

リズムダンス 1 専門基礎科目 42

障害者スポーツ 1 　　講義　必修 27

レジスタンストレーニング 1 　　実技 14

武道の形 2 　　　必修 12

なぎなたＡ 1 　　　選択必修 2

なぎなたＢ 1 　　実習　選択必修 1

野球 1 発展科目 20

実践英語実技 1 　　講義　必修 10

レクリエーションⅡ               * 2 　　演習　必修 8

ダンスⅡ 2 　　実技　必修 2

テニスⅡ 2 応用科目 14

サッカーⅡ 2 ・コーチ教育コース 14

バレーボールⅡ 2 　　講義・実習　必修 10

バスケットボールⅡ 2 　　講義　選択必修 4

ハンドボールⅡ                  * 2 ・体育科教育コース 14

ラグビーⅡ 2 　　講義　必修 10

陸上競技Ⅱ 2 　　実技　選択必修 4

器械運動Ⅱ 2 ・ｽﾎﾟｰﾂ心理・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｺｰｽ 14

水泳Ⅱ 2 　　講義　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　実習　必修 2

剣道Ⅱ 2 キャリア教育科目 1

13 　　講義　必修 1

関連科目 13

　　講義　選択必修 10

　　実技　選択必修 3

14

124

③

3

④

教職に関する専
門科目「体育実技
指導法」に読み替
える

*
各
コ
ー

ス

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技Ⅰ科目の単位を修得した者のみ履修
可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

合計（卒業要件単位）

「
体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

教養科目、関連科目、キャリア教育科目
専門基礎科目（選択必修実技科目）及
び応用科目（選択講義科目：コーチ教育
コースのみ）及び単位互換科目より選択
し履修

②

最低修得単位数

P47
参照

「選択必修講義科
目」の10単位には
含まない。「保健
体育科学習指導
論」は「教育実習
Ⅰ」の前提科目の
ため、高校免許の
みの取得の場合
でも単位取得の必
要あり。

①

④

｢教育史｣
｢人権教育｣
は教職必修
ではない
が、受講す
ることが望
ましい。

④

④

③

③

③

10

②

科目名
単
位

配
当

①

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

②

－ 82 － － 83 －
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ⅢⅢ  ２２００２２33 年年度度体体育育学学部部開開講講科科目目一一覧覧 
 

免 許 免 許

高 中 高 中

関連科目（選択必修13単位以上） 教職に関する専門科目

選択必修講義科目（１０単位以上） 教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教育実習Ⅰ 5 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

手話実習 2 体育実技指導法 2 ★

初級ピアノ実習 2

レジャー・レクリエーション概論 2 資格関連科目

トレーニング計画 2 レクリエーション指導実習 1

教育史 2 ☆ ☆ 介護技術講義 2 ★

スポーツメディア論 2 障がい者スポーツ指導法 2

トレーナー実習 1 コーチング論 2

健康スポーツ心理学 2 レクリエーションⅢ 2

企業フィットネス論 2 特別演習（サッカー） 2

英語講読 2 特別演習（テニス） 2

人権教育 2 ☆ ☆ 特別演習（水泳） 2

舞踊論 2

武道論 2 自由科目

身体表現とコミュニケーション 2 フレッシュマンセミナー 1

卒業論文 4 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

選択講義科目 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

教師論 2 ① ★ ★ スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ 【卒業要件】
保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ 科目区分

選択必修実技科目（３単位以上） 教養科目 20

卓球 1 　基礎教育科目 8

ソフトテニス 1 　　基礎教育　必修 6

バドミントン 1 　　基礎教育　選択必修 2

ソフトボール（男子のみ） 1 　一般教育科目 12

ラグビー（女子のみ） 1 　　人文　選択必修 4

ゴルフ 1 　　社会　選択必修 4

体つくり運動 1 　　自然　選択必修 4

リズムダンス 1 専門基礎科目 42

障害者スポーツ 1 　　講義　必修 27

レジスタンストレーニング 1 　　実技 14

武道の形 2 　　　必修 12

なぎなたＡ 1 　　　選択必修 2

なぎなたＢ 1 　　実習　選択必修 1

野球 1 発展科目 20

実践英語実技 1 　　講義　必修 10

レクリエーションⅡ               * 2 　　演習　必修 8

ダンスⅡ 2 　　実技　必修 2

テニスⅡ 2 応用科目 14

サッカーⅡ 2 ・コーチ教育コース 14

バレーボールⅡ 2 　　講義・実習　必修 10

バスケットボールⅡ 2 　　講義　選択必修 4

ハンドボールⅡ                  * 2 ・体育科教育コース 14

ラグビーⅡ 2 　　講義　必修 10

陸上競技Ⅱ 2 　　実技　選択必修 4

器械運動Ⅱ 2 ・ｽﾎﾟｰﾂ心理・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｺｰｽ 14

水泳Ⅱ 2 　　講義　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　実習　必修 2

剣道Ⅱ 2 キャリア教育科目 1

13 　　講義　必修 1

関連科目 13

　　講義　選択必修 10

　　実技　選択必修 3

14

124

③

3

④

教職に関する専
門科目「体育実技
指導法」に読み替
える

*
各
コ
ー

ス

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技Ⅰ科目の単位を修得した者のみ履修
可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

合計（卒業要件単位）

「
体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

教養科目、関連科目、キャリア教育科目
専門基礎科目（選択必修実技科目）及
び応用科目（選択講義科目：コーチ教育
コースのみ）及び単位互換科目より選択
し履修

②

最低修得単位数

P47
参照

「選択必修講義科
目」の10単位には
含まない。「保健
体育科学習指導
論」は「教育実習
Ⅰ」の前提科目の
ため、高校免許の
みの取得の場合
でも単位取得の必
要あり。

①

④

｢教育史｣
｢人権教育｣
は教職必修
ではない
が、受講す
ることが望
ましい。

④

④

③

③

③

10

②

科目名
単
位

配
当

①

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

②

－ 82 － － 83 －

 

第
２
部（
体
育
学
部
）



免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

必修講義科目（２７単位）

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 必修講義・実習科目（１４単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ スポーツマーケティング 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツプログラム開発論 2 ★
体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ スポーツ施設管理運営論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ マーケティング・リサーチ法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ 地域スポーツ経営論 2 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ スポーツマネジメント実践論 2 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ インターンシップＢ 2 ★
日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★
日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

運動学 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ ストレングス・コンディショニング理論 2 ★

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位） 実践トレーニング科学理論 2 ★

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ基礎 2 ★

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修実習科目（３単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体力科学実験実習 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ テーピング実習 1 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 選択必修実習科目（１単位）

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 実践トレーニング指導実習 1

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

文学 2 剣道ⅠＡ 1 健康指導管理論 2 ★

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 栄養管理 2 ★

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 スポーツ生理学Ⅱ 2 ★

文化論 2 剣道ⅠＢ 1

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 健康スポーツ実技Ａ 1 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① 健康スポーツ実技Ｂ 1 ★

キャンプ実習Ａ 1 ②

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 運動プログラム作成法 2

経済学 2 臨海実習 1 インターンシップＢ 2

法学 2 ゴルフ実習 1 14

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

生物学 2

心理学 2 キャリアデザインⅡ 1 ③

物理 2 1

化学 2

20

【免許について】
｢★｣・・・教職必修
｢☆｣・・・教職選択科目

【記号について】 ｢✪｣は選択必修科目
「取得」は最低必要単位数を記載 発展科目（必修22単位） ※教員免許以外の資格については「Ⅱ
「★」は必修科目 必修講義科目（１０単位） 　体育学部で取得できる各種資格」を
「✪」は選択必修科目 生涯スポーツ概論 2 ★ ① 　確認してください。
「配当」 レジャー・レクリエーション概論 2 ★

①→1～4年次生が受講できる 健康・スポーツ産業論 2 ★ 【ＧＰＡ対象科目】
②→2～4年次生が受講できる アスレティックトレーニング概論 2 ★ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は
③→3～4年次生が受講できる 発育発達と老化 2 ★ 対象外です。
④→4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位） ○ 日本語技法

健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ 4 ★ ③ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ
【履修制限　４８単位/年】 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅱ 4 ★ ④ ○ 日本語技法演習（基礎）

科目名 → 48単位に含む 必修実技科目（４単位） ○ 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ・Ⅱ
科目名 → 48単位に含ま トレーニング実技 1 ★

ない スポーツコンディショニング実習 1 ★

【卒業要件単位　１２４単位】 レクリエーションⅡ 2 ★ ③

単位数 → 124単位に含む 22

単位数 → 124単位に含ま

ない

②

8

4
②

選択科目

※健康スポーツコースは「インターンシップＡ」（資格関連科
目）又は、「インターンシップＢ」のいずれかが必修です。※専門基礎科目における選択必修実習科

目においては、複数履修しても卒業所要単
位としてカウントされるのは１単位のみ。

※スポーツマネジメントコースは「海洋ス
ポーツキャンプ実習」が必修となります。

10

④
キャリア教育科目（必修1単位以上）

必修科目（１単位）

② 1 ③

健健康康ススポポーーツツココーースス

必修講義科目（１０単位）

4 ①

※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できま
せん。また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞ
れ柔道ⅠＡ・剣道ⅠＡの単位を取得した者
のみ履修可。（ただし、担当教員が認めた
場合はその限りでない）。

必修実技科目（２単位）

2 ③

1 ✪

社会科学（２科目４単位以上） 選択必修実習科目（２単位）

4 ①
1 ✪ ②

4 ①

③
2 ③

セ

ッ
ト

①

12

①
選択科目

②

3 ③

✪ ②

10 ③
✪ ✪

③

一般教育科目（１２単位以上）

1

基礎教育科目（８単位以上） ススポポーーツツママネネジジメメンントトココーースス

選択必修科目（２単位以上）

2 ①

必修科目（３単位）

27

①
3 ①

②

選択科目

①

アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス

10 ③

必修科目（３単位）

3

14

教養科目（必修6単位/選択14単位/計20単位以上） 専門基礎科目（必修39単位/選択必修3単位/計42単位） 応用科目（各コース14単位）

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当
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科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

✪

免 許 免 許

高 中 高 中

教職に関する専門科目

教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 2 ★ ★

栄養管理 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育実習Ⅰ 5 ★ ★
学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 体育実技指導法 2 ★

手話実習 2

初級ピアノ実習 2 資格関連科目

教育史 2 ☆ ☆ スポーツ教育学 2 ②

スポーツメディア論 2 介護技術講義 2 ★

体表解剖学 2 労働概論 2

健康スポーツ心理学 2 労働法規 2

スポーツ外傷・障害評価法 2 レクリエーション指導実習 1

企業フィットネス論 2 アスレティックトレーニング実習 2

英語講読 2 アスレティックリハビリテーション理論 2

人権教育 2 ☆ ☆ アスレティックリハビリテーション実習 1

舞踊論 2 健康運動指導演習 1

身体表現とコミュニケーション 2 インターンシップＡ 1

卒業論文 4 障がい者スポーツ指導法 2

コーチング論 2

教師論 2 ① ★ ★ 労働衛生 2

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★ 救急処置Ⅱ 2

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ スポーツコンディショニング実習Ⅱ 1

保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ スポーツ医学特講 1

選択必修実技科目（３単位以上） レクリエーションⅢ 2

卓球 1 特別演習（テニス） 2

ソフトテニス 1 特別演習（水泳） 2

バドミントン 1

ソフトボール 1 自由科目

ゴルフ 1 フレッシュマンセミナー 1

体つくり運動 1 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2 P47

エアロビックダンス 1 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2 参照

障害者スポーツ 1 スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

レジスタンストレーニング 1

なぎなたＡ 1 【卒業要件】
なぎなたＢ 1 科目区分

野球 1 教養科目 20

実践英語実技 1 　基礎教育科目 8

ハンドボール 2 　　基礎教育　必修 6

ラグビー 2 　　基礎教育　選択必修 2

ダンスⅡ 2 　一般教育科目 12

テニスⅡ 2 　　人文科学 4

サッカーⅡ 2 　　社会科学 4

バレーボールⅡ 2 　　自然科学 4

バスケットボールⅡ 2 専門基礎科目 42

陸上競技Ⅱ　　　　　　　　　　　＊ 2 　　講義　必修 27

器械運動Ⅱ 2 　　実技 14

水泳Ⅱ 2 　　　　　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　　　　選択必修 2

剣道Ⅱ 2 　　実習　選択必修 1

11 発展科目 22

　　講義　必修 10

　　演習　必修 8

　　実技　必修 4

応用科目 14

・スポーツマネジメントコース 14

　　講義・実習　必修 14

・アスレティックトレーニングコース 14

　　講義　必修 10

　　実習　必修 3

　　実習　選択必修 1

・健康スポーツコース 14

　　講義　必修 10

　　実技　必修 2

　　実習　選択必修 2

キャリア教育科目 1

　　講義　必修 1

関連科目 11

　　講義　選択必修 8

　　実技　選択必修 3

14

合計（卒業要件単位） 124

3

③

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技Ⅰ科目の単位を修得した者のみ履修
　可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

*
各
コ
ー

ス

最低修得単位数

「

体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

教養科目、関連科目、キャリア教育科目
専門基礎科目（選択必修実技科目）及び単位互
換科目より選択し履修

④

教職に関する専
門科目「体育実技
指導法」に読み替
える

①

「選択必修講義科
目」の8単位には
含まない。「保健
体育科学習指導
論」は「教育実習
Ⅰ」の前提科目の
ため、高校免許の
みの取得の場合
でも単位取得の必
要あり。

選択講義科目

②

④

③

③

③

｢教育史｣
｢人権教育｣
は教職必修
ではない
が、受講す
ることが望
ましい。

④

② ②

選択必修講義科目（８単位以上）
①

8

④

科目名
単
位

配
当

関連科目（選択必修11単位以上）

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

－ 84 － － 85 －
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免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

必修講義科目（２７単位）

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 必修講義・実習科目（１４単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ スポーツマーケティング 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツプログラム開発論 2 ★
体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ スポーツ施設管理運営論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ マーケティング・リサーチ法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ 地域スポーツ経営論 2 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ スポーツマネジメント実践論 2 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ インターンシップＢ 2 ★
日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★
日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

運動学 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ ストレングス・コンディショニング理論 2 ★

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位） 実践トレーニング科学理論 2 ★

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ基礎 2 ★

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修実習科目（３単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体力科学実験実習 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ テーピング実習 1 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 選択必修実習科目（１単位）

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 実践トレーニング指導実習 1

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

文学 2 剣道ⅠＡ 1 健康指導管理論 2 ★

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 栄養管理 2 ★

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 スポーツ生理学Ⅱ 2 ★

文化論 2 剣道ⅠＢ 1

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 健康スポーツ実技Ａ 1 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① 健康スポーツ実技Ｂ 1 ★

キャンプ実習Ａ 1 ②

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 運動プログラム作成法 2

経済学 2 臨海実習 1 インターンシップＢ 2

法学 2 ゴルフ実習 1 14

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

生物学 2

心理学 2 キャリアデザインⅡ 1 ③

物理 2 1

化学 2

20

【免許について】
｢★｣・・・教職必修
｢☆｣・・・教職選択科目

【記号について】 ｢✪｣は選択必修科目
「取得」は最低必要単位数を記載 発展科目（必修22単位） ※教員免許以外の資格については「Ⅱ
「★」は必修科目 必修講義科目（１０単位） 　体育学部で取得できる各種資格」を
「✪」は選択必修科目 生涯スポーツ概論 2 ★ ① 　確認してください。
「配当」 レジャー・レクリエーション概論 2 ★

①→1～4年次生が受講できる 健康・スポーツ産業論 2 ★ 【ＧＰＡ対象科目】
②→2～4年次生が受講できる アスレティックトレーニング概論 2 ★ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は
③→3～4年次生が受講できる 発育発達と老化 2 ★ 対象外です。
④→4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位） ○ 日本語技法

健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ 4 ★ ③ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ
【履修制限　４８単位/年】 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅱ 4 ★ ④ ○ 日本語技法演習（基礎）

科目名 → 48単位に含む 必修実技科目（４単位） ○ 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ・Ⅱ
科目名 → 48単位に含ま トレーニング実技 1 ★

ない スポーツコンディショニング実習 1 ★

【卒業要件単位　１２４単位】 レクリエーションⅡ 2 ★ ③

単位数 → 124単位に含む 22

単位数 → 124単位に含ま

ない

②

8

4
②

選択科目

※健康スポーツコースは「インターンシップＡ」（資格関連科
目）又は、「インターンシップＢ」のいずれかが必修です。※専門基礎科目における選択必修実習科

目においては、複数履修しても卒業所要単
位としてカウントされるのは１単位のみ。

※スポーツマネジメントコースは「海洋ス
ポーツキャンプ実習」が必修となります。

10

④
キャリア教育科目（必修1単位以上）

必修科目（１単位）

② 1 ③

健健康康ススポポーーツツココーースス

必修講義科目（１０単位）

4 ①

※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できま
せん。また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞ
れ柔道ⅠＡ・剣道ⅠＡの単位を取得した者
のみ履修可。（ただし、担当教員が認めた
場合はその限りでない）。

必修実技科目（２単位）

2 ③

1 ✪

社会科学（２科目４単位以上） 選択必修実習科目（２単位）

4 ①
1 ✪ ②

4 ①

③
2 ③

セ

ッ
ト

①

12

①
選択科目

②

3 ③

✪ ②

10 ③
✪ ✪

③

一般教育科目（１２単位以上）

1

基礎教育科目（８単位以上） ススポポーーツツママネネジジメメンントトココーースス

選択必修科目（２単位以上）

2 ①

必修科目（３単位）

27

①
3 ①

②

選択科目

①

アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス

10 ③

必修科目（３単位）

3

14

教養科目（必修6単位/選択14単位/計20単位以上） 専門基礎科目（必修39単位/選択必修3単位/計42単位） 応用科目（各コース14単位）

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当
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科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

✪

免 許 免 許

高 中 高 中

教職に関する専門科目

教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論（情報通信技術の活用を含む） 2 ★ ★

栄養管理 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育実習Ⅰ 5 ★ ★
学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 体育実技指導法 2 ★

手話実習 2

初級ピアノ実習 2 資格関連科目

教育史 2 ☆ ☆ スポーツ教育学 2 ②

スポーツメディア論 2 介護技術講義 2 ★

体表解剖学 2 労働概論 2

健康スポーツ心理学 2 労働法規 2

スポーツ外傷・障害評価法 2 レクリエーション指導実習 1

企業フィットネス論 2 アスレティックトレーニング実習 2

英語講読 2 アスレティックリハビリテーション理論 2

人権教育 2 ☆ ☆ アスレティックリハビリテーション実習 1

舞踊論 2 健康運動指導演習 1

身体表現とコミュニケーション 2 インターンシップＡ 1

卒業論文 4 障がい者スポーツ指導法 2

コーチング論 2

教師論 2 ① ★ ★ 労働衛生 2

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★ 救急処置Ⅱ 2

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ スポーツコンディショニング実習Ⅱ 1

保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ スポーツ医学特講 1

選択必修実技科目（３単位以上） レクリエーションⅢ 2

卓球 1 特別演習（テニス） 2

ソフトテニス 1 特別演習（水泳） 2

バドミントン 1

ソフトボール 1 自由科目

ゴルフ 1 フレッシュマンセミナー 1

体つくり運動 1 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2 P47

エアロビックダンス 1 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2 参照

障害者スポーツ 1 スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

レジスタンストレーニング 1

なぎなたＡ 1 【卒業要件】
なぎなたＢ 1 科目区分

野球 1 教養科目 20

実践英語実技 1 　基礎教育科目 8

ハンドボール 2 　　基礎教育　必修 6

ラグビー 2 　　基礎教育　選択必修 2

ダンスⅡ 2 　一般教育科目 12

テニスⅡ 2 　　人文科学 4

サッカーⅡ 2 　　社会科学 4

バレーボールⅡ 2 　　自然科学 4

バスケットボールⅡ 2 専門基礎科目 42

陸上競技Ⅱ　　　　　　　　　　　＊ 2 　　講義　必修 27

器械運動Ⅱ 2 　　実技 14

水泳Ⅱ 2 　　　　　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　　　　選択必修 2

剣道Ⅱ 2 　　実習　選択必修 1

11 発展科目 22

　　講義　必修 10

　　演習　必修 8

　　実技　必修 4

応用科目 14

・スポーツマネジメントコース 14

　　講義・実習　必修 14

・アスレティックトレーニングコース 14

　　講義　必修 10

　　実習　必修 3

　　実習　選択必修 1

・健康スポーツコース 14

　　講義　必修 10

　　実技　必修 2

　　実習　選択必修 2

キャリア教育科目 1

　　講義　必修 1

関連科目 11

　　講義　選択必修 8

　　実技　選択必修 3

14

合計（卒業要件単位） 124

3

③

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技Ⅰ科目の単位を修得した者のみ履修
　可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

*
各
コ
ー

ス

最低修得単位数

「

体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

教養科目、関連科目、キャリア教育科目
専門基礎科目（選択必修実技科目）及び単位互
換科目より選択し履修

④

教職に関する専
門科目「体育実技
指導法」に読み替
える

①

「選択必修講義科
目」の8単位には
含まない。「保健
体育科学習指導
論」は「教育実習
Ⅰ」の前提科目の
ため、高校免許の
みの取得の場合
でも単位取得の必
要あり。

選択講義科目

②

④

③

③

③

｢教育史｣
｢人権教育｣
は教職必修
ではない
が、受講す
ることが望
ましい。

④

② ②

選択必修講義科目（８単位以上）
①

8

④

科目名
単
位

配
当

関連科目（選択必修11単位以上）

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

－ 84 － － 85 －

 

第
２
部（
体
育
学
部
）



免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

応用科目（各コース14単位）

必修講義科目（２７単位） ココーーチチ教教育育ココーースス

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 講義・実習科目（１０単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ コーチング論 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツ文化論 2 ★

体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ トレーナー論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ コーチング法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ トレーナー実習 1 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ コーチング実習 1 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ 選択講義科目（４単位以上）

日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★ スポーツ技術・戦術論 2

日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ コーチングの心理学 2

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 競技スポーツ論 2

運動学 2 ★ ★ ★ 武道・稽古・修行論 2

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ トレーニング計画 2  

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位以上） 動作分析法 2

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体体育育科科教教育育ココーースス

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体育科教育学 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ 授業研究ⅠＡ（体育） 2 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 授業研究ⅠＢ（保健） 2 ★

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 教育カウンセリングⅡ 2 ★

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ 保健体育教職特講 1 ★

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1 ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位以上） 実技科目（４単位）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 教職ダンス 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 柔道ⅠＡＢ 2

文学 2 剣道ⅠＡ 1 剣道ⅠＡＢ 2

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 ススポポーーツツ心心理理・・カカウウンンセセリリンンググココーースス

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 必修講義科目（１２単位）

文化論 2 剣道ⅠＢ 1 認知・行動分析論 2 ★

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 運動学習論 2 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① コミュニティダンス論 2 ★

キャンプ実習Ａ 1 ② コーチングの心理学 2 ★

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 教育カウンセリングⅡ 2 ★

経済学 2 臨海実習 1 スポーツ心理学実験実習 2 ★

法学 2 ゴルフ実習 1 必修科目（２単位）

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1 インターンシップＢ 2 ★ ③

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1 14

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2

生物学 2 キャリア教育科目（必修1単位以上）

心理学 2 必修科目（１単位）

物理 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

化学 2 選択科目

20 キャリアデザインⅡ 1 ③

1

　　

【記号について】 発展科目（必修/計20単位） 【免許について】
「取得」は最低必要単位数を記載 必修講義科目（１０単位） ｢★｣・・・教職必修
「★」は必修科目 スポーツ教育学 2 ★ ｢☆｣・・・教職選択科目
「✪」は選択必修科目 国際スポーツ論 2 ★ ｢✪｣は選択必修科目
「配当」 スポーツメンタルトレーニング指導論 2 ★ ※教員免許以外の資格については「Ⅱ

①→1～4年次生が受講できる 発育発達論 2 ★ 　体育学部で取得できる各種資格」を
②→2～4年次生が受講できる スポーツ科学とコーチング 2 ★ ③ 　確認してください。
③→3～4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位）

④→4年次生が受講できる スポーツ教育学演習Ⅰ 4 ★ ③ 【ＧＰＡ対象科目】
スポーツ教育学演習Ⅱ 4 ★ ④ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は

【履修制限　４８単位/年】 必修実技科目（２単位） 対象外です。
科目名 →48単位に含む ハンドボールⅠ 1 ★ ○ 日本語技法
科目名 →48単位に含ま ラグビーⅠ（男子のみ） 1 ★ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ

ない ソフトボール（女子のみ） 1 ★ ○ 日本語技法演習（基礎）
【卒業要件単位　１２４単位】 20 ○ スポーツ教育学演習Ⅰ・Ⅱ

単位数 →124単位に含む

単位数 →124単位に含ま

ない

③
✪

4
✪

12

2 ②

10
②

1 ③

④

8

③

※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できません。
また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞれ柔道ⅠＡ・
剣道ⅠＡの単位を取得した者のみ履修可。（ただ
し、担当教員が認めた場合はその限りでない）。

✪

選択必修科目（２単位以上）

2 ①

②

選択科目

3 ①

10 ③

①

4

①

①

③
②

10

②

選択科目

4 ①

4

4 ①

社会科学（２科目４単位以上）

①

1

一般教育科目（１２単位以上）

※専門基礎科目における選択必修実習科目にお
いては、複数履修しても卒業所要単位としてカウ
ントされるのは１単位のみ。

1 ✪ ②

✪
✪ ②

　　22002211年年度度入入学学生生　　ススポポーーツツ教教育育学学科科

③
必修科目（３単位）

配
当

配
当

科目名
取
得

単
位

教養科目（必修6単位/選択14単位/計20単位以上）

科目名
取
得

専門基礎科目（必修39単位/選択必修3単位/計42単位以上）

必
修

基礎教育科目（８単位以上）

必修科目（３単位）

27

①

3

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

セ

ッ
ト

12

✪

免 許 免 許

高 中 高 中

関連科目（選択必修13単位以上） 教職に関する専門科目

選択必修講義科目（１０単位以上） 教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教育実習Ⅰ 5 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

手話実習 2 体育実技指導法 2 ★

初級ピアノ実習 2

レジャー・レクリエーション概論 2 資格関連科目

トレーニング計画 2 レクリエーション指導実習 1

教育史 2 ☆ ☆ 介護技術講義 2 ★

スポーツメディア論 2 障がい者スポーツ指導法 2

トレーナー実習 1 コーチング論 2

健康スポーツ心理学 2 レクリエーションⅢ 2

企業フィットネス論 2 特別演習（サッカー） 2

英語講読 2 特別演習（テニス） 2

人権教育 2 ☆ ☆ 特別演習（水泳） 2

舞踊論 2

武道論 2 自由科目

身体表現とコミュニケーション 2 フレッシュマンセミナー 1

卒業論文 4 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

選択講義科目 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

教師論 2 ① ★ ★ スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ 【卒業要件】
保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ 科目区分

選択必修実技科目（３単位以上） 教養科目 20

卓球 1 　基礎教育科目 8

ソフトテニス 1 　　基礎教育　必修 6

バドミントン 1 　　基礎教育　選択必修 2

ソフトボール（男子のみ） 1 　一般教育科目 12

ラグビー（女子のみ） 1 　　人文　選択必修 4

ゴルフ 1 　　社会　選択必修 4

体つくり運動 1 　　自然　選択必修 4

リズムダンス 1 専門基礎科目 42

障害者スポーツ 1 　　講義　必修 27

レジスタンストレーニング 1 　　実技 14

武道の形 2 　　　必修 12

なぎなたＡ 1 　　　選択必修 2

なぎなたＢ 1 　　実習　選択必修 1

野球 1 発展科目 20

実践英語実技 1 　　講義　必修 10

レクリエーションⅡ               * 2 　　演習　必修 8

ダンスⅡ 2 　　実技　必修 2

テニスⅡ 2 応用科目 14

サッカーⅡ 2 ・コーチ教育コース 14

バレーボールⅡ 2 　　講義・実習　必修 10

バスケットボールⅡ 2 　　講義　選択必修 4

ハンドボールⅡ                  * 2 ・体育科教育コース 14

ラグビーⅡ 2 　　講義　必修 10

陸上競技Ⅱ 2 　　実技　選択必修 4

器械運動Ⅱ 2 ・ｽﾎﾟｰﾂ心理・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｺｰｽ 14

水泳Ⅱ 2 　　講義　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　実習　必修 2

剣道Ⅱ 2 キャリア教育科目 1

13 　　講義　必修 1

関連科目 13

　　講義　選択必修 10

　　実技　選択必修 3

14

P47
参照

③
｢教育史｣
｢人権教育｣は教職
必修ではないが、
受講することが望
ましい。

④

3

教職に関する専
門科目の「体育実
技指導法」に読み
替えられる実技科
目。

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
単
位

配
当

①

10

② ②

③

③

④

合計（卒業要件単位） 124

④

④

①

選択必修講義科
目の10単位には
含まない。
「保健体育科学習
指導論」は「教育
実習Ⅰ」の前提科
目のため、高校免
許のみの取得の
場合でも単位取得
の必要あり。

②

最低修得単位数

③

*
各
コ
ー

ス

「
体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技「○○Ⅰ」科目の単位を修得した者
　のみ履修可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

教養科目、関連科目、キャリア教育
科目、専門基礎科目（選択必修実
技科目）及び応用科目（選択講義科
目：コーチ教育コースのみ）及び単
位互換科目より選択し履修

－ 86 － － 87 －
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免 許 免 許

高 中 高 中

関連科目（選択必修13単位以上） 教職に関する専門科目

選択必修講義科目（１０単位以上） 教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教育実習Ⅰ 5 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

手話実習 2 体育実技指導法 2 ★

初級ピアノ実習 2

レジャー・レクリエーション概論 2 資格関連科目

トレーニング計画 2 レクリエーション指導実習 1

教育史 2 ☆ ☆ 介護技術講義 2 ★

スポーツメディア論 2 障がい者スポーツ指導法 2

トレーナー実習 1 コーチング論 2

健康スポーツ心理学 2 レクリエーションⅢ 2

企業フィットネス論 2 特別演習（サッカー） 2

英語講読 2 特別演習（テニス） 2

人権教育 2 ☆ ☆ 特別演習（水泳） 2

舞踊論 2

武道論 2 自由科目

身体表現とコミュニケーション 2 フレッシュマンセミナー 1

卒業論文 4 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

選択講義科目 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

教師論 2 ① ★ ★ スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ 【卒業要件】
保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ 科目区分

選択必修実技科目（３単位以上） 教養科目 20

卓球 1 　基礎教育科目 8

ソフトテニス 1 　　基礎教育　必修 6

バドミントン 1 　　基礎教育　選択必修 2

ソフトボール（男子のみ） 1 　一般教育科目 12

ラグビー（女子のみ） 1 　　人文　選択必修 4

ゴルフ 1 　　社会　選択必修 4

体つくり運動 1 　　自然　選択必修 4

リズムダンス 1 専門基礎科目 42

障害者スポーツ 1 　　講義　必修 27

レジスタンストレーニング 1 　　実技 14

武道の形 2 　　　必修 12

なぎなたＡ 1 　　　選択必修 2

なぎなたＢ 1 　　実習　選択必修 1

野球 1 発展科目 20

実践英語実技 1 　　講義　必修 10

レクリエーションⅡ               * 2 　　演習　必修 8

ダンスⅡ 2 　　実技　必修 2

テニスⅡ 2 応用科目 14

サッカーⅡ 2 ・コーチ教育コース 14

バレーボールⅡ 2 　　講義・実習　必修 10

バスケットボールⅡ 2 　　講義　選択必修 4

ハンドボールⅡ                  * 2 ・体育科教育コース 14

ラグビーⅡ 2 　　講義　必修 10

陸上競技Ⅱ 2 　　実技　選択必修 4

器械運動Ⅱ 2 ・ｽﾎﾟｰﾂ心理・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｺｰｽ 14

水泳Ⅱ 2 　　講義　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　実習　必修 2

剣道Ⅱ 2 キャリア教育科目 1

13 　　講義　必修 1

関連科目 13

　　講義　選択必修 10

　　実技　選択必修 3

14

P47
参照

③
｢教育史｣
｢人権教育｣は教職
必修ではないが、
受講することが望
ましい。

④

3

教職に関する専
門科目の「体育実
技指導法」に読み
替えられる実技科
目。

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
単
位

配
当

①

10

② ②

③

③

④

合計（卒業要件単位） 124

④

④

①

選択必修講義科
目の10単位には
含まない。
「保健体育科学習
指導論」は「教育
実習Ⅰ」の前提科
目のため、高校免
許のみの取得の
場合でも単位取得
の必要あり。

②

最低修得単位数

③

*
各
コ
ー

ス

「
体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技「○○Ⅰ」科目の単位を修得した者
　のみ履修可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

教養科目、関連科目、キャリア教育
科目、専門基礎科目（選択必修実
技科目）及び応用科目（選択講義科
目：コーチ教育コースのみ）及び単
位互換科目より選択し履修

－ 86 － － 87 －

 

第
２
部（
体
育
学
部
）



免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

必修講義科目（２７単位）

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 必修講義・実習科目（１４単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ スポーツマーケティング 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツプログラム開発論 2 ★
体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ スポーツ施設管理運営論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ マーケティング・リサーチ法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ 地域スポーツ経営論 2 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ スポーツマネジメント実践論 2 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ インターンシップＢ 2 ★
日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★
日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

運動学 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ ストレングス・コンディショニング理論 2 ★

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位） 実践トレーニング科学理論 2 ★

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ基礎 2 ★

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修実習科目（３単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体力科学実験実習 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ テーピング実習 1 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 選択必修実習科目（１単位）

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 実践トレーニング指導実習 1

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位以上）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

文学 2 剣道ⅠＡ 1 健康指導管理論 2 ★

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 栄養管理 2 ★

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 スポーツ生理学Ⅱ 2 ★

文化論 2 剣道ⅠＢ 1

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 健康スポーツ実技Ａ 1 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① 健康スポーツ実技Ｂ 1 ★

キャンプ実習Ａ 1 ②

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 運動プログラム作成法 2

経済学 2 臨海実習 1 インターンシップＢ 2

法学 2 ゴルフ実習 1 14

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

生物学 2

心理学 2 キャリアデザインⅡ 1 ③

物理 2 1

化学 2

20

【免許について】
｢★｣・・・教職必修
｢☆｣・・・教職選択科目

【記号について】 ｢✪｣は選択必修科目
「取得」は最低必要単位数を記載 発展科目（必修22単位） ※教員免許以外の資格については「Ⅱ
「★」は必修科目 必修講義科目（１０単位） 　体育学部で取得できる各種資格」を
「✪」は選択必修科目 生涯スポーツ概論 2 ★ ① 　確認してください。
「配当」 レジャー・レクリエーション概論 2 ★

①→1～4年次生が受講できる 健康・スポーツ産業論 2 ★ 【ＧＰＡ対象科目】
②→2～4年次生が受講できる アスレティックトレーニング概論 2 ★ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は
③→3～4年次生が受講できる 発育発達と老化 2 ★ 対象外です。
④→4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位） ○ 日本語技法

健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ 4 ★ ③ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ
【履修制限　４８単位/年】 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅱ 4 ★ ④ ○ 日本語技法演習（基礎）

科目名 → 48単位に含む 必修実技科目（４単位） ○ 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ・Ⅱ
科目名 → 48単位に含ま トレーニング実技 1 ★

ない スポーツコンディショニング実習 1 ★

【卒業要件単位　１２４単位】 レクリエーションⅡ 2 ★ ③

単位数 → 124単位に含む 22

単位数 → 124単位に含ま

ない

①

※健康スポーツコースは「インターンシップＡ」（資格関連科
目）又は、「インターンシップＢ」のいずれかが必修です。

12

✪ ②

①
選択科目

②

3 ③

キャリア教育科目（必修1単位以上）

4 ①

社会科学（２科目４単位以上）

4

1

①

一般教育科目（１２単位以上）

✪

③

②

2 ③

③

10

必修講義科目（１０単位）

14

③1

4

1 ②

必修科目（１単位）

1 ③

④

✪ ✪

選択必修実習科目（２単位）

✪

必修実技科目（２単位）

教養科目（必修6単位/選択14単位/計20単位以上）

選択必修科目（２単位以上）

2 ①

②

選択科目

①

基礎教育科目（８単位以上）

必修科目（３単位）

27

①
3 ①

必修科目（３単位）

3 ①

専門基礎科目（必修39単位/選択必修3単位/計42単位以上）

セ

ッ
ト

　　22002211年年度度入入学学生生　　健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

選択科目
※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できま
せん。また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞ
れ柔道ⅠＡ・剣道ⅠＡの単位を取得した者
のみ履修可。（ただし、担当教員が認めた
場合はその限りでない）。

※専門基礎科目における選択必修実習科
目においては、複数履修しても卒業所要単
位としてカウントされるのは１単位のみ。

※スポーツマネジメントコースは「海洋ス
ポーツキャンプ実習」が必修となります。

8

4
②

10
②

ススポポーーツツママネネジジメメンントトココーースス

健健康康ススポポーーツツココーースス

アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス

2 ③

10 ③

応用科目（各コース14単位）

✪

免 許 免 許

高 中 高 中

教職に関する専門科目

教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論 2 ★ ★

栄養管理 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育実習Ⅰ 5 ★ ★
学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 体育実技指導法 2 ★

手話実習 2

初級ピアノ実習 2 資格関連科目

教育史 2 ☆ ☆ スポーツ教育学 2 ②

スポーツメディア論 2 介護技術講義 2 ★

体表解剖学 2 労働概論 2

健康スポーツ心理学 2 労働法規 2

スポーツ外傷・障害評価法 2 レクリエーション指導実習 1

企業フィットネス論 2 アスレティックトレーニング実習 2

英語講読 2 アスレティックリハビリテーション理論 2

人権教育 2 ☆ ☆ アスレティックリハビリテーション実習 1

舞踊論 2 健康運動指導演習 1

身体表現とコミュニケーション 2 インターンシップＡ 1

卒業論文 4 障がい者スポーツ指導法 2

コーチング論 2

教師論 2 ① ★ ★ 労働衛生 2

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★ 救急処置Ⅱ 2

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ スポーツコンディショニング実習Ⅱ 1

保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ スポーツ医学特講 1

選択必修実技科目（３単位以上） レクリエーションⅢ 2

卓球 1 特別演習（テニス） 2

ソフトテニス 1 特別演習（水泳） 2

バドミントン 1

ソフトボール 1 自由科目

ゴルフ 1 フレッシュマンセミナー 1

体つくり運動 1 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

エアロビックダンス 1 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

障害者スポーツ 1 スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

レジスタンストレーニング 1

なぎなたＡ 1 【卒業要件】
なぎなたＢ 1 科目区分

野球 1 教養科目 20

実践英語実技 1 　基礎教育科目 8

ハンドボール 2 　　基礎教育　必修 6

ラグビー 2 　　基礎教育　選択必修 2

ダンスⅡ 2 　一般教育科目 12

テニスⅡ 2 　　人文科学 4

サッカーⅡ 2 　　社会科学 4

バレーボールⅡ 2 　　自然科学 4

バスケットボールⅡ 2 専門基礎科目 42

陸上競技Ⅱ　　　　　　　　　　　＊ 2 　　講義　必修 27

器械運動Ⅱ 2 　　実技 14

水泳Ⅱ 2 　　　　　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　　　　選択必修 2

剣道Ⅱ 2 　　実習　選択必修 1

11 発展科目 22

　　講義　必修 10

　　演習　必修 8

　　実技　必修 4

応用科目 14

・スポーツマネジメントコース 14

　　講義・実習　必修 14

・アスレティックトレーニングコース 14

　　講義　必修 10

　　実習　必修 3

　　実習　選択必修 1

・健康スポーツコース 14

　　講義　必修 10

　　実技　必修 2

　　実習　選択必修 2

キャリア教育科目 1

　　講義　必修 1

関連科目 11

　　講義　選択必修 8

　　実技　選択必修 3

14教養科目、関連科目、キャリア教育科
目、専門基礎科目（選択必修実技科
目）及び単位互換科目より選択し履修

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技「○○Ⅰ」科目の単位を修得した者
　のみ履修可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

科目名
単
位

配
当

P47

選択必修講義科
目」の8単位には
含まない。
「保健体育科学習
指導論」は「教育
実習Ⅰ」の前提科
目のため、高校免
許のみの取得の
場合でも単位取得
の必要あり。

3

③
①

最低修得単位数

③

｢教育史｣
｢人権教育｣は教職
必修ではないが、
受講することが望
ましい。

「

体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

④

参照

教職に関する専
門科目の「体育実
技指導法」に読み
替えられる実技科
目。

*
各
コ
ー

ス

合計（卒業要件単位） 124

関連科目（選択必修11単位以上）

選択必修講義科目（８単位以上）
①

8

② ②

③

③

④

④

④

選択講義科目

②

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

－ 88 － － 89 －
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免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

必修講義科目（２７単位）

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 必修講義・実習科目（１４単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ スポーツマーケティング 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツプログラム開発論 2 ★
体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ スポーツ施設管理運営論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ マーケティング・リサーチ法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ 地域スポーツ経営論 2 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ スポーツマネジメント実践論 2 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ インターンシップＢ 2 ★
日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★
日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

運動学 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ ストレングス・コンディショニング理論 2 ★

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位） 実践トレーニング科学理論 2 ★

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ基礎 2 ★

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修実習科目（３単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体力科学実験実習 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ テーピング実習 1 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 選択必修実習科目（１単位）

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 実践トレーニング指導実習 1

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位以上）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

文学 2 剣道ⅠＡ 1 健康指導管理論 2 ★

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 栄養管理 2 ★

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 スポーツ生理学Ⅱ 2 ★

文化論 2 剣道ⅠＢ 1

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 健康スポーツ実技Ａ 1 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① 健康スポーツ実技Ｂ 1 ★

キャンプ実習Ａ 1 ②

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 運動プログラム作成法 2

経済学 2 臨海実習 1 インターンシップＢ 2

法学 2 ゴルフ実習 1 14

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

生物学 2

心理学 2 キャリアデザインⅡ 1 ③

物理 2 1

化学 2

20

【免許について】
｢★｣・・・教職必修
｢☆｣・・・教職選択科目

【記号について】 ｢✪｣は選択必修科目
「取得」は最低必要単位数を記載 発展科目（必修22単位） ※教員免許以外の資格については「Ⅱ
「★」は必修科目 必修講義科目（１０単位） 　体育学部で取得できる各種資格」を
「✪」は選択必修科目 生涯スポーツ概論 2 ★ ① 　確認してください。
「配当」 レジャー・レクリエーション概論 2 ★

①→1～4年次生が受講できる 健康・スポーツ産業論 2 ★ 【ＧＰＡ対象科目】
②→2～4年次生が受講できる アスレティックトレーニング概論 2 ★ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は
③→3～4年次生が受講できる 発育発達と老化 2 ★ 対象外です。
④→4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位） ○ 日本語技法

健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ 4 ★ ③ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ
【履修制限　４８単位/年】 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅱ 4 ★ ④ ○ 日本語技法演習（基礎）

科目名 → 48単位に含む 必修実技科目（４単位） ○ 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ・Ⅱ
科目名 → 48単位に含ま トレーニング実技 1 ★

ない スポーツコンディショニング実習 1 ★

【卒業要件単位　１２４単位】 レクリエーションⅡ 2 ★ ③

単位数 → 124単位に含む 22

単位数 → 124単位に含ま

ない

①

※健康スポーツコースは「インターンシップＡ」（資格関連科
目）又は、「インターンシップＢ」のいずれかが必修です。

12

✪ ②

①
選択科目

②

3 ③

キャリア教育科目（必修1単位以上）

4 ①

社会科学（２科目４単位以上）

4

1

①

一般教育科目（１２単位以上）

✪

③

②

2 ③

③

10

必修講義科目（１０単位）

14

③1

4

1 ②

必修科目（１単位）

1 ③

④

✪ ✪

選択必修実習科目（２単位）

✪

必修実技科目（２単位）

教養科目（必修6単位/選択14単位/計20単位以上）

選択必修科目（２単位以上）

2 ①

②

選択科目

①

基礎教育科目（８単位以上）

必修科目（３単位）

27

①
3 ①

必修科目（３単位）

3 ①

専門基礎科目（必修39単位/選択必修3単位/計42単位以上）

セ

ッ
ト

　　22002211年年度度入入学学生生　　健健康康・・ススポポーーツツママネネジジメメンントト学学科科

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

選択科目
※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できま
せん。また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞ
れ柔道ⅠＡ・剣道ⅠＡの単位を取得した者
のみ履修可。（ただし、担当教員が認めた
場合はその限りでない）。

※専門基礎科目における選択必修実習科
目においては、複数履修しても卒業所要単
位としてカウントされるのは１単位のみ。

※スポーツマネジメントコースは「海洋ス
ポーツキャンプ実習」が必修となります。

8

4
②

10
②

ススポポーーツツママネネジジメメンントトココーースス

健健康康ススポポーーツツココーースス

アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス

2 ③

10 ③

応用科目（各コース14単位）

✪

免 許 免 許

高 中 高 中

教職に関する専門科目

教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論 2 ★ ★

栄養管理 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育実習Ⅰ 5 ★ ★
学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 体育実技指導法 2 ★

手話実習 2

初級ピアノ実習 2 資格関連科目

教育史 2 ☆ ☆ スポーツ教育学 2 ②

スポーツメディア論 2 介護技術講義 2 ★

体表解剖学 2 労働概論 2

健康スポーツ心理学 2 労働法規 2

スポーツ外傷・障害評価法 2 レクリエーション指導実習 1

企業フィットネス論 2 アスレティックトレーニング実習 2

英語講読 2 アスレティックリハビリテーション理論 2

人権教育 2 ☆ ☆ アスレティックリハビリテーション実習 1

舞踊論 2 健康運動指導演習 1

身体表現とコミュニケーション 2 インターンシップＡ 1

卒業論文 4 障がい者スポーツ指導法 2

コーチング論 2

教師論 2 ① ★ ★ 労働衛生 2

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★ 救急処置Ⅱ 2

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ スポーツコンディショニング実習Ⅱ 1

保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ スポーツ医学特講 1

選択必修実技科目（３単位以上） レクリエーションⅢ 2

卓球 1 特別演習（テニス） 2

ソフトテニス 1 特別演習（水泳） 2

バドミントン 1

ソフトボール 1 自由科目

ゴルフ 1 フレッシュマンセミナー 1

体つくり運動 1 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

エアロビックダンス 1 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

障害者スポーツ 1 スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

レジスタンストレーニング 1

なぎなたＡ 1 【卒業要件】
なぎなたＢ 1 科目区分

野球 1 教養科目 20

実践英語実技 1 　基礎教育科目 8

ハンドボール 2 　　基礎教育　必修 6

ラグビー 2 　　基礎教育　選択必修 2

ダンスⅡ 2 　一般教育科目 12

テニスⅡ 2 　　人文科学 4

サッカーⅡ 2 　　社会科学 4

バレーボールⅡ 2 　　自然科学 4

バスケットボールⅡ 2 専門基礎科目 42

陸上競技Ⅱ　　　　　　　　　　　＊ 2 　　講義　必修 27

器械運動Ⅱ 2 　　実技 14

水泳Ⅱ 2 　　　　　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　　　　選択必修 2

剣道Ⅱ 2 　　実習　選択必修 1

11 発展科目 22

　　講義　必修 10

　　演習　必修 8

　　実技　必修 4

応用科目 14

・スポーツマネジメントコース 14

　　講義・実習　必修 14

・アスレティックトレーニングコース 14

　　講義　必修 10

　　実習　必修 3

　　実習　選択必修 1

・健康スポーツコース 14

　　講義　必修 10

　　実技　必修 2

　　実習　選択必修 2

キャリア教育科目 1

　　講義　必修 1

関連科目 11

　　講義　選択必修 8

　　実技　選択必修 3

14教養科目、関連科目、キャリア教育科
目、専門基礎科目（選択必修実技科
目）及び単位互換科目より選択し履修

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技「○○Ⅰ」科目の単位を修得した者
　のみ履修可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

科目名
単
位

配
当

P47

選択必修講義科
目」の8単位には
含まない。
「保健体育科学習
指導論」は「教育
実習Ⅰ」の前提科
目のため、高校免
許のみの取得の
場合でも単位取得
の必要あり。

3

③
①

最低修得単位数

③

｢教育史｣
｢人権教育｣は教職
必修ではないが、
受講することが望
ましい。

「

体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

④

参照

教職に関する専
門科目の「体育実
技指導法」に読み
替えられる実技科
目。

*
各
コ
ー

ス

合計（卒業要件単位） 124

関連科目（選択必修11単位以上）

選択必修講義科目（８単位以上）
①

8

② ②

③

③

④

④

④

選択講義科目

②

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

－ 88 － － 89 －

 

第
２
部（
体
育
学
部
）



免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

応用科目（各コース14単位）

必修講義科目（２７単位） ココーーチチ教教育育ココーースス

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 講義・実習科目（１０単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ コーチング論 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツ文化論 2 ★

体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ トレーナー論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ コーチング法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ トレーナー実習 1 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ コーチング実習 1 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ 選択講義科目（４単位以上）

日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★ スポーツ技術・戦術論 2

日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ コーチングの心理学 2

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 競技スポーツ論 2

運動学 2 ★ ★ ★ 武道・稽古・修行論 2

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ トレーニング計画 2  

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位） 動作分析法 2

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体体育育科科教教育育ココーースス

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体育科教育学 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ 授業研究ⅠＡ（体育） 2 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 授業研究ⅠＢ（保健） 2 ★

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 教育カウンセリングⅡ 2 ★

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ 保健体育教職特講 1 ★

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1 ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位以上） 実技科目（４単位）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 教職ダンス 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 柔道ⅠＡＢ 2

文学 2 剣道ⅠＡ 1 剣道ⅠＡＢ 2

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 ススポポーーツツ心心理理・・カカウウンンセセリリンンググココーースス

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 必修講義科目（１２単位）

文化論 2 剣道ⅠＢ 1 認知・行動分析論 2 ★

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 運動学習論 2 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① コミュニティダンス論 2 ★

キャンプ実習Ａ 1 ② コーチングの心理学 2 ★

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 教育カウンセリングⅡ 2 ★

経済学 2 臨海実習 1 スポーツ心理学実験実習 2 ★

法学 2 ゴルフ実習 1 必修科目（２単位）

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1 インターンシップＢ 2 ★ ③

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1 14

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2

生物学 2 キャリア教育科目（必修1単位以上）

心理学 2 必修科目（１単位）

物理 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

化学 2 選択科目

20 キャリアデザインⅡ 1 ③

1

　　

【記号について】 発展科目（必修/計20単位） 【免許について】
「取得」は最低必要単位数を記載 必修講義科目（１０単位） ｢★｣・・・教職必修
「★」は必修科目 スポーツ教育学 2 ★ ｢☆｣・・・教職選択科目
「✪」は選択必修科目 国際スポーツ論 2 ★ ｢✪｣は選択必修科目
「配当」 スポーツメンタルトレーニング指導論 2 ★ ※教員免許以外の資格については「Ⅱ

①→1～4年次生が受講できる 発育発達論 2 ★ 　体育学部で取得できる各種資格」を
②→2～4年次生が受講できる スポーツ科学とコーチング 2 ★ ③ 　確認してください。
③→3～4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位）

④→4年次生が受講できる スポーツ教育学演習Ⅰ 4 ★ ③ 【ＧＰＡ対象科目】
スポーツ教育学演習Ⅱ 4 ★ ④ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は

【履修制限　４８単位/年】 必修実技科目（２単位） 対象外です。
科目名 →48単位に含む ハンドボールⅠ 1 ★ ○ 日本語技法
科目名 →48単位に含ま ラグビーⅠ（男子のみ） 1 ★ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ

ない ソフトボール（女子のみ） 1 ★ ○ 日本語技法演習（基礎）
【卒業要件単位　１２４単位】 20 ○ スポーツ教育学演習Ⅰ・Ⅱ

単位数 →124単位に含む
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※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できません。
また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞれ柔道ⅠＡ・
剣道ⅠＡの単位を取得した者のみ履修可。（ただ
し、担当教員が認めた場合はその限りでない）。
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✪

免 許 免 許

高 中 高 中

関連科目（選択必修13単位以上） 教職に関する専門科目

選択必修講義科目（１０単位以上） 教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教育実習Ⅰ 5 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

手話実習 2 体育実技指導法 2 ★

初級ピアノ実習 2

レジャー・レクリエーション概論 2 資格関連科目

トレーニング計画 2 レクリエーション指導実習 1

教育史 2 ☆ ☆ 介護技術講義 2 ★

スポーツメディア論 2 障がい者スポーツ指導法 2

トレーナー実習 1 レクリエーションⅢ 2

健康スポーツ心理学 2 特別演習（サッカー） 2

企業フィットネス論 2 特別演習（テニス） 2

英語講読 2 特別演習（水泳） 2

人権教育 2 ☆ ☆

舞踊論 2 自由科目

武道論 2 フレッシュマンセミナー 1

身体表現とコミュニケーション 2 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

卒業論文 4 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

選択講義科目 スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

教師論 2 ① ★ ★

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★ 【卒業要件】
保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ 科目区分

保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ 教養科目 20

選択必修実技科目（３単位以上） 　基礎教育科目 8

卓球 1 　　基礎教育　必修 6

ソフトテニス 1 　　基礎教育　選択必修 2

バドミントン 1 　一般教育科目 12

ソフトボール（男子のみ） 1 　　人文　選択必修 4

ラグビー（女子のみ） 1 　　社会　選択必修 4

ゴルフ 1 　　自然　選択必修 4

体つくり運動 1 専門基礎科目 42

リズムダンス 1 　　講義　必修 27

障害者スポーツ 1 　　実技 14

レジスタンストレーニング 1 　　　必修 12

武道の形 2 　　　選択必修 2

なぎなたＡ 1 　　実習　選択必修 1

なぎなたＢ 1 発展科目 20

野球 1 　　講義　必修 10

レクリエーションⅡ               * 2 　　演習　必修 8

ダンスⅡ 2 　　実技　必修 2

テニスⅡ 2 応用科目 14

サッカーⅡ 2 ・コーチ教育コース 14

バレーボールⅡ 2 　　講義・実習　必修 10

バスケットボールⅡ 2 　　講義　選択必修 4

ハンドボールⅡ                  * 2 ・体育科教育コース 14

ラグビーⅡ 2 　　講義　必修 10

陸上競技Ⅱ 2 　　実技　選択必修 4

器械運動Ⅱ 2 ・ｽﾎﾟｰﾂ心理・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｺｰｽ 14

水泳Ⅱ 2 　　講義　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　実習　必修 2

剣道Ⅱ 2 キャリア教育科目 1

13 　　講義　必修 1

関連科目 13

　　講義　選択必修 10

　　実技　選択必修 3

14

｢教育史｣
｢人権教育｣は教職
必修ではないが、
受講することが望
ましい。
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合計（卒業要件単位） 124
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選択必修講義科
目の10単位には
含まない。
「保健体育科学習
指導論」は「教育
実習Ⅰ」の前提科
目のため、高校免
許のみの取得の
場合でも単位取得
の必要あり。

②
最低修得単位数

3
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各
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ー

ス

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技「○○Ⅰ」科目の単位を修得した者の
　み履修可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

「
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育
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技
指
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」
に
読
み
替
え

教職に関する専
門科目の「体育実
技指導法」に読み
替えられる実技科
目。

教養科目、関連科目、キャリア教育
科目、専門基礎科目（選択必修実
技科目）及び応用科目（選択講義科
目：コーチ教育コースのみ）及び単
位互換科目より選択し履修

－ 90 － － 91 －
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免 許 免 許

高 中 高 中

関連科目（選択必修13単位以上） 教職に関する専門科目

選択必修講義科目（１０単位以上） 教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教育実習Ⅰ 5 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

手話実習 2 体育実技指導法 2 ★

初級ピアノ実習 2

レジャー・レクリエーション概論 2 資格関連科目

トレーニング計画 2 レクリエーション指導実習 1

教育史 2 ☆ ☆ 介護技術講義 2 ★

スポーツメディア論 2 障がい者スポーツ指導法 2

トレーナー実習 1 レクリエーションⅢ 2

健康スポーツ心理学 2 特別演習（サッカー） 2

企業フィットネス論 2 特別演習（テニス） 2

英語講読 2 特別演習（水泳） 2

人権教育 2 ☆ ☆

舞踊論 2 自由科目

武道論 2 フレッシュマンセミナー 1

身体表現とコミュニケーション 2 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

卒業論文 4 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

選択講義科目 スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

教師論 2 ① ★ ★

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★ 【卒業要件】
保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ 科目区分

保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ 教養科目 20

選択必修実技科目（３単位以上） 　基礎教育科目 8

卓球 1 　　基礎教育　必修 6

ソフトテニス 1 　　基礎教育　選択必修 2

バドミントン 1 　一般教育科目 12

ソフトボール（男子のみ） 1 　　人文　選択必修 4

ラグビー（女子のみ） 1 　　社会　選択必修 4

ゴルフ 1 　　自然　選択必修 4

体つくり運動 1 専門基礎科目 42

リズムダンス 1 　　講義　必修 27

障害者スポーツ 1 　　実技 14

レジスタンストレーニング 1 　　　必修 12

武道の形 2 　　　選択必修 2

なぎなたＡ 1 　　実習　選択必修 1

なぎなたＢ 1 発展科目 20

野球 1 　　講義　必修 10

レクリエーションⅡ               * 2 　　演習　必修 8

ダンスⅡ 2 　　実技　必修 2

テニスⅡ 2 応用科目 14

サッカーⅡ 2 ・コーチ教育コース 14

バレーボールⅡ 2 　　講義・実習　必修 10

バスケットボールⅡ 2 　　講義　選択必修 4

ハンドボールⅡ                  * 2 ・体育科教育コース 14

ラグビーⅡ 2 　　講義　必修 10

陸上競技Ⅱ 2 　　実技　選択必修 4

器械運動Ⅱ 2 ・ｽﾎﾟｰﾂ心理・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｺｰｽ 14

水泳Ⅱ 2 　　講義　必修 12

柔道Ⅱ 2 　　実習　必修 2

剣道Ⅱ 2 キャリア教育科目 1

13 　　講義　必修 1

関連科目 13

　　講義　選択必修 10

　　実技　選択必修 3

14

｢教育史｣
｢人権教育｣は教職
必修ではないが、
受講することが望
ましい。
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＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技「○○Ⅰ」科目の単位を修得した者の
　み履修可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）
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免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

必修講義科目（２７単位）

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 必修講義・実習科目（１４単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ スポーツマーケティング 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツプログラム開発論 2 ★
体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ スポーツ施設管理運営論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ マーケティング・リサーチ法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ 地域スポーツ経営論 2 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ スポーツマネジメント実践論 2 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ インターンシップＢ 2 ★
日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★
日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

運動学 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ ストレングス・コンディショニング理論 2 ★

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位） 実践トレーニング科学理論 2 ★

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ基礎 2 ★

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修実習科目（３単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体力科学実験実習 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ テーピング実習 1 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 選択必修実習科目（１単位）

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 実践トレーニング指導実習 1

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位以上）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

文学 2 剣道ⅠＡ 1 健康指導管理論 2 ★

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 栄養管理 2 ★

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 スポーツ生理学Ⅱ 2 ★

文化論 2 剣道ⅠＢ 1

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 健康スポーツ実技Ａ 1 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① 健康スポーツ実技Ｂ 1 ★

キャンプ実習Ａ 1 ②

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 運動プログラム作成法 2

経済学 2 臨海実習 1 インターンシップＢ 2

法学 2 ゴルフ実習 1 14

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

生物学 2

心理学 2 キャリアデザインⅡ 1 ③

物理 2 1

化学 2

20

【免許について】
｢★｣・・・教職必修
｢☆｣・・・教職選択科目

【記号について】 ｢✪｣は選択必修科目
「取得」は最低必要単位数を記載 発展科目（必修22単位） ※教員免許以外の資格については「Ⅱ
「★」は必修科目 必修講義科目（１０単位） 　体育学部で取得できる各種資格」を
「✪」は選択必修科目 生涯スポーツ概論 2 ★ ① 　確認してください。
「配当」 レジャー・レクリエーション概論 2 ★

①→1～4年次生が受講できる 健康・スポーツ産業論 2 ★ 【ＧＰＡ対象科目】
②→2～4年次生が受講できる アスレティックトレーニング概論 2 ★ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は
③→3～4年次生が受講できる 発育発達と老化 2 ★ 対象外です。
④→4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位） ○ 日本語技法

健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ 4 ★ ③ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ
【履修制限　４８単位/年】 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅱ 4 ★ ④ ○ 日本語技法演習（基礎）

科目名 → 48単位に含む 必修実技科目（４単位） ○ 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ・Ⅱ
科目名 → 48単位に含ま トレーニング実技 1 ★

ない スポーツコンディショニング実習 1 ★

【卒業要件単位　１２４単位】 レクリエーションⅡ 2 ★ ③

単位数 → 124単位に含む 22

単位数 → 124単位に含ま

ない

4 ①

※健康スポーツコースは「インターンシップＡ」（資格関連科
目）又は、「インターンシップＢ」のいずれかが必修です。

12

✪ ②

①
選択科目

②

3 ③

キャリア教育科目（必修1単位以上）

4 ①

社会科学（２科目４単位以上）

4

1

①

一般教育科目（１２単位以上）

✪

②

2 ③

10 ③

配
当

応用科目（各コース14単位）

2 ③

③

10

必修講義科目（１０単位）

14

③

教養科目（必修6単位/選択14単位/計20単位以上）

選択必修科目（２単位以上）

2 ①

②

選択科目

①

基礎教育科目（８単位以上）

必修科目（３単位）

27

①
3 ①

必修科目（３単位）

3 ①

専門基礎科目（必修39単位/選択必修3単位/計42単位以上）

セ

ッ
ト
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科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

1 ②

必修科目（１単位）

1 ③

④

選択科目
※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できま
せん。また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞ
れ柔道ⅠＡ・剣道ⅠＡの単位を取得した者
のみ履修可。（ただし、担当教員が認めた
場合はその限りでない）。

※専門基礎科目における選択必修実習科
目においては、複数履修しても卒業所要単
位としてカウントされるのは１単位のみ。

※スポーツマネジメントコースは「海洋ス
ポーツキャンプ実習」が必修となります。

8

4
②

10
②

✪ ✪

選択必修実習科目（２単位）

✪

必修実技科目（２単位）

1

③

ススポポーーツツママネネジジメメンントトココーースス

健健康康ススポポーーツツココーースス

アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス

✪

免 許 免 許

高 中 高 中

教職に関する専門科目

教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論 2 ★ ★

栄養管理 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育実習Ⅰ 5 ★ ★
学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 体育実技指導法 2 ★

手話実習 2

初級ピアノ実習 2 資格関連科目

教育史 2 ☆ ☆ 介護技術講義 2 ★

スポーツメディア論 2 労働概論 2

体表解剖学 2 労働法規 2

健康スポーツ心理学 2 レクリエーション指導実習 1

スポーツ外傷・障害評価法 2 アスレティックトレーニング実習 2

企業フィットネス論 2 アスレティックリハビリテーション理論 2

英語講読 2 アスレティックリハビリテーション実習 1

人権教育 2 ☆ ☆ 健康運動指導演習 1

舞踊論 2 インターンシップＡ 1

身体表現とコミュニケーション 2 障がい者スポーツ指導法 2

卒業論文 4 労働衛生 2

救急処置Ⅱ 2

教師論 2 ① ★ ★ スポーツコンディショニング実習Ⅱ 1

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★ スポーツ医学特講 1

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ レクリエーションⅢ 2

保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ 特別演習（テニス） 2

選択必修実技科目（３単位以上） 特別演習（水泳） 2

卓球 1

ソフトテニス 1 自由科目

バドミントン 1 フレッシュマンセミナー 1

ソフトボール 1 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

ゴルフ 1 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

体つくり運動 1 スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

エアロビックダンス 1

障害者スポーツ 1 【卒業要件】
レジスタンストレーニング 1 科目区分

なぎなたＡ 1 教養科目 20

なぎなたＢ 1 　基礎教育科目 8

野球 1 　　基礎教育　必修 6

ハンドボール 2 　　基礎教育　選択必修 2

ラグビー 2 　一般教育科目 12

ダンスⅡ 2 　　人文科学 4

テニスⅡ 2 　　社会科学 4

サッカーⅡ 2 　　自然科学 4

バレーボールⅡ 2 専門基礎科目 42

バスケットボールⅡ 2 　　講義　必修 27

陸上競技Ⅱ　　　　　　　　　　　＊ 2 　　実技 14

器械運動Ⅱ 2 　　　　　必修 12

水泳Ⅱ 2 　　　　　選択必修 2

柔道Ⅱ 2 　　実習　選択必修 1

剣道Ⅱ 2 発展科目 22

11 　　講義　必修 10

　　演習　必修 8

　　実技　必修 4

応用科目 14

・スポーツマネジメントコース 14

　　講義・実習　必修 14

・アスレティックトレーニングコース 14

　　講義　必修 10

　　実習　必修 3

　　実習　選択必修 1

・健康スポーツコース 14

　　講義　必修 10

　　実技　必修 2

　　実習　選択必修 2

キャリア教育科目 1

　　講義　必修 1

関連科目 11

　　講義　選択必修 8

　　実技　選択必修 3

14教養科目、関連科目、キャリア教育科
目、専門基礎科目（選択必修実技科
目）及び単位互換科目より選択し履修

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技「○○Ⅰ」科目の単位を修得した者
　のみ履修可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

選択必修講義科
目の8単位には含
まない。
「保健体育科学習
指導論」は「教育
実習Ⅰ」の前提科
目のため、高校免
許のみの取得の
場合でも単位取得
の必要あり。

3

③

①

最低修得単位数

④

｢教育史｣
｢人権教育｣は教職
必修ではないが、
受講することが望
ましい。

「

体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

教職に関する専門
科目の「体育実技
指導法」に読み替
えられる実技科
目。

必
修

配
当

科目名
単
位

配
当

P47

参照

*
各
コ
ー

ス

合計（卒業要件単位） 124

関連科目（選択必修11単位以上）

選択必修講義科目（８単位以上）
①

8

② ②

③

③

④

③

④

④

選択講義科目

②

科目名
取
得

単
位

－ 92 － － 93 －
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免 許 免 許 免 許

高 中 高 中 高 中

必修講義科目（２７単位）

スポーツ社会学 2 ★ ★ ★ 必修講義・実習科目（１４単位）

日本語技法 2 ★ 機能解剖学 2 ★ ★ ★ スポーツマーケティング 2 ★

情報処理実習Ⅰ 1 ★ ★ ★ スポーツ生理学Ⅰ 2 ★ ★ ★ スポーツプログラム開発論 2 ★
体力トレーニング論・同実習 3 ★ ★ ★ スポーツ施設管理運営論 2 ★

統計基礎 2 スポーツ測定評価 2 ★ ★ ★ マーケティング・リサーチ法 2 ★

統計実習Ⅰ 1 スポーツ史 2 ★ ★ ★ 地域スポーツ経営論 2 ★

統計実習Ⅱ 1 スポーツ経営学 2 ★ スポーツマネジメント実践論 2 ★

スポーツ心理学 2 ★ ★ ★ インターンシップＢ 2 ★
日本語技法演習（基礎） 2 スポーツ栄養学 2 ★
日本語技法演習（応用） 2 スポーツ医学 2 ★ ★ ★ 必修講義科目（１０単位）

情報処理実習Ⅱ 1 ★ ★ バイオメカニクス 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

運動学 2 ★ ★ ★ 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

英語ⅠＡ 1 ★ ★ ★ 体育原論 2 ★ ③ ★ ★ ストレングス・コンディショニング理論 2 ★

英語ⅠＢ 1 ★ ★ ★ 必修実技科目（１２単位） 実践トレーニング科学理論 2 ★

英語演習 1 ★ 陸上競技Ⅰ 2 ★ ★ ★ ｱｽﾚﾃｨｯｸﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ基礎 2 ★

器械運動Ⅰ 2 ★ ★ ★ 必修実習科目（３単位）

英語Ⅱ 1 水泳Ⅰ 2 ★ ★ ★ 体力科学実験実習 2 ★

英語Ⅲ 1 レクリエーションⅠ 2 ★ テーピング実習 1 ★

英会話Ⅰ 1 バスケットボールⅠ 1 ★ ★ ★ 選択必修実習科目（１単位）

英会話Ⅱ 1 バレーボールⅠ 1 ★ ★ ★ 実践トレーニング指導実習 1

海外語学研修 1 サッカーⅠ 1 ★ ★ ★ インターンシップＡ 1

ドイツ語 1 テニスⅠ 1 ★ ★ ★

中国語 1 選択必修実技科目（２単位以上）

ダンスⅠＡ 1 ★ ★ 臨床スポーツ医学Ａ（内科） 2 ★

人文科学（２科目４単位以上） 柔道ⅠＡ 1 臨床スポーツ医学Ｂ（整形外科） 2 ★

文学 2 剣道ⅠＡ 1 健康指導管理論 2 ★

宗教学 2 ダンスⅠＢ 1 栄養管理 2 ★

倫理学 2 柔道ⅠＢ 1 スポーツ生理学Ⅱ 2 ★

文化論 2 剣道ⅠＢ 1

哲学 2 選択必修実習科目（１単位） 健康スポーツ実技Ａ 1 ★

歴史学 2 スキー実習 1 ① 健康スポーツ実技Ｂ 1 ★

キャンプ実習Ａ 1 ②

社会学 2 海洋スポーツキャンプ実習 1 運動プログラム作成法 2

経済学 2 臨海実習 1 インターンシップＢ 2

法学 2 ゴルフ実習 1 14

政治学 2 キャンプ実習Ｂ 1

日本国憲法 2 ★ ★ 野外活動基礎実習 1

自然科学（２科目４単位以上） 42

数学 2 キャリアデザインⅠ 1 1 ★ ②

生物学 2

心理学 2 キャリアデザインⅡ 1 ③

物理 2 1

化学 2

20

【免許について】
｢★｣・・・教職必修
｢☆｣・・・教職選択科目

【記号について】 ｢✪｣は選択必修科目
「取得」は最低必要単位数を記載 発展科目（必修22単位） ※教員免許以外の資格については「Ⅱ
「★」は必修科目 必修講義科目（１０単位） 　体育学部で取得できる各種資格」を
「✪」は選択必修科目 生涯スポーツ概論 2 ★ ① 　確認してください。
「配当」 レジャー・レクリエーション概論 2 ★

①→1～4年次生が受講できる 健康・スポーツ産業論 2 ★ 【ＧＰＡ対象科目】
②→2～4年次生が受講できる アスレティックトレーニング概論 2 ★ 卒業要件科目が対象ですが、下記科目は
③→3～4年次生が受講できる 発育発達と老化 2 ★ 対象外です。
④→4年次生が受講できる 必修演習科目（８単位） ○ 日本語技法

健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ 4 ★ ③ ○ 統計基礎、統計実習Ⅰ・Ⅱ
【履修制限　４８単位/年】 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅱ 4 ★ ④ ○ 日本語技法演習（基礎）

科目名 → 48単位に含む 必修実技科目（４単位） ○ 健康・スポーツマネジメント学演習Ⅰ・Ⅱ
科目名 → 48単位に含ま トレーニング実技 1 ★

ない スポーツコンディショニング実習 1 ★

【卒業要件単位　１２４単位】 レクリエーションⅡ 2 ★ ③

単位数 → 124単位に含む 22

単位数 → 124単位に含ま

ない

4 ①

※健康スポーツコースは「インターンシップＡ」（資格関連科
目）又は、「インターンシップＢ」のいずれかが必修です。

12

✪ ②

①
選択科目

②

3 ③

キャリア教育科目（必修1単位以上）

4 ①

社会科学（２科目４単位以上）

4

1

①

一般教育科目（１２単位以上）

✪

②

2 ③

10 ③

配
当

応用科目（各コース14単位）

2 ③

③

10

必修講義科目（１０単位）

14

③

教養科目（必修6単位/選択14単位/計20単位以上）

選択必修科目（２単位以上）

2 ①

②

選択科目

①

基礎教育科目（８単位以上）

必修科目（３単位）

27

①
3 ①

必修科目（３単位）

3 ①

専門基礎科目（必修39単位/選択必修3単位/計42単位以上）

セ

ッ
ト
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科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

配
当

科目名
取
得

単
位

必
修

1 ②

必修科目（１単位）

1 ③

④

選択科目
※柔道ⅠＡ、剣道ⅠＡの両方は履修できま
せん。また、柔道ⅠＢ・剣道ⅠＢは、それぞ
れ柔道ⅠＡ・剣道ⅠＡの単位を取得した者
のみ履修可。（ただし、担当教員が認めた
場合はその限りでない）。

※専門基礎科目における選択必修実習科
目においては、複数履修しても卒業所要単
位としてカウントされるのは１単位のみ。

※スポーツマネジメントコースは「海洋ス
ポーツキャンプ実習」が必修となります。

8

4
②

10
②

✪ ✪

選択必修実習科目（２単位）

✪

必修実技科目（２単位）

1

③

ススポポーーツツママネネジジメメンントトココーースス

健健康康ススポポーーツツココーースス

アアススレレテティィッッククトトレレーーニニンンググココーースス

✪

免 許 免 許

高 中 高 中

教職に関する専門科目

教育原理 2 ★ ★

運動部指導実践論 2 ① 教育心理学 2 ★ ★

障害者スポーツ概論 2 特別支援教育概論 2 ★ ★

スポーツと人類学 2 教育課程編成論 2 ★ ★

スポーツカウンセリング 2 道徳教育の理論と実践 2 ★

スポーツ演習 4 教育行政 2 ★ ★

野外教育論 2 特別活動および総合的な学習の時間の指導法 2 ★ ★

衛生学（公衆衛生学を含む） 2 ★ ★ 教育方法論 2 ★ ★

栄養管理 2 生徒・進路指導論 2 ★ ★

アスレティックリハビリテーション基礎 2 教育カウンセリングⅠ 2 ★ ★

スポーツ事故法律論 2 教育実習Ⅰ 5 ★ ★
学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む） 2 ★ ★ 教職実践演習（中・高） 2 ★ ★

救急処置Ⅰ 2 ★ ★ 体育実技指導法 2 ★

手話実習 2

初級ピアノ実習 2 資格関連科目

教育史 2 ☆ ☆ 介護技術講義 2 ★

スポーツメディア論 2 労働概論 2

体表解剖学 2 労働法規 2

健康スポーツ心理学 2 レクリエーション指導実習 1

スポーツ外傷・障害評価法 2 アスレティックトレーニング実習 2

企業フィットネス論 2 アスレティックリハビリテーション理論 2

英語講読 2 アスレティックリハビリテーション実習 1

人権教育 2 ☆ ☆ 健康運動指導演習 1

舞踊論 2 インターンシップＡ 1

身体表現とコミュニケーション 2 障がい者スポーツ指導法 2

卒業論文 4 労働衛生 2

救急処置Ⅱ 2

教師論 2 ① ★ ★ スポーツコンディショニング実習Ⅱ 1

保健体育科教育法Ａ 2 ★ ★ スポーツ医学特講 1

保健体育科教育法Ｂ 2 ★ ★ レクリエーションⅢ 2

保健体育科学習指導論 2 ③ ★ ★ 特別演習（テニス） 2

選択必修実技科目（３単位以上） 特別演習（水泳） 2

卓球 1

ソフトテニス 1 自由科目

バドミントン 1 フレッシュマンセミナー 1

ソフトボール 1 スポーツ科学特別演習Ⅰ 2

ゴルフ 1 スポーツ科学特別演習Ⅱ 2

体つくり運動 1 スポーツ科学特別演習Ⅲ 2 ②

エアロビックダンス 1

障害者スポーツ 1 【卒業要件】
レジスタンストレーニング 1 科目区分

なぎなたＡ 1 教養科目 20

なぎなたＢ 1 　基礎教育科目 8

野球 1 　　基礎教育　必修 6

ハンドボール 2 　　基礎教育　選択必修 2

ラグビー 2 　一般教育科目 12

ダンスⅡ 2 　　人文科学 4

テニスⅡ 2 　　社会科学 4

サッカーⅡ 2 　　自然科学 4

バレーボールⅡ 2 専門基礎科目 42

バスケットボールⅡ 2 　　講義　必修 27

陸上競技Ⅱ　　　　　　　　　　　＊ 2 　　実技 14

器械運動Ⅱ 2 　　　　　必修 12

水泳Ⅱ 2 　　　　　選択必修 2

柔道Ⅱ 2 　　実習　選択必修 1

剣道Ⅱ 2 発展科目 22

11 　　講義　必修 10

　　演習　必修 8

　　実技　必修 4

応用科目 14

・スポーツマネジメントコース 14

　　講義・実習　必修 14

・アスレティックトレーニングコース 14

　　講義　必修 10

　　実習　必修 3

　　実習　選択必修 1

・健康スポーツコース 14

　　講義　必修 10

　　実技　必修 2

　　実習　選択必修 2

キャリア教育科目 1

　　講義　必修 1

関連科目 11

　　講義　選択必修 8

　　実技　選択必修 3

14教養科目、関連科目、キャリア教育科
目、専門基礎科目（選択必修実技科
目）及び単位互換科目より選択し履修

＊「○○Ⅱ」の科目(「ダンスⅡ」を除く)は、３年次
  までに各実技「○○Ⅰ」科目の単位を修得した者
　のみ履修可。
 （ただし担当教員が認めた場合はその限りでない）

選択必修講義科
目の8単位には含
まない。
「保健体育科学習
指導論」は「教育
実習Ⅰ」の前提科
目のため、高校免
許のみの取得の
場合でも単位取得
の必要あり。

3

③

①

最低修得単位数

④

｢教育史｣
｢人権教育｣は教職
必修ではないが、
受講することが望
ましい。

「

体
育
実
技
指
導
法

」
に
読
み
替
え

教職に関する専門
科目の「体育実技
指導法」に読み替
えられる実技科
目。

必
修

配
当

科目名
単
位

配
当

P47

参照

*
各
コ
ー

ス

合計（卒業要件単位） 124

関連科目（選択必修11単位以上）

選択必修講義科目（８単位以上）
①

8

② ②

③

③

④

③

④

④

選択講義科目

②

科目名
取
得

単
位

－ 92 － － 93 －
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ⅣⅣ  教教育育学学部部ででのの履履修修 

 

 教育学部は、幼稚園、小学校、中学校（保健体育）、高等学校（保健体育）、特別支援学校の教員養

成を行う学部です。 

 教育学部の教育目標は次のとおりです。 

 教育学部では、幅広い教養と教育に関する専門的な知識及び技能に基づき、未来を担う幼児、児童

生徒の豊かな人間性、確かな学力、健やかな身体をはぐくみ、変化の激しい時代を生き抜く力を身に

つけさせることができる教員の養成を目標とし、以下のとおり定める。 

（１）豊かな教養を修め、広い見識を持つ。 

（２）教職に必要な基礎的・専門的知識と技能を身につける。 

（３）幼児、児童生徒の理解を踏まえた実践的な指導力を身につける。 

（４）教育への熱意と使命感、責任感、学び続ける意欲を養う。 

（５）豊かな人間性と社会性、倫理観を養う。 

 

 

 教育学部の授業科目は次の区分で構成し、基礎から専門を４年間で学びます。授業科目の受講は、

学年やコースごとに指定していますので、履修登録に際しては注意してください。 

【科目区分】 

（１）［基礎科目］総合教育科目、コミュニケーション科目、教職基礎科目、体育基礎科目、 

         保健基礎科目 

（２）［専門科目］教職専門科目、小学校教育・保健体育教育・幼児教育・特別支援教育コース専門科目、

共通基礎科目、共通専門科目 

（３）［キャリア科目］キャリア科目 

 

４年 

３年 

２年 

１年 

 

 教育学部のカリキュラムは、教員として必要な知識や技術が修得できるよう、それぞれの科目が内

容の濃いものとなっています。このため、予習や復習を行わないとついていけない場合がありますの

でしっかり学習をするように心掛けてください。 

 

※「教育実習Ａ」のように科目名の後ろにつくＡ、Ｂ、Ｃは、Ａは小学校、Ｂは中学校・高等学校（保

健体育）、Ｃは特別支援教育に関する科目であることを表しています。（２０２１年度以前入学生） 

※「国語科概論Ⅰ」「国語科概論Ⅱ」のⅠ、Ⅱや「英語Ⅰａ」「英語Ⅰｂ」のａ、ｂは科目の順序性

を示しています。Ⅰの科目とⅡの科目、ａの科目とｂの科目は前提科目ではありませんが、Ⅰ又

はａの内容を修得していないとⅡ又はｂの授業内容がわからなくなる場合がありますので、しっ

かり学習して修得するように心掛けてください。（２０２２年度以前入学生） 

 （一部の科目は前提科目となっています。P101 参照） 

※実習・実技科目及び外国語に関する科目の授業時間数は３０時間の授業をもって１単位としています。 

２２  カカリリキキュュララムムのの構構成成  

１１  教教育育学学部部のの目目的的・・教教育育目目標標  

 

教教職職特特講講（（教教職職専専門門科科目目））  

教職専門科目 

コース専門科目 

特別支援教育科目 
総合教育科目 

コミュニケーション科目 

キャリア科目 

教職基礎科目 

体育基礎科目 

保健基礎科目 
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ⅣⅣ  教教育育学学部部ででのの履履修修 

 

 教育学部は、幼稚園、小学校、中学校（保健体育）、高等学校（保健体育）、特別支援学校の教員養

成を行う学部です。 

 教育学部の教育目標は次のとおりです。 

 教育学部では、幅広い教養と教育に関する専門的な知識及び技能に基づき、未来を担う幼児、児童

生徒の豊かな人間性、確かな学力、健やかな身体をはぐくみ、変化の激しい時代を生き抜く力を身に

つけさせることができる教員の養成を目標とし、以下のとおり定める。 

（１）豊かな教養を修め、広い見識を持つ。 

（２）教職に必要な基礎的・専門的知識と技能を身につける。 

（３）幼児、児童生徒の理解を踏まえた実践的な指導力を身につける。 

（４）教育への熱意と使命感、責任感、学び続ける意欲を養う。 

（５）豊かな人間性と社会性、倫理観を養う。 

 

 

 教育学部の授業科目は次の区分で構成し、基礎から専門を４年間で学びます。授業科目の受講は、

学年やコースごとに指定していますので、履修登録に際しては注意してください。 

【科目区分】 

（１）［基礎科目］総合教育科目、コミュニケーション科目、教職基礎科目、体育基礎科目、 

         保健基礎科目 

（２）［専門科目］教職専門科目、小学校教育・保健体育教育・幼児教育・特別支援教育コース専門科目、

共通基礎科目、共通専門科目 

（３）［キャリア科目］キャリア科目 

 

４年 

３年 

２年 

１年 

 

 教育学部のカリキュラムは、教員として必要な知識や技術が修得できるよう、それぞれの科目が内

容の濃いものとなっています。このため、予習や復習を行わないとついていけない場合がありますの

でしっかり学習をするように心掛けてください。 

 

※「教育実習Ａ」のように科目名の後ろにつくＡ、Ｂ、Ｃは、Ａは小学校、Ｂは中学校・高等学校（保

健体育）、Ｃは特別支援教育に関する科目であることを表しています。（２０２１年度以前入学生） 

※「国語科概論Ⅰ」「国語科概論Ⅱ」のⅠ、Ⅱや「英語Ⅰａ」「英語Ⅰｂ」のａ、ｂは科目の順序性

を示しています。Ⅰの科目とⅡの科目、ａの科目とｂの科目は前提科目ではありませんが、Ⅰ又

はａの内容を修得していないとⅡ又はｂの授業内容がわからなくなる場合がありますので、しっ

かり学習して修得するように心掛けてください。（２０２２年度以前入学生） 

 （一部の科目は前提科目となっています。P101 参照） 

※実習・実技科目及び外国語に関する科目の授業時間数は３０時間の授業をもって１単位としています。 

２２  カカリリキキュュララムムのの構構成成  

１１  教教育育学学部部のの目目的的・・教教育育目目標標  

 

教教職職特特講講（（教教職職専専門門科科目目））  

教職専門科目 

コース専門科目 

特別支援教育科目 
総合教育科目 

コミュニケーション科目 

キャリア科目 

教職基礎科目 

体育基礎科目 

保健基礎科目 
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 教育学部教育学科の卒業単位は１２４単位ですが、科目区分ごとの最低修得単位数も修得していな

ければなりません（コースにより単位数が異なります）。詳細は次のとおりですので注意してください。 

（１）卒業には次の２つの条件を満たしていることが必要となります。 

①本学に４年間在学していること（休学期間は含まれません） 

②卒業に必要な単位数を修得していること 

（２）卒業所要単位に含まれない科目は、以下の通りです。 

   「音楽実技」「書写実技」「図画工作実技」「学校インターンシップＡ」「学校インターンシップ 

Ｂ」「学校インターンシップＣ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「学校インター 

ンシップ（初等）」「学校インターンシップ（中等）」「学校インターンシップ（特別支援）」 

 

【【小小学学校校教教育育ココーースス】】                                                ［2023 年度入学生］ 

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － － － 2 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1100  －－  3322  

専門 

科目 

教職専門科目 12 － － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － 40 40 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

幼児教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 2 － － － 2 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2222  －－  －－  4400  6622  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 28 2288  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

  

３３  卒卒業業要要件件  

 

【【保保健健体体育育教教育育ココーースス】】                                          ［2023 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － － － 2 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1100  －－  3322  

専門 

科目 

教職専門科目 12 － － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － 6 － 18 24 

幼児教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 2 － － － 2 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2222  66  －－  1188  4466  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 44 4444  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

 

【【幼幼児児教教育育ココーースス】】                                              ［2023 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － － － 2 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1100  －－  3322  

専門 

科目 

教職専門科目 10 － － － 10 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

幼児教育コース専門科目 － － － 24 24 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 2 － － － 2 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2200  －－  －－  2244  4444  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 46 4466  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  
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 教育学部教育学科の卒業単位は１２４単位ですが、科目区分ごとの最低修得単位数も修得していな

ければなりません（コースにより単位数が異なります）。詳細は次のとおりですので注意してください。 

（１）卒業には次の２つの条件を満たしていることが必要となります。 

①本学に４年間在学していること（休学期間は含まれません） 

②卒業に必要な単位数を修得していること 

（２）卒業所要単位に含まれない科目は、以下の通りです。 

   「音楽実技」「書写実技」「図画工作実技」「学校インターンシップＡ」「学校インターンシップ 

Ｂ」「学校インターンシップＣ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「学校インター 

ンシップ（初等）」「学校インターンシップ（中等）」「学校インターンシップ（特別支援）」 

 

【【小小学学校校教教育育ココーースス】】                                                ［2023 年度入学生］ 

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － － － 2 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1100  －－  3322  

専門 

科目 

教職専門科目 12 － － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － 40 40 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

幼児教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 2 － － － 2 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2222  －－  －－  4400  6622  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 28 2288  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

  

３３  卒卒業業要要件件  

 

【【保保健健体体育育教教育育ココーースス】】                                          ［2023 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － － － 2 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1100  －－  3322  

専門 

科目 

教職専門科目 12 － － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － 6 － 18 24 

幼児教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 2 － － － 2 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2222  66  －－  1188  4466  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 44 4444  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

 

【【幼幼児児教教育育ココーースス】】                                              ［2023 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － － － 2 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1100  －－  3322  

専門 

科目 

教職専門科目 10 － － － 10 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

幼児教育コース専門科目 － － － 24 24 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 2 － － － 2 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2200  －－  －－  2244  4444  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 46 4466  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  
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第
２
部（
教
育
学
部
）



 

【【小小学学校校教教育育ココーースス】】                                                 ［2022 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － 4 － 6 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1144  －－  3366  

専門 

科目 

教職専門科目 12 － － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － 48 48 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2244  －－  －－  4488  7722  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 14 1144  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

  

【【保保健健体体育育教教育育ココーースス】】                                         ［2022 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － 4 － 6 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1144  －－  3366  

専門 

科目 

教職専門科目 12 － － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － － － 28 28 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2244  －－  －－  2288  5522  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 34 3344  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

 

【【小小学学校校教教育育ココーースス】】                                                 ［2021 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － 4 － 6 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1144  －－  3366  

専門 

科目 

教職専門科目 4 8 － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － 48 48 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 1166  88  －－  4488  7722  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 14 1144  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

  

【【保保健健体体育育教教育育ココーースス】】                                         ［2021 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － 4 － 6 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1144  －－  3366  

専門 

科目 

教職専門科目 4 8 － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － － － 28 28 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 －－  － － 8 

計 1166  88  －－  2288  5522  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 34 3344  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  
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【【小小学学校校教教育育ココーースス】】                                                 ［2022 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － 4 － 6 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1144  －－  3366  

専門 

科目 

教職専門科目 12 － － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － 48 48 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2244  －－  －－  4488  7722  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 14 1144  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

  

【【保保健健体体育育教教育育ココーースス】】                                         ［2022 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － 4 － 6 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1144  －－  3366  

専門 

科目 

教職専門科目 12 － － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － － － 28 28 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 2244  －－  －－  2288  5522  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 34 3344  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

 

【【小小学学校校教教育育ココーースス】】                                                 ［2021 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － 4 － 6 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1144  －－  3366  

専門 

科目 

教職専門科目 4 8 － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － 48 48 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 1166  88  －－  4488  7722  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 14 1144  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

  

【【保保健健体体育育教教育育ココーースス】】                                         ［2021 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 2 － 4 － 6 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2222  －  1144  －－  3366  

専門 

科目 

教職専門科目 4 8 － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － － － 28 28 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 －－  － － 8 

計 1166  88  －－  2288  5522  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 34 3344  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  
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【【小小学学校校教教育育ココーースス】】                                            ［2019・2020 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 8 1 － － 9 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2288  11  1100  －－  3399  

専門 

科目 

教職専門科目 4 8 － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － 48 48 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 1166  88  －－  4488  7722  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 11 1111  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

  

【【保保健健体体育育教教育育ココーースス】】                                    ［2019・2020 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 8 1 － － 9 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2288  11  1100  －－  3399  

専門 

科目 

教職専門科目 4 8 － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － － － 28 28 

幼児教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 1166  88  －－  2288  5522  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 31 3311  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

 

 

 

・２年次に小学校教育、保健体育教育、幼児教育（２０２３年度入学生のみ）のいずれかのコース 

を選択します。 

・さらに、特別支援学校教諭一種免許状の取得を希望する学生には特別支援教育コースで学びを深 

めることができます。 

・詳細については別途案内します。 

 

 

 １年間に履修できる単位数の上限（ＣＡＰ）は４８単位です。履修登録にあたっては４年間の履修

計画を立て、間違いのないよう注意してください。 

 ただし、前年度成績（ＧＰＡ）が３．０以上である場合、当該年度の１年間に履修できる単位数を

５２単位とします。 

 ＣＡＰ対象外科目は以下のとおりですので、４８単位を超えてこれらの科目は履修できます。 

 「音楽実技」「書写実技」「図画工作実技」「学校インターンシップ」「学校インターンシップＡ」 

「学校インターンシップＢ」「学校インターンシップＣ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザイ

ンⅡ」「野外活動実習Ⅰ（夏季）」「野外活動実習Ⅱ（冬季）」「アダプテッド・スポーツ実習」「介護

等体験（事前事後指導を含む）」「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」「教育実習Ｃ」「教職実践演習（初等・

中等）」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ（卒業論文を含む）」「学校インター

ンシップ（初等）」「学校インターンシップ（中等）」「学校インターンシップ（特別支援）」「基礎演

習」「教育実習（初等）」「教育実習（中等）」「教育実習（幼稚園）」「教育実習（特別支援）」「保育実

習Ⅰ（施設）」「保育実習指導Ⅰ（施設）」「保育実習Ⅰ（保育所）」「保育実習指導Ⅰ（保育所）」「保

育実習Ⅱ」「保育実習指導Ⅱ」「保育実習Ⅲ」「保育実習指導Ⅲ」「社会的養護演習」「保育実践演習」

「教職実践演習（幼稚園・初等・中等）」 

 

 

 科目を履修するにあたり、その前の学期までに既に単位を修得しているか、履修登録をしていなけ

れば受講できない科目があり、これを前提科目といいます。 

 教育学部では次の科目に前提科目を設けていますので注意してください。変更、追加があれば別途

掲示します。 

科科  目目  前前提提科科目目  

中国語ｂ 中国語ａを修得していること 

手話ｂ 手話ａを修得していること 

応用実技（陸上競技Ⅱ）、（水泳Ⅱ）、

（器械運動Ⅱ）、（柔道Ⅱ）、（剣道Ⅱ）、

（ダンスⅡ） 

それぞれ体育実技の（陸上競技Ⅰ）、（水泳Ⅰ）、 

（器械運動Ⅰ）、（柔道Ⅰ）、（剣道Ⅰ）、（ダンスⅠ）を修得し

ていること 

学校インターンシップＡ、Ｂ、Ｃ 

学校インターンシップ（初等）、（中

等）、（特別支援） 

学校インターンシップを修得していること 

教育実習Ａ、Ｂ、Ｃ 

教育実習（初等）、（中等）、（幼稚園）

（特別支援） 

P108～P124 参照 

保育実習Ⅰ（施設）、（保育所） 

保育実習Ⅱ 

保育実習Ⅲ 

それぞれの保育実習指導を履修していること 

 

６６  前前提提科科目目  

５５  履履修修登登録録のの上上限限  

４４  ココーースス選選択択  

－ 100 － － 101 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

 

【【小小学学校校教教育育ココーースス】】                                            ［2019・2020 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 8 1 － － 9 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2288  11  1100  －－  3399  

専門 

科目 

教職専門科目 4 8 － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － 48 48 

保健体育教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 1166  88  －－  4488  7722  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 11 1111  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

  

【【保保健健体体育育教教育育ココーースス】】                                    ［2019・2020 年度入学生］  

科科目目区区分分  必必修修  
選選択択

必必修修  
選選択択  

ココーースス  

必必修修  
最最低低修修得得単単位位  

（（以以上上））  

基礎 

科目 

総合教育科目 4 － 4 － 8 

コミュニケーション科目 4 － 2 － 6 

教職基礎科目 12 － － － 12 

体育基礎科目 8 1 － － 9 

保健基礎科目 － － 4 － 4 

計 2288  11  1100  －－  3399  

専門 

科目 

教職専門科目 4 8 － － 12 

小学校教育コース専門科目 － － － － － 

保健体育教育コース専門科目 － － － 28 28 

幼児教育コース専門科目 － － － － － 

特別支援教育コース専門科目 － － － － － 

共通基礎科目 4 － － － 4 

共通専門科目 8 － － － 8 

計 1166  88  －－  2288  5522  

基礎科目及び専門科目の選択科目及び単

位互換科目から修得が必要な単位数 
－ － － 31 3311  

キャリア科目 2 － － － 22  

卒卒業業所所要要単単位位  １１２２４４単単位位  

 

 

 

・２年次に小学校教育、保健体育教育、幼児教育（２０２３年度入学生のみ）のいずれかのコース 

を選択します。 

・さらに、特別支援学校教諭一種免許状の取得を希望する学生には特別支援教育コースで学びを深 

めることができます。 

・詳細については別途案内します。 

 

 

 １年間に履修できる単位数の上限（ＣＡＰ）は４８単位です。履修登録にあたっては４年間の履修

計画を立て、間違いのないよう注意してください。 

 ただし、前年度成績（ＧＰＡ）が３．０以上である場合、当該年度の１年間に履修できる単位数を

５２単位とします。 

 ＣＡＰ対象外科目は以下のとおりですので、４８単位を超えてこれらの科目は履修できます。 

 「音楽実技」「書写実技」「図画工作実技」「学校インターンシップ」「学校インターンシップＡ」 

「学校インターンシップＢ」「学校インターンシップＣ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザイ

ンⅡ」「野外活動実習Ⅰ（夏季）」「野外活動実習Ⅱ（冬季）」「アダプテッド・スポーツ実習」「介護

等体験（事前事後指導を含む）」「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」「教育実習Ｃ」「教職実践演習（初等・

中等）」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ（卒業論文を含む）」「学校インター

ンシップ（初等）」「学校インターンシップ（中等）」「学校インターンシップ（特別支援）」「基礎演

習」「教育実習（初等）」「教育実習（中等）」「教育実習（幼稚園）」「教育実習（特別支援）」「保育実

習Ⅰ（施設）」「保育実習指導Ⅰ（施設）」「保育実習Ⅰ（保育所）」「保育実習指導Ⅰ（保育所）」「保

育実習Ⅱ」「保育実習指導Ⅱ」「保育実習Ⅲ」「保育実習指導Ⅲ」「社会的養護演習」「保育実践演習」

「教職実践演習（幼稚園・初等・中等）」 

 

 

 科目を履修するにあたり、その前の学期までに既に単位を修得しているか、履修登録をしていなけ

れば受講できない科目があり、これを前提科目といいます。 

 教育学部では次の科目に前提科目を設けていますので注意してください。変更、追加があれば別途

掲示します。 

科科  目目  前前提提科科目目  

中国語ｂ 中国語ａを修得していること 

手話ｂ 手話ａを修得していること 

応用実技（陸上競技Ⅱ）、（水泳Ⅱ）、

（器械運動Ⅱ）、（柔道Ⅱ）、（剣道Ⅱ）、

（ダンスⅡ） 

それぞれ体育実技の（陸上競技Ⅰ）、（水泳Ⅰ）、 

（器械運動Ⅰ）、（柔道Ⅰ）、（剣道Ⅰ）、（ダンスⅠ）を修得し

ていること 

学校インターンシップＡ、Ｂ、Ｃ 

学校インターンシップ（初等）、（中

等）、（特別支援） 

学校インターンシップを修得していること 

教育実習Ａ、Ｂ、Ｃ 

教育実習（初等）、（中等）、（幼稚園）

（特別支援） 

P108～P124 参照 

保育実習Ⅰ（施設）、（保育所） 

保育実習Ⅱ 

保育実習Ⅲ 

それぞれの保育実習指導を履修していること 

 

６６  前前提提科科目目  

５５  履履修修登登録録のの上上限限  

４４  ココーースス選選択択  

－ 100 － － 101 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



 

 

ＧＰＡ（Grade Point Average）の対象外科目は以下のとおりです。 

「音楽実技」「書写実技」「図画工作実技」「学校インターンシップＡ」「学校インターンシップＢ」 

「学校インターンシップＣ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「教育実習Ａ」「教育実 

習Ｂ」「教育実習Ｃ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ（卒業論文を含む）」 

「学校インターンシップ（初等）」「学校インターンシップ（中等）」「学校インターンシップ（特別 

支援）」「基礎演習」「教育実習（初等）」「教育実習（中等）」「教育実習（幼稚園）」「教育実習（特別 

支援）」「保育実習Ⅰ（施設）」「保育実習指導Ⅰ（施設）」「保育実習Ⅰ（保育所）」「保育実習指導Ⅰ 

（保育所）」「保育実習Ⅱ」「保育実習指導Ⅱ」「保育実習Ⅲ」「保育実習指導Ⅲ」「社会的養護演習」 

「保育実践演習」 

 ＧＰＡは、学業優秀者表彰や、履修人数に制限がある科目の履修者選考の参考にする場合があるの

で、高い水準を獲得できるよう努めてください。 

 

 

 保幼小連携、小中連携や中高一貫、通常学級での特別支援教育の必要性が課題になっている中で、

教育学部は、複数の免許が取得できることを特色のひとつにしている全国でも数少ない私立大学の学

部です。 

 

（１）小学校教育コース 

主専攻免許の小学校教諭一種免許状のほか、副専攻免許として幼稚園教諭一種免許状（2023 年

度入学生のみ）・中学校教諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育）・特別

支援学校教諭一種免許状（知的障害者領域・肢体不自由者領域・病弱者領域（身体虚弱者を含む。））

（以下「知・肢・病」という。）を取得することができます。 

（２）保健体育教育コース 

主専攻免許の中学校教諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育）のほか、

副専攻免許として幼稚園教諭一種免許状（2023 年度入学生のみ）・小学校教諭一種免許状（2023

年度入学生のみ）・特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病）を取得することができます。 

（３）幼児教育コース ※２０２３年度入学生 

主専攻免許の幼稚園教諭一種免許状のほか、副専攻免許として小学校教諭一種免許状・中学校教

諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育）・特別支援学校教諭一種免許状

（知・肢・病）を取得することができます。 

（４）特別支援教育コース ※２０２１年度以降入学生 

小学校教育コース、保健体育教育コースまたは幼児教育コース（2023 年度入学生のみ）を選択

したうえで、副専攻免許として、特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病）を取得することが

できます。 

（５）受講の条件 

 【２０１９年度以降入学生】 

   副専攻免許科目の取得を希望する者は、２年次終了までに「教職論」「教育原論」「学校教育心

理学」を含む講義科目を１６単位以上修得した者に限り履修を許可します。 

８８  副副専専攻攻免免許許  

７７  ＧＧＰＰＡＡのの活活用用対対象象外外科科目目  

 

 

（１）出席の重要性 

本学では、授業の出席状況を重視しています。全１５回出席（通年科目の場合は３０回）が原

則ですが、欠席が多くなると単位を修得できないこともありますので注意してください。 

（２）授業の欠席限度（成績評価の対象となる出席率） 

教育学部では、幼・小・中・高・特別支援学校の教員に必要な知識及び指導法等の修得を目的

とし、１回１回の授業が教員になるために必要な内容となっています。 

このため成績評価では、出席状況を重視するとともに、授業だけでなく、実技ノートの作成や、

予習・復習にも積極的に取り組み、意欲的に学ぶことが重要ですので、つぎの事項に十分留意し、

併せて、科目担当教員からの注意事項をよく聞き受講してください。 

①単位修得に必要な出席率は実施授業回数の８０％以上としています。 

各学期（前期・後期）で８０％を下回った時、直ちに授業担当教員のもとに出向き、指示を

受けてください。 

②遅刻・早退・見学は次のとおりとします。 

遅刻・・・授業開始後２０分までを遅刻として取扱い、０.５の出席とする。 

     それ以降の受講は認めない。 

早退・・・０.５の出席とする。 

見学・・・０.５の出席とする。（長期の場合は診断書を提出すること） 

（３）その他の理由により履修が困難な場合 

心身の状態により、履修不可能な状態となった場合は、教学部教務担当まで相談に来てください。 

（４）授業時に服装を指定されている場合は必ず着用してください。他の服装の場合は、授業担当教

員の許可を得てください。 

 

 

 試験については第１部（大阪体育大学学修要領）で記載していますが、定期試験期間以外に授業内

で行う小テストやレポートなどがありますので、やむを得ず欠席した場合には担当教員に相談し、指

導を受けるようにしてください。 

 

（１）追試験 

定期試験及び授業内試験を受験できなかった場合、次の各号に該当する場合は教授会の承認を

得たうえで追試験を受けることができます。 

①２親等以内の親族の死亡（父母、祖父母、兄弟姉妹） 

②病気・ケガにより受験できなかった者 

③教授会が許可した実習、研修会及び競技会等にレギュラーメンバー及び役員として出場す

る者 

④その他やむを得ない事由により受験できなかった者 

追試験を受けようとする者は、事前に次の書類を添えた「追試験願」を教学部教務担当に提出

してください。ただし、やむを得ない時は試験終了後、７日以内に教学部教務担当に提出して

ください。 

①の場合は担任教員の事由承認印のあるもの 

②の場合は医師の診断書又は担任教員の事由承認印のあるもの 

③の場合は部長又は監督の承認印のあるもの 

④の場合は担任教員の事由承認印のあるもの 

１１００  試試験験  

９９  履履修修ににおおけけるる留留意意事事項項  
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ＧＰＡ（Grade Point Average）の対象外科目は以下のとおりです。 

「音楽実技」「書写実技」「図画工作実技」「学校インターンシップＡ」「学校インターンシップＢ」 

「学校インターンシップＣ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「教育実習Ａ」「教育実 

習Ｂ」「教育実習Ｃ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ（卒業論文を含む）」 

「学校インターンシップ（初等）」「学校インターンシップ（中等）」「学校インターンシップ（特別 

支援）」「基礎演習」「教育実習（初等）」「教育実習（中等）」「教育実習（幼稚園）」「教育実習（特別 

支援）」「保育実習Ⅰ（施設）」「保育実習指導Ⅰ（施設）」「保育実習Ⅰ（保育所）」「保育実習指導Ⅰ 

（保育所）」「保育実習Ⅱ」「保育実習指導Ⅱ」「保育実習Ⅲ」「保育実習指導Ⅲ」「社会的養護演習」 

「保育実践演習」 

 ＧＰＡは、学業優秀者表彰や、履修人数に制限がある科目の履修者選考の参考にする場合があるの

で、高い水準を獲得できるよう努めてください。 

 

 

 保幼小連携、小中連携や中高一貫、通常学級での特別支援教育の必要性が課題になっている中で、

教育学部は、複数の免許が取得できることを特色のひとつにしている全国でも数少ない私立大学の学

部です。 

 

（１）小学校教育コース 

主専攻免許の小学校教諭一種免許状のほか、副専攻免許として幼稚園教諭一種免許状（2023 年

度入学生のみ）・中学校教諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育）・特別

支援学校教諭一種免許状（知的障害者領域・肢体不自由者領域・病弱者領域（身体虚弱者を含む。））

（以下「知・肢・病」という。）を取得することができます。 

（２）保健体育教育コース 

主専攻免許の中学校教諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育）のほか、

副専攻免許として幼稚園教諭一種免許状（2023 年度入学生のみ）・小学校教諭一種免許状（2023

年度入学生のみ）・特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病）を取得することができます。 

（３）幼児教育コース ※２０２３年度入学生 

主専攻免許の幼稚園教諭一種免許状のほか、副専攻免許として小学校教諭一種免許状・中学校教

諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育）・特別支援学校教諭一種免許状

（知・肢・病）を取得することができます。 

（４）特別支援教育コース ※２０２１年度以降入学生 

小学校教育コース、保健体育教育コースまたは幼児教育コース（2023 年度入学生のみ）を選択

したうえで、副専攻免許として、特別支援学校教諭一種免許状（知・肢・病）を取得することが

できます。 

（５）受講の条件 

 【２０１９年度以降入学生】 

   副専攻免許科目の取得を希望する者は、２年次終了までに「教職論」「教育原論」「学校教育心

理学」を含む講義科目を１６単位以上修得した者に限り履修を許可します。 

８８  副副専専攻攻免免許許  

７７  ＧＧＰＰＡＡのの活活用用対対象象外外科科目目  

 

 

（１）出席の重要性 

本学では、授業の出席状況を重視しています。全１５回出席（通年科目の場合は３０回）が原

則ですが、欠席が多くなると単位を修得できないこともありますので注意してください。 

（２）授業の欠席限度（成績評価の対象となる出席率） 

教育学部では、幼・小・中・高・特別支援学校の教員に必要な知識及び指導法等の修得を目的

とし、１回１回の授業が教員になるために必要な内容となっています。 

このため成績評価では、出席状況を重視するとともに、授業だけでなく、実技ノートの作成や、

予習・復習にも積極的に取り組み、意欲的に学ぶことが重要ですので、つぎの事項に十分留意し、

併せて、科目担当教員からの注意事項をよく聞き受講してください。 

①単位修得に必要な出席率は実施授業回数の８０％以上としています。 

各学期（前期・後期）で８０％を下回った時、直ちに授業担当教員のもとに出向き、指示を

受けてください。 

②遅刻・早退・見学は次のとおりとします。 

遅刻・・・授業開始後２０分までを遅刻として取扱い、０.５の出席とする。 

     それ以降の受講は認めない。 

早退・・・０.５の出席とする。 

見学・・・０.５の出席とする。（長期の場合は診断書を提出すること） 

（３）その他の理由により履修が困難な場合 

心身の状態により、履修不可能な状態となった場合は、教学部教務担当まで相談に来てください。 

（４）授業時に服装を指定されている場合は必ず着用してください。他の服装の場合は、授業担当教

員の許可を得てください。 

 

 

 試験については第１部（大阪体育大学学修要領）で記載していますが、定期試験期間以外に授業内

で行う小テストやレポートなどがありますので、やむを得ず欠席した場合には担当教員に相談し、指

導を受けるようにしてください。 

 

（１）追試験 

定期試験及び授業内試験を受験できなかった場合、次の各号に該当する場合は教授会の承認を

得たうえで追試験を受けることができます。 

①２親等以内の親族の死亡（父母、祖父母、兄弟姉妹） 

②病気・ケガにより受験できなかった者 

③教授会が許可した実習、研修会及び競技会等にレギュラーメンバー及び役員として出場す

る者 

④その他やむを得ない事由により受験できなかった者 

追試験を受けようとする者は、事前に次の書類を添えた「追試験願」を教学部教務担当に提出

してください。ただし、やむを得ない時は試験終了後、７日以内に教学部教務担当に提出して

ください。 

①の場合は担任教員の事由承認印のあるもの 

②の場合は医師の診断書又は担任教員の事由承認印のあるもの 

③の場合は部長又は監督の承認印のあるもの 

④の場合は担任教員の事由承認印のあるもの 

１１００  試試験験  
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 教育学部では、進級条件は設けていません。学業不振の場合、学則第３５条第６号で「当該年度に 

履修した授業科目につき１５単位以上を修得できない者は、除籍する」と規定していますが、教育学 

部では次のとおり取り扱いますので注意してください。 

（１）１、２年次生 

①学年終了時に１５単位以上を修得できない場合、当該学生並びに保証人あてに「除籍警告書」 

の文書を送付します。 

②「除籍警告書」を受け取った学生は、学修を継続する意思がある場合、指定する日までに本 

人と保証人連署の「誓約書」を作成した上、クラス担任に「誓約書」を提出し、クラス担任 

の面談を受けてください。 

③面談の結果、クラス担任が学修継続を確認した上、教務委員会が履修継続を承認した場合は、 

学修を継続することができます。 

④「誓約書」を提出しない場合は、学則の規定に則り除籍手続を行います。 

（２）３年次生 

１、２年次生と同様に取り扱います。 

「誓約書」の提出及び面談者は「専門演習Ⅰ」の担当教員とします。 

（３）４年次生 

１５単位以上修得できない場合の除籍規定の適用は、原則として行いません。 

 

 

（１）Ｐ号館（Ｐ００２、Ｐ００４、Ｐ５０３）に自習室を設置していますので、積極的に利用して

ください。 

（２）Ｃ号館 1 階にピアノ自習室（Ｃ１０４）を６室設けていますので、希望する学生は教学部教務

担当に申し込んでください。 

   ※各室ごとに利用時間等が異なりますので注意してください。  

 

１１２２  自自習習室室、、ピピアアノノ自自習習室室等等のの利利用用ににつついいてて  

１１１１  年年間間１１５５単単位位未未満満修修得得者者のの取取扱扱  

 

 

履修登録の方法には、次の２つがありますので注意してください。 

 

（１）時間割表を読み、受講する科目を自分でＷＥＢ登録するもの 

   教学部教務担当が登録する科目以外はすべて自分でＷＥＢ登録します。 

（２）クラス・グループ指定科目等で教学部教務担当が入力するもの 

   １年次必修の「言語活動」「英語Ⅰａ」「英語Ⅰｂ」「基礎体育Ⅰ」「基礎体育Ⅱ」「情報処理Ⅰ」

「情報処理Ⅱ」、２年次必修の「英語Ⅱａ」「英語Ⅱｂ」、小学校教育コースの各科概論および各科

教育法、その他実技科目などは、あらかじめ教学部教務担当で入力をしますので注意してくださ

い。 

   なお、履修登録単位数が上限に達していたり、同じ時間帯に他科目を登録するとエラーになり

ます。 

 

（登録の際に注意が必要な科目） 

  科科目目  配配当当年年次次  備備考考  

講講

義義  

言語活動 

１年次配当 

指定（教学部教務担当入力） 

情報処理Ⅰ 

情報処理Ⅱ 

英語Ⅰａ 

英語Ⅰｂ 

各科概論（Ⅰ・Ⅱ） １・２年次配当 

各科概論 ２年次配当 

各科教育法 ２・３年次配当 

英語Ⅱａ 
２年次配当 

英語Ⅱｂ 

実実

技技  

基礎体育Ⅰ 

１年次配当 

指定（教学部教務担当入力） 
基礎体育Ⅱ 

体育実技（陸上競技Ⅰ） 

事前に履修希望調査を実施 

（教学部教務担当入力） 

体育実技（水泳Ⅰ） 

体育実技（器械運動Ⅰ） 

体育実技（柔道Ⅰ） 

体育実技（剣道Ⅰ） 

応用実技（陸上競技Ⅱ） 

応用実技（水泳Ⅱ） 

応用実技（器械運動Ⅱ） 

体育実技（ダンスⅠ） 

２年次配当 
事前に履修希望調査を実施 

（教学部教務担当入力） 

球技（バレーボール） 

球技（バスケットボール） 

応用実技（柔道Ⅱ） 

応用実技（剣道Ⅱ） 

応用実技（ダンスⅡ） 

＊上記は変更になることがあります。 

 ※教学部教務担当で履修登録（追加・変更・取消）した科目について、その内容が反映されている

かをポータルサイトで必ず確認してください。 

  もし、反映されていない場合は、早急に教学部教務担当まで確認に来るようにしてください。 

１１３３  履履修修登登録録のの方方法法  
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 教育学部では、進級条件は設けていません。学業不振の場合、学則第３５条第６号で「当該年度に 

履修した授業科目につき１５単位以上を修得できない者は、除籍する」と規定していますが、教育学 

部では次のとおり取り扱いますので注意してください。 

（１）１、２年次生 

①学年終了時に１５単位以上を修得できない場合、当該学生並びに保証人あてに「除籍警告書」 

の文書を送付します。 

②「除籍警告書」を受け取った学生は、学修を継続する意思がある場合、指定する日までに本 

人と保証人連署の「誓約書」を作成した上、クラス担任に「誓約書」を提出し、クラス担任 

の面談を受けてください。 

③面談の結果、クラス担任が学修継続を確認した上、教務委員会が履修継続を承認した場合は、 

学修を継続することができます。 

④「誓約書」を提出しない場合は、学則の規定に則り除籍手続を行います。 

（２）３年次生 

１、２年次生と同様に取り扱います。 

「誓約書」の提出及び面談者は「専門演習Ⅰ」の担当教員とします。 

（３）４年次生 

１５単位以上修得できない場合の除籍規定の適用は、原則として行いません。 

 

 

（１）Ｐ号館（Ｐ００２、Ｐ００４、Ｐ５０３）に自習室を設置していますので、積極的に利用して

ください。 

（２）Ｃ号館 1 階にピアノ自習室（Ｃ１０４）を６室設けていますので、希望する学生は教学部教務

担当に申し込んでください。 

   ※各室ごとに利用時間等が異なりますので注意してください。  

 

１１２２  自自習習室室、、ピピアアノノ自自習習室室等等のの利利用用ににつついいてて  

１１１１  年年間間１１５５単単位位未未満満修修得得者者のの取取扱扱  

 

 

履修登録の方法には、次の２つがありますので注意してください。 

 

（１）時間割表を読み、受講する科目を自分でＷＥＢ登録するもの 

   教学部教務担当が登録する科目以外はすべて自分でＷＥＢ登録します。 

（２）クラス・グループ指定科目等で教学部教務担当が入力するもの 

   １年次必修の「言語活動」「英語Ⅰａ」「英語Ⅰｂ」「基礎体育Ⅰ」「基礎体育Ⅱ」「情報処理Ⅰ」

「情報処理Ⅱ」、２年次必修の「英語Ⅱａ」「英語Ⅱｂ」、小学校教育コースの各科概論および各科

教育法、その他実技科目などは、あらかじめ教学部教務担当で入力をしますので注意してくださ

い。 

   なお、履修登録単位数が上限に達していたり、同じ時間帯に他科目を登録するとエラーになり

ます。 

 

（登録の際に注意が必要な科目） 

  科科目目  配配当当年年次次  備備考考  

講講

義義  

言語活動 

１年次配当 

指定（教学部教務担当入力） 

情報処理Ⅰ 

情報処理Ⅱ 

英語Ⅰａ 

英語Ⅰｂ 

各科概論（Ⅰ・Ⅱ） １・２年次配当 

各科概論 ２年次配当 

各科教育法 ２・３年次配当 

英語Ⅱａ 
２年次配当 

英語Ⅱｂ 

実実

技技  

基礎体育Ⅰ 

１年次配当 

指定（教学部教務担当入力） 
基礎体育Ⅱ 

体育実技（陸上競技Ⅰ） 

事前に履修希望調査を実施 

（教学部教務担当入力） 

体育実技（水泳Ⅰ） 

体育実技（器械運動Ⅰ） 

体育実技（柔道Ⅰ） 

体育実技（剣道Ⅰ） 

応用実技（陸上競技Ⅱ） 

応用実技（水泳Ⅱ） 

応用実技（器械運動Ⅱ） 

体育実技（ダンスⅠ） 

２年次配当 
事前に履修希望調査を実施 

（教学部教務担当入力） 

球技（バレーボール） 

球技（バスケットボール） 

応用実技（柔道Ⅱ） 

応用実技（剣道Ⅱ） 

応用実技（ダンスⅡ） 

＊上記は変更になることがあります。 

 ※教学部教務担当で履修登録（追加・変更・取消）した科目について、その内容が反映されている

かをポータルサイトで必ず確認してください。 

  もし、反映されていない場合は、早急に教学部教務担当まで確認に来るようにしてください。 

１１３３  履履修修登登録録のの方方法法  
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ⅤⅤ  教教育育学学部部でで取取得得ででききるる各各種種資資格格 

 

 

 教育職員免許状（以下「教員免許状」という）を取得するためには、卒業に必要な単位を修得（学

士の学位を有する）するほかに、教育職員免許法及び同施行規則（以下「免許法」という）に定めら

れている科目を履修し単位を修得しなければなりません。 

 本学は学部学科ごとに文部科学省の課程認定を受け、これに基づく科目を開講しています。体育大

学にふさわしい質の高い教員養成を行うため免許法に定められている科目・単位数以上に修得する必

要があります。免許法の改正に伴い、入学年度によって履修科目・単位数が異なります。 

 複数の教員免許状の取得を希望する場合は、４年間の履修計画をしっかり立てておかないと取得で

きないこともありますので注意してください。 

 

■■教教育育学学部部でで取取得得ででききるる教教員員免免許許状状のの種種類類とと教教科科  

学学科科 教教員員免免許許状状のの種種類類 教教科科等等 

教教育育学学科科  

幼稚園教諭一種免許状  

小学校教諭一種免許状  

中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

特別支援学校教諭一種免許状 

知的障害者に関する教育の領域 

肢体不自由者に関する教育の領域 

病弱者（身体虚弱者を含む。）に関する教育の領域 

 ※幼稚園教諭一種免許状（以下「幼一種免」）、小学校教諭一種免許状（以下「小一種免」）、中学校 

教諭一種免許状（以下「中一種免」）、高等学校教諭一種免許状（以下「高一種免」）、特別支援学 

校教諭一種免許状（以下「特支一種免」）という。 

 ※幼一種免は 2023 年度入学生から取得可能です。 

 

 

所属するコースによって、取得可能な教員免許状は異なります。 

◎主専攻免許として取得可能  〇副専攻免許として取得可能 

ココーースス  

22002222 年年度度以以前前入入学学生生  22002233 年年度度入入学学生生  

小小  

一一種種免免  

中中  

一一種種免免  

高高  

一一種種免免  

特特支支  

一一種種免免  

幼幼  

一一種種免免  

小小  

一一種種免免  

中中  

一一種種免免  

高高  

一一種種免免  

特特支支  

一一種種免免  

小小学学校校教教育育ココーースス  ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 

保保健健体体育育教教育育ココーースス   ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇 

幼幼児児教教育育ココーースス      ◎ 〇 〇 〇 

特特別別支支援援教教育育ココーースス  ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 

＊１ 2022 年度以前入学生は副専攻免許を１つを選択できます。 

＊２ 2023 年度入学生は副専攻免許を２つまで選択できます。 

＊３ 特支一種免を取得するためには、基礎免許として幼一種免、小一種免、中一種免又は高一種免

のいずれかの免許を取得しなければなりません。 

（注）特別支援教育コースは 2021 年度入学生からです。 

１１  教教育育職職員員免免許許状状  
（（幼幼稚稚園園，，小小学学校校，，中中学学校校・・高高等等学学校校（（保保健健体体育育）），，特特別別支支援援学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状））  

１．教員免許状取得に必要な科目と必要単位数 

 教員免許状取得に必要な科目および最低修得単位数は、教員免許状の種類ごとに免許法に定める

科目区分で次のように定められています。この区分ごとの必要単位数と、基礎資格として学士の学

位を取得することで教員免許状の取得が可能となります。 

 なお、小一種免及び中一種免を取得する場合には、介護等体験が必要です。ただし、特支一種免

を取得する者は、介護等体験は免除されます。しかし、特支一種免が取得できなければこの免除は

適用されず、小一種免及び中一種免の取得に必要な単位をすべて取得していたとしてもいずれの教

員免許状も取得はできません。 

 

  

最最低低修修得得単単位位数数  

幼幼一一種種免免  小小一一種種免免  
中中一一種種免免  

（（保保健健体体育育））  
高高一一種種免免  

（（保保健健体体育育））  
特特支支一一種種免免  

①教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 
８単位  ８単位  ８単位  ８単位  

②教科及び教科の指導法に 

関する科目 
 ３０単位 ２８単位 ２４単位  

③領域及び保育内容の指導法 

に関する科目 
１６単位     

④教育の基礎的理解に 

関する科目等 
２１単位 ２７単位 ２７単位 ２３単位  

⑤大学が独自に設定する科目 １４単位  ２単位  ４単位 １２単位  

⑥特別支援教育に関する科目    
 

２６単位 

②②～～⑥⑥合合計計  ５５９９単単位位  ５５９９単単位位  ５５９９単単位位  ５５９９単単位位  ２２６６単単位位  

 ※免許法で定められた単位数であり、本学の教育学部が課程認定を受けた単位数とは異なります。 

 ※幼一種免は 2023 年度入学生から取得可能です。 

 

２．教育学部における開講科目と教育実習（入学年度・校種別） 

 教育学部では、教育職員免許法の定めに沿って免許状ごとに科目を開講しています。教員免許状

の取得に必要な科目数は、質の高い教員養成を行うために免許法に定められた単位数以上に開設し

ています。 

 次の（１）～（９）の表にある「履修方法」の必修・選択は教員免許状取得のもので、卒業のた

めの必修とは異なります。 
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ⅤⅤ  教教育育学学部部でで取取得得ででききるる各各種種資資格格 

 

 

 教育職員免許状（以下「教員免許状」という）を取得するためには、卒業に必要な単位を修得（学

士の学位を有する）するほかに、教育職員免許法及び同施行規則（以下「免許法」という）に定めら

れている科目を履修し単位を修得しなければなりません。 

 本学は学部学科ごとに文部科学省の課程認定を受け、これに基づく科目を開講しています。体育大

学にふさわしい質の高い教員養成を行うため免許法に定められている科目・単位数以上に修得する必

要があります。免許法の改正に伴い、入学年度によって履修科目・単位数が異なります。 

 複数の教員免許状の取得を希望する場合は、４年間の履修計画をしっかり立てておかないと取得で

きないこともありますので注意してください。 

 

■■教教育育学学部部でで取取得得ででききるる教教員員免免許許状状のの種種類類とと教教科科  

学学科科 教教員員免免許許状状のの種種類類 教教科科等等 

教教育育学学科科  

幼稚園教諭一種免許状  

小学校教諭一種免許状  

中学校教諭一種免許状 保健体育 

高等学校教諭一種免許状 保健体育 

特別支援学校教諭一種免許状 

知的障害者に関する教育の領域 

肢体不自由者に関する教育の領域 

病弱者（身体虚弱者を含む。）に関する教育の領域 

 ※幼稚園教諭一種免許状（以下「幼一種免」）、小学校教諭一種免許状（以下「小一種免」）、中学校 

教諭一種免許状（以下「中一種免」）、高等学校教諭一種免許状（以下「高一種免」）、特別支援学 

校教諭一種免許状（以下「特支一種免」）という。 

 ※幼一種免は 2023 年度入学生から取得可能です。 

 

 

所属するコースによって、取得可能な教員免許状は異なります。 

◎主専攻免許として取得可能  〇副専攻免許として取得可能 

ココーースス  

22002222 年年度度以以前前入入学学生生  22002233 年年度度入入学学生生  

小小  

一一種種免免  

中中  

一一種種免免  

高高  

一一種種免免  

特特支支  

一一種種免免  

幼幼  

一一種種免免  

小小  

一一種種免免  

中中  

一一種種免免  

高高  

一一種種免免  

特特支支  

一一種種免免  

小小学学校校教教育育ココーースス  ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 

保保健健体体育育教教育育ココーースス   ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇 

幼幼児児教教育育ココーースス      ◎ 〇 〇 〇 

特特別別支支援援教教育育ココーースス  ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 

＊１ 2022 年度以前入学生は副専攻免許を１つを選択できます。 

＊２ 2023 年度入学生は副専攻免許を２つまで選択できます。 

＊３ 特支一種免を取得するためには、基礎免許として幼一種免、小一種免、中一種免又は高一種免

のいずれかの免許を取得しなければなりません。 

（注）特別支援教育コースは 2021 年度入学生からです。 

１１  教教育育職職員員免免許許状状  
（（幼幼稚稚園園，，小小学学校校，，中中学学校校・・高高等等学学校校（（保保健健体体育育）），，特特別別支支援援学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状））  

１．教員免許状取得に必要な科目と必要単位数 

 教員免許状取得に必要な科目および最低修得単位数は、教員免許状の種類ごとに免許法に定める

科目区分で次のように定められています。この区分ごとの必要単位数と、基礎資格として学士の学

位を取得することで教員免許状の取得が可能となります。 

 なお、小一種免及び中一種免を取得する場合には、介護等体験が必要です。ただし、特支一種免

を取得する者は、介護等体験は免除されます。しかし、特支一種免が取得できなければこの免除は

適用されず、小一種免及び中一種免の取得に必要な単位をすべて取得していたとしてもいずれの教

員免許状も取得はできません。 

 

  

最最低低修修得得単単位位数数  

幼幼一一種種免免  小小一一種種免免  
中中一一種種免免  

（（保保健健体体育育））  
高高一一種種免免  

（（保保健健体体育育））  
特特支支一一種種免免  

①教育職員免許法施行規則 

第６６条の６に定める科目 
８単位  ８単位  ８単位  ８単位  

②教科及び教科の指導法に 

関する科目 
 ３０単位 ２８単位 ２４単位  

③領域及び保育内容の指導法 

に関する科目 
１６単位     

④教育の基礎的理解に 

関する科目等 
２１単位 ２７単位 ２７単位 ２３単位  

⑤大学が独自に設定する科目 １４単位  ２単位  ４単位 １２単位  

⑥特別支援教育に関する科目    
 

２６単位 

②②～～⑥⑥合合計計  ５５９９単単位位  ５５９９単単位位  ５５９９単単位位  ５５９９単単位位  ２２６６単単位位  

 ※免許法で定められた単位数であり、本学の教育学部が課程認定を受けた単位数とは異なります。 

 ※幼一種免は 2023 年度入学生から取得可能です。 

 

２．教育学部における開講科目と教育実習（入学年度・校種別） 

 教育学部では、教育職員免許法の定めに沿って免許状ごとに科目を開講しています。教員免許状

の取得に必要な科目数は、質の高い教員養成を行うために免許法に定められた単位数以上に開設し

ています。 

 次の（１）～（９）の表にある「履修方法」の必修・選択は教員免許状取得のもので、卒業のた

めの必修とは異なります。 
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((11))幼幼稚稚園園教教諭諭一一種種免免許許状状【【22002233 年年度度入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                    ●必修 ◎選択必修 ○選択 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修
方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

領域に関する
専門的事項 

健康 

１６ 

幼児と健康 ２ ● ＊    

人間関係 幼児と人間関係 ２ ●  ＊   

環境 幼児と環境 ２ ● ＊    

言葉 幼児と言葉 ２ ●  ＊   

表現 
図画工作実技（幼児と造形表現） ２ ●  ＊   

幼児と音楽表現 ２ ●  ＊   

保育内容の指導法 

（情報機器及び教材の活用を含む｡） 

保育内容総論 ２ ● ＊    

健康領域指導法 ２ ●  ＊   

人間関係領域指導法 ２ ●   ＊  

環境領域指導法 ２ ●   ＊  

言葉領域指導法 ２ ●   ＊  

表現（造形）領域指導法 １ ●   ＊  

表現（音楽）領域指導法 １ ●   ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指
導法及び生徒指導、教育相談等に
関する科目 

４ 

教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む） ※１ ２ ●   ＊  

幼児理解 ２ ● ＊    

教育相談 ※１ ２ ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 教育実習（幼稚園） ※２ ５ ●   ＊  

２ 教職実践演習（幼稚園・初等・中等） ※３ ２ ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 １４ 
学校インターンシップ ２ ● ＊    

道徳教育の指導法 ※１ ２ ● ＊    

教
育
職
員
免
許
法
施
行 

規
則
第
66
条
の
６
に
定 

め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作 

２ 
情報処理Ⅰ １ ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ＊    

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、『大学が独自に設定する科目』に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、幼一種免、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「教育実習（幼稚園)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確

認してください｡） 

※３ 「教職実践演習（幼稚園・初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけ

です。 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、１５日間となります。ただし、実習園により期間が延長される場合があります。 

②履修要件 

「教育実習（幼稚園）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。

この要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前年度末までに修得していること。 

ⅱ. 〇の科目を教育実習前までに修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅲ. 教育実習時に「学校インターンシップ」を履修済みであることが望ましい。 

ⅳ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

履履修修

年年次次  
領領域域にに関関すするる専専門門的的事事項項  保保育育内内容容のの指指導導法法にに関関すするる科科目目  

教教育育のの基基礎礎的的理理解解にに関関すするる科科目目等等

又又はは、、大大学学がが独独自自にに設設定定すするる科科目目  

１１
年年
次次  

幼児と健康 ２ ★ 保育内容総論 ２ ★ 教育原論 ２ ★ 

幼児と環境 ２     教職論 ２ ★ 

      学校教育心理学 ２ ★ 

      特別ニーズ教育論 ２  

      幼児理解 ２ ★ 

      学校インターンシップ ２  

      道徳教育の指導法 ２  

２２
年年
次次  

幼児と人間関係 ２ 〇 健康領域指導法 ２ 〇 教育課程論 ２  

幼児と言葉 ２ 〇       

図画工作実技 

（幼児と造形表現） 
２ 〇       

幼児と音楽表現 ２ 〇       

         

３３
年年
次次  

   人間関係領域指導法 ２  教育行政学 ２  

   環境領域指導法 ２  教育相談 ２  

   言葉領域指導法 ２  
教育方法・技術論 

（情報通信技術の活用含む） 
２ 〇 

   表現（造形）領域指導法 １     

   表現（音楽）領域指導法 １     
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2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

((11))幼幼稚稚園園教教諭諭一一種種免免許許状状【【22002233 年年度度入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                    ●必修 ◎選択必修 ○選択 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修
方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

領域に関する
専門的事項 

健康 

１６ 

幼児と健康 ２ ● ＊    

人間関係 幼児と人間関係 ２ ●  ＊   

環境 幼児と環境 ２ ● ＊    

言葉 幼児と言葉 ２ ●  ＊   

表現 
図画工作実技（幼児と造形表現） ２ ●  ＊   

幼児と音楽表現 ２ ●  ＊   

保育内容の指導法 

（情報機器及び教材の活用を含む｡） 

保育内容総論 ２ ● ＊    

健康領域指導法 ２ ●  ＊   

人間関係領域指導法 ２ ●   ＊  

環境領域指導法 ２ ●   ＊  

言葉領域指導法 ２ ●   ＊  

表現（造形）領域指導法 １ ●   ＊  

表現（音楽）領域指導法 １ ●   ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指
導法及び生徒指導、教育相談等に
関する科目 

４ 

教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む） ※１ ２ ●   ＊  

幼児理解 ２ ● ＊    

教育相談 ※１ ２ ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 教育実習（幼稚園） ※２ ５ ●   ＊  

２ 教職実践演習（幼稚園・初等・中等） ※３ ２ ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 １４ 
学校インターンシップ ２ ● ＊    

道徳教育の指導法 ※１ ２ ● ＊    

教
育
職
員
免
許
法
施
行 

規
則
第
66
条
の
６
に
定 

め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作 

２ 
情報処理Ⅰ １ ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ＊    

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、『大学が独自に設定する科目』に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、幼一種免、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「教育実習（幼稚園)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確

認してください｡） 

※３ 「教職実践演習（幼稚園・初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけ

です。 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、１５日間となります。ただし、実習園により期間が延長される場合があります。 

②履修要件 

「教育実習（幼稚園）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。

この要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前年度末までに修得していること。 

ⅱ. 〇の科目を教育実習前までに修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅲ. 教育実習時に「学校インターンシップ」を履修済みであることが望ましい。 

ⅳ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

履履修修

年年次次  
領領域域にに関関すするる専専門門的的事事項項  保保育育内内容容のの指指導導法法にに関関すするる科科目目  

教教育育のの基基礎礎的的理理解解にに関関すするる科科目目等等

又又はは、、大大学学がが独独自自にに設設定定すするる科科目目  

１１
年年
次次  

幼児と健康 ２ ★ 保育内容総論 ２ ★ 教育原論 ２ ★ 

幼児と環境 ２     教職論 ２ ★ 

      学校教育心理学 ２ ★ 

      特別ニーズ教育論 ２  

      幼児理解 ２ ★ 

      学校インターンシップ ２  

      道徳教育の指導法 ２  

２２
年年
次次  

幼児と人間関係 ２ 〇 健康領域指導法 ２ 〇 教育課程論 ２  

幼児と言葉 ２ 〇       

図画工作実技 

（幼児と造形表現） 
２ 〇       

幼児と音楽表現 ２ 〇       

         

３３
年年
次次  

   人間関係領域指導法 ２  教育行政学 ２  

   環境領域指導法 ２  教育相談 ２  

   言葉領域指導法 ２  
教育方法・技術論 

（情報通信技術の活用含む） 
２ 〇 

   表現（造形）領域指導法 １     

   表現（音楽）領域指導法 １     
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第
２
部（
教
育
学
部
）



((22))小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状【【22002211 年年度度以以前前入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許状状取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                  ●必修 ◎選択必修 ○選択 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  
履履修修
方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

国語（書写を含む。） 

３０ 

国語科概論Ⅰ ２ ● ＊    

国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ●  ＊   

社会  
社会科概論Ⅰ ２ ● ＊    

社会科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

算数  
算数科概論Ⅰ ２ ● ＊    

算数科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

理科  
理科概論Ⅰ ２ ● ＊    

理科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

生活  生活科概論 ２ ●  ＊   

音楽  
音楽科概論 ２ ●  ＊   

器楽演習 ２ ○ ＊    

図画工作  図画工作科概論 ２ ●  ＊   

家庭  家庭科概論 ２ ●  ＊   

体育  体育科概論 ２ ●  ＊   

外国語  英語科概論 ２ ●  ＊   

各教科の指導法 

（情報機器及び教材の活用を含む。） 

教科教育法（国語） ２ ●  ＊   

教科教育法（社会） ２ ●  ＊   

教科教育法（算数） ２ ●  ＊   

教科教育法（理科） ２ ●  ＊   

教科教育法（生活） ２ ●   ＊  

教科教育法（音楽） ２ ●   ＊  

教科教育法（図画工作） ２ ●   ＊  

教科教育法（家庭） ２ ●   ＊  

教科教育法（体育） ２ ●  ＊   

教科教育法（英語） ２ ●   ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指導

法及び生徒指導、教育相談等に関す

る科目 

１０ 

道徳教育の指導法 ※１ ２ ● ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法Ａ ２ ●  ＊   

教育方法・技術論Ａ ２ ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論Ａ ２ ●   ＊  

教育相談Ａ ２ ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 教育実習Ａ ※２ ５ ●   ＊  

２ 教職実践演習（初等・中等） ※３ ２ ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 ２         

教
育
職
員
免
許
法
施
行

規
則
第
66
条
の
６
に
定

め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

情報機器の操作 ２ 
情報処理Ⅰ １ ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ＊    

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、「大学が独自に設定する科目」に充当します。(66 条の６
に定める科目を除く） 
※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 
※２ 「教育実習Ａ」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認してく

ださい｡） 
※３ 「教職実践演習（初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期に行います。 

小学校の教育実習期間は、２０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合が

あります。 

②履修要件 

「教育実習Ａ」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。この要

件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅳ. ◎の科目のうち、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

ⅴ. ＊の科目のうち、１８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅵ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する

者を除く。 

ⅶ. 教育実習時に「学校インターンシップＡ」を履修済みであることが望ましい。 

ⅷ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

                                    ［2021 年度以前入学生］ 

履履修修  

年年次次  
授授業業科科目目  単単位位数数  授授業業科科目目  単単位位数数  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 国語科概論Ⅰ ２ ＊ 

教育原論 ２ ★ 社会科概論Ⅰ ２ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★ 算数科概論Ⅰ ２ ＊ 

道徳教育の指導法 ２ ☆ 理科概論Ⅰ ２ ＊ 

特別ニーズ教育論 ２ ☆    

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習の時

間の指導法Ａ 
２ ☆ 国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ＊ 

教育課程論 ２  社会科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（算数） ２ ◎ 生活科概論 ２ ＊ 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ＊ 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ＊ 

   家庭科概論 ２ ＊ 

   体育科概論 ２ ＊ 

   英語科概論 ２ ＊ 

３３
年年
次次  

教科教育法（生活） ２ ◎    

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教科教育法（英語） ２ ◎    

教育方法・技術論Ａ ２ □    

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論Ａ ２     

教育相談Ａ ２     

教育実習Ａ ５     
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((22))小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状【【22002211 年年度度以以前前入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許状状取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                  ●必修 ◎選択必修 ○選択 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  
履履修修
方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

国語（書写を含む。） 

３０ 

国語科概論Ⅰ ２ ● ＊    

国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ●  ＊   

社会  
社会科概論Ⅰ ２ ● ＊    

社会科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

算数  
算数科概論Ⅰ ２ ● ＊    

算数科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

理科  
理科概論Ⅰ ２ ● ＊    

理科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

生活  生活科概論 ２ ●  ＊   

音楽  
音楽科概論 ２ ●  ＊   

器楽演習 ２ ○ ＊    

図画工作  図画工作科概論 ２ ●  ＊   

家庭  家庭科概論 ２ ●  ＊   

体育  体育科概論 ２ ●  ＊   

外国語  英語科概論 ２ ●  ＊   

各教科の指導法 

（情報機器及び教材の活用を含む。） 

教科教育法（国語） ２ ●  ＊   

教科教育法（社会） ２ ●  ＊   

教科教育法（算数） ２ ●  ＊   

教科教育法（理科） ２ ●  ＊   

教科教育法（生活） ２ ●   ＊  

教科教育法（音楽） ２ ●   ＊  

教科教育法（図画工作） ２ ●   ＊  

教科教育法（家庭） ２ ●   ＊  

教科教育法（体育） ２ ●  ＊   

教科教育法（英語） ２ ●   ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指導

法及び生徒指導、教育相談等に関す

る科目 

１０ 

道徳教育の指導法 ※１ ２ ● ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法Ａ ２ ●  ＊   

教育方法・技術論Ａ ２ ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論Ａ ２ ●   ＊  

教育相談Ａ ２ ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 教育実習Ａ ※２ ５ ●   ＊  

２ 教職実践演習（初等・中等） ※３ ２ ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 ２         

教
育
職
員
免
許
法
施
行

規
則
第
66
条
の
６
に
定

め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

情報機器の操作 ２ 
情報処理Ⅰ １ ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ＊    

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、「大学が独自に設定する科目」に充当します。(66 条の６
に定める科目を除く） 
※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 
※２ 「教育実習Ａ」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認してく

ださい｡） 
※３ 「教職実践演習（初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期に行います。 

小学校の教育実習期間は、２０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合が

あります。 

②履修要件 

「教育実習Ａ」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。この要

件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅳ. ◎の科目のうち、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

ⅴ. ＊の科目のうち、１８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅵ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する

者を除く。 

ⅶ. 教育実習時に「学校インターンシップＡ」を履修済みであることが望ましい。 

ⅷ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

                                    ［2021 年度以前入学生］ 

履履修修  

年年次次  
授授業業科科目目  単単位位数数  授授業業科科目目  単単位位数数  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 国語科概論Ⅰ ２ ＊ 

教育原論 ２ ★ 社会科概論Ⅰ ２ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★ 算数科概論Ⅰ ２ ＊ 

道徳教育の指導法 ２ ☆ 理科概論Ⅰ ２ ＊ 

特別ニーズ教育論 ２ ☆    

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習の時

間の指導法Ａ 
２ ☆ 国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ＊ 

教育課程論 ２  社会科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（算数） ２ ◎ 生活科概論 ２ ＊ 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ＊ 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ＊ 

   家庭科概論 ２ ＊ 

   体育科概論 ２ ＊ 

   英語科概論 ２ ＊ 

３３
年年
次次  

教科教育法（生活） ２ ◎    

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教科教育法（英語） ２ ◎    

教育方法・技術論Ａ ２ □    

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論Ａ ２     

教育相談Ａ ２     

教育実習Ａ ５     

－ 110 － － 111 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



((33))小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状  【【22002222 年年度度入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許状状取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                        ●必修 ◎選択必修 ○選択  

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、「大学が独自に設定する科目」に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「教育実習（初等)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認

してください｡） 

※３ 「教職実践演習（初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  
履履修修

方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

国語（書写を含む。） 

３０ 

国語科概論Ⅰ ２ ● ＊    

国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ●  ＊   

社会  
社会科概論Ⅰ ２ ● ＊    

社会科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

算数  
算数科概論Ⅰ ２ ● ＊    

算数科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

理科  
理科概論Ⅰ ２ ● ＊    

理科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

生活  生活科概論 ２ ●  ＊   

音楽  
音楽科概論 ２ ●  ＊   

器楽演習 ２ ○ ＊    

図画工作  図画工作科概論 ２ ●  ＊   

家庭  家庭科概論 ２ ●  ＊   

体育  体育科概論 ２ ●  ＊   

外国語  英語科概論 ２ ●  ＊   

各教科の指導法 

（情報通信技術の活用を含む。） 

教科教育法（国語） ２ ●  ＊   

教科教育法（社会） ２ ●  ＊   

教科教育法（算数） ２ ●  ＊   

教科教育法（理科） ２ ●  ＊   

教科教育法（生活） ２ ●   ＊  

教科教育法（音楽） ２ ●   ＊  

教科教育法（図画工作） ２ ●   ＊  

教科教育法（家庭） ２ ●   ＊  

教科教育法（体育） ２ ●  ＊   

教科教育法（英語） ２ ●   ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

１０ 

道徳教育の指導法 ※１ ２ ● ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法※１ ２ ●  ＊   

教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む）※１ ２ ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論 ※１ ２ ●   ＊  

教育相談 ※１ ２ ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 教育実習（初等） ※２ ５ ●   ＊  

２ 教職実践演習（初等・中等） ※３ ２ ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 ２         

教
育
職
員
免
許
法
施
行

規
則
第
66
条
の
６
に
定

め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に関
する科目又は情報機器の操作 

２ 
情報処理Ⅰ １ ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ＊    

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として３年次の後期に行います。 

小学校の教育実習期間は、２０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合が

あります。 

②履修要件 

「教育実習（初等）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。こ

の要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅳ. ◎の科目のうち、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

ⅴ. ＊の科目のうち、１８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅵ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を受講済みであることが望ましい。ただし、小学校又は

中学校免許の取得には介護等体験が必要である。 ※特支一種免を取得する者を除く。 

ⅶ. 教育実習時に「学校インターンシップ（初等）」を履修済みであることが望ましい。 

ⅷ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                      ［2022 年度入学生］ 

履履修修  

年年次次  
授授業業科科目目  単単位位数数  授授業業科科目目  単単位位数数  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 国語科概論Ⅰ ２ ＊ 

教育原論 ２ ★ 社会科概論Ⅰ ２ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★ 算数科概論Ⅰ ２ ＊ 

道徳教育の指導法 ２ ☆ 理科概論Ⅰ ２ ＊ 

特別ニーズ教育論 ２ ☆    

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習の時間

の指導法 
２ ☆ 

国語科概論Ⅱ 

（書写実習を含む） 
２ ＊ 

教育課程論 ２  社会科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（算数） ２ ◎ 生活科概論 ２ ＊ 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ＊ 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ＊ 

   家庭科概論 ２ ＊ 

   体育科概論 ２ ＊ 

   英語科概論 ２ ＊ 

３３
年年
次次  

教科教育法（生活） ２ ◎    

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教科教育法（英語） ２ ◎    

教育方法・技術論 

（情報通信技術の活用を含む） 
２ □ 

   

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論 ２     

教育相談 ２     

教育実習（初等） ５     

－ 112 － － 113 －
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((33))小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状  【【22002222 年年度度入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許状状取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                        ●必修 ◎選択必修 ○選択  

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、「大学が独自に設定する科目」に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「教育実習（初等)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認

してください｡） 

※３ 「教職実践演習（初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  
履履修修

方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

国語（書写を含む。） 

３０ 

国語科概論Ⅰ ２ ● ＊    

国語科概論Ⅱ（書写実習を含む） ２ ●  ＊   

社会  
社会科概論Ⅰ ２ ● ＊    

社会科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

算数  
算数科概論Ⅰ ２ ● ＊    

算数科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

理科  
理科概論Ⅰ ２ ● ＊    

理科概論Ⅱ ２ ●  ＊   

生活  生活科概論 ２ ●  ＊   

音楽  
音楽科概論 ２ ●  ＊   

器楽演習 ２ ○ ＊    

図画工作  図画工作科概論 ２ ●  ＊   

家庭  家庭科概論 ２ ●  ＊   

体育  体育科概論 ２ ●  ＊   

外国語  英語科概論 ２ ●  ＊   

各教科の指導法 

（情報通信技術の活用を含む。） 

教科教育法（国語） ２ ●  ＊   

教科教育法（社会） ２ ●  ＊   

教科教育法（算数） ２ ●  ＊   

教科教育法（理科） ２ ●  ＊   

教科教育法（生活） ２ ●   ＊  

教科教育法（音楽） ２ ●   ＊  

教科教育法（図画工作） ２ ●   ＊  

教科教育法（家庭） ２ ●   ＊  

教科教育法（体育） ２ ●  ＊   

教科教育法（英語） ２ ●   ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

１０ 

道徳教育の指導法 ※１ ２ ● ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法※１ ２ ●  ＊   

教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む）※１ ２ ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論 ※１ ２ ●   ＊  

教育相談 ※１ ２ ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 教育実習（初等） ※２ ５ ●   ＊  

２ 教職実践演習（初等・中等） ※３ ２ ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 ２         

教
育
職
員
免
許
法
施
行

規
則
第
66
条
の
６
に
定

め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に関
する科目又は情報機器の操作 

２ 
情報処理Ⅰ １ ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ＊    

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として３年次の後期に行います。 

小学校の教育実習期間は、２０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合が

あります。 

②履修要件 

「教育実習（初等）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。こ

の要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅳ. ◎の科目のうち、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

ⅴ. ＊の科目のうち、１８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅵ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を受講済みであることが望ましい。ただし、小学校又は

中学校免許の取得には介護等体験が必要である。 ※特支一種免を取得する者を除く。 

ⅶ. 教育実習時に「学校インターンシップ（初等）」を履修済みであることが望ましい。 

ⅷ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                      ［2022 年度入学生］ 

履履修修  

年年次次  
授授業業科科目目  単単位位数数  授授業業科科目目  単単位位数数  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 国語科概論Ⅰ ２ ＊ 

教育原論 ２ ★ 社会科概論Ⅰ ２ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★ 算数科概論Ⅰ ２ ＊ 

道徳教育の指導法 ２ ☆ 理科概論Ⅰ ２ ＊ 

特別ニーズ教育論 ２ ☆    

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習の時間

の指導法 
２ ☆ 

国語科概論Ⅱ 

（書写実習を含む） 
２ ＊ 

教育課程論 ２  社会科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論Ⅱ ２ ＊ 

教科教育法（算数） ２ ◎ 生活科概論 ２ ＊ 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ＊ 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ＊ 

   家庭科概論 ２ ＊ 

   体育科概論 ２ ＊ 

   英語科概論 ２ ＊ 

３３
年年
次次  

教科教育法（生活） ２ ◎    

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教科教育法（英語） ２ ◎    

教育方法・技術論 

（情報通信技術の活用を含む） 
２ □ 

   

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論 ２     

教育相談 ２     

教育実習（初等） ５     
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((44))小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状  【【22002233 年年度度入入学学生生】】  
  

１１））教教員員免免許許状状取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                        ●必修 ◎選択必修 ○選択  

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、「大学が独自に設定する科目」に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「教育実習（初等)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認

してください｡） 

※３ 「教職実践演習（幼稚園・初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけ

です。 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  
履履修修

方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

国語（書写を含む。） 

３０ 

国語科概論（書写実習を含む） ２ ●  ＊   

社会  社会科概論 ２ ●  ＊   

算数  算数科概論 ２ ●  ＊   

理科 理科概論 ２ ●  ＊   

生活  生活科概論 ２ ●  ＊   

音楽  
音楽科概論 ２ ●  ＊   

器楽演習 ２ ○ ＊    

図画工作  図画工作科概論 ２ ●  ＊   

家庭  家庭科概論 ２ ●  ＊   

体育  体育科概論 ２ ●  ＊   

外国語  英語科概論 ２ ●  ＊   

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 

教科教育法（国語） ２ ●  ＊   

教科教育法（社会） ２ ●  ＊   

教科教育法（算数） ２ ●  ＊   

教科教育法（理科） ２ ●  ＊   

教科教育法（生活） ２ ●   ＊  

教科教育法（音楽） ２ ●   ＊  

教科教育法（図画工作） ２ ●   ＊  

教科教育法（家庭） ２ ●   ＊  

教科教育法（体育） ２ ●  ＊   

教科教育法（英語） ２ ●   ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

１０ 

道徳教育の指導法 ※１ ２ ● ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法※１ ２ ●  ＊   

教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む）※１ ２ ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論 ※１ ２ ●   ＊  

教育相談 ※１ ２ ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 教育実習（初等） ※２ ５ ●   ＊  

２ 教職実践演習（幼稚園・初等・中等） ※３ ２ ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 ２         

教
育
職
員
免
許
法
施
行

規
則
第
66
条
の
６
に
定

め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に関
する科目又は情報機器の操作 

２ 
情報処理Ⅰ １ ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ＊    

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次前期に行います。 

小学校の教育実習期間は、２０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合が

あります。 

②履修要件 

「教育実習（初等）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。こ

の要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅳ. ◎の科目のうち、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

ⅴ. 〇の科目のうち、４科目８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

  ●の科目のうち、４科目８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅵ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を受講済みであることが望ましい。ただし、小学校又は

中学校免許の取得には介護等体験が必要である。 ※特支一種免を取得する者を除く。 

ⅶ. 教育実習時に「学校インターンシップ（初等）」を履修済みであることが望ましい。 

ⅷ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                      ［2023 年度入学生］ 

履履修修  

年年次次  
授授業業科科目目  単単位位数数  授授業業科科目目  単単位位数数  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★    

教育原論 ２ ★    

学校教育心理学 ２ ★    

道徳教育の指導法 ２ ☆    

特別ニーズ教育論 ２ ☆    

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習の時間

の指導法 
２ ☆ 国語科概論（書写実習を含む） ２ 〇 

教育課程論 ２  社会科概論 ２ 〇 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論 ２ 〇 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論 ２ 〇 

教科教育法（算数） ２ ◎ 体育科概論 ２ 〇 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ● 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ● 

   家庭科概論 ２ ● 

   生活科概論 ２ ● 

   英語科概論 ２ ● 

３３
年年
次次  

教科教育法（生活） ２ ◎    

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教科教育法（英語） ２ ◎    

教育方法・技術論 

（情報通信技術の活用を含む） 
２ □ 

   

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論 ２     

教育相談 ２     

教育実習（初等） ５     
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((44))小小学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状  【【22002233 年年度度入入学学生生】】  
  

１１））教教員員免免許許状状取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                        ●必修 ◎選択必修 ○選択  

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、「大学が独自に設定する科目」に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「教育実習（初等)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認

してください｡） 

※３ 「教職実践演習（幼稚園・初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけ

です。 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  
履履修修

方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

国語（書写を含む。） 

３０ 

国語科概論（書写実習を含む） ２ ●  ＊   

社会  社会科概論 ２ ●  ＊   

算数  算数科概論 ２ ●  ＊   

理科 理科概論 ２ ●  ＊   

生活  生活科概論 ２ ●  ＊   

音楽  
音楽科概論 ２ ●  ＊   

器楽演習 ２ ○ ＊    

図画工作  図画工作科概論 ２ ●  ＊   

家庭  家庭科概論 ２ ●  ＊   

体育  体育科概論 ２ ●  ＊   

外国語  英語科概論 ２ ●  ＊   

各教科の指導法（情報通信技術

の活用を含む。） 

教科教育法（国語） ２ ●  ＊   

教科教育法（社会） ２ ●  ＊   

教科教育法（算数） ２ ●  ＊   

教科教育法（理科） ２ ●  ＊   

教科教育法（生活） ２ ●   ＊  

教科教育法（音楽） ２ ●   ＊  

教科教育法（図画工作） ２ ●   ＊  

教科教育法（家庭） ２ ●   ＊  

教科教育法（体育） ２ ●  ＊   

教科教育法（英語） ２ ●   ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

１０ 

道徳教育の指導法 ※１ ２ ● ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法※１ ２ ●  ＊   

教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む）※１ ２ ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論 ※１ ２ ●   ＊  

教育相談 ※１ ２ ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 教育実習（初等） ※２ ５ ●   ＊  

２ 教職実践演習（幼稚園・初等・中等） ※３ ２ ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 ２         

教
育
職
員
免
許
法
施
行

規
則
第
66
条
の
６
に
定

め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に関
する科目又は情報機器の操作 

２ 
情報処理Ⅰ １ ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ＊    

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次前期に行います。 

小学校の教育実習期間は、２０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合が

あります。 

②履修要件 

「教育実習（初等）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。こ

の要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅳ. ◎の科目のうち、１２単位以上を当該年度の前期までに履修していること。 

ⅴ. 〇の科目のうち、４科目８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

  ●の科目のうち、４科目８単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅵ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を受講済みであることが望ましい。ただし、小学校又は

中学校免許の取得には介護等体験が必要である。 ※特支一種免を取得する者を除く。 

ⅶ. 教育実習時に「学校インターンシップ（初等）」を履修済みであることが望ましい。 

ⅷ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                      ［2023 年度入学生］ 

履履修修  

年年次次  
授授業業科科目目  単単位位数数  授授業業科科目目  単単位位数数  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★    

教育原論 ２ ★    

学校教育心理学 ２ ★    

道徳教育の指導法 ２ ☆    

特別ニーズ教育論 ２ ☆    

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習の時間

の指導法 
２ ☆ 国語科概論（書写実習を含む） ２ 〇 

教育課程論 ２  社会科概論 ２ 〇 

教科教育法（国語） ２ ◎ 算数科概論 ２ 〇 

教科教育法（社会） ２ ◎ 理科概論 ２ 〇 

教科教育法（算数） ２ ◎ 体育科概論 ２ 〇 

教科教育法（理科） ２ ◎ 音楽科概論 ２ ● 

教科教育法（体育） ２ ◎ 図画工作科概論 ２ ● 

   家庭科概論 ２ ● 

   生活科概論 ２ ● 

   英語科概論 ２ ● 

３３
年年
次次  

教科教育法（生活） ２ ◎    

教科教育法（音楽） ２ ◎    

教科教育法（図画工作） ２ ◎    

教科教育法（家庭） ２ ◎    

教科教育法（英語） ２ ◎    

教育方法・技術論 

（情報通信技術の活用を含む） 
２ □ 

   

教育行政学 ２ □    

生徒指導論・進路指導論 ２     

教育相談 ２     

教育実習（初等） ５     

 

－ 114 － － 115 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



((55))中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))【【22002211 年年度度以以前前入入学学生生】】 
  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                              ●必修 ◎選択必修 ○選択  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分 
法法定定最最低低  

単単位位数数 
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目 単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  １１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技  

２８ 

（２４） 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（水泳Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（器械運動Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（柔道Ⅰ） １ 
◎ ◎ 

＊    

体育実技（剣道Ⅰ） １ ＊    

体育実技（ダンスⅠ） １ ● ●  ＊   

球技（バレーボール） １ ● ●  ＊   

球技（バスケットボール） １ ● ●  ＊   

「体育原理、体育心理学、体育経営

管理学、体育社会学、体育史」・運

動学（運動方法学を含む。） 

体育原理 ２ ● ● ＊    

体育心理学 ２ ● ●  ＊   

体育経営論 ２ ● ●   ＊  

体育社会学 ２ ● ●   ＊  

体育史 ２ ● ●   ＊  

運動学・運動方法学 ２ ● ●  ＊   

生理学（運動生理学を含む。） 生理学（運動生理学を含む） ２ ● ● ＊    

衛生学・公衆衛生学  衛生学・公衆衛生学 ２ ● ●  ＊   

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全及び救急処置を含む。） 

学校保健（小児保健、学校安全を含む） ２ ● ●  ＊   

精神保健学 ２ ● ●   ＊  

運動療法（救急処置を含む） ２ ● ●  ＊   

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用

を含む。） 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅳ ２ ●    ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ● ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ● ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及

び生徒指導、進路指導、教育相談等に関

する科目 

１０ 

（８） 

道徳教育の指導法 ※２ ２ ●  ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法Ｂ ２ ● ●  ＊   

教育方法・技術論Ｂ ２ ● ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論Ｂ ２ ● ●   ＊  

教育相談Ｂ ２ ● ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 

（３） 
教育実習Ｂ ※３ ５ ● ●   ＊  

２ 教職実践演習（初等・中等） ※４ ２ ● ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目  
４ 

（１２） 
道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２  ● ＊    

教
育
職
員
免
許
法
施

行
規
則
第
66
条
の
６

に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ● ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ● ●  ＊   

情報機器の操作 ２ 
情報処理Ⅰ １ ● ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ● ＊    

 法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位。（中一種免と異なる場合のみ記載） 

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、『大学が独自に設定する科目』に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「道徳教育の指導法」は中一種免のみ必修ですが、高一種免では『大学が独自に設定する科

目』の必修です。 

※３ 「教育実習Ｂ」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認してく

ださい｡） 

※４ 「教職実践演習（初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

２科目より１科目 
を選択 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、１５日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合があります。 

②履修要件 

「教育実習Ｂ」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。この要

件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. ●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅳ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅴ. 「教科に関する講義科目」のうち、◎の科目を含む１４単位以上を履修していること。 

ⅵ. 「実技科目」のうち、＊を含む５単位以上を履修していること。 

ⅶ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する

者を除く。 

ⅷ. 教育実習時に「学校インターンシップＢ」を履修済みであることが望ましい。 

ⅸ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                    ［2021 年度以前入学生］ 

履履修修

年年次次  
教教職職関関係係科科目目  教教科科にに関関すするる講講義義科科目目  実実技技科科目目  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 体育原理 ２ ◎ 
体育実技 

（陸上競技Ⅰ） 
１ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学 

（運動生理学を含む） 
２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    
体育実技 

（器械運動Ⅰ） 
１  

道徳教育の指導法 ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

特別ニーズ教育論 ２ ☆    体育実技（剣道Ⅰ） １  

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習

の時間の指導法Ｂ 
２ ☆ 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

教育課程論 ２  衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 
学校保健（小児保健・学

校安全を含む） 
２  

球技 

（バスケットボール） 
１  

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 体育心理学 ２ ◎    

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● 
運動療法 

（救急処置を含む） 
２  

   

３３
年年
次次  

教育方法・技術論Ｂ ２ □ 体育経営論 ２     

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指導論Ｂ ２  精神保健学 ２     

教育相談Ｂ ２        

教育実習Ｂ ５        

－ 116 － － 117 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

((55))中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))【【22002211 年年度度以以前前入入学学生生】】 
  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                              ●必修 ◎選択必修 ○選択  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分 
法法定定最最低低  

単単位位数数 
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目 単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  １１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技  

２８ 

（２４） 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（水泳Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（器械運動Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（柔道Ⅰ） １ 
◎ ◎ 

＊    

体育実技（剣道Ⅰ） １ ＊    

体育実技（ダンスⅠ） １ ● ●  ＊   

球技（バレーボール） １ ● ●  ＊   

球技（バスケットボール） １ ● ●  ＊   

「体育原理、体育心理学、体育経営

管理学、体育社会学、体育史」・運

動学（運動方法学を含む。） 

体育原理 ２ ● ● ＊    

体育心理学 ２ ● ●  ＊   

体育経営論 ２ ● ●   ＊  

体育社会学 ２ ● ●   ＊  

体育史 ２ ● ●   ＊  

運動学・運動方法学 ２ ● ●  ＊   

生理学（運動生理学を含む。） 生理学（運動生理学を含む） ２ ● ● ＊    

衛生学・公衆衛生学  衛生学・公衆衛生学 ２ ● ●  ＊   

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全及び救急処置を含む。） 

学校保健（小児保健、学校安全を含む） ２ ● ●  ＊   

精神保健学 ２ ● ●   ＊  

運動療法（救急処置を含む） ２ ● ●  ＊   

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用

を含む。） 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅳ ２ ●    ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ● ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ● ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及

び生徒指導、進路指導、教育相談等に関

する科目 

１０ 

（８） 

道徳教育の指導法 ※２ ２ ●  ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法Ｂ ２ ● ●  ＊   

教育方法・技術論Ｂ ２ ● ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論Ｂ ２ ● ●   ＊  

教育相談Ｂ ２ ● ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 

（３） 
教育実習Ｂ ※３ ５ ● ●   ＊  

２ 教職実践演習（初等・中等） ※４ ２ ● ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目  
４ 

（１２） 
道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２  ● ＊    

教
育
職
員
免
許
法
施

行
規
則
第
66
条
の
６

に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ● ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ● ●  ＊   

情報機器の操作 ２ 
情報処理Ⅰ １ ● ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ● ＊    

 法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位。（中一種免と異なる場合のみ記載） 

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、『大学が独自に設定する科目』に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「道徳教育の指導法」は中一種免のみ必修ですが、高一種免では『大学が独自に設定する科

目』の必修です。 

※３ 「教育実習Ｂ」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認してく

ださい｡） 

※４ 「教職実践演習（初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

２科目より１科目 
を選択 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、１５日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合があります。 

②履修要件 

「教育実習Ｂ」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。この要

件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. ●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅳ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅴ. 「教科に関する講義科目」のうち、◎の科目を含む１４単位以上を履修していること。 

ⅵ. 「実技科目」のうち、＊を含む５単位以上を履修していること。 

ⅶ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を履修済みであること。ただし、特支一種免を取得する

者を除く。 

ⅷ. 教育実習時に「学校インターンシップＢ」を履修済みであることが望ましい。 

ⅸ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                    ［2021 年度以前入学生］ 

履履修修

年年次次  
教教職職関関係係科科目目  教教科科にに関関すするる講講義義科科目目  実実技技科科目目  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 体育原理 ２ ◎ 
体育実技 

（陸上競技Ⅰ） 
１ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学 

（運動生理学を含む） 
２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    
体育実技 

（器械運動Ⅰ） 
１  

道徳教育の指導法 ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

特別ニーズ教育論 ２ ☆    体育実技（剣道Ⅰ） １  

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習

の時間の指導法Ｂ 
２ ☆ 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

教育課程論 ２  衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 
学校保健（小児保健・学

校安全を含む） 
２  

球技 

（バスケットボール） 
１  

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 体育心理学 ２ ◎    

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● 
運動療法 

（救急処置を含む） 
２  

   

３３
年年
次次  

教育方法・技術論Ｂ ２ □ 体育経営論 ２     

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指導論Ｂ ２  精神保健学 ２     

教育相談Ｂ ２        

教育実習Ｂ ５        

－ 116 － － 117 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



((66))中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))【【22002222 年年度度入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                ●必修 ◎選択必修 ○選択  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  １１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技 

２８ 

（２４） 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（水泳Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（器械運動Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（柔道Ⅰ） １ 
◎ ◎ 

＊    

体育実技（剣道Ⅰ） １ ＊    

体育実技（ダンスⅠ） １ ● ●  ＊   

球技（バレーボール） １ ● ●  ＊   

球技（バスケットボール） １ ● ●  ＊   

「体育原理、体育心理学、体育経

営管理学、体育社会学、体育史」・

運動学（運動方法学を含む。） 

体育原理 ２ ● ● ＊    

体育心理学 ２ ● ●  ＊   

体育経営論 ２ ● ●   ＊  

体育社会学 ２ ● ●   ＊  

体育史 ２ ● ●   ＊  

運動学・運動方法学 ２ ● ●  ＊   

生理学（運動生理学を含む。） 生理学（運動生理学を含む） ２ ● ● ＊    

衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 ２ ● ●  ＊   

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全及び救急処置を含む。） 

学校保健（小児保健、学校安全を含む） ２ ● ●  ＊   

精神保健学 ２ ● ●   ＊  

運動療法（救急処置を含む） ２ ● ●  ＊   

各教科の指導法（情報通信技術の活用

を含む。） 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅳ ２ ●    ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ● ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ● ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

１０ 

（８） 

道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２ ●  ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法※１ ２ ● ●  ＊   

教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む）※１ ２ ● ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論 ※１ ２ ● ●   ＊  

教育相談 ※１ ２ ● ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 

（３） 
教育実習（中等） ※３ ５ ● ● 

  
＊ 

 

２ 教職実践演習（初等・中等） ※４ ２ ● ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 
４ 

（１２） 
道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２ 

 
● ＊ 

   

教
育
職
員
免
許
法
施

行
規
則
第
66
条
の
６

に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ● ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ● ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に関す
る科目又は情報機器の操作 ２ 

情報処理Ⅰ １ ● ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ● ＊    

 法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位。(中一種免と異なる場合のみ記載） 

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、『大学が独自に設定する科目』に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「道徳教育の指導法」は中一種免のみ必修ですが、高一種免では『大学が独自に設定する科

目』の必修です。 

※３ 「教育実習（中等)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認

してください｡） 

※４ 「教職実践演習（初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

２科目より１科目 

を選択 

 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、中学校、高等学校は１５日間となります。ただし、実習校により期間が延長さ

れる場合があります。 

②履修要件 

「教育実習（中等）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。こ

の要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. ●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅳ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅴ. 「教科に関する講義科目」のうち、◎の科目を含む１４単位以上を履修していること。 

ⅵ. 「実技科目」のうち、＊を含む５単位以上を履修していること。 

ⅶ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を受講済みであることが望ましい。ただし、小学校又は

中学校免許の取得には介護等体験が必要である。 ※特支一種免を取得する者を除く。 

ⅷ. 教育実習時に「学校インターンシップ（中等）」を履修済みであることが望ましい。 

ⅸ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                      ［2022 年度入学生］ 

履履修修

年年次次  
教教職職関関係係科科目目  教教科科にに関関すするる講講義義科科目目  実実技技科科目目  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 体育原理 ２ ◎ 
体育実技 

（陸上競技Ⅰ） 
１ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学 

（運動生理学を含む） 
２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    
体育実技 

（器械運動Ⅰ） 
１  

道徳教育の指導法 ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

特別ニーズ教育論 ２ ☆    体育実技（剣道Ⅰ） １  

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習

の時間の指導法 
２ ☆ 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

教育課程論 ２  衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 
学校保健（小児保健・学

校安全を含む） 
２  

球技 

（バスケットボール） 
１  

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 体育心理学 ２ ◎    

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● 
運動療法 

（救急処置を含む） 
２  

   

３３
年年
次次  

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用を含む） 
２ □ 体育経営論 ２  

   

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指導論 ２  精神保健学 ２     

教育相談 ２        

教育実習（中等） ５        

         

  

－ 118 － － 119 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

((66))中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))【【22002222 年年度度入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                ●必修 ◎選択必修 ○選択  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  １１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技 

２８ 

（２４） 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（水泳Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（器械運動Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（柔道Ⅰ） １ 
◎ ◎ 

＊    

体育実技（剣道Ⅰ） １ ＊    

体育実技（ダンスⅠ） １ ● ●  ＊   

球技（バレーボール） １ ● ●  ＊   

球技（バスケットボール） １ ● ●  ＊   

「体育原理、体育心理学、体育経

営管理学、体育社会学、体育史」・

運動学（運動方法学を含む。） 

体育原理 ２ ● ● ＊    

体育心理学 ２ ● ●  ＊   

体育経営論 ２ ● ●   ＊  

体育社会学 ２ ● ●   ＊  

体育史 ２ ● ●   ＊  

運動学・運動方法学 ２ ● ●  ＊   

生理学（運動生理学を含む。） 生理学（運動生理学を含む） ２ ● ● ＊    

衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 ２ ● ●  ＊   

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全及び救急処置を含む。） 

学校保健（小児保健、学校安全を含む） ２ ● ●  ＊   

精神保健学 ２ ● ●   ＊  

運動療法（救急処置を含む） ２ ● ●  ＊   

各教科の指導法（情報通信技術の活用

を含む。） 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅳ ２ ●    ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ● ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ● ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

１０ 

（８） 

道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２ ●  ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法※１ ２ ● ●  ＊   

教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む）※１ ２ ● ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論 ※１ ２ ● ●   ＊  

教育相談 ※１ ２ ● ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 

（３） 
教育実習（中等） ※３ ５ ● ● 

  
＊ 

 

２ 教職実践演習（初等・中等） ※４ ２ ● ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 
４ 

（１２） 
道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２ 

 
● ＊ 

   

教
育
職
員
免
許
法
施

行
規
則
第
66
条
の
６

に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ● ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ● ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に関す
る科目又は情報機器の操作 ２ 

情報処理Ⅰ １ ● ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ● ＊    

 法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位。(中一種免と異なる場合のみ記載） 

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、『大学が独自に設定する科目』に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「道徳教育の指導法」は中一種免のみ必修ですが、高一種免では『大学が独自に設定する科

目』の必修です。 

※３ 「教育実習（中等)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認

してください｡） 

※４ 「教職実践演習（初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

２科目より１科目 

を選択 

 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、中学校、高等学校は１５日間となります。ただし、実習校により期間が延長さ

れる場合があります。 

②履修要件 

「教育実習（中等）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。こ

の要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. ●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅳ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅴ. 「教科に関する講義科目」のうち、◎の科目を含む１４単位以上を履修していること。 

ⅵ. 「実技科目」のうち、＊を含む５単位以上を履修していること。 

ⅶ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を受講済みであることが望ましい。ただし、小学校又は

中学校免許の取得には介護等体験が必要である。 ※特支一種免を取得する者を除く。 

ⅷ. 教育実習時に「学校インターンシップ（中等）」を履修済みであることが望ましい。 

ⅸ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                      ［2022 年度入学生］ 

履履修修

年年次次  
教教職職関関係係科科目目  教教科科にに関関すするる講講義義科科目目  実実技技科科目目  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 体育原理 ２ ◎ 
体育実技 

（陸上競技Ⅰ） 
１ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学 

（運動生理学を含む） 
２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    
体育実技 

（器械運動Ⅰ） 
１  

道徳教育の指導法 ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

特別ニーズ教育論 ２ ☆    体育実技（剣道Ⅰ） １  

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習

の時間の指導法 
２ ☆ 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

教育課程論 ２  衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 
学校保健（小児保健・学

校安全を含む） 
２  

球技 

（バスケットボール） 
１  

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 体育心理学 ２ ◎    

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● 
運動療法 

（救急処置を含む） 
２  

   

３３
年年
次次  

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用を含む） 
２ □ 体育経営論 ２  

   

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指導論 ２  精神保健学 ２     

教育相談 ２        

教育実習（中等） ５        

         

  

－ 118 － － 119 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



((77))中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))【【22002233 年年度度入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                    ●必修 ◎選択必修 ○選択  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  １１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技 

２８ 

（２４） 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（水泳Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（器械運動Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（柔道Ⅰ） １ 
◎ ◎ 

＊    

体育実技（剣道Ⅰ） １ ＊    

体育実技（ダンスⅠ） １ ● ●  ＊   

球技（バレーボール） １ ● ●  ＊   

球技（バスケットボール） １ ● ●  ＊   

「体育原理、体育心理学、体育

経営管理学、体育社会学、体育

史」・運動学（運動方法学を含

む。） 

体育原理 ２ 

◎ ◎ 

＊    

体育心理学 ２  ＊   

体育経営論 ２   ＊  

体育社会学 ２   ＊  

体育史 ２   ＊  

運動学・運動方法学 ２ ● ●  ＊   

生理学（運動生理学を含む。） 生理学（運動生理学を含む） ２ ● ● ＊    

衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 ２ ● ●  ＊   

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全及び救急処置を含む。） 

学校保健（小児保健、学校安全を含む） ２ ● ●  ＊   

精神保健学 ２ ● ●   ＊  

運動療法（救急処置を含む） ２ ● ●  ＊   

各教科の指導法（情報通信技術の活

用を含む。） 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅳ ２ ●    ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ● ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ● ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目 

１０ 

（８） 

道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２ ●  ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法 ※１ ２ ● ●  ＊   

教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む）※１ ２ ● ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論 ※１ ２ ● ●   ＊  

教育相談 ※１ ２ ● ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 

（３） 
教育実習（中等） ※３ ５ ● ● 

  
＊ 

 

２ 教職実践演習（幼稚園・初等・中等） ※４ ２ ● ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 
４ 

（１２） 
道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２ 

 
● ＊ 

   

教
育
職
員
免
許
法
施

行
規
則
第
６６
条
の
６

に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ● ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ● ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に関
する科目又は情報機器の操作 ２ 

情報処理Ⅰ １ ● ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ● ＊    

 法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位。(中一種免と異なる場合のみ記載） 

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、『大学が独自に設定する科目』に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、幼一種免、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「道徳教育の指導法」は中一種免のみ必修ですが、高一種免では『大学が独自に設定する科

目』の必修です。 

※３ 「教育実習（中等)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認

してください｡） 

※４ 「教職実践演習（幼稚園・初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

２科目より１科目 

を選択 

５科目より３科目 

を選択 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、中学校、高等学校は１５日間となります。ただし、実習校により期間が延長さ

れる場合があります。 

②履修要件 

「教育実習（中等）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。こ

の要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. ●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅳ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅴ. 「教科に関する講義科目」のうち、１４単位以上を履修していること。 

ⅵ. 「実技科目」のうち、＊を含む５単位以上を履修していること。 

ⅶ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を受講済みであることが望ましい。ただし、小学校又は

中学校免許の取得には介護等体験が必要である。 ※特支一種免を取得する者を除く。 

ⅷ. 教育実習時に「学校インターンシップ（中等）」を履修済みであることが望ましい。 

ⅸ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                        ［2023 年度入学生］ 

履履修修

年年次次  
教教職職関関係係科科目目  教教科科にに関関すするる講講義義科科目目  実実技技科科目目  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 体育原理 ２  
体育実技 

（陸上競技Ⅰ） 
１ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学 

（運動生理学を含む） 
２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    
体育実技 

（器械運動Ⅰ） 
１  

道徳教育の指導法 ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

特別ニーズ教育論 ２ ☆    体育実技（剣道Ⅰ） １  

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習

の時間の指導法 
２ ☆ 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

教育課程論 ２  衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 
学校保健（小児保健・学

校安全を含む） 
２  

球技 

（バスケットボール） 
１  

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 体育心理学 ２     

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● 
運動療法 

（救急処置を含む） 
２  

   

３３
年年
次次  

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用を含む） 
２ □ 体育経営論 ２  

   

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指導論 ２  精神保健学 ２     

教育相談 ２        

教育実習（中等） ５        

         

－ 120 － － 121 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

((77))中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))、、高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((保保健健体体育育))【【22002233 年年度度入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数                                    ●必修 ◎選択必修 ○選択  

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修方方法法  配配当当学学年年  

中中免免  高高免免  １１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目 

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

体育実技 

２８ 

（２４） 

体育実技（陸上競技Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（水泳Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（器械運動Ⅰ） １ ● ● ＊    

体育実技（柔道Ⅰ） １ 
◎ ◎ 

＊    

体育実技（剣道Ⅰ） １ ＊    

体育実技（ダンスⅠ） １ ● ●  ＊   

球技（バレーボール） １ ● ●  ＊   

球技（バスケットボール） １ ● ●  ＊   

「体育原理、体育心理学、体育

経営管理学、体育社会学、体育

史」・運動学（運動方法学を含

む。） 

体育原理 ２ 

◎ ◎ 

＊    

体育心理学 ２  ＊   

体育経営論 ２   ＊  

体育社会学 ２   ＊  

体育史 ２   ＊  

運動学・運動方法学 ２ ● ●  ＊   

生理学（運動生理学を含む。） 生理学（運動生理学を含む） ２ ● ● ＊    

衛生学・公衆衛生学 衛生学・公衆衛生学 ２ ● ●  ＊   

学校保健（小児保健、精神保健、

学校安全及び救急処置を含む。） 

学校保健（小児保健、学校安全を含む） ２ ● ●  ＊   

精神保健学 ２ ● ●   ＊  

運動療法（救急処置を含む） ２ ● ●  ＊   

各教科の指導法（情報通信技術の活

用を含む。） 

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● ●  ＊   

保健体育科教育法Ⅳ ２ ●    ＊  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等 

教育の基礎的理解に関する科目 １０ 

教育原論 ※１ ２ ● ● ＊    

教職論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育行政学 ※１ ２ ● ●   ＊  

学校教育心理学 ※１ ２ ● ● ＊    

特別ニーズ教育論 ※１ ２ ● ● ＊    

教育課程論 ※１ ２ ● ●  ＊   

道徳、総合的な学習の時間等の

指導法及び生徒指導、教育相談

等に関する科目 

１０ 

（８） 

道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２ ●  ＊    

特別活動・総合的な学習の時間の指導法 ※１ ２ ● ●  ＊   

教育方法・技術論（情報通信技術の活用含む）※１ ２ ● ●   ＊  

生徒指導論・進路指導論 ※１ ２ ● ●   ＊  

教育相談 ※１ ２ ● ●   ＊  

教育実践に関する科目 
５ 

（３） 
教育実習（中等） ※３ ５ ● ● 

  
＊ 

 

２ 教職実践演習（幼稚園・初等・中等） ※４ ２ ● ●    ＊ 

大学が独自に設定する科目 
４ 

（１２） 
道徳教育の指導法 ※１ ※２ ２ 

 
● ＊ 

   

教
育
職
員
免
許
法
施

行
規
則
第
６６
条
の
６

に
定
め
る
科
目 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ ● ● ＊    

体育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ● ＊    

基礎体育Ⅱ １ ● ● ＊    

外国語コミュニケーション ２ 
英語Ⅱａ １ ● ●  ＊   

英語Ⅱｂ １ ● ●  ＊   

数理、データ活用及び人工知能に関
する科目又は情報機器の操作 ２ 

情報処理Ⅰ １ ● ● ＊    

情報処理Ⅱ １ ● ● ＊    

 法定最低単位数の（ ）は、高一種免の単位。(中一種免と異なる場合のみ記載） 

 法定最低単位数を超えて修得した単位は、『大学が独自に設定する科目』に充当します。(66 条の６

に定める科目を除く） 

※１ これらの科目は、幼一種免、小一種免、中一種免、高一種免の共通科目です。 

※２ 「道徳教育の指導法」は中一種免のみ必修ですが、高一種免では『大学が独自に設定する科

目』の必修です。 

※３ 「教育実習（中等)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。(次頁で確認

してください｡） 

※４ 「教職実践演習（幼稚園・初等・中等)」の履修は教育実習修得済み又は参加見込みの者だけです。 

２科目より１科目 

を選択 

５科目より３科目 

を選択 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として主専攻免許は３年次の後期、副専攻免許は４年次の前期に行います。 

教育実習期間は、中学校、高等学校は１５日間となります。ただし、実習校により期間が延長さ

れる場合があります。 

②履修要件 

「教育実習（中等）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。こ

の要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ★の科目を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★と☆の科目を合わせて８単位以上を教育実習前までに修得していること。（実習前年度末までに

修得） 

ⅲ. ●の科目を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅳ. □の科目を修得または教育実習当該年度で履修登録していること。 

ⅴ. 「教科に関する講義科目」のうち、１４単位以上を履修していること。 

ⅵ. 「実技科目」のうち、＊を含む５単位以上を履修していること。 

ⅶ. 「介護等体験（事前事後指導を含む）」を受講済みであることが望ましい。ただし、小学校又は

中学校免許の取得には介護等体験が必要である。 ※特支一種免を取得する者を除く。 

ⅷ. 教育実習時に「学校インターンシップ（中等）」を履修済みであることが望ましい。 

ⅸ. 「履修カルテ」を毎年度登録していること。（毎年２月頃詳細案内） 

 

                                        ［2023 年度入学生］ 

履履修修

年年次次  
教教職職関関係係科科目目  教教科科にに関関すするる講講義義科科目目  実実技技科科目目  

１１
年年
次次  

教職論 ２ ★ 体育原理 ２  
体育実技 

（陸上競技Ⅰ） 
１ ＊ 

教育原論 ２ ★ 
生理学 

（運動生理学を含む） 
２  体育実技（水泳Ⅰ） １ ＊ 

学校教育心理学 ２ ★    
体育実技 

（器械運動Ⅰ） 
１  

道徳教育の指導法 ２ ☆    体育実技（柔道Ⅰ） １  

特別ニーズ教育論 ２ ☆    体育実技（剣道Ⅰ） １  

２２
年年
次次  

特別活動・総合的な学習

の時間の指導法 
２ ☆ 運動学・運動方法学 ２  体育実技（ダンスⅠ） １  

教育課程論 ２  衛生学・公衆衛生学 ２  球技（バレーボール） １  

保健体育科教育法Ⅰ ２ ● 
学校保健（小児保健・学

校安全を含む） 
２  

球技 

（バスケットボール） 
１  

保健体育科教育法Ⅱ ２ ● 体育心理学 ２     

保健体育科教育法Ⅲ ２ ● 
運動療法 

（救急処置を含む） 
２  

   

３３
年年
次次  

教育方法・技術論（情報

通信技術の活用を含む） 
２ □ 体育経営論 ２  

   

保健体育科教育法Ⅳ ２  体育社会学 ２     

教育行政学 ２ □ 体育史 ２     

生徒指導論・進路指導論 ２  精神保健学 ２     

教育相談 ２        

教育実習（中等） ５        
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((88))特特別別支支援援学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((知知・・肢肢・・病病のの領領域域))【【22002211 年年度度以以前前入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数  

 小学校教育コース、保健体育教育コースとも副専攻免許として特別支援学校教諭一種免許状を取得する

ことが可能です。また、副専攻免許が必要でなくても授業を受けたいという場合は、教育実習Ｃを除く科

目を履修することができます。 
                                                                        ●必修 ◎選択必修 ○選択 

※１ 「教育実習Ｃ」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。 

(次頁で確認してください｡） 

 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  法法定定最最低低  
単単位位数数  

本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  
履履修修

方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

特別支援教育の基礎理論に関する科目  ２ 特別支援教育論 ２ ● ＊    

特 別 支 援
教 育 領 域
に 関 す る
科目  

心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び病
理に関する科目  

１６ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２ ● ＊    

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ ●  ＊   

病弱者の心理・生理・病理 ２ ●  ＊   

知的障害者の発達と心理 ２ ●  ＊   

心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指導
法に関する科目  

障害児の教育課程 ２ ●  ＊   

知的障害教育指導法 ２ ●   ＊  

肢体不自由教育指導法 ２ ●   ＊  

病弱教育指導法 ２ ●   ＊  

免 許 状 に
定められる
こ と と な る
特 別 支 援
教 育 領 域
以 外 の 領
域 に 関 す
る科目 

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び
病理に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指
導法に関する科目  

５ 

重複障害教育総論 ２ ●   ＊  

言語障害教育総論 ２ ●   ＊  

感覚障害教育総論 ２ ●   ＊  

発達障害教育総論 ２ ●  ＊   

情緒障害教育総論 ２ ○    ＊ 

心身に障害のある幼児、児童又は生徒につ
いての教育実習  

３ 教育実習Ｃ ※１ ３ ● 
   

＊ 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として４年次の前期に行います。 

教育実習期間は１０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合があります。 

②履修要件 

「教育実習Ｃ」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。この要

件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ☆の科目を含む１６単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★の科目を実習前年度までに履修済であること。 

ⅲ. 小学校又は中学校、高等学校の教員免許状を取得見込みであること。 

 

                                   ［2021 年度以前入学生］ 

履履修修年年次次  特特別別支支援援教教育育にに関関すするる科科目目  単単位位  

１１年年次次  
特別支援教育論 ２ ☆ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２  

２２年年次次  

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２  

病弱者の心理・生理・病理 ２  

知的障害者の発達と心理 ２  

障害児の教育課程 ２ ☆ 

発達障害教育総論 ２  

３３年年次次  

知的障害教育指導法 ２ ★ 

肢体不自由教育指導法 ２ ★ 

病弱教育指導法 ２ ★ 

重複障害教育総論 ２  

言語障害教育総論 ２  

感覚障害教育総論 ２  

４４年年次次  
情緒障害教育総論 ２  

教育実習Ｃ ３  
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((88))特特別別支支援援学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((知知・・肢肢・・病病のの領領域域))【【22002211 年年度度以以前前入入学学生生】】  

  

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数  

 小学校教育コース、保健体育教育コースとも副専攻免許として特別支援学校教諭一種免許状を取得する

ことが可能です。また、副専攻免許が必要でなくても授業を受けたいという場合は、教育実習Ｃを除く科

目を履修することができます。 
                                                                        ●必修 ◎選択必修 ○選択 

※１ 「教育実習Ｃ」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。 

(次頁で確認してください｡） 

 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  法法定定最最低低  
単単位位数数  

本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  
履履修修

方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

特別支援教育の基礎理論に関する科目  ２ 特別支援教育論 ２ ● ＊    

特 別 支 援
教 育 領 域
に 関 す る
科目  

心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び病
理に関する科目  

１６ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２ ● ＊    

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ ●  ＊   

病弱者の心理・生理・病理 ２ ●  ＊   

知的障害者の発達と心理 ２ ●  ＊   

心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指導
法に関する科目  

障害児の教育課程 ２ ●  ＊   

知的障害教育指導法 ２ ●   ＊  

肢体不自由教育指導法 ２ ●   ＊  

病弱教育指導法 ２ ●   ＊  

免 許 状 に
定められる
こ と と な る
特 別 支 援
教 育 領 域
以 外 の 領
域 に 関 す
る科目 

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び
病理に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指
導法に関する科目  

５ 

重複障害教育総論 ２ ●   ＊  

言語障害教育総論 ２ ●   ＊  

感覚障害教育総論 ２ ●   ＊  

発達障害教育総論 ２ ●  ＊   

情緒障害教育総論 ２ ○    ＊ 

心身に障害のある幼児、児童又は生徒につ
いての教育実習  

３ 教育実習Ｃ ※１ ３ ● 
   

＊ 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として４年次の前期に行います。 

教育実習期間は１０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合があります。 

②履修要件 

「教育実習Ｃ」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。この要

件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ☆の科目を含む１６単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★の科目を実習前年度までに履修済であること。 

ⅲ. 小学校又は中学校、高等学校の教員免許状を取得見込みであること。 

 

                                   ［2021 年度以前入学生］ 

履履修修年年次次  特特別別支支援援教教育育にに関関すするる科科目目  単単位位  

１１年年次次  
特別支援教育論 ２ ☆ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２  

２２年年次次  

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２  

病弱者の心理・生理・病理 ２  

知的障害者の発達と心理 ２  

障害児の教育課程 ２ ☆ 

発達障害教育総論 ２  

３３年年次次  

知的障害教育指導法 ２ ★ 

肢体不自由教育指導法 ２ ★ 

病弱教育指導法 ２ ★ 

重複障害教育総論 ２  

言語障害教育総論 ２  

感覚障害教育総論 ２  

４４年年次次  
情緒障害教育総論 ２  

教育実習Ｃ ３  
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((99))特特別別支支援援学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((知知・・肢肢・・病病のの領領域域))【【22002222・・22002233 年年度度入入学学生生】】  

 

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数  

 幼児教育コース、小学校教育コース、保健体育教育コースとも副専攻免許として特別支援学校教諭一種

免許状を取得することが可能です。また、副専攻免許が必要でなくても授業を受けたいという場合は、教

育実習（特別支援）を除く科目を履修することができます。 

                                                                                                              ●必修 ◎選択必修 ○選択 

※１ 「教育実習（特別支援)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。 

(次頁で確認してください｡） 

 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修
方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

特別支援教育の基礎理論に関する科目  ２ 特別支援教育論 ２ ● ＊    

特別支援教
育領域に関
する科目 

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒の心理、生理及び病理
に関する科目  

１６ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２ ● ＊    

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ ●  ＊   

病弱者の心理・生理・病理 ２ ●  ＊   

知的障害者の発達と心理 ２ ●  ＊   

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒の教育課程及び指導法
に関する科目  

障害児の教育課程 ２ ●  ＊   

知的障害教育指導法 ２ ●   ＊  

肢体不自由教育指導法 ２ ●   ＊  

病弱教育指導法 ２ ●   ＊  

免許状に定
められること
と な る 特 別
支援教育領
域以外の領
域に関する
科目 

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び病
理に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指導
法に関する科目 

５ 

重複障害教育総論 ２ ●   ＊  

言語障害教育総論 ２ ●   ＊  

感覚障害教育総論 ２ ●   ＊  

発達障害教育総論 ２ ●  ＊   

情緒障害教育総論 ２ ○    ＊ 

心身に障害のある幼児、児童又は生徒につい
ての教育実習 

３ 教育実習（特別支援） ※１ ３ ●    ＊ 

 

 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として４年次の前期に行います。 

教育実習期間は１０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合があります。 

②履修要件 

「教育実習（特別支援）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。

この要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ☆の科目を含む１６単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★の科目を実習前年度までに履修済みであること。 

ⅲ. 小学校又は中学校、高等学校の教員免許状を取得見込みであること。 

 

                                  ［2022・2023 年度入学生］ 

履履修修年年次次  特特別別支支援援教教育育にに関関すするる科科目目  単単位位  

１１年年次次  
特別支援教育論 ２ ☆ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２  

２２年年次次  

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２  

病弱者の心理・生理・病理 ２  

知的障害者の発達と心理 ２  

障害児の教育課程 ２ ☆ 

発達障害教育総論 ２  

３３年年次次  

知的障害教育指導法 ２ ★ 

肢体不自由教育指導法 ２ ★ 

病弱教育指導法 ２ ★ 

重複障害教育総論 ２  

言語障害教育総論 ２  

感覚障害教育総論 ２  

４４年年次次  
情緒障害教育総論 ２  

教育実習（特別支援） ３  
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((99))特特別別支支援援学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状((知知・・肢肢・・病病のの領領域域))【【22002222・・22002233 年年度度入入学学生生】】  

 

１１））教教員員免免許許取取得得にに必必要要なな科科目目とと必必要要単単位位数数  

 幼児教育コース、小学校教育コース、保健体育教育コースとも副専攻免許として特別支援学校教諭一種

免許状を取得することが可能です。また、副専攻免許が必要でなくても授業を受けたいという場合は、教

育実習（特別支援）を除く科目を履修することができます。 

                                                                                                              ●必修 ◎選択必修 ○選択 

※１ 「教育実習（特別支援)」を履修するためには、履修要件を満たす必要があります。 

(次頁で確認してください｡） 

 

免免許許法法施施行行規規則則にに定定めめるる科科目目区区分分  
法法定定最最低低  

単単位位数数  
本本学学ににおおけけるる開開設設授授業業科科目目  単単位位  

履履修修
方方法法  

配配当当学学年年  

１１年年  ２２年年  ３３年年  ４４年年  

特別支援教育の基礎理論に関する科目  ２ 特別支援教育論 ２ ● ＊    

特別支援教
育領域に関
する科目 

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒の心理、生理及び病理
に関する科目  

１６ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２ ● ＊    

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２ ●  ＊   

病弱者の心理・生理・病理 ２ ●  ＊   

知的障害者の発達と心理 ２ ●  ＊   

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒の教育課程及び指導法
に関する科目  

障害児の教育課程 ２ ●  ＊   

知的障害教育指導法 ２ ●   ＊  

肢体不自由教育指導法 ２ ●   ＊  

病弱教育指導法 ２ ●   ＊  

免許状に定
められること
と な る 特 別
支援教育領
域以外の領
域に関する
科目 

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の心理、生理及び病
理に関する科目 

・心身に障害のある幼児、児童
又は生徒の教育課程及び指導
法に関する科目 

５ 

重複障害教育総論 ２ ●   ＊  

言語障害教育総論 ２ ●   ＊  

感覚障害教育総論 ２ ●   ＊  

発達障害教育総論 ２ ●  ＊   

情緒障害教育総論 ２ ○    ＊ 

心身に障害のある幼児、児童又は生徒につい
ての教育実習 

３ 教育実習（特別支援） ※１ ３ ●    ＊ 

 

 

２２））教教育育実実習習のの時時期期及及びび期期間間、、履履修修要要件件  

①時期及び期間 

教育実習は原則として４年次の前期に行います。 

教育実習期間は１０日間となります。ただし、実習校により期間が延長される場合があります。 

②履修要件 

「教育実習（特別支援）」を履修するためには、原則として次の要件を満たさなければなりません。

この要件を満たさない場合、在学中の教育実習への参加はできません。 

ⅰ. ☆の科目を含む１６単位以上を修得していること。（実習前年度末までに修得） 

ⅱ. ★の科目を実習前年度までに履修済みであること。 

ⅲ. 小学校又は中学校、高等学校の教員免許状を取得見込みであること。 

 

                                  ［2022・2023 年度入学生］ 

履履修修年年次次  特特別別支支援援教教育育にに関関すするる科科目目  単単位位  

１１年年次次  
特別支援教育論 ２ ☆ 

知的障害者の心理・生理・病理 ２  

２２年年次次  

肢体不自由者の心理・生理・病理 ２  

病弱者の心理・生理・病理 ２  

知的障害者の発達と心理 ２  

障害児の教育課程 ２ ☆ 

発達障害教育総論 ２  

３３年年次次  

知的障害教育指導法 ２ ★ 

肢体不自由教育指導法 ２ ★ 

病弱教育指導法 ２ ★ 

重複障害教育総論 ２  

言語障害教育総論 ２  

感覚障害教育総論 ２  

４４年年次次  
情緒障害教育総論 ２  

教育実習（特別支援） ３  
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【全入学年度生共通】 

  

３．介護等体験 

 小学校及び中学校教諭免許状を取得するためには、免許法で定められた科目の単位修得以外に 

 「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る特例等に関する法律」により、「介護等体験」

が必要となります。ただし、特別支援学校の教員免許状を取得する者は「介護等体験」は免除され

ます。しかし、特別支援学校の教員免許状が取得できなかった場合は、この免除は適用されず、小

一種免及び中一種免の取得に必要な単位を全て修得していたとしてもいずれの免許状も取得できな

くなります。 

 ３年次に「介護等体験（事前事後指導を含む）」を履修したうえで、体験先ごとの事前ガイダンス

に出席した者が「介護等体験」への参加が認められます。 

 特別支援学校は大阪府教育委員会が、社会福祉施設は大阪府社会福祉協議会が管轄しており、介

護等体験先や体験時期については、それぞれの管轄機関から大学に配当されますので、個人で体験

先や体験時期を指定することはできません。また、介護等体験には別途費用がかかります。介護等

体験の種類と日数は次のとおりです。 

   特別支援学校：２日間   社会福祉施設：５日間     計７日間 

 ※２年次の１０月頃に開催するガイダンスで申請手続きを行うので必ず出席してください。 

 

４．教員免許状の申請 

 教員免許状は、基礎資格（学士の学位を有すること＝大学を卒業する）を有し、教員免許状取得

に必要な全ての単位を修得した者が各都道府県教育委員会に申請をして教員免許状が授与されます。

本学における教員免許状申請要件を満たした者を一括して大阪府教育委員会に教員免許状の授与申

請を行います。（教員免許状は、都道府県教育委員会が授与するものであって、大学が授与するもの

ではありません。） 

 教員免許取得希望者は、４年次に開催する２回のガイダンス（７月・１０月）に必ず出席してく

ださい。ガイダンスの無断欠席や申請書類の提出遅れは認めませんので注意してください。 

 ※教員免許状一括申請に関する窓口は教職支援センターとなります。 

   

  ①申請方法（４年次） 

申申請請方方法法  対対象象者者  

一括申請 
大学がまとめて大阪府教
育委員会に申請する 

次の要件を満たしていること 
・後期成績発表時に「卒業確定」となった者 
・教員免許丈取得に必要な単位を全て修得した者 

個人申請 
卒業後に各自の居住地の
都道府県教育委員会に自
分で申請をする 

・一括申請の要件が満たさなかった者 
・科目等履修生 

 

  ②申請手続きの流れ（４年次） 

  内内  容容  日日  程程  

１ 
第１回目 
教員免許状一括申請ガイダンス 

７月初旬 

２ 申請書類の提出 第１回ガイダンスで周知する 

３ 
第２回目 
教員免許状一括申請ガイダンス 

１０月中下旬 

４ 
・申請書類の提出 
・申請費用の納入 

第２回ガイダンスで周知する 

５ 教員免許状一括申請者の確定 ２月中旬（後期成績発表日） 

６ 
大学より大阪府教育委員会に 
教員免許状授与申請 

２月下旬 

７ 一括申請取下げ者に申請費用の返金 ２月下旬～３月上旬 

８ 教員免許状の発送 卒業式後に本人指定の住所宛に郵送 

 

 

５．卒業時に教員免許状を取得できない場合 

 卒業時に教員免許状取得に必要な単位を修得できない場合でも、科目等履修生制度を利用して卒

業後に教員免許状を取得することができます。詳しくは、教職支援センターへ相談してください。 

  

６．教員免許状を取得するための４年間のスケジュール 

  １１年年次次  ２２年年次次  ３３年年次次  ４４年年次次  

４４
月月  

麻疹抗体検査＊１ 教育実習準備ガイダンス

(主免) 

・教育実習準備ガイダンス 

 （主免・副免） 

・「介護等体験｣を受講 

・第２回介護等体験ガイダンス

（特別支援学校体験申込） 

実習校種による｢教育実習」

受講 

５５
月月  

    
 

  

６６
月月  

        

７７
月月  

      第１回教員免許状一

括申請ガイダンス 

８８
月月  

    教育実習事前指導(主免)   

９９
月月  

  ｢教育実習内諾書｣ 

提出期限 

・｢教育実習｣の受講 

・｢教育実習内諾書｣ 

提出期限 

｢教職実践演習｣を受講 

1100
月月  

  ・第１回介護等体験ガイダ

ンス(社会福祉施設申込) 

・介護等体験費納入 

  ・第２回教員免許状一

括申請ガイダンス 

・免許状申請費用の納入 

1111
月月  

        

1122
月月  

      

１１
月月  

      

２２
月月  

    ・卒業成績発表 

・教員免許状申請判定 

３３
月月  

１年次履修カルテ登録 

  

・２年次履修カルテ登録 

・受講判定｢教育実習｣＊３ 

副専攻免許科目受講許可

判定＊２ 

・３年次履修カルテ登録 

・受講判定｢教育実習｣＊３ 

教員免許状の交付（郵送） 

＊１ 「麻疹抗体検査」は本学入学時に実施する健康診断項目に含まれています。教育実習や介護等体験に参加

するためには、麻疹抗体検査結果が「陽性」であることが必要です。教職履修者で「陽性」でない場合は、

教職支援センターから連絡をするので速やかに対応してください。 

＊２ 副専攻免許科目の受講の条件が修得できているか判定を行います。 

＊３ 「教育実習」の受講要件（教育実習参加要件）が修得できているか判定を行います。 

 

※ 各スケジュールは変更する場合があります。詳細はＧメールまたはポータルサイトで確認してください。 

 

 

４４
年年
次次
教教
育育
実実
習習
内内
諾諾
依依
頼頼
期期
間間  

教教
育育
実実
習習  

教教
育育
実実
習習  

・
介
護
等
体
験 

・
体
験
先
別
の 

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス 

３３
年年
次次
教教
育育
実実
習習
内内
諾諾
依依
頼頼
期期
間間  

主主
免免
教教
育育
実実
習習  
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【全入学年度生共通】 

  

３．介護等体験 

 小学校及び中学校教諭免許状を取得するためには、免許法で定められた科目の単位修得以外に 

 「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る特例等に関する法律」により、「介護等体験」

が必要となります。ただし、特別支援学校の教員免許状を取得する者は「介護等体験」は免除され

ます。しかし、特別支援学校の教員免許状が取得できなかった場合は、この免除は適用されず、小

一種免及び中一種免の取得に必要な単位を全て修得していたとしてもいずれの免許状も取得できな

くなります。 

 ３年次に「介護等体験（事前事後指導を含む）」を履修したうえで、体験先ごとの事前ガイダンス

に出席した者が「介護等体験」への参加が認められます。 

 特別支援学校は大阪府教育委員会が、社会福祉施設は大阪府社会福祉協議会が管轄しており、介

護等体験先や体験時期については、それぞれの管轄機関から大学に配当されますので、個人で体験

先や体験時期を指定することはできません。また、介護等体験には別途費用がかかります。介護等

体験の種類と日数は次のとおりです。 

   特別支援学校：２日間   社会福祉施設：５日間     計７日間 

 ※２年次の１０月頃に開催するガイダンスで申請手続きを行うので必ず出席してください。 

 

４．教員免許状の申請 

 教員免許状は、基礎資格（学士の学位を有すること＝大学を卒業する）を有し、教員免許状取得

に必要な全ての単位を修得した者が各都道府県教育委員会に申請をして教員免許状が授与されます。

本学における教員免許状申請要件を満たした者を一括して大阪府教育委員会に教員免許状の授与申

請を行います。（教員免許状は、都道府県教育委員会が授与するものであって、大学が授与するもの

ではありません。） 

 教員免許取得希望者は、４年次に開催する２回のガイダンス（７月・１０月）に必ず出席してく

ださい。ガイダンスの無断欠席や申請書類の提出遅れは認めませんので注意してください。 

 ※教員免許状一括申請に関する窓口は教職支援センターとなります。 

   

  ①申請方法（４年次） 

申申請請方方法法  対対象象者者  

一括申請 
大学がまとめて大阪府教
育委員会に申請する 

次の要件を満たしていること 
・後期成績発表時に「卒業確定」となった者 
・教員免許丈取得に必要な単位を全て修得した者 

個人申請 
卒業後に各自の居住地の
都道府県教育委員会に自
分で申請をする 

・一括申請の要件が満たさなかった者 
・科目等履修生 

 

  ②申請手続きの流れ（４年次） 

  内内  容容  日日  程程  

１ 
第１回目 
教員免許状一括申請ガイダンス 

７月初旬 

２ 申請書類の提出 第１回ガイダンスで周知する 

３ 
第２回目 
教員免許状一括申請ガイダンス 

１０月中下旬 

４ 
・申請書類の提出 
・申請費用の納入 

第２回ガイダンスで周知する 

５ 教員免許状一括申請者の確定 ２月中旬（後期成績発表日） 

６ 
大学より大阪府教育委員会に 
教員免許状授与申請 

２月下旬 

７ 一括申請取下げ者に申請費用の返金 ２月下旬～３月上旬 

８ 教員免許状の発送 卒業式後に本人指定の住所宛に郵送 

 

 

５．卒業時に教員免許状を取得できない場合 

 卒業時に教員免許状取得に必要な単位を修得できない場合でも、科目等履修生制度を利用して卒

業後に教員免許状を取得することができます。詳しくは、教職支援センターへ相談してください。 

  

６．教員免許状を取得するための４年間のスケジュール 

  １１年年次次  ２２年年次次  ３３年年次次  ４４年年次次  

４４
月月  

麻疹抗体検査＊１ 教育実習準備ガイダンス

(主免) 

・教育実習準備ガイダンス 

 （主免・副免） 

・「介護等体験｣を受講 

・第２回介護等体験ガイダンス

（特別支援学校体験申込） 

実習校種による｢教育実習」

受講 

５５
月月  

    
 

  

６６
月月  

        

７７
月月  

      第１回教員免許状一

括申請ガイダンス 

８８
月月  

    教育実習事前指導(主免)   

９９
月月  

  ｢教育実習内諾書｣ 

提出期限 

・｢教育実習｣の受講 

・｢教育実習内諾書｣ 

提出期限 

｢教職実践演習｣を受講 

1100
月月  

  ・第１回介護等体験ガイダ

ンス(社会福祉施設申込) 

・介護等体験費納入 

  ・第２回教員免許状一

括申請ガイダンス 

・免許状申請費用の納入 

1111
月月  

        

1122
月月  

      

１１
月月  

      

２２
月月  

    ・卒業成績発表 

・教員免許状申請判定 

３３
月月  

１年次履修カルテ登録 

  

・２年次履修カルテ登録 

・受講判定｢教育実習｣＊３ 

副専攻免許科目受講許可

判定＊２ 

・３年次履修カルテ登録 

・受講判定｢教育実習｣＊３ 

教員免許状の交付（郵送） 

＊１ 「麻疹抗体検査」は本学入学時に実施する健康診断項目に含まれています。教育実習や介護等体験に参加

するためには、麻疹抗体検査結果が「陽性」であることが必要です。教職履修者で「陽性」でない場合は、

教職支援センターから連絡をするので速やかに対応してください。 

＊２ 副専攻免許科目の受講の条件が修得できているか判定を行います。 

＊３ 「教育実習」の受講要件（教育実習参加要件）が修得できているか判定を行います。 

 

※ 各スケジュールは変更する場合があります。詳細はＧメールまたはポータルサイトで確認してください。 
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 余暇時代、生涯スポーツの時代といわれている現在、レクリエーションの理念や手法を身につけた

指導者の必要性が広く認識されるようになっています。体育・スポーツとレクリエーションの結びつ

きは強く、地域社会や学校、健康産業などあらゆる職域分野で活躍を希望する者にとって必要な資格

となっています。 

 教育学部は公益財団法人日本レクリエーション協会の養成課程認定校に指定され、レクリエーショ

ン・インストラクター、スポーツ・レクリエーション指導者資格を取得することができます。 

（２０１８年度以前の入学生は対象外です。） 

 なお、資格取得後も２年ごとに更新登録（有料）が必要となります。 

 

【レクリエーション・インストラクター】  

 卒業所要単位及びつぎの表（体育学部開講科目）の単位を修得すれば、レクリエーション・インス

トラクター資格を取得できます。 

 

講講習習科科目目  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目 単単位位 

レクリエーション理論 15H レクリエーション教育論 ２単位 

レクリエーション実技 36H 
レクリエーション教育実技 １単位 

ニュースポーツ １単位 

現場実習 9H 

教育実習Ａ、教育実習（初等） 

教育実習Ｂ、教育実習（中等） 

教育実習（幼稚園） 

アダプテッド・スポーツ実習 

※学外のレクリエーション事業に２回以上参加 

対象となる事業は、つぎの通り 

日本レクリエーション協会、都道府県または市町村 

レクリエーション協会に関係する事業、または学内 

資格認定審査会の認めたレクリエーションに関連 

の深い団体の事業 

※事業参加記録カードによる証明が必要になります。 

５単位 

５単位 

５単位 

１単位 

 
【スポーツ・レクリエーション指導者】 

 上記のレクリエーション・インストラクターの単位及びつぎの表（教育学部開講科目）の単位を修

得すれば、スポーツ・レクリエーション指導者の資格を取得できます。 

 

講講習習科科目目  体体育育学学部部開開講講科科目目 単単位位 

理論 

レクリエーション教育論 ２単位 

体育経営論 ２単位 

生理学（運動生理学を含む） ２単位 

体育心理学 ２単位 

現場実習 
ニュースポーツ １単位 

レクリエーション教育実技 １単位 

２２  公公益益財財団団法法人人日日本本レレククリリエエーーシショョンン協協会会  レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者資資格格  

いずれか１科目 

  

 パラスポーツの振興と競技力向上にあたる指導者の資質と指導力向上をはかり、指導活動の促進と

指導体制を確立するための資格で、資格認定は（公財）日本パラスポーツ協会が行います。 
 障がいのある人のスポーツ参加を支援する中で、パラスポーツ指導者に求められる役割は年々大き

くなっています。 
 初級パラスポーツ指導員資格は下表に定められた科目を履修し単位を修得することで取得できます。 
 中級パラスポーツ指導員は初級パラスポーツ指導員の科目と中級パラスポーツ指導員の科目の両方

の科目を履修し単位を修得し、活動実績証明書を提出することで資格を取得できます。 
 なお、資格取得後も毎年協会への更新登録（有料）が必要となります。 

※※資資格格申申請請ににつついいててののガガイイダダンンススはは４４年年次次にに行行いいまますす。。 

 
（（１１））初初級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  
  主に初めてスポーツに参加する障がい者に対し、スポーツの喜びや楽しさを重視したスポーツの

きっかけ作りを支援します。 
  指導員は、障がいの基本内容を理解し、スポーツの導入に必要な基本的知識･技術を身につけ、実践

にあたっては、健康や安全また、スポーツの喜びや楽しさを伝えることを重視した指導を行います。 
 
【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

基基準準カカリリキキュュララムム  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  
スポーツのインテグリティと指導者に求めら

れる資質 
1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

障がい者スポーツの意義と理念 1.5Ｈ 
アダプテッド・スポーツ論 
体育社会学 

２単位 
２単位 

コミュニケーションスキルの基礎 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 
障がいのある人との交流 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ実習 １単位 
障がい者スポーツ推進の取り組み 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 
障がい者スポーツに関する諸施策 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 
安全管理 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 
各障がいの理解 6Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 
各障がいのスポーツ指導上の留意点と工夫 3Ｈ アダプテッド・スポーツ実技 １単位 
全国障害者スポーツ大会の概要 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 

３３  公公益益財財団団法法人人日日本本パパララススポポーーツツ協協会会  パパララススポポーーツツ指指導導員員資資格格  
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 余暇時代、生涯スポーツの時代といわれている現在、レクリエーションの理念や手法を身につけた

指導者の必要性が広く認識されるようになっています。体育・スポーツとレクリエーションの結びつ

きは強く、地域社会や学校、健康産業などあらゆる職域分野で活躍を希望する者にとって必要な資格

となっています。 

 教育学部は公益財団法人日本レクリエーション協会の養成課程認定校に指定され、レクリエーショ

ン・インストラクター、スポーツ・レクリエーション指導者資格を取得することができます。 

（２０１８年度以前の入学生は対象外です。） 

 なお、資格取得後も２年ごとに更新登録（有料）が必要となります。 

 

【レクリエーション・インストラクター】  

 卒業所要単位及びつぎの表（体育学部開講科目）の単位を修得すれば、レクリエーション・インス

トラクター資格を取得できます。 

 

講講習習科科目目  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目 単単位位 

レクリエーション理論 15H レクリエーション教育論 ２単位 

レクリエーション実技 36H 
レクリエーション教育実技 １単位 

ニュースポーツ １単位 

現場実習 9H 

教育実習Ａ、教育実習（初等） 

教育実習Ｂ、教育実習（中等） 

教育実習（幼稚園） 

アダプテッド・スポーツ実習 

※学外のレクリエーション事業に２回以上参加 

対象となる事業は、つぎの通り 

日本レクリエーション協会、都道府県または市町村 

レクリエーション協会に関係する事業、または学内 

資格認定審査会の認めたレクリエーションに関連 

の深い団体の事業 

※事業参加記録カードによる証明が必要になります。 

５単位 

５単位 

５単位 

１単位 

 
【スポーツ・レクリエーション指導者】 

 上記のレクリエーション・インストラクターの単位及びつぎの表（教育学部開講科目）の単位を修

得すれば、スポーツ・レクリエーション指導者の資格を取得できます。 

 

講講習習科科目目  体体育育学学部部開開講講科科目目 単単位位 

理論 

レクリエーション教育論 ２単位 

体育経営論 ２単位 

生理学（運動生理学を含む） ２単位 

体育心理学 ２単位 

現場実習 
ニュースポーツ １単位 

レクリエーション教育実技 １単位 

２２  公公益益財財団団法法人人日日本本レレククリリエエーーシショョンン協協会会  レレククリリエエーーシショョンン指指導導者者資資格格  

いずれか１科目 

  

 パラスポーツの振興と競技力向上にあたる指導者の資質と指導力向上をはかり、指導活動の促進と

指導体制を確立するための資格で、資格認定は（公財）日本パラスポーツ協会が行います。 
 障がいのある人のスポーツ参加を支援する中で、パラスポーツ指導者に求められる役割は年々大き

くなっています。 
 初級パラスポーツ指導員資格は下表に定められた科目を履修し単位を修得することで取得できます。 
 中級パラスポーツ指導員は初級パラスポーツ指導員の科目と中級パラスポーツ指導員の科目の両方

の科目を履修し単位を修得し、活動実績証明書を提出することで資格を取得できます。 
 なお、資格取得後も毎年協会への更新登録（有料）が必要となります。 

※※資資格格申申請請ににつついいててののガガイイダダンンススはは４４年年次次にに行行いいまますす。。 

 
（（１１））初初級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  
  主に初めてスポーツに参加する障がい者に対し、スポーツの喜びや楽しさを重視したスポーツの

きっかけ作りを支援します。 
  指導員は、障がいの基本内容を理解し、スポーツの導入に必要な基本的知識･技術を身につけ、実践

にあたっては、健康や安全また、スポーツの喜びや楽しさを伝えることを重視した指導を行います。 
 
【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

基基準準カカリリキキュュララムム  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  
スポーツのインテグリティと指導者に求めら

れる資質 
1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

障がい者スポーツの意義と理念 1.5Ｈ 
アダプテッド・スポーツ論 
体育社会学 

２単位 
２単位 

コミュニケーションスキルの基礎 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 
障がいのある人との交流 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ実習 １単位 
障がい者スポーツ推進の取り組み 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 
障がい者スポーツに関する諸施策 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 
安全管理 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 
各障がいの理解 6Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 
各障がいのスポーツ指導上の留意点と工夫 3Ｈ アダプテッド・スポーツ実技 １単位 
全国障害者スポーツ大会の概要 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 

３３  公公益益財財団団法法人人日日本本パパララススポポーーツツ協協会会  パパララススポポーーツツ指指導導員員資資格格  
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（（２２））中中級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  
  地域におけるパラスポーツのリーダーとしての役割を持ち、指導現場では充分な知識、技術に基

づいた指導ができ、指導員の模範となる者です。 
  指導員は、地域のスポーツ大会や行事の企画･運営に参加するとともに、全国障害者スポーツ大会

に参加する選手団のコーチとして、選手選考やその強化･育成の役割を担います。 
  さらに指導員の組織化や運営にも関わり、地域のパラスポーツ振興を進めます。 
  なお、中級パラスポーツ指導員資格には、各科目の履修と活動実績が必要となります。 

 
【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

基基準準カカリリキキュュララムム  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

スポーツの意義と価値 3Ｈ 体育社会学 ２単位 
障がい者スポーツ指導員としてのキャリア形

成 
3Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

地域における障がい者スポーツ振興 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

身体の仕組みと体力づくり 3Ｈ 
生理学（運動生理学を含む） 
体力づくり論 

２単位 
２単位 

救急処置法 3Ｈ 運動療法（救急処置を含む） ２単位 

リスクマネジメント 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

スポーツ心理学Ⅰ 1.5Ｈ 体育心理学 ２単位 

障がい各論 12Ｈ 

肢体不自由者の心理・生理・病理 
病弱者の心理・生理・病理 
知的障害者の心理・生理・病理 
精神保健学 

２単位 
２単位 
２単位 
２単位 

障がい者のスポーツ指導における留意点 4.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技

規則 
12Ｈ 

アダプテッド・スポーツ実技 
体育実技（水泳Ⅰ） 

１単位 
１単位 

全国障害者スポーツ大会の歴史と目的と意義 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

全国障害者スポーツ大会の実施競技と障害区

分 3Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

全国障害者スポーツ大会選手団の編成とスタ

ッフの役割 
1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 

補装具の理解 1.5Ｈ 
アダプテッド・スポーツ論 
アダプテッド・スポーツ指導法 

２単位 
２単位 

発育・発達に応じた指導法 3Ｈ 
生理学（運動生理学を含む） 
体力づくり論 

２単位 
２単位 

最重度障がい者のスポーツの実際 
（重症心身障がい児・者を含む） 

1.5Ｈ 
アダプテッド・スポーツ実技 
肢体不自由教育指導法 

１単位 
２単位 

活動実績 
80Ｈ 

以上 
活動実績証明書（１０日以上）  

 

  

保育士資格を取得するためには、厚生労働省告示に系列および教科目で定められています。系列ご

との必要単位数の修得と、基礎資格として学士の学位を取得することで保育士資格の取得が可能とな

ります。 
※※資資格格申申請請ににつついいててののガガイイダダンンススはは４４年年次次にに行行いいまますす。。  

 
１．教育学部における開講科目 

  卒業所要単位及びつぎの表（１）（２）（３）の単位を修得すれば、保育士資格を取得できます。 
 
【【２２００２２３３年年度度入入学学生生】】  
（１）教養科目                                   ●必修 

系系列列  教教科科目目  
単単

位位  
本本学学開開講講科科目目  

単単

位位  
履履修修

方方法法  
配配当当年年次次  

11 年年  22 年年  33 年年  44 年年  

教養 
科目 

外国語、体育以外

の科目 
６ 

言語活動 ２ ● ＊    
情報処理Ⅰ １ ● ＊    
情報処理Ⅱ １ ● ＊    
日本国憲法 ２ ● ＊    

外国語 ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   
英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

体 育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    
基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

合合  計計１１００単単位位  必必修修１１００単単位位  

  
（２）必修科目                                   ●必修 

系系列列  教教科科目目  
単単

位位  
本本学学開開講講科科目目  

単単

位位  
履履修修

方方法法  
配配当当年年次次  

11 年年  22 年年  33 年年  44 年年  

保育の

本質・

目的に

関する

科目 

保育原理 ２ 保育原理 ２ ● ＊    
教育原理 ２ 教育原論 ２ ● ＊    

子ども家庭福祉 ２ 子ども家庭福祉 ２ ● ＊    

社会福祉 ２ 現代社会と福祉 ２ ● ＊    

子ども家庭支援論 ２ 子ども家庭支援論 ２ ●  ＊   

社会的養護Ⅰ ２ 社会的養護 ２ ●   ＊  

保育者論 ２ 教職論 ２ ● ＊    

保育の

対象の

理解に

関する

科目 

保育の心理学 ２ 学校教育心理学 ２ ● ＊    

子ども家庭支援の 

心理学 
２ 

子どもの家庭支援の 

心理学 
２ ●   ＊  

子どもの理解と 

援助 
１ 幼児理解 ２ ● ＊    

子どもの保健 ２ 
学校保健（小児保健・学校

安全を含む） 
２ ●  ＊   

子どもの食と栄養 ２ 栄養教育 ２ ●   ＊  

保育の

内容・

方法に

関する

科目 

保育の計画と評価 ２ 保育計画論 ２ ●  ＊   
保育内容総論 １ 保育内容総論 ２ ● ＊    

保育内容演習 ５ 

健康領域指導法 ２ ●  ＊   
人間関係領域指導法 ２ ●   ＊  
環境領域指導法 ２ ●   ＊  
言葉領域指導法 ２ ●   ＊  
表現（造形）領域指導法 ２ ●   ＊  
表現（音楽）領域指導法 ２ ●   ＊  

４４  保保育育士士資資格格  
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（（２２））中中級級パパララススポポーーツツ指指導導員員  
  地域におけるパラスポーツのリーダーとしての役割を持ち、指導現場では充分な知識、技術に基

づいた指導ができ、指導員の模範となる者です。 
  指導員は、地域のスポーツ大会や行事の企画･運営に参加するとともに、全国障害者スポーツ大会

に参加する選手団のコーチとして、選手選考やその強化･育成の役割を担います。 
  さらに指導員の組織化や運営にも関わり、地域のパラスポーツ振興を進めます。 
  なお、中級パラスポーツ指導員資格には、各科目の履修と活動実績が必要となります。 

 
【【２２００２２００年年度度以以降降入入学学生生】】  

基基準準カカリリキキュュララムム  時時間間数数  体体育育学学部部開開講講科科目目  単単位位  

スポーツの意義と価値 3Ｈ 体育社会学 ２単位 
障がい者スポーツ指導員としてのキャリア形

成 
3Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

地域における障がい者スポーツ振興 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

身体の仕組みと体力づくり 3Ｈ 
生理学（運動生理学を含む） 
体力づくり論 

２単位 
２単位 

救急処置法 3Ｈ 運動療法（救急処置を含む） ２単位 

リスクマネジメント 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

スポーツ心理学Ⅰ 1.5Ｈ 体育心理学 ２単位 

障がい各論 12Ｈ 

肢体不自由者の心理・生理・病理 
病弱者の心理・生理・病理 
知的障害者の心理・生理・病理 
精神保健学 

２単位 
２単位 
２単位 
２単位 

障がい者のスポーツ指導における留意点 4.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技

規則 12Ｈ 
アダプテッド・スポーツ実技 
体育実技（水泳Ⅰ） 

１単位 
１単位 

全国障害者スポーツ大会の歴史と目的と意義 1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

全国障害者スポーツ大会の実施競技と障害区

分 3Ｈ アダプテッド・スポーツ指導法 ２単位 

全国障害者スポーツ大会選手団の編成とスタ

ッフの役割 
1.5Ｈ アダプテッド・スポーツ論 ２単位 

補装具の理解 1.5Ｈ 
アダプテッド・スポーツ論 
アダプテッド・スポーツ指導法 

２単位 
２単位 

発育・発達に応じた指導法 3Ｈ 
生理学（運動生理学を含む） 
体力づくり論 

２単位 
２単位 

最重度障がい者のスポーツの実際 
（重症心身障がい児・者を含む） 

1.5Ｈ 
アダプテッド・スポーツ実技 
肢体不自由教育指導法 

１単位 
２単位 

活動実績 80Ｈ 

以上 
活動実績証明書（１０日以上）  

 

  

保育士資格を取得するためには、厚生労働省告示に系列および教科目で定められています。系列ご

との必要単位数の修得と、基礎資格として学士の学位を取得することで保育士資格の取得が可能とな

ります。 
※※資資格格申申請請ににつついいててののガガイイダダンンススはは４４年年次次にに行行いいまますす。。  

 
１．教育学部における開講科目 

  卒業所要単位及びつぎの表（１）（２）（３）の単位を修得すれば、保育士資格を取得できます。 
 
【【２２００２２３３年年度度入入学学生生】】  
（１）教養科目                                   ●必修 

系系列列  教教科科目目  
単単

位位  
本本学学開開講講科科目目  

単単

位位  
履履修修

方方法法  
配配当当年年次次  

11 年年  22 年年  33 年年  44 年年  

教養 
科目 

外国語、体育以外

の科目 
６ 

言語活動 ２ ● ＊    
情報処理Ⅰ １ ● ＊    
情報処理Ⅱ １ ● ＊    
日本国憲法 ２ ● ＊    

外国語 ２ 
英語Ⅱａ １ ●  ＊   
英語Ⅱｂ １ ●  ＊   

体 育 ２ 
基礎体育Ⅰ １ ● ＊    
基礎体育Ⅱ １ ● ＊    

合合  計計１１００単単位位  必必修修１１００単単位位  

  
（２）必修科目                                   ●必修 

系系列列  教教科科目目  
単単

位位  
本本学学開開講講科科目目  

単単

位位  
履履修修

方方法法  
配配当当年年次次  

11 年年  22 年年  33 年年  44 年年  

保育の

本質・

目的に

関する

科目 

保育原理 ２ 保育原理 ２ ● ＊    
教育原理 ２ 教育原論 ２ ● ＊    

子ども家庭福祉 ２ 子ども家庭福祉 ２ ● ＊    

社会福祉 ２ 現代社会と福祉 ２ ● ＊    

子ども家庭支援論 ２ 子ども家庭支援論 ２ ●  ＊   

社会的養護Ⅰ ２ 社会的養護 ２ ●   ＊  

保育者論 ２ 教職論 ２ ● ＊    

保育の

対象の

理解に

関する

科目 

保育の心理学 ２ 学校教育心理学 ２ ● ＊    

子ども家庭支援の 

心理学 
２ 

子どもの家庭支援の 

心理学 
２ ●   ＊  

子どもの理解と 

援助 
１ 幼児理解 ２ ● ＊    

子どもの保健 ２ 
学校保健（小児保健・学校

安全を含む） 
２ ●  ＊   

子どもの食と栄養 ２ 栄養教育 ２ ●   ＊  

保育の

内容・

方法に

関する

科目 

保育の計画と評価 ２ 保育計画論 ２ ●  ＊   
保育内容総論 １ 保育内容総論 ２ ● ＊    

保育内容演習 ５ 

健康領域指導法 ２ ●  ＊   
人間関係領域指導法 ２ ●   ＊  
環境領域指導法 ２ ●   ＊  
言葉領域指導法 ２ ●   ＊  
表現（造形）領域指導法 ２ ●   ＊  
表現（音楽）領域指導法 ２ ●   ＊  

４４  保保育育士士資資格格  
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保育内容の理解と 

方法 
４ 

幼児と健康 ２ ● ＊    
幼児と音楽表現 ２ ●  ＊   
図画工作実技（幼児と造

形表現） 
２ ●  ＊   

乳児保育Ⅰ ２ 乳児保育Ⅰ ２ ●  ＊   
乳児保育Ⅱ １ 乳児保育Ⅱ １ ●   ＊  
子どもの健康と 

安全 
１ 子どもの健康と安全 １ ●  ＊   

障害児保育 ２ 障害児の教育課程 ２ ●  ＊   
社会的養護Ⅱ １ 社会的養護演習 １ ●    ＊ 
子育て支援 １ 教育相談 ２ ●   ＊  

保育 
実習 

保育実習Ⅰ ４ 
保育実習Ⅰ（施設） ２ ●  ＊   
保育実習Ⅰ（保育所） ２ ●   ＊  

保育実習指導Ⅰ ２ 
保育実習指導Ⅰ（施設） １ ●  ＊   
保育実習指導Ⅰ（保育所） １ ●   ＊  

総合 
演習 

保育実習演習 ２ 保育実践演習 ４ ●    ＊ 

合合  計計  ５５１１単単位位  必必修修６６１１単単位位  

 
（３）選択必修科目                               ◎選択必修 

系系列列  科科目目名名  
単単

位位  
本本学学開開講講科科目目  

単単

位位  
履履修修

方方法法  
配配当当年年次次  

11 年年  22 年年  33 年年  44 年年  
保育の

本質・

目的に

関する

科目 

各指定保育士

養成施設にお

いて設定 

開

講

科

目

の

合

計

６

単

位

以

上 

教育行政学 ２ ◎   ＊  

特別ニーズ教育論 ２ ◎ ＊    

保育の

対象の

理解に

関する

科目 

精神保健学 ２ ◎   ＊  

発達障害教育総論 ２ ◎  ＊   

情緒障害教育総論 ２ ◎    ＊ 

保育の

内容・

方法に

関する

科目 

教育方法・技術論（情報通

信技術の活用を含む） 
２ ◎   ＊  

道徳教育の指導法 ２ ◎ ＊    

リトミック １ ◎   ＊  

保育 
実習 

保育実習Ⅱ 
Ⅱ

・

Ⅲ

い

ず

れ

か

３

単

位

以

上 

保育実習Ⅱ ２ 
◎ 

  ＊  

保育実習指導Ⅱ 保育実習指導Ⅱ １   ＊  

保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ ２ 
◎ 

   ＊ 

保育実習指導Ⅲ 保育実習指導Ⅲ １    ＊ 

最最低低修修得得単単位位数数９９単単位位  必必修修８８単単位位、、選選択択必必修修３３単単位位  
   

２．保育実習について 

  保育実習は原則として、以下の通り行います。 
  保育実習期間は、各科目それぞれ１０日間以上です。また実習先により土日祝祭日を含む場合が

あります。 
  また、保育実習には費用がかかります。詳細は別途連絡します。 
 

  本本学学開開講講科科目目名名  単単位位  必必修修・・選選択択  時時期期  

保育実習 

事前事後指導 

保育実習指導Ⅰ（施設） １ 必修 ２年次 後期 

保育実習指導Ⅰ（保育所） １ 必修 ３年次 前期 

保育実習指導Ⅱ １ いずれか１科目 

選択必修 

３年次 後期 

保育実習指導Ⅲ １ ４年次 前期 

保育実習 

保育実習Ⅰ（施設） ２ 必修 ２年次 後期 

保育実習Ⅰ（保育所） ２ 必修 ３年次 前期 

保育実習Ⅱ ２ いずれか１科目 

選択必修 

３年次 後期 

保育実習Ⅲ ２ ４年次 前期 

 
【【選選択択必必修修科科目目ににつついいてて】】  

・保育実習Ⅱを選択した場合 

 保育実習指導Ⅰ（施設） →  保育実習Ⅰ（施設） → 保育実習指導Ⅰ（保育所）→ 

  保育実習Ⅰ（保育所） → 保育実習指導Ⅱ →  保育実習Ⅱ  

 

・保育実習Ⅲを選択した場合 

 保育実習指導Ⅰ（施設） →  保育実習Ⅰ（施設） → 保育実習指導Ⅰ（保育所）→ 

  保育実習Ⅰ（保育所） → 保育実習指導Ⅲ →  保育実習Ⅲ  

 
３．事前事後指導について 

 各保育実習を履修する場合、それぞれの実習指導科目（保育実習指導Ⅰ（施設）（保育所）・Ⅱ・

Ⅲ）において事前事後指導を計１５回実施し、実習に関する知識や技能について学びます。 
 また、実習指導の一環として実習前には実習直前オリエンテーションを実施し、実習後には実習

報告会を開催します。さらに、一人ひとりの実習に関する課題を明確にすることを目的とした個人

面談を実施し、実習後の学習に役立てます。 
 実習に参加する（参加を希望する）学生は、これらの授業およびオリエンテーション、報告会、個

人面談などに、全て出席しなければなりません。正当な理由なく欠席した場合、実習参加や単位修

得できない場合もあるので注意すること。 
 

４．保育士資格の申請 

 保育士資格取得希望者は、４年次に開催する保育士登録申請説明会に必ず出席してください。 
 ガイダンスの無断欠席や申請書類の提出遅れは認めませんので注意してください。 
 ※保育士資格に関する窓口は教学部教務担当となります。 
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保育内容の理解と 

方法 
４ 

幼児と健康 ２ ● ＊    
幼児と音楽表現 ２ ●  ＊   
図画工作実技（幼児と造

形表現） 
２ ●  ＊   

乳児保育Ⅰ ２ 乳児保育Ⅰ ２ ●  ＊   
乳児保育Ⅱ １ 乳児保育Ⅱ １ ●   ＊  
子どもの健康と 

安全 
１ 子どもの健康と安全 １ ●  ＊   

障害児保育 ２ 障害児の教育課程 ２ ●  ＊   
社会的養護Ⅱ １ 社会的養護演習 １ ●    ＊ 
子育て支援 １ 教育相談 ２ ●   ＊  

保育 
実習 

保育実習Ⅰ ４ 
保育実習Ⅰ（施設） ２ ●  ＊   
保育実習Ⅰ（保育所） ２ ●   ＊  

保育実習指導Ⅰ ２ 
保育実習指導Ⅰ（施設） １ ●  ＊   
保育実習指導Ⅰ（保育所） １ ●   ＊  

総合 
演習 

保育実習演習 ２ 保育実践演習 ４ ●    ＊ 

合合  計計  ５５１１単単位位  必必修修６６１１単単位位  

 
（３）選択必修科目                               ◎選択必修 

系系列列  科科目目名名  
単単

位位  
本本学学開開講講科科目目  

単単

位位  
履履修修

方方法法  
配配当当年年次次  

11 年年  22 年年  33 年年  44 年年  
保育の

本質・

目的に

関する

科目 

各指定保育士

養成施設にお

いて設定 

開

講

科

目

の

合

計

６

単

位

以

上 

教育行政学 ２ ◎   ＊  

特別ニーズ教育論 ２ ◎ ＊    

保育の

対象の

理解に

関する

科目 

精神保健学 ２ ◎   ＊  

発達障害教育総論 ２ ◎  ＊   

情緒障害教育総論 ２ ◎    ＊ 

保育の

内容・

方法に

関する

科目 

教育方法・技術論（情報通

信技術の活用を含む） 
２ ◎   ＊  

道徳教育の指導法 ２ ◎ ＊    

リトミック １ ◎   ＊  

保育 
実習 

保育実習Ⅱ 
Ⅱ

・

Ⅲ

い

ず

れ

か

３

単

位

以

上 

保育実習Ⅱ ２ 
◎ 

  ＊  

保育実習指導Ⅱ 保育実習指導Ⅱ １   ＊  

保育実習Ⅲ 保育実習Ⅲ ２ 
◎ 

   ＊ 

保育実習指導Ⅲ 保育実習指導Ⅲ １    ＊ 

最最低低修修得得単単位位数数９９単単位位  必必修修８８単単位位、、選選択択必必修修３３単単位位  
   

２．保育実習について 

  保育実習は原則として、以下の通り行います。 
  保育実習期間は、各科目それぞれ１０日間以上です。また実習先により土日祝祭日を含む場合が

あります。 
  また、保育実習には費用がかかります。詳細は別途連絡します。 
 

  本本学学開開講講科科目目名名  単単位位  必必修修・・選選択択  時時期期  

保育実習 

事前事後指導 

保育実習指導Ⅰ（施設） １ 必修 ２年次 後期 

保育実習指導Ⅰ（保育所） １ 必修 ３年次 前期 

保育実習指導Ⅱ １ いずれか１科目 

選択必修 

３年次 後期 

保育実習指導Ⅲ １ ４年次 前期 

保育実習 

保育実習Ⅰ（施設） ２ 必修 ２年次 後期 

保育実習Ⅰ（保育所） ２ 必修 ３年次 前期 

保育実習Ⅱ ２ いずれか１科目 

選択必修 

３年次 後期 

保育実習Ⅲ ２ ４年次 前期 

 
【【選選択択必必修修科科目目ににつついいてて】】  

・保育実習Ⅱを選択した場合 

 保育実習指導Ⅰ（施設） →  保育実習Ⅰ（施設） → 保育実習指導Ⅰ（保育所）→ 

  保育実習Ⅰ（保育所） → 保育実習指導Ⅱ →  保育実習Ⅱ  

 

・保育実習Ⅲを選択した場合 

 保育実習指導Ⅰ（施設） →  保育実習Ⅰ（施設） → 保育実習指導Ⅰ（保育所）→ 

  保育実習Ⅰ（保育所） → 保育実習指導Ⅲ →  保育実習Ⅲ  

 
３．事前事後指導について 

 各保育実習を履修する場合、それぞれの実習指導科目（保育実習指導Ⅰ（施設）（保育所）・Ⅱ・

Ⅲ）において事前事後指導を計１５回実施し、実習に関する知識や技能について学びます。 
 また、実習指導の一環として実習前には実習直前オリエンテーションを実施し、実習後には実習

報告会を開催します。さらに、一人ひとりの実習に関する課題を明確にすることを目的とした個人

面談を実施し、実習後の学習に役立てます。 
 実習に参加する（参加を希望する）学生は、これらの授業およびオリエンテーション、報告会、個

人面談などに、全て出席しなければなりません。正当な理由なく欠席した場合、実習参加や単位修

得できない場合もあるので注意すること。 
 

４．保育士資格の申請 

 保育士資格取得希望者は、４年次に開催する保育士登録申請説明会に必ず出席してください。 
 ガイダンスの無断欠席や申請書類の提出遅れは認めませんので注意してください。 
 ※保育士資格に関する窓口は教学部教務担当となります。 
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22002233年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　教教育育学学科科

小
学

中
学

高
校

幼
稚
園

特
支

保
育
士

小
学
校

保
健
体
育

幼
児
教
育

小
学

中
学

高
校

幼
稚
園

特
支

保
育
士

言語活動 1 2 ○ ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

法学 1 2 教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む） 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲

経済学 1 2 生徒指導論・進路指導論 3 2 ○ ○ ○ ○ ○

家庭と社会 1 2 幼児理解 1 2 ○ ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 教育相談 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代社会と教育 2 2 教育実習（幼稚園） 3 5 ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教育実習（初等） 3 5 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教育実習（中等） 3 5 ○ ○

教育実習（特別支援） 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（幼稚園・初等・中等） 4 2 ○ ○ ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○ ▲

海外語学研修 2 1 情緒障害教育総論 4 2 △ ▲

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基礎演習 1 2 ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 専門演習Ⅰ 3 4 ○ ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 幼児と健康 1 2 ○ ○ ○

幼児と環境 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 保育原理 1 2 ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 子ども家庭福祉 1 2 ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ 現代社会と福祉 1 2 ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ 保育内容総論 1 2 ○ ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ 幼児と言葉 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 幼児と音楽表現 2 2 ○ ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 図画工作実技（幼児と造形表現） 2 2 ○ ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ 幼児と人間関係 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ 健康領域指導法 2 2 ○ ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ 子ども家庭支援論 2 2 ○

アダプテッド・スポーツ実技 2 1 乳児保育Ⅰ 2 2 ○

ニュースポーツ 3 1 子どもの健康と安全 2 1 ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 保育計画論 2 2 ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 保育実習Ⅰ（施設） 2 2 ○

保育実習指導Ⅰ(施設） 2 1 ○

体力測定評価 1 2 人間関係領域指導法 3 2 ○ ○ ○

機能解剖学 2 2 環境領域指導法 3 2 ○ ○ ○

精神保健学 3 2 ○ ○ ▲ 言葉領域指導法 3 2 ○ ○ ○

栄養教育 3 2 ○ 表現（造形）領域指導法 3 1 ○ ○ ○

表現（音楽）領域指導法 3 1 ○ ○ ○

社会的養護 3 2 ○

子どもの家庭支援の心理学 3 2 ○

乳児保育Ⅱ 3 1 ○

保育実習Ⅰ（保育所） 3 2 ○

保育実習指導Ⅰ（保育所） 3 1 ○

保育実習Ⅱ 3 2

保育実習指導Ⅱ 3 1

保育実習Ⅲ 4 2

保育実習指導Ⅲ 4 1

社会的養護演習 4 1 ○

保育実践演習 4 2 ○

子どもビジネス経営論 4 2

■

保保健健基基礎礎科科目目（（選選択択４４以以上上／／計計４４単単位位以以上上））

幼幼児児教教育育ココーースス専専門門科科目目（（幼幼児児教教育育：：必必修修２２４４単単位位））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修２２／／計計２２単単位位））

　● 　●

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修２２／／計計２２単単位位））

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（小小学学校校・・保保健健体体育育：：必必修修１１２２単単位位／／幼幼児児教教育育：：必必修修１１００単単位位））

配
当

単
位

卒業必修 免許種別

専専門門科科目目基基礎礎科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

小
学
校

保
健
体
育

幼
児
教
育

小
学

中
学

高
校

幼
稚
園

特
支

保
育
士

小
学

中
学

高
校

幼
稚
園

特
支

保
育
士

器楽演習 1 2 △ 学校インターンシップ 1 2 ○ ○

国語科概論(書写実習を含む) 2 2 ○ ○ 学校インターンシップ（初等） 2 2

社会科概論 2 2 ○ ○ 学校インターンシップ（中等） 2 2

算数科概論 2 2 ○ ○ 学校インターンシップ（特別支援） 2 2

理科概論 2 2 ○ ○ キャリアデザインⅠ 2 2

生活科概論 2 2 ○ ○ キャリアデザインⅡ 3 2

音楽科概論 2 2 ○ ○

図画工作科概論 2 2 ○ ○

家庭科概論 2 2 ○ ○

体育科概論 2 2 ○ ○

英語科概論 2 2 ○ ○

教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

書写実技 2 2

音楽実技 3 2

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 32 32 32

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 総合教育科目 8 8 8

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 　　総合教育　必修 4 4 4

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 　　総合教育　選択 4 4 4

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 6 6 6

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 　　コミュニケーション　必修 4 4 4

球技（サッカー） 3 1 　　コミュニケーション　選択 2 2 2

球技（ソフトボール） 3 1 12 12 12

球技（ハンドボール） 3 1 　　教職基礎　必修 12 12 12

球技（テニス） 3 1 2 2 2

体育原理 1 2 　　体育基礎　必修 2 2 2

体育心理学 2 2 　　体育基礎　選択

体育経営論 3 2 4 4 4

体育社会学 3 2 　　保健基礎　選択 4 4 4

体育史 3 2 62 46 44

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○ 12 12 10

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○ 　　教職専門　必修 12 12 10

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○ 　　教職専門　選択必修

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○ ○ 　　教職専門　選択

運動療法（救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○ 40

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ 　　小学校教育コース専門　必修 40 -

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 　　小学校教育コース専門　選択 -

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○ 保健体育教育コース専門科目 24

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○ 　　保健体育教育コース専門　必修 18 -

バイオメカニクス論 3 2 　　保健体育教育コース専門　選択 6 -

アダプテッド・スポーツ論 1 2 特別支援教育コース専門科目

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　特別支援教育　選択

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 幼児教育コース専門科目 24

レクリエーション教育論 1 2 　　幼児教育コース専門　必修 24

レクリエーション教育実技 2 1 　　幼児教育コース専門　選択

体力づくり論 3 2 2 2 2

リトミック 3 1 ▲ 　　共通基礎　必修 2 2 2

8 8 8

特別支援教育論 1 2 ○ 　　共通専門　必修 8 8 8

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○ 2 2 2

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○ キャリア科目 2 2 2

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　キャリア　必修 2 2 2

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 28 44 46

障害児の教育課程 2 2 ○ ○ 合計（卒業要件単位） 124 124 124

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○

病弱教育指導法 3 2 ○

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○

感覚障害教育総論 3 2 ○

障害児アセスメント 4 2

特別支援教育特講（自立活動） 4 2

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

小学校教育コース専門科目

共通基礎科目

共通専門科目

キキャャリリアア専専門門科科目目

原
則
と
し
て
保
健
体
育
教
育
コ
ー

ス
の
学
生
は
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

教職基礎科目

特特別別支支援援教教育育ココーースス専専門門科科目目

体育基礎科目

保健基礎科目

専専門門科科目目

教職専門科目

コミュニケーション科目

※※ ※※ ※※

　　　　※※印　－　５科目より３科目を選択（保健体育免許必修）

保健体育教育コース 幼児教育コース

基基礎礎科科目目

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目（（小小学学校校：：必必修修４４００単単位位））

　科目名（初等）　－　小学校教育に関する科目

　科目名（中等）　－　中学校・高等学校教育（保健体育）に関する科目

　科目名（特別支援）　－　特別支援教育に関する科目
 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目についてはP95,100,101を参照

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分
最低修得単位数

小学校教育コース

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目を選択（保健体育免許必修）

　△印　－　教職選択科目

　▲印　－　保育士資格選択必修科目（6単位以上を選択）

　　■印　－　実習と実習指導Ⅱ・ⅢよりⅡ・Ⅲいずれかを選択

卒
業
必
修

免許種別

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目（（保保健健体体育育：：必必修修２２４４単単位位））

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２／／計計２２単単位位以以上上））

単
位

卒業必修 免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位専専門門科科目目

配
当

 

ⅥⅥ  ２２００２２３３年年度度教教育育学学部部開開講講科科目目一一覧覧 
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22002233年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　教教育育学学科科

小
学

中
学

高
校

幼
稚
園

特
支

保
育
士

小
学
校

保
健
体
育

幼
児
教
育

小
学

中
学

高
校

幼
稚
園

特
支

保
育
士

言語活動 1 2 ○ ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法 2 2 ○ ○ ○ ○ ○

法学 1 2 教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む） 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲

経済学 1 2 生徒指導論・進路指導論 3 2 ○ ○ ○ ○ ○

家庭と社会 1 2 幼児理解 1 2 ○ ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 教育相談 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現代社会と教育 2 2 教育実習（幼稚園） 3 5 ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教育実習（初等） 3 5 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教育実習（中等） 3 5 ○ ○

教育実習（特別支援） 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（幼稚園・初等・中等） 4 2 ○ ○ ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○ ▲

海外語学研修 2 1 情緒障害教育総論 4 2 △ ▲

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基礎演習 1 2 ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 専門演習Ⅰ 3 4 ○ ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 幼児と健康 1 2 ○ ○ ○

幼児と環境 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 保育原理 1 2 ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 子ども家庭福祉 1 2 ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ 現代社会と福祉 1 2 ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ 保育内容総論 1 2 ○ ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ 幼児と言葉 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 幼児と音楽表現 2 2 ○ ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 図画工作実技（幼児と造形表現） 2 2 ○ ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ 幼児と人間関係 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ 健康領域指導法 2 2 ○ ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ 子ども家庭支援論 2 2 ○

アダプテッド・スポーツ実技 2 1 乳児保育Ⅰ 2 2 ○

ニュースポーツ 3 1 子どもの健康と安全 2 1 ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 保育計画論 2 2 ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 保育実習Ⅰ（施設） 2 2 ○

保育実習指導Ⅰ(施設） 2 1 ○

体力測定評価 1 2 人間関係領域指導法 3 2 ○ ○ ○

機能解剖学 2 2 環境領域指導法 3 2 ○ ○ ○

精神保健学 3 2 ○ ○ ▲ 言葉領域指導法 3 2 ○ ○ ○

栄養教育 3 2 ○ 表現（造形）領域指導法 3 1 ○ ○ ○

表現（音楽）領域指導法 3 1 ○ ○ ○

社会的養護 3 2 ○

子どもの家庭支援の心理学 3 2 ○

乳児保育Ⅱ 3 1 ○

保育実習Ⅰ（保育所） 3 2 ○

保育実習指導Ⅰ（保育所） 3 1 ○

保育実習Ⅱ 3 2

保育実習指導Ⅱ 3 1

保育実習Ⅲ 4 2

保育実習指導Ⅲ 4 1

社会的養護演習 4 1 ○

保育実践演習 4 2 ○

子どもビジネス経営論 4 2

■

保保健健基基礎礎科科目目（（選選択択４４以以上上／／計計４４単単位位以以上上））

幼幼児児教教育育ココーースス専専門門科科目目（（幼幼児児教教育育：：必必修修２２４４単単位位））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修２２／／計計２２単単位位））

　● 　●

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修２２／／計計２２単単位位））

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（小小学学校校・・保保健健体体育育：：必必修修１１２２単単位位／／幼幼児児教教育育：：必必修修１１００単単位位））

配
当

単
位

卒業必修 免許種別

専専門門科科目目基基礎礎科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

小
学
校

保
健
体
育

幼
児
教
育

小
学

中
学

高
校

幼
稚
園

特
支

保
育
士

小
学

中
学

高
校

幼
稚
園

特
支

保
育
士

器楽演習 1 2 △ 学校インターンシップ 1 2 ○ ○

国語科概論(書写実習を含む) 2 2 ○ ○ 学校インターンシップ（初等） 2 2

社会科概論 2 2 ○ ○ 学校インターンシップ（中等） 2 2

算数科概論 2 2 ○ ○ 学校インターンシップ（特別支援） 2 2

理科概論 2 2 ○ ○ キャリアデザインⅠ 2 2

生活科概論 2 2 ○ ○ キャリアデザインⅡ 3 2

音楽科概論 2 2 ○ ○

図画工作科概論 2 2 ○ ○

家庭科概論 2 2 ○ ○

体育科概論 2 2 ○ ○

英語科概論 2 2 ○ ○

教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

書写実技 2 2

音楽実技 3 2

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 32 32 32

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 総合教育科目 8 8 8

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 　　総合教育　必修 4 4 4

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 　　総合教育　選択 4 4 4

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 6 6 6

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 　　コミュニケーション　必修 4 4 4

球技（サッカー） 3 1 　　コミュニケーション　選択 2 2 2

球技（ソフトボール） 3 1 12 12 12

球技（ハンドボール） 3 1 　　教職基礎　必修 12 12 12

球技（テニス） 3 1 2 2 2

体育原理 1 2 　　体育基礎　必修 2 2 2

体育心理学 2 2 　　体育基礎　選択

体育経営論 3 2 4 4 4

体育社会学 3 2 　　保健基礎　選択 4 4 4

体育史 3 2 62 46 44

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○ 12 12 10

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○ 　　教職専門　必修 12 12 10

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○ 　　教職専門　選択必修

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○ ○ 　　教職専門　選択

運動療法（救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○ 40

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ 　　小学校教育コース専門　必修 40 -

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 　　小学校教育コース専門　選択 -

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○ 保健体育教育コース専門科目 24

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○ 　　保健体育教育コース専門　必修 18 -

バイオメカニクス論 3 2 　　保健体育教育コース専門　選択 6 -

アダプテッド・スポーツ論 1 2 特別支援教育コース専門科目

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　特別支援教育　選択

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 幼児教育コース専門科目 24

レクリエーション教育論 1 2 　　幼児教育コース専門　必修 24

レクリエーション教育実技 2 1 　　幼児教育コース専門　選択

体力づくり論 3 2 2 2 2

リトミック 3 1 ▲ 　　共通基礎　必修 2 2 2

8 8 8

特別支援教育論 1 2 ○ 　　共通専門　必修 8 8 8

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○ 2 2 2

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○ キャリア科目 2 2 2

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　キャリア　必修 2 2 2

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 28 44 46

障害児の教育課程 2 2 ○ ○ 合計（卒業要件単位） 124 124 124

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○

病弱教育指導法 3 2 ○

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○

感覚障害教育総論 3 2 ○

障害児アセスメント 4 2

特別支援教育特講（自立活動） 4 2

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

小学校教育コース専門科目

共通基礎科目

共通専門科目

キキャャリリアア専専門門科科目目

原
則
と
し
て
保
健
体
育
教
育
コ
ー

ス
の
学
生
は
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

教職基礎科目

特特別別支支援援教教育育ココーースス専専門門科科目目

体育基礎科目

保健基礎科目

専専門門科科目目

教職専門科目

コミュニケーション科目

※※ ※※ ※※

　　　　※※印　－　５科目より３科目を選択（保健体育免許必修）

保健体育教育コース 幼児教育コース

基基礎礎科科目目

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目（（小小学学校校：：必必修修４４００単単位位））

　科目名（初等）　－　小学校教育に関する科目

　科目名（中等）　－　中学校・高等学校教育（保健体育）に関する科目

　科目名（特別支援）　－　特別支援教育に関する科目
 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目についてはP95,100,101を参照

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分
最低修得単位数

小学校教育コース

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目を選択（保健体育免許必修）

　△印　－　教職選択科目

　▲印　－　保育士資格選択必修科目（6単位以上を選択）

　　■印　－　実習と実習指導Ⅱ・ⅢよりⅡ・Ⅲいずれかを選択

卒
業
必
修

免許種別

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目（（保保健健体体育育：：必必修修２２４４単単位位））

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２／／計計２２単単位位以以上上））

単
位

卒業必修 免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位専専門門科科目目

配
当
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教
育
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22002222年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　教教育育学学科科

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学
校

保
健
体
育

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法 2 2 ○ ○ ○

法学 1 2 教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む） 3 2 ○ ○ ○

経済学 1 2 生徒指導論・進路指導論 3 2 ○ ○ ○

家庭と社会 1 2 教育相談 3 2 ○ ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 教育実習（初等） 3 5 ○

現代社会と教育 2 2 教育実習（中等） 3 5 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育実習（特別支援） 4 3 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○ ○

人権教育 3 2

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教育法規 3 2

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職特講（教育課題研究） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

中国語ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

中国語ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

手話ａ 2 1 情緒障害教育総論 4 2 △

手話ｂ 2 1

海外語学研修 2 1 基礎演習Ⅰ 1 2

基礎演習Ⅱ 2 2

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○ 専門演習Ⅰ 3 4

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 器楽演習 1 2 △

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ 算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 生活科概論 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ 音楽科概論 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ 図画工作科概論 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ 家庭科概論 2 2 ○ ○

アダプテッド・スポーツ実技 2 1 体育科概論 2 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 英語科概論 2 2 ○ ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

体力測定評価 1 2 教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

機能解剖学 2 2 教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

精神保健学 3 2 ○ ○ 教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

栄養教育 3 2 教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

音楽実技 3 2

書写実技 2 2

図画工作実技 2 2

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位以以上上））

配
当

単
位

免許種別

基基礎礎科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

専専門門科科目目

卒業必修

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

○

○

○

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　● 　●

○

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修２２／／選選択択４４以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

原
則
と
し
て
保
健
体
育
教
育
コ
ー

ス
の
学
生
は
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目

○

○

○

○

○

○

小
学
校

保
健
体
育

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ（初等） 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ（中等） 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップ（特別支援） 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○ 36

運動療法（救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○ 総合教育科目 8 8

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ 　　総合教育　必修 4 4

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 　　総合教育　選択 4 4

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○ 6 6

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○ 　　コミュニケーション　必修 4 4

バイオメカニクス論 3 2 　　コミュニケーション　選択 2 2

アダプテッド・スポーツ論 1 2 12 12

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　教職基礎　必修 12 12

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 6 6

レクリエーション教育論 1 2 　　体育基礎　必修 2 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　体育基礎　選択 4 4

体力づくり論 3 2 4 4

リトミック 3 1 　　保健基礎　選択 4 4

72 52

特別支援教育論 1 2 ○ 12 12

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○ 　　教職専門　必修 12 12

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 48 -

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　小学校教育コース専門　必修 48 -

知的障害教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース専門　選択 -

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 保健体育教育コース専門科目 28

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース専門　必修 28

重複障害教育総論 3 2 ○ 　　保健体育教育コース専門　選択

言語障害教育総論 3 2 ○ 特別支援教育コース専門科目

感覚障害教育総論 3 2 ○ 　　特別支援教育　選択

障害児アセスメント 4 2 4 4

特別支援教育特講（自立活動） 4 2 　　共通基礎　必修 4 4

8 8

　　共通専門　必修 8 8

2 2

2 2

　　キャリア　必修 2 2

14 34

合計（卒業要件単位） 124 124

卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位専専門門科科目目

配
当

単
位

卒業必修 免許種別

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目 キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

科目区分
最低修得単位数

保健体育教育コース小学校教育コース

　△印　－　教職選択科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　○印　－　必修科目

【【卒卒業業要要件件】】

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目については
P95,100,101を参照

専専門門科科目目

キキャャリリアア専専門門科科目目

キャリア科目

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

教職専門科目

共通専門科目

36

教職基礎科目

小学校教育コース専門科目

コミュニケーション科目

基基礎礎科科目目

共通基礎科目

保健基礎科目

体育基礎科目

特特別別支支援援教教育育ココーースス専専門門科科目目

－ 136 － － 137 －
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22002222年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　教教育育学学科科

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学
校

保
健
体
育

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法 2 2 ○ ○ ○

法学 1 2 教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む） 3 2 ○ ○ ○

経済学 1 2 生徒指導論・進路指導論 3 2 ○ ○ ○

家庭と社会 1 2 教育相談 3 2 ○ ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 教育実習（初等） 3 5 ○

現代社会と教育 2 2 教育実習（中等） 3 5 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育実習（特別支援） 4 3 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○ ○

人権教育 3 2

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教育法規 3 2

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職特講（教育課題研究） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

中国語ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

中国語ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

手話ａ 2 1 情緒障害教育総論 4 2 △

手話ｂ 2 1

海外語学研修 2 1 基礎演習Ⅰ 1 2

基礎演習Ⅱ 2 2

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○ 専門演習Ⅰ 3 4

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 器楽演習 1 2 △

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ 算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 生活科概論 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ 音楽科概論 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ 図画工作科概論 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ 家庭科概論 2 2 ○ ○

アダプテッド・スポーツ実技 2 1 体育科概論 2 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 英語科概論 2 2 ○ ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

体力測定評価 1 2 教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

機能解剖学 2 2 教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

精神保健学 3 2 ○ ○ 教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

栄養教育 3 2 教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

音楽実技 3 2

書写実技 2 2

図画工作実技 2 2

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位以以上上））

配
当

単
位

免許種別

基基礎礎科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

専専門門科科目目

卒業必修

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

○

○

○

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　● 　●

○

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修２２／／選選択択４４以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

原
則
と
し
て
保
健
体
育
教
育
コ
ー

ス
の
学
生
は
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目

○

○

○

○

○

○

小
学
校

保
健
体
育

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ（初等） 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ（中等） 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップ（特別支援） 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○ 36

運動療法（救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○ 総合教育科目 8 8

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ 　　総合教育　必修 4 4

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 　　総合教育　選択 4 4

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○ 6 6

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○ 　　コミュニケーション　必修 4 4

バイオメカニクス論 3 2 　　コミュニケーション　選択 2 2

アダプテッド・スポーツ論 1 2 12 12

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　教職基礎　必修 12 12

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 6 6

レクリエーション教育論 1 2 　　体育基礎　必修 2 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　体育基礎　選択 4 4

体力づくり論 3 2 4 4

リトミック 3 1 　　保健基礎　選択 4 4

72 52

特別支援教育論 1 2 ○ 12 12

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○ 　　教職専門　必修 12 12

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 48 -

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　小学校教育コース専門　必修 48 -

知的障害教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース専門　選択 -

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 保健体育教育コース専門科目 28

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース専門　必修 28

重複障害教育総論 3 2 ○ 　　保健体育教育コース専門　選択

言語障害教育総論 3 2 ○ 特別支援教育コース専門科目

感覚障害教育総論 3 2 ○ 　　特別支援教育　選択

障害児アセスメント 4 2 4 4

特別支援教育特講（自立活動） 4 2 　　共通基礎　必修 4 4

8 8

　　共通専門　必修 8 8

2 2

2 2

　　キャリア　必修 2 2

14 34

合計（卒業要件単位） 124 124

卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位専専門門科科目目

配
当

単
位

卒業必修 免許種別

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目 キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

科目区分
最低修得単位数

保健体育教育コース小学校教育コース

　△印　－　教職選択科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　○印　－　必修科目

【【卒卒業業要要件件】】

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目については
P95,100,101を参照

専専門門科科目目

キキャャリリアア専専門門科科目目

キャリア科目

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

教職専門科目

共通専門科目

36

教職基礎科目

小学校教育コース専門科目

コミュニケーション科目

基基礎礎科科目目

共通基礎科目

保健基礎科目

体育基礎科目

特特別別支支援援教教育育ココーースス専専門門科科目目

－ 136 － － 137 －

 

第
２
部（
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育
学
部
）



22002211年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　教教育育学学科科

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学
校

保
健
体
育

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2 ○

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2 ○

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2 ○

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○ ○

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 人権教育 3 2

英語Ⅲａ 2 1 教育法規 3 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（学習評価論） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

手話ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

手話ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

海外語学研修 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

発達障害教育総論 2 2 ○

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○ 情緒障害教育総論 4 2 △

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 基礎演習Ⅰ 1 2

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ 基礎演習Ⅱ 2 2

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ 専門演習Ⅰ 3 4

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ 算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ 理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 器楽演習 1 2 △

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ 算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ 理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

アダプテッド・スポーツ実技 2 1 生活科概論 2 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 音楽科概論 2 2 ○ ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 図画工作科概論 2 2 ○ ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 家庭科概論 2 2 ○ ○

体育科概論 2 2 ○ ○

体力測定評価 1 2 英語科概論 2 2 ○ ○

機能解剖学 2 2 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

精神保健学 3 2 ○ ○ 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

栄養教育 3 2 教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

音楽実技 3 2

書写実技 2 2

図画工作実技 2 2

専専門門科科目目基基礎礎科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

配
当

単
位

卒業必修 免許種別

●

○

○

●

●

●

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

○

○

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

○

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修２２／／選選択択４４以以上上／／計計６６単単位位以以上上）） ○

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目

　● 　●

原
則
と
し
て
保
健
体
育
教
育
コ
ー

ス
の
学
生
は
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

小
学
校

保
健
体
育

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○

運動療法（救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ 36 36

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 総合教育科目 8 8

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○ 　　総合教育　必修 4 4

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○ 　　総合教育　選択 4 4

バイオメカニクス論 3 2 コミュニケーション科目 6 6

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　コミュニケーション　必修 4 4

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　選択 2 2

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 教職基礎科目 12 12

レクリエーション教育論 1 2 　　教職基礎　必修 12 12

レクリエーション教育実技 2 1 体育基礎科目 6 6

体力づくり論 3 2 　　体育基礎　必修 2 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　選択 4 4

保健基礎科目 4 4

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○ 72 52

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○ 教職専門科目 12 12

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○ 小学校教育コース専門科目 48 －

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース専門　　必修 48 －

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース専門　　選択 －

重複障害教育総論 3 2 ○ 保健体育教育コース専門科目 28

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　保健体育教育コース専門　必修 28

感覚障害教育総論 3 2 ○ 　　保健体育教育コース専門　選択

障害児アセスメント 4 2 特別支援教育コース専門科目

特別支援教育特講（自立活動） 4 2 　　特別支援教育　　　　選択

共通基礎科目 4 4

　　共通基礎　必修 4 4

共通専門科目 8 8

　　共通専門　必修 8 8

2 2

キャリア科目 2 2

　　キャリア　必修 2 2

14 34

124 124

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目 キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

単
位

卒業必修 免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位専専門門科科目目

配
当

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

卒
業
必
修

免許種別

　△印　－　教職選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校教育に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目については
P95,100,101を参照

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校教育（保健体育）に関する科目

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分
最低修得単位数

小学校教育コース 保健体育教育コース

基基礎礎科科目目

特特別別支支援援教教育育ココーースス専専門門科科目目

専専門門科科目目

キキャャリリアア専専門門科科目目

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

合合計計（（卒卒業業要要件件単単位位））

－ 138 － － 139 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

22002211年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　教教育育学学科科

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学
校

保
健
体
育

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2 ○

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2 ○

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2 ○

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○ ○

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 人権教育 3 2

英語Ⅲａ 2 1 教育法規 3 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（学習評価論） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

手話ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

手話ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

海外語学研修 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

発達障害教育総論 2 2 ○

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○ 情緒障害教育総論 4 2 △

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 基礎演習Ⅰ 1 2

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ 基礎演習Ⅱ 2 2

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ 専門演習Ⅰ 3 4

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ 算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ 理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 器楽演習 1 2 △

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ 算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ 理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

アダプテッド・スポーツ実技 2 1 生活科概論 2 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 音楽科概論 2 2 ○ ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 図画工作科概論 2 2 ○ ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 家庭科概論 2 2 ○ ○

体育科概論 2 2 ○ ○

体力測定評価 1 2 英語科概論 2 2 ○ ○

機能解剖学 2 2 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

精神保健学 3 2 ○ ○ 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

栄養教育 3 2 教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

音楽実技 3 2

書写実技 2 2

図画工作実技 2 2

専専門門科科目目基基礎礎科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

配
当

単
位

卒業必修 免許種別

●

○

○

●

●

●

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

○

○

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

○

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修２２／／選選択択４４以以上上／／計計６６単単位位以以上上）） ○

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目

　● 　●

原
則
と
し
て
保
健
体
育
教
育
コ
ー

ス
の
学
生
は
履
修
で
き
ま
せ
ん
。

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

小
学
校

保
健
体
育

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○

運動療法（救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○ 36 36

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○ 総合教育科目 8 8

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○ 　　総合教育　必修 4 4

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○ 　　総合教育　選択 4 4

バイオメカニクス論 3 2 コミュニケーション科目 6 6

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　コミュニケーション　必修 4 4

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　選択 2 2

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 教職基礎科目 12 12

レクリエーション教育論 1 2 　　教職基礎　必修 12 12

レクリエーション教育実技 2 1 体育基礎科目 6 6

体力づくり論 3 2 　　体育基礎　必修 2 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　選択 4 4

保健基礎科目 4 4

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○ 72 52

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○ 教職専門科目 12 12

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○ 小学校教育コース専門科目 48 －

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース専門　　必修 48 －

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース専門　　選択 －

重複障害教育総論 3 2 ○ 保健体育教育コース専門科目 28

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　保健体育教育コース専門　必修 28

感覚障害教育総論 3 2 ○ 　　保健体育教育コース専門　選択

障害児アセスメント 4 2 特別支援教育コース専門科目

特別支援教育特講（自立活動） 4 2 　　特別支援教育　　　　選択

共通基礎科目 4 4

　　共通基礎　必修 4 4

共通専門科目 8 8

　　共通専門　必修 8 8

2 2

キャリア科目 2 2

　　キャリア　必修 2 2

14 34

124 124

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目 キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

単
位

卒業必修 免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位専専門門科科目目

配
当

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

卒
業
必
修

免許種別

　△印　－　教職選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校教育に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目については
P95,100,101を参照

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校教育（保健体育）に関する科目

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分
最低修得単位数

小学校教育コース 保健体育教育コース

基基礎礎科科目目

特特別別支支援援教教育育ココーースス専専門門科科目目

専専門門科科目目

キキャャリリアア専専門門科科目目

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

合合計計（（卒卒業業要要件件単単位位））

－ 138 － － 139 －

 

第
２
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教
育
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部
）



22002200年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　小小学学校校教教育育ココーースス

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2 ○

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2 ○

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2 ○

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5 ○

教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

海外語学研修 2 1 情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ 算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ 算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

生活科概論 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 音楽科概論 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 図画工作科概論 2 2 ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 家庭科概論 2 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 体育科概論 2 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 英語科概論 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

器楽演習 1 2 △

体力測定評価 1 2 音楽実技 3 2

機能解剖学 2 2 書写実技 2 2

精神保健学 3 2 ○ ○ 図画工作実技 2 2

栄養教育 3 2

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　●

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修４４８８／／計計４４８８単単位位以以上上））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
免許種別

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

配
当

　●

　●

　●

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上））

　● 　●

教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

単
位

卒
業
必
修

免許種別

　●

卒
業
必
修

単
位専専門門科科目目

配
当 中

学
高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○

体育史 3 2 ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○

バイオメカニクス論 3 2 　　総合教育　必修 4

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　総合教育　選択 4

アダプテッド・スポーツ実技 2 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　必修 4

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 　　コミュニケーション　選択 2

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　教職基礎　必修 12

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　必修 8

　　体育基礎　選択必修 1

　　体育基礎　選択

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース　必修 48

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース　選択

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　共通基礎　必修 4

感覚障害教育総論 3 2 ○

障害児アセスメント 4 2 　　共通専門　必修 8

特別支援教育特講（自立活動） 4 2

　　キャリア　必修 2

基礎演習Ⅰ 1 2 ○

基礎演習Ⅱ 2 2 ○

専門演習Ⅰ 3 4 ○

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

小学校教育コース専門科目

48

共通基礎科目
4

9

保健基礎科目

共通専門科目
8

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

専専門門科科目目

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

科目区分 最低修得単位数

基基礎礎科科目目

39

総合教育科目

8

124

11

キャリア科目
2 2

72

12

体育基礎科目

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

専専門門科科目目

卒
業
必
修

免許種別
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

特特別別支支援援教教育育科科目目

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

4

教職専門科目

12

【【卒卒業業要要件件】】

コミュニケーション科目

6

教職基礎科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目
についてはP95,100,101を参照

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

－ 140 － － 141 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

22002200年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　小小学学校校教教育育ココーースス

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2 ○

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2 ○

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2 ○

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5 ○

教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

海外語学研修 2 1 情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ 算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ 算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

生活科概論 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 音楽科概論 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 図画工作科概論 2 2 ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 家庭科概論 2 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 体育科概論 2 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 英語科概論 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

器楽演習 1 2 △

体力測定評価 1 2 音楽実技 3 2

機能解剖学 2 2 書写実技 2 2

精神保健学 3 2 ○ ○ 図画工作実技 2 2

栄養教育 3 2

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　●

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修４４８８／／計計４４８８単単位位以以上上））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
免許種別

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

配
当

　●

　●

　●

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上））

　● 　●

教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

単
位

卒
業
必
修

免許種別

　●

卒
業
必
修

単
位専専門門科科目目

配
当 中

学
高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○

体育史 3 2 ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○

バイオメカニクス論 3 2 　　総合教育　必修 4

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　総合教育　選択 4

アダプテッド・スポーツ実技 2 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　必修 4

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 　　コミュニケーション　選択 2

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　教職基礎　必修 12

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　必修 8

　　体育基礎　選択必修 1

　　体育基礎　選択

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース　必修 48

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース　選択

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　共通基礎　必修 4

感覚障害教育総論 3 2 ○

障害児アセスメント 4 2 　　共通専門　必修 8

特別支援教育特講（自立活動） 4 2

　　キャリア　必修 2

基礎演習Ⅰ 1 2 ○

基礎演習Ⅱ 2 2 ○

専門演習Ⅰ 3 4 ○

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

小学校教育コース専門科目

48

共通基礎科目
4

9

保健基礎科目

共通専門科目
8

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

専専門門科科目目

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

科目区分 最低修得単位数

基基礎礎科科目目

39

総合教育科目

8

124

11

キャリア科目
2 2

72

12

体育基礎科目

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

専専門門科科目目

卒
業
必
修

免許種別
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

特特別別支支援援教教育育科科目目

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

4

教職専門科目

12

【【卒卒業業要要件件】】

コミュニケーション科目

6

教職基礎科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目
についてはP95,100,101を参照

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

－ 140 － － 141 －
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22002200年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　保保健健体体育育教教育育ココーースス

中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5

教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

海外語学研修 2 1 情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○

ニュースポーツ 3 1

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1

体力測定評価 1 2

機能解剖学 2 2

精神保健学 3 2 ○ ○

栄養教育 3 2

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　●

　●

　●

　●

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

　● 　● 　●

卒
業
必
修

専専門門科科目目
免許種別 免許種別

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

配
当

単
位

卒
業
必
修

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
配
当

単
位 中

学
高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○

バイオメカニクス論 3 2 　　総合教育　必修 4

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　総合教育　選択 4

アダプテッド・スポーツ実技 2 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　必修 4

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 　　コミュニケーション　選択 2

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　教職基礎　必修 12

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　必修 8

　　体育基礎　選択必修 1

　　体育基礎　選択

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース　必修 28

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース　選択

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　共通基礎　必修 4

感覚障害教育総論 3 2 ○ 共通専門科目

障害児アセスメント 4 2 　　共通専門　必修 8

特別支援教育特講（自立活動） 4 2 キャリア科目

　　キャリア　必修 2

基礎演習Ⅰ 1 2 ○

基礎演習Ⅱ 2 2 ○

専門演習Ⅰ 3 4 ○

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

2

124

52

31

2

9

保健基礎科目

専専門門科科目目

コミュニケーション科目

教職専門科目

12

保健体育教育コース専門科目

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

28

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

8

共通基礎科目
4

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目
についてはP95,100,101を参照

特特別別支支援援教教育育科科目目

6

教職基礎科目
12

体育基礎科目

4

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分 最低修得単位数

総合教育科目

8

39

基基礎礎科科目目

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

卒
業
必
修

免許種別

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修2288／／計計2288単単位位以以上上）） キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

専専門門科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

－ 142 － － 143 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

22002200年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　保保健健体体育育教教育育ココーースス

中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5

教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

海外語学研修 2 1 情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○

ニュースポーツ 3 1

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1

体力測定評価 1 2

機能解剖学 2 2

精神保健学 3 2 ○ ○

栄養教育 3 2

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　●

　●

　●

　●

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

　● 　● 　●

卒
業
必
修

専専門門科科目目
免許種別 免許種別

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

配
当

単
位

卒
業
必
修

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
配
当

単
位 中

学
高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○

バイオメカニクス論 3 2 　　総合教育　必修 4

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　総合教育　選択 4

アダプテッド・スポーツ実技 2 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　必修 4

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 　　コミュニケーション　選択 2

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　教職基礎　必修 12

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　必修 8

　　体育基礎　選択必修 1

　　体育基礎　選択

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース　必修 28

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース　選択

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　共通基礎　必修 4

感覚障害教育総論 3 2 ○ 共通専門科目

障害児アセスメント 4 2 　　共通専門　必修 8

特別支援教育特講（自立活動） 4 2 キャリア科目

　　キャリア　必修 2

基礎演習Ⅰ 1 2 ○

基礎演習Ⅱ 2 2 ○

専門演習Ⅰ 3 4 ○

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

2

124

52

31

2

9

保健基礎科目

専専門門科科目目

コミュニケーション科目

教職専門科目

12

保健体育教育コース専門科目

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

28

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

8

共通基礎科目
4

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目
についてはP95,100,101を参照

特特別別支支援援教教育育科科目目

6

教職基礎科目
12

体育基礎科目

4

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分 最低修得単位数

総合教育科目

8

39

基基礎礎科科目目

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

卒
業
必
修

免許種別

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修2288／／計計2288単単位位以以上上）） キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

専専門門科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

－ 142 － － 143 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



22001199年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　小小学学校校教教育育ココーースス

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2 ○

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2 ○

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2 ○

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5 ○

教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ 算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 生活科概論 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 音楽科概論 2 2 ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 図画工作科概論 2 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 家庭科概論 2 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 体育科概論 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 英語科概論 2 2 ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

体力測定評価 1 2 器楽演習 1 2 △

機能解剖学 2 2 音楽実技 3 2

精神保健学 3 2 ○ ○ 書写実技 2 2

栄養教育 3 2 図画工作実技 2 2

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　●

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修４４８８／／計計４４８８単単位位以以上上））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
免許種別

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

配
当

教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

単
位

卒
業
必
修

免許種別

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上））

　● 　●

　●

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

専専門門科科目目
配
当

卒
業
必
修

　●

　●

　●

単
位 中

学
高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○

体育史 3 2 ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○

バイオメカニクス論 3 2 　　総合教育　必修 4

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　総合教育　選択 4

アダプテッド・スポーツ実技 2 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　必修 4

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 　　コミュニケーション　選択 2

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　教職基礎　必修 12

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　必修 8

　　体育基礎　選択必修 1

　　体育基礎　選択

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース　必修 48

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース　選択

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　共通基礎　必修 4

感覚障害教育総論 3 2 ○

障害児アセスメント 4 2 　　共通専門　必修 8

特別支援教育特講（自立活動） 4 2

　　キャリア　必修 2

基礎演習Ⅰ 1 2 ○

基礎演習Ⅱ 2 2 ○

専門演習Ⅰ 3 4 ○

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

専専門門科科目目

卒
業
必
修

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

特特別別支支援援教教育育科科目目

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

4

教職専門科目

12

【【卒卒業業要要件件】】

コミュニケーション科目

6

教職基礎科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目
についてはP95,100,101を参照

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

免許種別
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目

科目区分 最低修得単位数

基基礎礎科科目目

39

総合教育科目

8

124

11

キャリア科目
2 2

72

12

体育基礎科目

9

保健基礎科目

共通専門科目
8

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

専専門門科科目目

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

小学校教育コース専門科目

48

共通基礎科目
4

－ 144 － － 145 －
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22001199年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　小小学学校校教教育育ココーースス

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2 ○

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2 ○

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2 ○

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2 ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5 ○

教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○ ○ 算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 生活科概論 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 音楽科概論 2 2 ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 図画工作科概論 2 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 家庭科概論 2 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 体育科概論 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 英語科概論 2 2 ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1 教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1 教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

教科教育法（英語） 3 2 ○ ○

体力測定評価 1 2 器楽演習 1 2 △

機能解剖学 2 2 音楽実技 3 2

精神保健学 3 2 ○ ○ 書写実技 2 2

栄養教育 3 2 図画工作実技 2 2

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　●

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修４４８８／／計計４４８８単単位位以以上上））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
免許種別

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

配
当

教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

単
位

卒
業
必
修

免許種別

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上））

　● 　●

　●

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

専専門門科科目目
配
当

卒
業
必
修

　●

　●

　●

単
位 中

学
高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○

体育史 3 2 ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○

バイオメカニクス論 3 2 　　総合教育　必修 4

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　総合教育　選択 4

アダプテッド・スポーツ実技 2 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　必修 4

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 　　コミュニケーション　選択 2

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　教職基礎　必修 12

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　必修 8

　　体育基礎　選択必修 1

　　体育基礎　選択

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース　必修 48

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　小学校教育コース　選択

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　共通基礎　必修 4

感覚障害教育総論 3 2 ○

障害児アセスメント 4 2 　　共通専門　必修 8

特別支援教育特講（自立活動） 4 2

　　キャリア　必修 2

基礎演習Ⅰ 1 2 ○

基礎演習Ⅱ 2 2 ○

専門演習Ⅰ 3 4 ○

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

専専門門科科目目

卒
業
必
修

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

特特別別支支援援教教育育科科目目

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

4

教職専門科目

12

【【卒卒業業要要件件】】

コミュニケーション科目

6

教職基礎科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目
についてはP95,100,101を参照

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

免許種別
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目

科目区分 最低修得単位数

基基礎礎科科目目

39

総合教育科目

8

124

11

キャリア科目
2 2

72

12

体育基礎科目

9

保健基礎科目

共通専門科目
8

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

専専門門科科目目

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

小学校教育コース専門科目

48

共通基礎科目
4

－ 144 － － 145 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



22001199年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　保保健健体体育育教教育育ココーースス

中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5

教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○

ニュースポーツ 3 1

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1

体力測定評価 1 2

機能解剖学 2 2

精神保健学 3 2 ○ ○

栄養教育 3 2

卒
業
必
修

専専門門科科目目
免許種別 免許種別

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

配
当

単
位

卒
業
必
修

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
配
当

単
位

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　●

　●

　●

　●

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

　● 　● 　●

中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○

バイオメカニクス論 3 2 　　総合教育　必修 4

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　総合教育　選択 4

アダプテッド・スポーツ実技 2 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　必修 4

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 　　コミュニケーション　選択 2

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　教職基礎　必修 12

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　必修 8

　　体育基礎　選択必修 1

　　体育基礎　選択

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース　必修 28

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース　選択

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　共通基礎　必修 4

感覚障害教育総論 3 2 ○ 共通専門科目

障害児アセスメント 4 2 　　共通専門　必修 8

特別支援教育特講（自立活動） 4 2 キャリア科目

　　キャリア　必修 2

基礎演習Ⅰ 1 2 ○

基礎演習Ⅱ 2 2 ○

専門演習Ⅰ 3 4 ○

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修2288／／計計2288単単位位以以上上）） キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

専専門門科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

卒
業
必
修

免許種別

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目
についてはP95,100,101を参照

特特別別支支援援教教育育科科目目

6

教職基礎科目
12

体育基礎科目

4

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分 最低修得単位数

総合教育科目

8

39

基基礎礎科科目目

教職専門科目

12

保健体育教育コース専門科目

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

28

8

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

2

124

52

31

2

9

保健基礎科目

専専門門科科目目

共通基礎科目
4

コミュニケーション科目

－ 146 － － 147 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

22001199年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　保保健健体体育育教教育育ココーースス

中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論 2 2 ○ ○ ○

基礎数学 1 2 道徳教育の指導法 1 2 ○ ○ ○

基礎理科 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法A 2 2

法学 1 2 特別活動・総合的な学習の時間の指導法B 2 2 ○ ○

経済学 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2

家庭と社会 1 2 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2

現代社会と教育 2 2 生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ 教育相談Ａ 3 2

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ 教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

教育実習Ａ 3 5

教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教職実践演習（初等・中等） 4 2 ○ ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 人権教育 3 2

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ 教育法規 3 2

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ 教職特講（学習評価論） 4 2

英語Ⅲａ 2 1 教職特講（学級経営） 4 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（教育課題研究） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（小学校英語） 4 2

手話ａ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○

手話ｂ 2 1 発達障害教育総論 2 2 ○

情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○

特別ニーズ教育論 1 2 ○ ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○

ニュースポーツ 3 1

野外活動実習Ⅰ（夏季） 1 1

野外活動実習Ⅱ（冬季） 1 1

体力測定評価 1 2

機能解剖学 2 2

精神保健学 3 2 ○ ○

栄養教育 3 2

卒
業
必
修

専専門門科科目目
免許種別 免許種別

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

配
当

単
位

卒
業
必
修

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（必必修修４４／／選選択択必必修修８８／／計計１１２２単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
配
当

単
位

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

　●

　●

　●

　●

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

　● 　● 　●

中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＢ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＣ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 キャリアデザインⅠ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（サッカー） 3 1

球技（ソフトボール） 3 1

球技（ハンドボール） 3 1

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 ○ ○

バイオメカニクス論 3 2 　　総合教育　必修 4

アダプテッド・スポーツ論 1 2 　　総合教育　選択 4

アダプテッド・スポーツ実技 2 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1 　　コミュニケーション　必修 4

アダプテッド・スポーツ指導法 3 2 　　コミュニケーション　選択 2

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1 　　教職基礎　必修 12

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1 　　体育基礎　必修 8

　　体育基礎　選択必修 1

　　体育基礎　選択

特別支援教育論 1 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　教職専門　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　教職専門　選択必修 8

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職専門　選択

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース　必修 28

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　保健体育教育コース　選択

重複障害教育総論 3 2 ○

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　共通基礎　必修 4

感覚障害教育総論 3 2 ○ 共通専門科目

障害児アセスメント 4 2 　　共通専門　必修 8

特別支援教育特講（自立活動） 4 2 キャリア科目

　　キャリア　必修 2

基礎演習Ⅰ 1 2 ○

基礎演習Ⅱ 2 2 ○

専門演習Ⅰ 3 4 ○

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修2288／／計計2288単単位位以以上上）） キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

専専門門科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

卒
業
必
修

免許種別

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

 ＧＰＡ対象外、履修制限対象外、卒業要件対象外科目
についてはP95,100,101を参照

特特別別支支援援教教育育科科目目

6

教職基礎科目
12

体育基礎科目

4

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分 最低修得単位数

総合教育科目

8

39

基基礎礎科科目目

教職専門科目

12

保健体育教育コース専門科目

共共通通基基礎礎科科目目（（必必修修４４／／計計４４単単位位））

28

8

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

2

124

52

31

2

9

保健基礎科目

専専門門科科目目

共通基礎科目
4

コミュニケーション科目

－ 146 － － 147 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



22001155～～22001188年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　小小学学校校教教育育ココーースス

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論Ａ 2 2 ○

基礎数学 1 2 教育課程論Ｂ 2 2 ○ ○

基礎理科 1 2 道徳教育の指導法Ａ 1 2 ○

法学 1 2 道徳教育の指導法Ｂ 1 2 ○ ○

経済学 1 2 特別活動の指導法Ａ 2 2 ○

家庭と社会 1 2 特別活動の指導法Ｂ 2 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2 ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2 ○

生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

教育相談Ａ 3 2 ○

教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教育実習Ａ 3 5 ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職実践演習 4 2 ○ ○ ○

英語Ⅲａ 2 1 人権教育 3 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（現代社会と教育） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（学習評価論） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（学校経営） 4 2

手話ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

手話ｂ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

ＬＤ・ＡＤＨＤ教育総論 4 2 ○

情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

特別支援教育論 1 2 ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 生活科概論 2 2 ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 音楽科概論 2 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 図画工作科概論 2 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 家庭科概論 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 体育科概論 1 2 ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

野外活動実習 3 1 教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

体力測定評価 1 2 小学校英語 3 2 ○ ○

機能解剖学 2 2 器楽演習 3 2 △

精神保健学 3 2 ○ ○ ピアノ実技 1 2

栄養教育 3 2 書写実技 2 2

図画工作実技 2 2

単
位

卒
業
必
修

免許種別免許種別

基基礎礎科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

専専門門科科目目

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上））

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

教教職職専専門門科科目目（（選選択択必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位以以上上））

　●

　●

　●

　● 　●

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

配
当

　●

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修４４６６／／計計４４６６単単位位以以上上））

　●

　●

　●

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡⅠ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡⅡ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＢⅠ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＢⅡ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 学校インターンシップＣⅠ 3 2

球技（サッカー） 3 1 学校インターンシップＣⅡ 3 2

球技（ソフトボール） 3 1 キャリアデザインⅠ 2 2

球技（ハンドボール） 3 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○

体育史 3 2 ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ 科科目目名名 －

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 科科目目名名 －

バイオメカニクス論 3 2

アダプテッド・スポーツ論 2 2

アダプテッド・スポーツ実技 3 1 科科目目名名 －

アダプテッド・スポーツ実習 3 1

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1

　　総合教育　必修 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○ 　　総合教育　選択 4

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　コミュニケーション　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　コミュニケーション　選択 2

障害児の教育課程 2 2 ○

知的障害教育指導法 3 2 ○ 　　教職基礎　必修 12

肢体不自由教育指導法 3 2 ○

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　体育基礎　必修 8

重複障害教育総論 3 2 ○ 　　体育基礎　選択必修 1

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　体育基礎　選択

感覚障害教育総論 3 2 ○

　　保健基礎　選択 4

専門演習Ⅰ 3 4 ○ 　　教職専門　選択必修 12

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○ 　　教職専門　選択

　　小学校教育コース　必修 46

　　小学校教育コース　選択

　　共通専門　必修 8

　　キャリア　必修 2

キャリア科目
2 2
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免許種別卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

専専門門科科目目
配
当

単
位

　●

最低修得単位数

　●

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

　△印　－　選択科目

履修制限対象外科目
（ＧＰＡは対象）

8

6

12

特特別別支支援援教教育育科科目目

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

基基礎礎科科目目

66

39

専専門門科科目目

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

9

4

12

46

8

17

卒業要件にならない
科目(履修制限及び

ＧＰＡ対象外)

総合教育科目

コミュニケーション科目

教職基礎科目

体育基礎科目

共通専門科目

小学校教育コース専門科目

ＧＰＡ対象外科目

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目

教職専門科目

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分

保健基礎科目

－ 148 － － 149 －



2211-0681_2023 年度 履修要項 .学生ガイドブック

22001155～～22001188年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　小小学学校校教教育育ココーースス

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論Ａ 2 2 ○

基礎数学 1 2 教育課程論Ｂ 2 2 ○ ○

基礎理科 1 2 道徳教育の指導法Ａ 1 2 ○

法学 1 2 道徳教育の指導法Ｂ 1 2 ○ ○

経済学 1 2 特別活動の指導法Ａ 2 2 ○

家庭と社会 1 2 特別活動の指導法Ｂ 2 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2 ○

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2 ○

生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

教育相談Ａ 3 2 ○

教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教育実習Ａ 3 5 ○

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ ○ 教職実践演習 4 2 ○ ○ ○

英語Ⅲａ 2 1 人権教育 3 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（現代社会と教育） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（学習評価論） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（学校経営） 4 2

手話ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

手話ｂ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○ ○

ＬＤ・ＡＤＨＤ教育総論 4 2 ○

情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○ ○ 国語科概論Ⅱ(書写実習を含む) 2 2 ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○ ○ 社会科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

特別支援教育論 1 2 ○ ○ 社会科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

算数科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

算数科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

理科概論Ⅰ 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ ○ 理科概論Ⅱ 2 2 ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ ○ 生活科概論 2 2 ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 音楽科概論 2 2 ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 図画工作科概論 2 2 ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○ 家庭科概論 2 2 ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1 体育科概論 1 2 ○ ○

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1 教科教育法（国語） 2 2 ○ ○

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（社会） 2 2 ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（算数） 2 2 ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○ 教科教育法（理科） 2 2 ○ ○

ニュースポーツ 3 1 教科教育法（生活） 3 2 ○ ○

野外活動実習 3 1 教科教育法（音楽） 3 2 ○ ○

教科教育法（図画工作） 3 2 ○ ○

教科教育法（家庭） 3 2 ○ ○

教科教育法（体育） 2 2 ○ ○

体力測定評価 1 2 小学校英語 3 2 ○ ○

機能解剖学 2 2 器楽演習 3 2 △

精神保健学 3 2 ○ ○ ピアノ実技 1 2

栄養教育 3 2 書写実技 2 2

図画工作実技 2 2

単
位

卒
業
必
修

免許種別免許種別

基基礎礎科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

専専門門科科目目

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上））

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

教教職職専専門門科科目目（（選選択択必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位以以上上））

　●

　●

　●

　● 　●

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

配
当

　●

小小学学校校教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修４４６６／／計計４４６６単単位位以以上上））

　●

　●

　●

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

小
学

中
学

高
校

特
支

小
学

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡⅠ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡⅡ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＢⅠ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＢⅡ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 学校インターンシップＣⅠ 3 2

球技（サッカー） 3 1 学校インターンシップＣⅡ 3 2

球技（ソフトボール） 3 1 キャリアデザインⅠ 2 2

球技（ハンドボール） 3 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○

体育史 3 2 ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ 科科目目名名 －

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2

保健体育科教育法Ⅳ 3 2 科科目目名名 －

バイオメカニクス論 3 2

アダプテッド・スポーツ論 2 2

アダプテッド・スポーツ実技 3 1 科科目目名名 －

アダプテッド・スポーツ実習 3 1

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1

　　総合教育　必修 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○ 　　総合教育　選択 4

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　コミュニケーション　必修 4

知的障害者の発達と心理 2 2 ○ 　　コミュニケーション　選択 2

障害児の教育課程 2 2 ○

知的障害教育指導法 3 2 ○ 　　教職基礎　必修 12

肢体不自由教育指導法 3 2 ○

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　体育基礎　必修 8

重複障害教育総論 3 2 ○ 　　体育基礎　選択必修 1

言語障害教育総論 3 2 ○ 　　体育基礎　選択

感覚障害教育総論 3 2 ○

　　保健基礎　選択 4

専門演習Ⅰ 3 4 ○ 　　教職専門　選択必修 12

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○ 　　教職専門　選択

　　小学校教育コース　必修 46

　　小学校教育コース　選択

　　共通専門　必修 8

　　キャリア　必修 2

キャリア科目
2 2
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免許種別卒
業
必
修

免許種別

キキャャリリアア科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

専専門門科科目目
配
当

単
位

　●

最低修得単位数

　●

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

　△印　－　選択科目

履修制限対象外科目
（ＧＰＡは対象）

8

6

12

特特別別支支援援教教育育科科目目

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

基基礎礎科科目目

66

39

専専門門科科目目

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目

9

4

12

46

8

17

卒業要件にならない
科目(履修制限及び

ＧＰＡ対象外)

総合教育科目

コミュニケーション科目

教職基礎科目

体育基礎科目

共通専門科目

小学校教育コース専門科目

ＧＰＡ対象外科目

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目

教職専門科目

【【卒卒業業要要件件】】

科目区分

保健基礎科目

－ 148 － － 149 －

 

第
２
部（
教
育
学
部
）



22001155～～22001188年年度度入入学学生生　　教教育育学学部部　　保保健健体体育育教教育育ココーースス

中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

言語活動 1 2 ○ 教育課程論Ａ 2 2

基礎数学 1 2 教育課程論Ｂ 2 2 ○ ○

基礎理科 1 2 道徳教育の指導法Ａ 1 2

法学 1 2 道徳教育の指導法Ｂ 1 2 ○ ○

経済学 1 2 特別活動の指導法Ａ 2 2

家庭と社会 1 2 特別活動の指導法Ｂ 2 2 ○ ○

生命の尊厳と倫理 1 2 教育方法・技術論Ａ 3 2

情報処理Ⅰ 1 1 ○ ○ ○ 教育方法・技術論Ｂ 3 2 ○ ○

情報処理Ⅱ 1 1 ○ ○ ○ 生徒指導論・進路指導論Ａ 3 2

生徒指導論・進路指導論Ｂ 3 2 ○ ○

教育相談Ａ 3 2

教育相談Ｂ 3 2 ○ ○

英語Ⅰａ 1 1 ○ 教育実習Ａ 3 5

英語Ⅰｂ 1 1 ○ 教育実習Ｂ 3 5 ○ ○

英語Ⅱａ 2 1 ○ ○ ○ 教育実習Ｃ 4 3 ○

英語Ⅱｂ 2 1 ○ ○ ○ 教職実践演習 4 2 ○ ○

英語Ⅲａ 2 1 人権教育 3 2

英語Ⅲｂ 2 1 教職特講（現代社会と教育） 4 2

中国語ａ 2 1 教職特講（学習評価論） 4 2

中国語ｂ 2 1 教職特講（学校経営） 4 2

手話ａ 2 1 教職特講（ICT活用教材研究） 4 2

手話ｂ 2 1 介護等体験（事前事後指導を含む） 3 2 ○

ＬＤ・ＡＤＨＤ教育総論 4 2 ○

情緒障害教育総論 4 2 △

教職論 1 2 ○ ○ ○

教育原論 1 2 ○ ○ ○

学校教育心理学 1 2 ○ ○ ○

教育行政学 3 2 ○ ○ ○

日本国憲法 1 2 ○ ○ ○

特別支援教育論 1 2 ○ ○

基礎体育Ⅰ 1 1 ○ ○ ○

基礎体育Ⅱ 1 1 ○ ○ ○

体育実技（陸上競技Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（水泳Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（器械運動Ⅰ） 1 1 ○ ○ ○

体育実技（柔道Ⅰ） 1 1

体育実技（剣道Ⅰ） 1 1

体育実技（ダンスⅠ） 2 1 ○ ○ ○

球技（バレーボール） 2 1 ○ ○ ○

球技（バスケットボール） 2 1 ○ ○ ○

ニュースポーツ 3 1

野外活動実習 3 1

体力測定評価 1 2

機能解剖学 2 2

精神保健学 3 2 ○ ○

栄養教育 3 2

　●

　●

　●

　●

　●

　●

免許種別 免許種別卒
業
必
修

専専門門科科目目
配
当

単
位

卒
業
必
修

総総合合教教育育科科目目（（必必修修４４／／選選択択４４以以上上／／計計８８単単位位以以上上）） 教教職職専専門門科科目目（（選選択択必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位以以上上））

基基礎礎科科目目
配
当

単
位

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ科科目目（（必必修修４４／／選選択択２２以以上上／／計計６６単単位位以以上上））

教教職職基基礎礎科科目目（（必必修修１１２２／／計計１１２２単単位位））

　● 　●

体体育育基基礎礎科科目目（（必必修修８８／／選選択択必必修修１１／／計計９９単単位位以以上上））

　●

保保健健基基礎礎科科目目（（計計４４単単位位以以上上））

中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡⅠ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡⅡ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＢⅠ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＢⅡ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 学校インターンシップＣⅠ 3 2

球技（サッカー） 3 1 学校インターンシップＣⅡ 3 2

球技（ソフトボール） 3 1 キャリアデザインⅠ 2 2

球技（ハンドボール） 3 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○ 科科目目名名 －

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 科科目目名名 －

保健体育科教育法Ⅳ 3 2

バイオメカニクス論 3 2

アダプテッド・スポーツ論 2 2 科科目目名名 －

アダプテッド・スポーツ実技 3 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1

　　総合教育　必修 4

　　総合教育　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　コミュニケーション　必修 4

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　コミュニケーション　選択 2

知的障害者の発達と心理 2 2 ○

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職基礎　必修 12

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　体育基礎　必修 8

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　体育基礎　選択必修 1

重複障害教育総論 3 2 ○ 　　体育基礎　選択

言語障害教育総論 3 2 ○

感覚障害教育総論 3 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

　　教職専門　選択必修 12

専門演習Ⅰ 3 4 ○ 　　教職専門　選択

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

　　保健体育教育コース　必修 24

　　保健体育教育コース　選択必修 2

　　保健体育教育コース　選択

　　共通専門　必修 8

　　キャリア　必修 2
2

124

単
位

卒
業
必
修

免許種別 免許種別

専専門門科科目目

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

キキャャリリアア科科目目
配
当

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修2244／／選選択択必必修修22／／計計2266単単位位以以上上））

配
当

単
位

卒
業
必
修

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

コミュニケーション科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

卒業要件にならない
科目(履修制限及び

ＧＰＡ対象外)

　● 　● 　●

【【卒卒業業要要件件】】

履修制限対象外科目
（ＧＰＡは対象）

ＧＰＡ対象外科目

9

科目区分 最低修得単位数

基基礎礎科科目目

39

総合教育科目

8

2

保健基礎科目
4

8

6

教職基礎科目
12

特特別別支支援援教教育育科科目目

体育基礎科目

共通専門科目

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目 37

専専門門科科目目

46

教職専門科目

12

保健体育教育コース専門科目

26

キャリア科目

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

－ 150 － － 151 －
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中
学

高
校

特
支

中
学

高
校

特
支

応用実技（陸上競技Ⅱ） 1 1 学校インターンシップ 1 2 ○

応用実技（水泳Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡⅠ 2 2

応用実技（器械運動Ⅱ） 1 1 学校インターンシップＡⅡ 2 2

応用実技（柔道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＢⅠ 2 2

応用実技（剣道Ⅱ） 2 1 学校インターンシップＢⅡ 2 2

応用実技（ダンスⅡ） 2 1 学校インターンシップＣⅠ 3 2

球技（サッカー） 3 1 学校インターンシップＣⅡ 3 2

球技（ソフトボール） 3 1 キャリアデザインⅠ 2 2

球技（ハンドボール） 3 1 キャリアデザインⅡ 3 2

球技（テニス） 3 1

体育原理 1 2 ○ ○ ○

体育心理学 2 2 ○ ○ ○

体育経営論 3 2 ○ ○ ○

体育社会学 3 2 ○ ○ ○

体育史 3 2 ○ ○ ○

運動学・運動方法学 2 2 ○ ○ ○

生理学（運動生理学を含む） 1 2 ○ ○ ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ○ ○ ○

学校保健(小児保健・学校安全を含む） 2 2 ○ ○ ○

運動療法(救急処置を含む） 2 2 ○ ○ ○ 科科目目名名 －

保健体育科教育法Ⅰ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅱ 2 2 ○ ○ ○

保健体育科教育法Ⅲ 2 2 科科目目名名 －

保健体育科教育法Ⅳ 3 2

バイオメカニクス論 3 2

アダプテッド・スポーツ論 2 2 科科目目名名 －

アダプテッド・スポーツ実技 3 1

アダプテッド・スポーツ実習 3 1

レクリエーション教育論 1 2

レクリエーション教育実技 2 1

体力づくり論 3 2

リトミック 3 1

　　総合教育　必修 4

　　総合教育　選択 4

知的障害者の心理・生理・病理 1 2 ○

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　コミュニケーション　必修 4

病弱者の心理・生理・病理 2 2 ○ 　　コミュニケーション　選択 2

知的障害者の発達と心理 2 2 ○

障害児の教育課程 2 2 ○ 　　教職基礎　必修 12

知的障害教育指導法 3 2 ○

肢体不自由教育指導法 3 2 ○ 　　体育基礎　必修 8

病弱教育指導法 3 2 ○ 　　体育基礎　選択必修 1

重複障害教育総論 3 2 ○ 　　体育基礎　選択

言語障害教育総論 3 2 ○

感覚障害教育総論 3 2 ○ 　　保健基礎　選択 4

　　教職専門　選択必修 12

専門演習Ⅰ 3 4 ○ 　　教職専門　選択

専門演習Ⅱ（卒業論文を含む） 4 4 ○

　　保健体育教育コース　必修 24

　　保健体育教育コース　選択必修 2

　　保健体育教育コース　選択

　　共通専門　必修 8

　　キャリア　必修 2
2
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単
位

卒
業
必
修

免許種別 免許種別

専専門門科科目目

キキャャリリアア科科目目（（必必修修２２））

キキャャリリアア科科目目
配
当

保保健健体体育育教教育育ココーースス専専門門科科目目（（必必修修2244／／選選択択必必修修22／／計計2266単単位位以以上上））

配
当

単
位

卒
業
必
修

　○印　－　必修科目

　　●印　－　２科目より１科目必修

　△印　－　選択科目

　科目名　Ａ　－　小学校に関する科目

　科目名　Ｂ　－　中学校・高等学校（保健体育）に関する科目

コミュニケーション科目

　科目名　Ｃ　－　特別支援教育に関する科目

卒業要件にならない
科目(履修制限及び

ＧＰＡ対象外)

　● 　● 　●

【【卒卒業業要要件件】】

履修制限対象外科目
（ＧＰＡは対象）

ＧＰＡ対象外科目

9

科目区分 最低修得単位数

基基礎礎科科目目

39

総合教育科目

8

2

保健基礎科目
4

8

6

教職基礎科目
12

特特別別支支援援教教育育科科目目

体育基礎科目

共通専門科目

基基礎礎科科目目・・専専門門科科目目 37

専専門門科科目目

46

教職専門科目

12

保健体育教育コース専門科目

26

キャリア科目

共共通通専専門門科科目目（（必必修修８８／／計計８８単単位位））

－ 150 － － 151 －
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